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その荷物、
まいにち使う物ですかＰ

垂

ち Ｐ

燃料を浪費してしまいま魂のムダ ｍ定 ､約15cｃ ま10kgのムダな荷物を積んで50kｍ走ると積 ５ の

|蕊灘鑑…:：
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エコ｡ドライブのために.⑬つの心がけ。
いま.地球環境を守るために.それぞれの立場での取り組みが求めらｵTていますｂ

私たち自動車業界も.環境保全のために｢燃費の改善｣｢クリーンエネルギー車の開発･普及｣｢リサイクルの促進｣など、

多くの課題に取り組んでいま説そして､ドライバーのみなさん－人ひとりにできること.エコ･ドライブ。

鰯発進は円滑に:急発進１０回で約170ccの燃料を浪費｡ｅ安定走行を:急加速１０回で約110ccの燃料を浪費｡③身軽な運転を:１０kgの不要な

荷物をのせて50kｍ走ると約１５ccの燃料を浪費｡③やさしいアクセル操作を:停車中にエンジンを空ぷかしすると１０回で約ｅＯｃｃの燃料を浪費。

ｅエンジンを切る習慣を:わずか5分間のアイドリングでも約６５ccの燃料を浪費｡ｅ適正な空気圧で:空気圧0.5kg/cｍ圏減のタイヤで50kｍ走ると、

それだけで約150ccの燃料を浪壷｡鰺計画的なドライブを:無計画に１０分走ると､約３５０ccの燃料を浪賀｡⑲等速走行を:一般道路で40kｍ/h、

高速道路で８０kｍ/h程度の等速走行がエコドライュ※上記の数値は､対象車柧2000CC乗用車(AT)の燃謹＝11フkｍ/２(10.15モード)が冒瞬ベース(巨工会調べ）

、〆

一人ひとりにできること｡ｴｺﾄﾞﾗｲﾌ二
ノＬ

鯉曰本自動車丁挙会
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ひと

手拭を力'むる朝市の女達

杉本雄三･画く元･関西電力病院長＞

扉･スケッチ

人口と開発’目次
巻
頭
一
一
一
一
目
／
も
う
一
つ
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

猛
ス
ピ
ー
ド
の
少
子
高
齢
化
／
都
・
過
去
最

低
更
新
の
出
生
／
育
児
支
援
・
７
割
が
求
め

る
／
「
子
供
待
と
う
と
思
わ
ぬ
」
／
女
性
４

割
、
結
婚
は
負
担
／
結
婚
し
て
も
子
供
い
ら

な
い
／
少
子
化
対
策
に
二
千
億
円
／
少
子
化

対
策
費
、
効
果
疑
問
／
Ｏ
Ｄ
Ａ
・
東
ア
ジ
ア

再
生
に
／
介
護
保
険
、
見
直
し
論
噴
出
／
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
女
性
の
人
権
尊
重
／
Ｏ
Ｃ
Ｄ
・
経
済

改
革
支
援
／
年
金
。
見
え
ぬ
将
来
負
担
／
人

○
日
本
語
版
国
連
人
口
基
金
『
世
界
人
口
白
書
一
九
九
九
年
版
』
世
界
同
時
発
表
循

○
Ｃ
Ｉ
Ｓ
な
ら
び
に
極
東
地
域
人
口
開
発
国
会
議
員
会
議

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
開
く

○
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
議
員
派
遣

パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
ｌ
成
果
あ
げ
る
Ｉ

○
’
四
世
紀
の
少
子
高
齢
化
ｌ

「
世
界
人
□
デ
ー
｜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

■
イ
サ
ー
ン
の
人
口
増
加
と
経
済

・
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
事
情

■
大
都
市
圏
と
地
方
圏
に
お
け
る
過
疎
問
題

・
三
人
っ
子
政
策
』
如
歳
の
素
顔

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
－
ら
む

口
予
測
、
帥
年
後
の
現
実
／
世
界
の
人
口
、

帥
億
人
に
／
世
界
・
帥
億
人
と
米
が
発
表
／

か
ん
が
い
用
水
不
足
で
紛
争
／
「
避
妊
の
勧

め
」
は
逆
効
果
／
十
は
貧
し
い
家
に
生
れ

る
／
家
族
こ
そ
人
間
社
会
の
基
礎
／
詔
・
７

％
が
核
家
族
世
帯
／
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
人
材
・
教
育

重
視
／
コ
ン
ド
ー
ム
自
販
機
が
人
気
／
イ
ラ

ク
、
幼
児
死
亡
率
倍
増
／
イ
ン
ド
の
人
口
は

ｎ
億
人
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
他

清
水
浩
昭
浬

高
橋
眞
｜
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熊
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ア
メ
リ
カ
を
買
い
ま
く
っ
た
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
、
’
九

七
九
）
は
悪
夢
の
よ
う
に
あ
え
な
く
消
え

去
っ
た
。
し
か
し
、
消
滅
し
た
の
は
経
済

の
日
本
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
日
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

社
会
開
発
の
側
面
で
あ
っ
て
、
そ
の
象
徴

は
世
界
一
の
長
寿
で
あ
る
。
’
九
九
八
年

に
は
男
は
七
七
年
、
女
は
遂
に
八
四
年
を

突
破
し
、
世
界
に
追
随
を
許
さ
な
い
長
寿

の
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
る
。
こ
の
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
最
長
寿
と
い
う
社
会
的
特
質

に
支
え
ら
れ
て
、
難
破
し
た
経
済
日
本
の

再
生
潜
在
能
力
は
極
め
て
高
い
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

長
寿
は
死
亡
率
の
低
下
に
よ
っ
て
達
成

さ
れ
る
が
、
最
大
の
貢
献
力
を
も
っ
て
い

る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
乳
児
死
亡
率
の

改
善
で
あ
る
。
た
と
え
ば
乳
児
死
亡
率

（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
）
を
み
て
み
よ
う
。
戦
前
で
は

巻
頭
・
言

凸
ロ
、
Ｐ
ｂ
夕
、
ｆ
も
ｒ
Ｊ
Ｌ
Ｊ
Ⅲ
Ｊ
ｈ
Ｐ
、
Ｐ
、
Ｐ
し
〃
Ｌ
ひ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
ｑ
Ｊ
０
Ｊ
Ｌ
〃
ｑ
Ｊ
１
Ｊ
、
〃
Ｌ
夕
、
。
●
、
〃
、
Ｐ
：
、
●
Ｐ
３
。
；
、
Ｐ
●
、
凸
ｂ
Ｐ
ｑ
ｐ
○
ｈ
Ｊ
、
Ｐ
、
ク
ロ
、
ｒ
８
０

!'l11llllIlIl1lIlI
ま
で
低
下
し
た
。
’
九
七
五
年
に
は
遂
に

先
進
国
水
準
の
一
○
へ
と
改
善
さ
れ
、
さ

ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
は
一
九
九
六
年
以
降

四
以
下
に
ま
で
低
下
し
、
世
界
の
先
進
国

の
中
で
ト
ッ
プ
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

今
日
の
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
乳
児
死
亡
率
（
出
生
後
一
年
未

満
の
死
亡
児
数
の
出
生
千
人
に
対
す
る
割

合
）
は
一
○
○
を
超
え
て
い
た
。
戦
後
間

も
な
い
一
九
五
○
年
に
は
す
で
に
六
○
に

「
「
’
わ

コノ

ロニ

ア
ジ
ア
全
体
に
つ
い
て
み
る
と
現
在
六

○
で
あ
っ
て
、
日
本
の
一
九
五
○
年
頃
の

水
準
で
あ
る
。

西
欧
文
化
圏
に
属
さ
な
い
日
本
が
欧
米

先
進
諸
国
に
ま
さ
る
成
果
を
あ
げ
て
い
る

の
は
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

一
九
九
四
年
の
国
連
の
人
口
開
発
会
議

は
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
革
新
的
な
行

動
計
画
を
採
択
し
た
。
そ
れ
は
『
の
目
。
‐

：
。
牙
の
ゴ
の
四
一
号
を
中
心
と
し
た
女
性

の
地
位
、
役
割
の
強
化
と
全
面
的
な
社
会

参
加
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

重
要
な
こ
と
は
Ｒ
Ｈ
の
中
心
は
母
子
保
健

体
制
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
乳
児
死
亡
率

は
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
対
策
結
果
の
指
標

で
あ
る
。
世
界
最
低
の
日
本
の
乳
児
死
亡

率
成
功
の
出
発
点
は
母
子
保
健
手
帳
の
シ

ス
テ
ム
に
あ
る
。
母
子
の
健
康
こ
そ
人

口
、
社
会
経
済
の
総
合
的
発
展
の
基
礎
で

あ
り
、
ま
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
分
野
で
、

最
大
の
協
力
と
貢
献
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
日
本
で
あ
る
。

３
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一
九
九
三
年
、
上
海
市
の

総
人
口
が
わ
ず
か
な
が
ら
減

少
に
転
じ
た
。
出
生
数
が
死

亡
数
を
下
回
っ
た
た
め
だ
っ

た
。
と
り
わ
け
二
人
っ
子

政
策
」
の
先
頭
を
走
っ
て
き

た
市
計
画
生
育
委
員
会
の
喜

び
は
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
よ

り
六
年
前
の
八
七
年
、
学
生

書
道
の
日
中
友
好
団
と
し
て

/~~～へ
はじめに

、、－－

初
め
て
訪
中
し
、
上
海
市
内
の
小
学
校
で
、

書
道
に
つ
い
て
の
懇
談
会
に
出
た
。
こ
の
学

校
で
は
八
割
以
上
の
生
徒
が
一
人
っ
子
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
話
は
最
初
か
ら
「
一
人
っ

子
政
策
」
の
話
に
集
中
し
た
。
つ
ま
り
、
女

性
校
長
が
「
学
校
と
し
て
は
、
一
人
っ
子
対

侮
市
の
応
策
と
し
て
”
し
つ
け
”
の
授
業
を
設
け
て
い

“
ｂ
減
る
。
そ
れ
に
父
母
か
ら
家
庭
で
の
話
を
よ
く

熱
が
死
聞
い
た
う
え
で
、
〃
自
助
努
力
の
精
神
”
を
徹

〕
だ
っ
底
的
に
仕
込
ん
で
い
る
か
ら
、
皆
さ
ん
が
心

令
子
配
さ
れ
る
よ
う
な
”
わ
が
ま
ま
一
人
っ
子
“
は

》
て
き
い
な
い
」
と
自
信
た
つ
ぶ
り
に
説
明
し
た
。

雪
の
喜
い
か
に
も
中
国
的
な
オ
ー
バ
ー
な
説
明
の
仕

＆
れ
よ
方
が
少
々
滑
稽
で
も
あ
っ
た
が
、
一
人
っ
子

学
生
政
策
が
い
か
に
順
調
に
進
展
し
て
い
る
か
、

」
し
て
を
力
説
す
る
校
長
の
得
意
げ
な
表
情
は
い
ま

で
も
忘
れ
な
い
。

曰
を

当
時
の
中
国
は
、
市
場

き》》ｊ》癖
経
済
が
一
一
人
っ
子
政

策
」
を
後
押
し
す
る
形
と

哩
酒
醗
卒
銅
塗

１
．
マ
人
部
本
調

な
り
、
都
〈
言
に
一
人
っ
子

ｑ
れ
く
く
学
理
題

之
鐸
鏑
鏑
露
錘
輌

が
あ
ふ
れ
出
し
た
頃
だ
っ

武
艫
檸
檸
榑
鏑
出
・

た
。
指
導
者
た
ち
は
「
中

橋
搾
轆
葬
軽
顯
輌
錘

国
も
将
来
的
に
は
総
人
口

石
蜂
職
膨
懸

●
噸
観
俘
嘘

も
減
っ
て
い
く
」
と
胸
を

鰊…・口遥》

張
っ
た
。
世
界
に
”
世
紀
の
大
実
験
“
と
ま

“

で
い
わ
し
め
た
一
人
っ
子
政
策
。
私
も
そ
の

成
り
行
き
に
関
心
を
持
っ
た
一
人
で
あ
る
。

そ
し
て
、
訪
中
を
続
け
る
う
ち
、
病
院
、
保

健
所
、
職
場
、
地
区
の
集
会
所
な
ど
で
「
計

画
生
育
措
施
」
と
い
う
、
計
画
出
産
の
た
め

の
個
人
の
対
処
の
状
況
が
書
き
込
ま
れ
た
貼

り
紙
を
見
か
け
た
。
な
か
に
は
「
総
数
五
十

人
、
平
均
年
齢
三
十
五
・
五
歳
。
う
ち
、
ピ

ル
服
用
十
人
、
避
妊
リ
ン
グ
十
五
人
、
避
妊

手
術
十
五
人
」
、
さ
ら
に
は
「
個
人
名
や
妊

娠
八
カ
月
」
と
い
っ
た
個
人
情
報
ま
で
載
せ

た
も
の
も
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
こ
う
い

う
形
で
公
開
さ
れ
る
と
は
…
…
。
「
一
人
っ

子
政
策
』
を
支
え
る
一
方
の
顔
も
ほ
の
見
え

て
き
た
。

私
は
訪
中
の
都
度
、
上
海
の
メ
ー
ン
ス
ト

リ
ー
ト
に
立
つ
。
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
人
波
を

し
み
じ
み
眺
め
て
い
る
と
、
や
や
強
引
と
も

思
え
る
少
子
化
政
策
に
対
し
、
「
人
口

大
国
・
中
国
と
し
て
は
、
こ
う
い
う
強

行
手
段
を
選
ば
ざ
る
を
え
な
い
の

か
」
と
い
っ
た
考
え
も
同
時
に
浮
か

ぶ
。
で
も
、
そ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
人
の
心
、
と
り
わ
け
女
性



r一人っ子政策」２０歳の素顔

一人っ子政策の個人データ表。プライバシーに関する
あらゆるデータがのっている（黒龍江省黒河市の婦幼保健院）
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の
心
に
大
き

な
影
を
落
と

し
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

一
人
っ
子
政

策
の
〃
第
一
期

生
“
は
、
こ

と
し
成
人

し
た
。

中
国
の
人
口
政
策
史
を
み
る
と
、
二
転
三

転
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
苦
悩
の
あ
と
が
容

易
に
読
み
取
れ
る
。
一
九
四
九
年
、
新
中
国

が
成
立
す
る
以
前
は
出
生
率
も
高
か
っ
た

が
、
死
亡
率
も
高
く
、
人
口
の
増
加
速
度
は

緩
や
か
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
八
四
○
年
の

ア
ヘ
ン
戦
争
時
は
四
億
三
千
万
人
、
一
九
四

九
年
の
新
中
国
成
立
時
は
五
億
四
千
万
人

と
、
百
九
年
間
で
一
億
一
千
万
人
が
増
え
た

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
一

九
五
八
年
時
点
で
六
億
六
千
万
人
と
、
わ
ず

か
九
年
間
に
一
億
一
千
万
人
以
上
増
え
た
こ

と
に
な
る
。

こ
の
九
年
間
が
中
国
に
と
っ
て
は
国
民
経

済
の
回
復
期
だ
っ
た
。
毛
沢
東
は
「
人
が
多
５

／~～
国の近代化は

人口抑制にあり



い
こ
と
は
重
要
な
財
産
で
あ
る
」
と
多
産
を

奨
励
。
人
口
増
加
が
経
済
発
展
の
原
動
力
で

あ
り
、
生
産
力
増
加
の
方
が
人
口
増
加
を
上

回
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
人
口
資
本
説
」

を
説
い
た
。
こ
の
結
果
毎
年
、
平
均
千
百
万

人
の
増
加
が
続
く
と
い
う
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が

五
九
年
ま
で
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
も
、
こ
の
間
の
中
国
社
会
は
閉
鎖
的
で
、

「
過
剰
人
口
↓
貧
困
」
と
い
う
悪
循
環
を
繰

り
返
す
だ
け
。
人
口
の
自
由
な
移
動
も
ま
ま

な
ら
な
い
社
会
だ
っ
た
の
で
、
「
仮
に
貧
し

く
て
も
閉
鎖
社
会
だ
か
ら
、
自
分
が
貧
し
い

と
い
う
こ
と
自
体
が
わ
か
ら
な
い
一
と
ま
で

い
わ
れ
る
状
態
が
続
い
た
。

一
方
、
中
国
に
と
っ
て
初
の
国
勢
調
査
が

五
三
年
に
行
わ
れ
た
。
人
口
は
六
億
百
九
十

三
万
人
で
、
人
口
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
が
予
想

以
上
に
早
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
五
七
年
の
全
人
代
で
、
北
京
大
学
学
長

の
馬
寅
初
氏
か
「
新
人
口
論
」
を
提
出
し

た
。
経
済
発
展
の
た
め
に
政
府
が
人
口
抑
制

を
実
施
し
、
そ
の
た
め
に
は
計
画
出
産
が
最

も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、

「
六
億
の
人
口
は
偉
大
な
力
」
と
い
う
反
右

翼
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
彼
は
学
長
の
座
を

追
わ
れ
る
ハ
メ
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、
毛

沢
東
が
提
案
し
た
大
躍
進
政
策
の
失
敗
や
、

五
九
～
六
一
年
の
三
年
連
続
の
自
然
災
害
を

経
た
後
、
国
民
経
済
も
好
転
し
、
人
口
増
加

は
再
び
加
速
し
た
。
さ
ら
に
六
二
年
に
は
文

化
大
革
命
で
、
家
族
計
画
活
動
は
完
全
に
停

止
の
形
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
七
五

年
ま
で
十
四
年
間
も
続
き
、
毎
年
の
出
生
数

は
二
千
五
百
八
十
万
人
と
い
う
膨
大
な
数
に

な
っ
た
。
七
三
年
、
再
び
設
立
さ
れ
た
国
務

院
計
画
生
育
指
導
小
組
な
ど
が
、
出
産
に
対

す
る
要
求
と
し
て
「
晩
・
稀
・
少
」
（
遅
く
、

間
隔
を
あ
け
、
少
な
く
）
を
提
案
し
た
。

「
晩
」
は
男
性
の
結
婚
年
齢
を
二
十
五
歳
以

降
と
し
、
女
性
に
は
二
十
三
歳
以
降
の
結
婚

と
二
十
四
歳
以
降
の
出
産
、
「
稀
」
は
出
産

間
隔
を
四
年
前
後
と
し
、
「
少
」
は
一
組
の

夫
婦
が
二
人
を
超
え
る
子
供
を
産
ま
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
同
時
に
、
革
命

家
・
毛
沢
東
の
考
え
に
基
づ
い
た
「
多
産
奨

励
策
」
は
、
彼
の
死
去
（
七
六
年
九
月
）
と

と
も
に
次
第
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
中
国
の
近
代
化
に
欠
か
せ
ぬ
タ
ー

ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
の
年
「
七
九
年
」
が

や
っ
て
く
る
。
過
剰
人
口
に
よ
っ
て
生
じ
る

６

深
刻
な
社
〈
二
問
題
は
、
も
は
や
直
視
せ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
資

源
、
食
糧
、
環
境
の
危
機
で
あ
る
。
中
国
政

府
・
共
産
党
に
も
「
こ
こ
で
効
果
的
な
人
口

抑
制
政
策
を
実
行
し
な
い
限
り
、
中
国
の
悲

願
で
あ
る
近
代
化
は
実
現
不
可
能
に
な
る
」

と
い
う
認
識
が
よ
う
や
く
芽
生
え
て
き
た
の

で
あ
る
。

七
九
年
、
政
府
は
「
晩
婚
・
晩
育
・
少
生

・
優
生
」
と
い
う
家
族
計
画
政
策
を
提
案
し

た
。
つ
ま
り
「
遅
く
結
婚
し
、
遅
く
出
産

し
、
少
な
く
産
ん
で
、
健
康
に
育
て
る
」
と

い
う
、
人
口
の
数
の
抑
制
と
人
口
の
質
の
向

上
を
提
唱
し
た
。
世
界
中
の
注
目
を
浴
び

て
、
「
一
人
っ
子
政
策
一
は
装
い
も
新
た
に

船
出
を
し
た
が
、
と
て
も
順
風
満
帆
と
は
い

か
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
人
口
増
加
の
ス

ピ
ー
ド
が
鈍
っ
た
と
は
い
え
、
人
口
の
規
模

が
大
き
す
ぎ
る
た
め
、
毎
年
新
た
に
千
六
百

万
人
が
増
え
続
け
、
そ
れ
は
航
行
中
の
タ
ン

カ
ー
が
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
も
し
ば
ら
く
止

ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
に
例
え
ら
れ
た
。

そ
こ
で
八
○
年
、
中
国
共
産
党
は
全
共
産

党
員
と
共
産
主
義
青
年
団
、
と
く
に
各
し
べ
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ル
の
幹
部
（
公
務
員
）
に
対
し
「
今
世
紀
末

ま
で
に
総
人
口
を
十
二
億
人
以
内
に
抑
え
る

た
め
に
、
｜
組
の
夫
婦
は
一
人
の
子
供
し
か

産
ま
な
い
こ
と
を
全
国
民
に
提
唱
す
る
こ

と
」
と
、
積
極
的
な
宣
伝
と
教
育
を
行
う
こ

と
を
求
め
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
、
現
在
の

「
一
人
っ
子
政
策
」
の
原
型
で
あ
る
。

具
体
的
な
行
政
措
置
と
し
て
は
、
八
一
年

に
国
務
院
の
中
に
国
家
計
画
生
育
委
員
会
を

設
置
し
、
中
央
、
省
、
地
区
、
市
県
、
郷
鎮

各
レ
ベ
ル
に
家
族
計
画
業
務
を
所
管
す
る
部

門
を
置
い
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、

一
人
っ
子
証
を
受
け
た
夫
婦
に
は
産
休
を
長

く
し
た
り
、
保
健
費
の
給
付
や
生
産
請
負
高

を
少
な
く
し
た
り
、
託
児
所
・
入
学
を
優
先

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
避
妊
器
具

や
受
胎
調
節
の
手
術
を
無
料
で
行
う
な
ど
、

数
々
の
少
子
化
奨
励
策
を
設
け
る
一
方
で
、

計
画
外
出
産
を
し
た
者
に
は
「
超
過
出
産
社

会
扶
養
費
」
と
い
っ
た
経
済
的
な
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
課
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
年
、
都
小
平
の
一
「
改
革
と

開
放
」
が
始
ま
り
、
演
説
の
中
で
初
め
て

「
｜
人
っ
子
政
策
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ

た
。
同
時
に
学
長
の
座
を
追
わ
れ
た
馬
氏
は

九
○
年
七
月
に
建
国
後
四
回
目
の
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
た
。
「
改
革
・
開
放
」
に
よ

り
、
人
口
の
流
動
が
激
化
し
、
｜
人
っ
子
政

策
に
抵
抗
す
る
形
の
「
ヤ
ミ
っ
子
」
の
登
場

が
、
国
勢
調
査
を
よ
り
難
し
く
さ
せ
て
い

た
。
調
査
翌
月
の
八
月
、
私
は
広
州
市
に
い

た
。
広
州
駅
頭
は
周
辺
の
農
村
か
ら
集
ま
つ

九
十
八
歳
の
高
齢
で
名
誉
を
復
活
。
新
し
く

発
表
さ
れ
た
人
口
抑
制
政
策
の
論
拠
も
、
馬

氏
の
理
論
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に

時
期
は
遅
か
っ
た
。
当
時
の
光
明
日
報
は

「
錯
批
一
人
、
誤
増
三
億
」
（
一
人
を
誤
っ
て

批
判
し
た
が
た
め
に
、
三
億
人
も
の
人
口
を

増
や
し
て
し
ま
っ
た
）
と
報
道
し
た
。

改革・開放

と人口の流動化

、－－

た
〃
流
動
人
口
“
に
占
拠
さ
れ
、
あ
ち
こ
ち
で

警
官
が
「
す
ぐ
家
に
戻
れ
」
と
声
を
か
ら

す
。
夜
の
闇
に
う
ご
め
く
大
集
団
は
異
様
に

映
っ
た
。
問
ま
な
く
、
こ
の
現
象
は
あ
ち
こ

ち
の
都
市
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二

十
年
来
の
改
革
・
開
放
政
策
に
よ
る
市
場
経

済
の
深
化
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
人
口
管
理
政

策
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
、
と
さ
え
思
え

た
。そ
れ
は
広
東
省
計
画
生
育
委
員
会
の
説
明

で
鮮
明
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
調
査
後
一
カ

月
以
上
た
っ
て
い
る
の
に
「
ま
だ
補
正
調
査

中
だ
」
と
い
う
。
流
動
人
口
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
に
調
査
員
を
総
動
員
し
て
、
シ
ラ

ミ
つ
ぶ
し
に
や
っ
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
説

明
だ
っ
た
。
し
か
も
、
現
代
中
国
で
も

「
家
」
に
対
す
る
観
念
は
相
変
わ
ら
ず
強

い
。
と
く
に
家
族
単
位
で
生
産
に
当
た
る
よ

う
に
な
っ
た
生
産
請
負
制
の
導
入
で
、
農
村

の
一
人
っ
子
政
策
に
対
す
る
抵
抗
は
強
か
っ

た
。
こ
の
た
め
政
府
は
八
四
年
、
農
民
に
対

し
て
は
第
一
子
が
女
児
な
ら
二
人
目
を
産
ん

で
も
よ
い
と
す
る
方
針
さ
え
打
ち
出
し
た
。

こ
れ
と
同
時
に
人
口
の
七
割
を
占
め
る
農

７

村
で
、
高
齢
者
人
口
の
社
会
的
扶
養
の
問
題



を
遂
げ
豊
か
に
な
る
前
に
そ

れ
が
や
っ
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
高
齢
化
対
策
は
、
人
口

の
質
を
高
め
る
こ
と
、
貧
困

人
口
を
少
な
く
す
る
こ
と
と

並
ん
で
、
政
府
の
緊
急
課
題

に
な
っ
て
き
た
。

一
方
、
｜
改
革
・
開
放
政

策
Ⅱ
一
人
っ
子
政
策
」
に

よ
っ
て
、
国
民
の
暮
ら
し
は

ど
う
な
っ
た
か
。
残
念
な
が

ら
地
域
間
格
差
は
確
実
に
広

が
っ
た
。
沿
海
部
の
豊
か
さ

と
農
村
の
貧
し
さ
。
都
市
市

民
の
消
費
が
エ
ア
コ
ン
や
Ａ

Ｖ
機
器
、
自
動
車
な
ど
耐
久

消
費
財
に
向
か
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
地
方
の
農
民
は
生

存
に
最
低
限
必
要
な
水
準
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
農
村
部

に
は
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
い

ど
こ
ろ
か
、
ラ
ジ
オ
も
聴
け

な
い
人
が
、
未
だ
に
二
億
人

が
に
わ
か
に
表
面
化
し
て
き
た
。
中
国
の
高

齢
化
が
先
進
諸
国
と
異
な
る
点
は
、
工
業
化

い
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
と
し
八
月
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
（
本
部
・
東

京
新
宿
区
）

し
た
「
家
』

伯
区
）
主
催
の
黒
龍
江
省
を
メ
ー
ン
に

「
家
族
計
画
・
母
子
保
健
」
の
視
察
に

参
加
し
た
。
省
都
・
ハ
ル
ビ

ン
市
の
空
は
す
で
に
秋
。
繁

華
街
は
短
い
夏
を
惜
し
む
観

光
客
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
そ

ん
な
ハ
ル
ピ
ン
を
は
じ
め
と

し
て
、
牡
丹
江
市
と
ア
ム
ー

ル
川
を
挟
ん
で
ロ
シ
ア
と
向

の画
き
合
一
つ
黒
河
市
を
見
て
回
っ

計族
た
。

家の
板

同
省
の
計
画
生
育
委
員
会

民
看

喘
輌
の
一
律
於
永
菊
主
任
（
女
性
）

椛
冠
に
よ
る
と
、
省
の
人
口
は
一
一
一

準
剴
千
七
百
七
十
三
万
人
。
面
積

翻
鋤
は
一
一
二
の
省
の
う
ち
六
番

に
感
内
る
目
。
黒
龍
江
、
松
花
江
な
ど

市
す

嘩
廟
四
つ
の
大
河
の
度
重
な
る
洪

乢
蔵
水
被
害
を
克
服
し
、
経
済
発

展
は
順
調
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
現
に
一
人
当
た
り
の
平

均
年
収
は
四
○
二
九
元
ま
で

い
き
、
農
民
の
平
均
年
収
も

ほ
ぼ
全
国
平
均
な
み
の
二
一

五
三
元
と
説
明
さ
れ
た
。

８
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さ
ら
に
淳
於
主
任
は
「
九
○
年
代
に
入
っ

て
、
合
計
特
殊
出
生
率
二
人
の
女
性
が
生

涯
に
産
む
平
均
子
供
数
）
が
一
・
七
を
保
っ

て
い
る
。
ま
ず
ま
ず
満
足
の
い
く
数
値
だ
。p

国家計画生育委員会の張畠ﾘ主任（右）にインタビュ･－

帰
途
、
北
京
で
国
家
計
画
生
育
委
員
会
の

張
玉
芹
副
主
任
（
女
性
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
、
少
子
化
政
策
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

ｌ
少
子
化
政
策
が
成
功
し
て
い
る
大
都

市
に
対
し
、
農
村
は
ま
だ
ま
だ
と
恩
わ
れ
ま

９

す
が
。

少
子
化
問
題
の
宣
伝
・
教
育
は
”
国
家
の
た

め
で
は
な
く
、
家
庭
を
幸
せ
に
す
る
”
と
い

う
こ
と
を
重
点
に
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
都
会
型
の
話
で
あ
る
。
街

で
は
「
皆
さ
ん
が
家
族
計
画
活
動
に
貢
献
し

て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
す
る
」
と

い
っ
た
、
行
政
側
が
一
市
民
に
感
謝
す
る
」

珍
し
い
大
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

本線０
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早朝から公園でくつろぐ

公園もお年寄りで"満席.,

お年寄り。どの

だ（北京市内）

副
主
任
二
組
の
夫
婦
に
子
供
一
人
」

と
い
う
こ
と
を
提
唱
し
て
お
り
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
効
果
は
確
実
に
あ
っ
た
。
子
供
を
中

心
に
生
活
は
格
段
に
向
上
し
た
。
少
子
化
の

も
う
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
子
供
の
世
話
か

ら
い
ち
早
く
解
放
さ
れ
、
女
性
の
社
会
参
加

が
容
易
に
な
っ
た
。
農
村
で
も
同
様
の
効
果

を
上
げ
て
い
る
。
教
育
面
で
も
お
金
を
か
け

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
い
ま
は
一
人
っ
子

を
「
小
皇
帝
一
と
は
い
わ
な
い
。
そ
れ
だ
け

一
人
っ
子
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
た
ん
で

し
ょ
う
。

ｌ
い
よ
い
よ
二
十
一
世
紀
で
す
．
北
京

と
し
て
は
現
在
の
少
子
化
政
策
以
外
に
、
ど

ん
な
考
え
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

副
主
任
と
に
か
く
人
口
の
数
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
が
先
決
で
す
。
二
○
○

○
年
に
十
三
億
以
内
、
二
○
一
○
年
に
十
四

億
以
内
、
そ
し
て
二
○
○
○
年
代
半
ば
に
は

十
五
～
十
六
億
人
と
い
う
具
合
に
…
…
。
次

に
一
人
っ
子
同
士
の
結
婚
に
関
し
て
は
、
す

で
に
二
人
ま
で
の
子
供
を
認
め
て
い
ま
す
。

農
村
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
し
て
は
、
当
初
の
目
標
を

一
応
達
成
し
ま
し
た
が
、
二
○
一
○
年
に
は

１０



｢＿人つ子政策』２０歳の素顔

満
足
で
き
る
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
少
子
化
政
策
の
基
本
を
緩
め
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ｌ
少
子
化
政
策
の
反
動
で
、
高
齢
化
問

題
が
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
国

は
と
に
か
く
人
口
の
基
数
が
多
く
、
家
族
の

結
び
つ
き
が
非
常
に
強
い
た
め
、
政
策
面
で

の
解
決
策
が
か
え
っ
て
邪
魔
な
存
在
に
な
る

の
で
は
。

副
主
任
上
海
の
高
齢
化
率
（
六
十
五
歳

以
上
）
は
一
二
％
と
特
別
高
い
の
で
す
が
、

全
国
平
均
で
は
七
％
ラ
イ
ン
に
近
い
と
こ
ろ

で
す
。
ま
だ
ま
だ
全
国
的
な
高
齢
化
率
は
低

い
の
で
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
高

齢
化
の
問
題
を
放
っ
て
お
く
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
に
、
年
金
・
保
険
等
の
洗
い
直

し
を
急
い
で
い
ま
す
。
そ
れ
と
家
族
の
結
び

つ
き
は
確
か
に
強
い
で
す
が
、
老
齢
協
会
が

中
心
に
な
っ
て
老
後
の
貯
蓄
を
奨
励
す
る
な

ど
打
つ
べ
き
手
は
打
っ
て
い
ま
す
。

。
。
○

数
年
前
、
あ
る
地
方
農
村
の
視
察
に
同
行

し
て
く
れ
た
省
計
画
生
育
委
員
会
の
女
性
が

「
私
だ
っ
て
、
も
う
一
人
ぐ
ら
い
は
欲
し

い
。
で
も
公
務
員
の
身
だ
か
ら
そ
れ
は
許
さ

れ
な
い
」
と
、
涙
な
が
ら
に
心
の
内
を
話
し

て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
今
回
、
都

市
部
の
ハ
ル
ビ
ン
市
で
、
一
つ
建
物
の
中
に

「
悩
み
事
相
談
、
再
就
職
相
談
、
結
婚
相
談
、

家
族
計
画
相
談
一
な
ど
の
部
屋
を
設
け
、
い

つ
で
も
市
民
の
相
談
に
応
じ
よ
う
と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー
を
見
た
。
「
家

族
計
画
だ
け
で
は
な
く
、
お
よ
そ
生
活
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
施

設
で
、
市
内
の
ど
こ
の
区
に
も
あ
る
」
と
い

う
の
が
自
慢
だ
っ
た
。
こ
の
差
こ
そ
「
少
子

化
政
策
の
二
つ
の
顔
」
で
あ
る
。

い
ま
中
国
の
総
人
口
は
十
三
億
人
。
広
大

な
国
士
、
多
民
族
性
を
考
え
る
と
、
二

人
っ
子
政
策
」
を
一
元
化
す
る
こ
と
は
到
底

無
理
と
し
て
も
、
少
子
化
政
策
の
手
を
緩
め

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
の
が
本
音
だ

ろ
う
。
九
八
年
版
の
国
連
人
口
推
計
（
中
位

推
計
）
に
よ
る
と
、
二
○
五
○
年
に
中
国
は

十
四
億
七
千
七
百
万
人
、
イ
ン
ド
が
十
五
億

二
千
八
百
万
人
と
、
中
国
が
「
世
界
一
の
人

口
大
国
の
座
」
を
イ
ン
ド
に
明
け
渡
す
こ
と

に
な
る
。
こ
の
日
を
一
日
千
秋
の
思
い
で

待
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

⑦
､ ＆

ごこう
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逗

留
溺
灘 Ｚ
は
じ
め
に

昭
和
三
十
錘
代
後
半
に
展
開
さ
れ
た
「
高
度

縫
還
座
長
政
策
」

』》鱸》鐸鵬鮮鯛蝋

膿
識
鮓
溌
鱗
織
、
憾
鍼
鰄
麹
洲
盤
陣
鰯
繩
瀞
鰯
辮
騨
識
鏑
桝
Ⅱ
鍼
蜂
懲
癖
識
湖
戦
穂
轡

に
お
け
る
過
疎
問
題

日
本
大
学
文
理
学
部
教
授
漬
水

地
方
圏
で
生
活
し
て
い
た
彼
ら
の
親
世
代
が

大
多
数
が
大
都
市
圏
内
に
定
着
し
た
た

動
す
る
と
い
う
現
象
が
顕
在
化
し
て
き
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
地
方
圏
か

ら
大
都
市
圏
に
移
動
し
た
若
年
層
（
当
時
）

の
親
世
代
（
地
方
圏
に
居
住
）
が
昭
和
五
十

年
代
後
半
に
な
る
と
、
高
齢
化
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

昭
和
三
十
年
代
後
半
に
移
動
し
た
若
年
層
の

し
か
し
、
昭
和
五
十
年
代
後
半
に
至
る

と
、
高
齢
者
が
地
方
圏
か
ら
大
都
市
圏
に
移

た
。
そ
の
結
果
、
地
方
圏
で
は
過
疎

が
、
大
都
市
圏
で
は
過
密
問
題
が
発
生

こ
と
に
な
り
、
地
域
生
活
に
大
き
な
影

与
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

高
齢
化
と
高
齢
者
世
帯
の
核
家
族
化
が
、
大

都
市
圏
で
は
社
会
増
、
自
然
増
、
人
口
の
若

返
り
と
若
年
者
世
帯
の
核
家
族
化
が
進
展
し

浩

昭

め
、

響す間
をる題

１２



大都市圏と地方圏における過疎問題

〔写真･右頁〕①過疎の村、やつと活

気を取り戻すのはワラ細エの講習会

だけ。講師は高齢者。

⑦雪を嫌って人が住まなくなり、辰
年の来年は原形をとどめているかど

うか。（新潟県･清里村提供）

大
都
市
圏
に
居
住
す
る
息
子
・
娘
と
の
同
居

を
求
め
て
移
動
す
る
と
い
う
新
た
な
る
現
象

が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
口
移

動
の
変
化
は
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
生
じ

た
地
方
圏
と
大
都
市
圏
に
お
け
る
過
疎
・
過

密
問
題
と
は
異
な
っ
た
様
相
（
地
域
的
多
様

性
）
を
呈
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と

り
わ
け
、
高
齢
化
問
題
は
、
地
方
圏
・
大
都

市
圏
と
も
に
重
要
な
政
策
的
課
題
に
な
っ
て

く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
大
都
市
圏
と
地
方

圏
に
お
け
る
過
疎
問
題
を
高
齢
化
に
焦
点
を

あ
て
て
人
口
・
世
帯
・
介
護
力
の
三
つ
の
側

面
か
ら
分
析
す
る
と
と
も
に
過
疎
化
の
地
域

的
多
様
性
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
も
検
討

を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

夢

献
一
矛
新
川
姐
評
馴
鮴
２
過
疎
・
過
密
問
題
と
は

る
。
こ
う
し
た
人
口
移
過
疎
・
過
密
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
定

一
一
十
年
代
後
半
に
生
じ
義
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
経
済

圏
に
お
け
る
過
疎
・
過
審
議
会
地
域
部
会
報
告
（
昭
和
四
十
二
年
十

た
様
相
（
地
域
的
多
様
月
三
十
日
）
に
よ
れ
ば
「
都
市
へ
の
人
口
集

も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
中
、
と
く
に
大
都
市
圏
で
の
急
激
な
都
市
化

題
は
、
地
方
圏
・
大
都
は
、
都
市
内
部
の
経
済
活
動
の
増
大
、
消
費

奴
策
的
課
題
に
な
っ
て
水
準
の
向
上
、
生
活
様
式
の
近
代
化
な
ど
が

れ
る
。

あ
い
ま
っ
て
、
都
市
施
設
に
対
す
る
需
要
を

煙
大
都
市
圏
と
地
方
増
大
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の

題
を
高
齢
化
に
焦
点
を
整
備
水
準
が
追
い
つ
か
ず
、
住
宅
不
足
、
上

・
介
護
力
の
三
つ
の
側
下
水
道
な
ど
の
生
活
環
境
の
た
ち
遅
れ
、
道

と
も
に
過
疎
化
の
地
域
路
交
通
の
混
雑
、
交
通
事
故
の
増
加
、
通

抹
題
に
つ
い
て
も
検
討
動
、
通
学
難
な
ど
の
か
た
ち
で
都
市
住
民
の

江
い
。

生
活
に
種
々
の
障
害
を
与
え
て
お
り
、
垂
、
機

能
の
円
滑
な
発
揮
に
も
支

２

》
違
麩
巍
巍
輌
諄
纒
露
鱸
障
乞
き
た
し
て
い
る
」
。
こ

乖辨》》鼠辨梺靹》》』辨縞』Ｍ唯川叩伽洲肺川、鮒

》｛》》》啼一》》》》》》一一》》拙峰“母“》》洲坐
晴
蝋
犀
駆
錘
羅
轤
澗
鰈
鮴
轡

と
呼
び
、
『
過
疎
』
を
人
口
減
少
の
た
め
に
一

定
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
状
態
、
た
と
え
ば
防
災
、
教
育
、
保
健

な
ど
の
地
域
社
会
の
基
礎
的
条
件
の
維
持
が
困

難
と
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
資
源
の
合
理
的

利
用
が
困
難
と
な
っ
て
地
域
の
生
産
機
能
が
低

下
す
る
こ
と
と
理
解
す
る
と
な
れ
ば
、
人
口
減

少
の
結
果
、
人
口
密
度
が
低
下
し
、
年
齢
構
成

の
老
齢
化
が
す
す
み
、
従
来
の
生
活
パ
タ
ー
ン

の
維
持
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
地
域
で
は
、

過
疎
問
題
が
生
じ
、
ま
た
は
生
じ
つ
つ
あ
る
よ

３

う
に
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
昭
和
四
十
年
に
は
、
人
口
の
自
然
増
加
率
が

マ
イ
ナ
ス
、
す
な
わ
ち
死
亡
数
が
出
生
数
を
上

回
っ
て
い
る
町
村
が
二
○
○
町
付
、
全
国
市
町

村
の
約
六
％
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
は
注
目
す

川

べ
き
一
」
と
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
経
済
審
議
会
の
地
域
部
会
報
告
を
み

る
と
、
過
疎
・
過
密
問
題
と
は
、
大
都
市
圏

へ
の
人
口
集
中
お
よ
び
地
方
圏
に
お
け
る
人

口
減
少
に
伴
っ
て
地
域
社
会
の
生
活
に
何
ら

か
の
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
状
況
に
立
ち

至
っ
た
こ
と
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
よ

－
つ
。こ
の
よ
う
な
定
義
を
踏
ま
え
て
、
つ
ぎ
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黒
田
俊
夫
に
よ
れ
ば
「
過
密
・
過
疎
と
よ

ば
れ
る
現
象
は
、
人
口
移
動
が
主
要
因
と

な
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
人
口
地
域
分
布
の
状

態
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
口
移
動
の
大
部
分

は
一
般
に
二
十
歳
代
の
若
い
年
齢
人
口
で
あ

る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
人
口
層
の
大
量
の
移

動
が
持
続
的
に
行
わ
れ
る
と
、
送
出
地
域
と

受
け
入
れ
地
域
と
の
両
地
域
に
お
け
る
人
口

動
態
に
著
し
い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
移
動
人
口
は
、
生

涯
に
お
け
る
出
生
力
の
も
っ
と
も
高
い
年
齢

層
で
あ
り
、
か
つ
死
亡
確
率
の
著
し
く
低
い

年
齢
層
で
あ
る
か
ら
だ
。
い
い
か
え
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
人
口
を
送
出
し
た
農
村
地
域
で
は

出
生
率
（
普
通
）
の
低
下
、
死
亡
率
（
普

通
）
の
増
大
が
促
進
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、

こ
れ
ら
の
人
口
を
受
け
入
れ
た
都
市
地
域
で

は
全
く
反
対
の
現
象
で
あ
る
出
生
率
の
増

大
、
死
亡
率
の
低
下
が
生
ず
る
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
農
村
地
域
で
は
自
然
増

に
、
黒
田
俊
夫
が
展
開
し
た
過
疎
・
過
密
の

人
口
論
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

３
過
疎
・
過
密
の
人
ロ
論

６

と
し
て
い
る
。

こ
の
黒
田
の
過
疎
・
過
密
の
人
口
論
を
念

頭
に
お
い
て
、
こ
こ
で
は
、
大
都
市
圏
と
地

方
圏
の
過
疎
問
題
に
問
題
を
限
定
し
て
、
課

題
に
接
近
す
る
た
め
の
分
析
の
視
角
と
分
析

の
指
標
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

加
率
が
低
下
し
、
都
市
地
域
で
は
増
大
す
る

一
①

こ
と
に
な
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

「
人
口
移
動
を
引
き
金
と
し
て
始
ま
っ
た
過

密
・
過
疎
化
は
、
人
口
移
動
の
累
積
的
、
加

速
的
結
果
と
し
て
の
年
齢
構
造
の
変
動
、
そ

し
て
人
口
動
態
の
逆
転
を
通
じ
て
さ
ら
に
過

密
・
過
疎
化
が
進
行
す
る
と
い
う
悪
循
環
を

た
ど
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
人
口
移
動
を

出
発
と
す
る
過
密
・
過
疎
化
の
悪
循
環
は
次

の
よ
う
に
模
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

人口移動

↓￣１，
過疎(流出）過密(流入）

老年齢構造若い年齢構造

低い高い
自然増加率自然増加率

過疎過密

過
疎
問
題
に
接
近
す
る
の
に
必
要
な
人
口

学
的
な
指
標
は
、
黒
田
の
過
疎
・
過
密
の
人

口
論
の
な
か
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
過
疎
化
現
象
は
、
そ
の
後
、
大
き
な

変
化
を
遂
げ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
過
疎
問
題
に
関
す
る
そ
の
後
の

研
究
動
向
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
課
題
に
接
近

す
る
た
め
の
分
析
の
視
角
と
分
析
の
指
標
を

明
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

岡
崎
陽
一
に
よ
れ
ば
「
ご
く
最
近
に
な
っ

て
見
ら
れ
る
新
し
い
傾
向
は
、
日
本
列
島
に

お
け
る
人
口
再
配
分
の
き
ざ
し
が
で
て
き
て

お
り
、
い
ま
ま
で
一
方
的
に
大
都
市
圏
に
集

ま
っ
て
き
た
人
口
が
新
し
い
地
方
中
核
圏
に

集
中
し
て
、
地
方
経
済
圏
と
も
い
う
べ
き
も

７

の
が
で
き
つ
つ
あ
る
」
。
つ
ま
り
、
「
昭
和
一
一
一

十
年
代
に
は
、
日
本
列
島
の
中
で
過
密
・
過
Ｒ

疎
状
態
が
も
の
す
ご
い
勢
い
で
起
こ
っ
た
」

が
、
「
現
在
は
各
地
方
の
中
で
過
密
・
過
疎

状
態
が
起
き
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
過
疎
・
過
密
の
変
動
状
況
を

１
分
析
の
視
角
と

分
析
の
指
標

1４



大都市圏と地方圏における過疎問題

踏
ま
え
て
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
大
都
市
圏

と
地
方
圏
に
お
け
る
過
疎
・
過
密
地
域
を
取

り
上
げ
、
過
疎
・
過
密
の
一
般
的
状
況
を
概

観
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
地
域
と
し
て
、
大

都
市
圏
で
は
埼
玉
県
と
愛
知
県
を
、
地
方
圏

で
は
秋
田
県
と
高
知
県
を
対
象
に
す
る
こ
と

に
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
な
か

か
ら
、
高
齢
化
が
最
も
進
展
し
て
い
る
地
域

を
選
定
し
、
と
く
に
、
過
疎
化
と
高
齢
化
の

問
題
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し

た
。埼
玉
県
と
愛
知
県
を
取
り
上
げ
た
の
は
、

平
成
二
～
七
年
の
社
会
増
加
率
が
「
東
日

本
」
で
最
も
高
か
っ
た
の
が
埼
玉
県
、
「
西

日
本
」
で
は
愛
知
県
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
秋
田
県
と
高
知
県
を
取
り
上
げ
た
の

は
、
平
成
二
～
七
年
の
自
然
増
加
率
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
東
日
本
」
で
は

秋
田
県
（
唯
一
の
県
）
、
「
西
日
本
」
で
は
高
知

０

県
（
最
迄
團
向
い
県
）
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
を
対
象
に
し
て
、
こ
こ

で
は
、
県
レ
ベ
ル
で
は
人
口
増
加
率
、
自
然

増
加
率
、
高
齢
化
率
と
居
住
形
態
の
推
移
な

い
し
現
状
（
平
成
七
年
）
を
分
析
の
指
標
と

し
、
町
村
レ
ベ
ル
で
は
人
口
、
高
齢
化
率
、

５
地
域
別
に
み
た

過
疎
・
過
密

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
県
レ
ベ
ル
か
ら
み
た

過
疎
・
過
密
の
状
況
に
つ
い
て
記
述
・
分
析

を
試
み
、
し
か
る
の
ち
に
、
町
村
レ
ベ
ル
か

ら
み
た
過
疎
化
の
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
に

し
た
い
。

Ｈ
県
レ
ベ
ル
に
お
け
る
過
疎
・
過
密

①
人
口
の
推
移

昭
和
三
十
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
の
人
口

の
推
移
を
み
る
と
、
全
国
で
は
約
四
○
％
の

人
口
増
加
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
大
都

市
圏
と
地
方
圏
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
都
市

圏
で
は
埼
玉
県
が
全
国
の
人
口
増
加
率
の
約

五
倍
増
、
愛
知
県
の
全
国
の
約
二
倍
増
と

な
っ
て
い
る
。
地
方
圏
で
は
秋
田
県
の
人
口

減
少
率
が
高
知
県
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ

「
住
宅
介
護
力
指
数
」
の
現
状
（
平
成
七
年
）

を
分
析
の
指
標
と
し
た
。
と
い
う
の
は
、
こ

れ
ら
の
指
標
は
、
大
都
市
圏
と
地
方
圏
に
お

け
る
過
疎
問
題
の
地
域
的
多
様
性
の
現
状
と

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。

も
の
と
思
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、

は
、
大
都
市
圏
で
は
人
口
増
加
の
「
ド
ー
ナ

ツ
化
現
象
」
が
進
展
し
て
い
る
が
、
地
方
圏

の
人
口
減
少
は
「
西
日
本
」
か
ら
「
東
日

本
」
へ
と
一
北
進
」
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る

表１ 地域別にみた人口の推移
(単位：千人,％）
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照
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化
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地域別|こみた自然増加率と社会増加率の推移表２ (単位：リi）
ら
東
日
本
へ
」
、
過
密
化
は
大
都
市
圏
内
の

「
中
心
地
帯
か
ら
周
辺
地
帯
へ
」
と
変
動
し

つ
つ
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

②
自
然
増
加
率
と
社
会
増
加
率
の
推
移

注）△は減少を示す。上段は自然増加率、下段は社会増加率を示す。

（資料）総務庁統計局「国勢調査」

昭
和
三
十

年
か
ら
平
成

七
年
ま
で
の

社
会
増
加
率

の
推
移
を
み

る
当
大
都

市
圏
の
埼
玉

県
で
は
昭
和

三
十
五
年
～

五
十
年
に
大

幅
な
増
加
が

み
ら
れ
た

が
、
そ
れ
以

降
は
低
い
増

加
率
に
な
っ

て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
愛

知
県
で
は
昭

和
三
十
年
～

四
十
年
に
比

較
的
高
い
増

加
率
を
示
し
た
が
、
そ
の
後
は
低
い
増
加
率

に
留
ま
っ
て
い
る
（
但
し
、
昭
和
五
十
年
～

六
十
年
は
社
会
減
）
。
地
方
圏
の
秋
田
県
で

は
昭
和
三
十
年
～
五
十
年
に
比
較
的
高
い
減

少
率
を
示
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
低
い
減
少

率
を
示
し
て
い
る
（
但
し
、
昭
和
五
十
五
年

～
平
成
二
年
は
比
較
的
高
い
減
少
率
を
示
し

た
）
。
し
か
し
、
高
知
県
で
は
昭
和
三
十
年

～
四
十
五
年
に
比
較
的
高
い
減
少
率
を
示

し
、
そ
の
後
は
低
い
減
少
率
に
留
ま
っ
て
い

る
（
但
し
、
昭
和
五
十
年
～
五
十
五
年
は
社

会
増
）
。
こ
れ
は
、
大
都
市
圏
に
お
い
て
依

然
と
し
て
人
口
流
人
が
持
続
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
人
口
流
入

率
は
「
周
辺
地
帯
」
が
「
中
心
地
帯
」
を
若

干
上
回
っ
て
い
る
（
表
２
参
照
）
。

昭
和
三
十
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
の
自
然

増
加
率
の
推
移
を
み
る
と
、
全
国
に
つ
い
て

は
昭
和
三
十
年
～
五
十
年
ま
で
増
加
の
一
途

を
辿
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
増
加
率
は
低

下
傾
向
を
示
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
大

都
市
圏
で
も
全
国
と
ほ
ぼ
同
様
な
傾
向
を
示

し
て
い
る
が
、
増
加
率
は
埼
玉
県
が
愛
知
県

よ
り
若
干
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
地
方

圏
で
は
秋
田
県
、
高
知
県
と
も
昭
和
三
十
年

～
平
成
二
年
ま
で
増
加
率
は
減
少
な
い
し
横

這
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
平
成
二
年
～
七
年

に
は
遂
に
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
地
方
圏
の
な
か
に
は
県
レ
ベ
ル
で
自
然

増
加
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
い
う
過
疎
化

現
象
が
進
展
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の

状
況
も
一
西
日
本
か
ら
東
日
本
へ
一
と
「
北

進
」
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
表
２
参

昭
Ｃ
Ｏ③
人
口
高
齢
化
と
居
住
形
態
の
現
状

平
成
七
年
の
一
ｉ
国
勢
調
査
」
を
用
い
て
人

口
高
齢
化
と
居
住
形
態
（
同
居
・
別
居
）
と

の
関
連
を
み
て
み
た
い
。

こ
こ
で
は
、
「
老
年
人
口
」
（
六
十
五
歳
以

上
人
口
）
割
合
の
全
国
値
二
四
・
五
％
）

と
「
別
居
世
帯
」
（
「
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世

帯
」
＋
「
高
齢
者
の
み
の
世
帯
」
）
割
合
の
全

国
値
（
四
一
・
○
％
）
と
を
指
標
に
し
て
類

型
化
す
る
と
、
「
鹿
児
島
・
高
知
型
」
（
高
齢

化
の
進
展
が
著
し
く
、
別
居
世
帯
割
合
も
高

い
地
域
）
、
「
山
形
・
新
潟
型
」
（
高
齢
化
の

進
展
は
著
し
い
が
、
別
居
世
帯
割
合
は
低
い

地
域
）
、
「
東
京
・
大
阪
型
」
（
高
齢
化
の
進

展
が
緩
慢
で
あ
る
が
、
別
居
世
帯
割
合
は
高

い
地
域
）
、
「
茨
城
・
滋
賀
型
」
（
高
齢
化
の
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大都市圏と地方圏における過疎問題

図１人ロ高齢化と居住形態の地域差（平成７年）

7０

6５

6０

進
展
が
緩
慢
で
、
別
居
世
帯
割
合
も
低
い
地

域
）
の
四
つ
に
類
別
化
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
四
類
型
を
み
る
と
、
日
本
の
居
住

形
態
は
過
疎
・
過
密
化
と
必
ず
し
も
対
応
せ

ず
、
｜
東
日
本
」
で
は
「
同
居
世
帯
」
が
、

「
西
日
本
」
で
は
「
別
居
世
帯
」
が
多
い
と

5５

０
５
０
５

５
４
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別
居
世
帯
割
今
。
（
％
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）
冠
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阿
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県
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県
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静
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県
。
。
栃
木
祠

Ｉ
．
「

巳
肉
亟
鵬
川
面

3０

2５

2０

い
う
傾
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
（
図
ｌ
参

昭
。
Ｃこ
の
よ
う
な
居
住
形
態
の
類
型
を
念
頭
に

お
い
て
、
こ
こ
で
は
「
平
成
七
年
国
民
生
活

基
礎
調
査
」
を
用
い
て
高
齢
者
の
居
住
形
態

を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

1５

％
全
国
の
吉
同
齢
者
の
居

２ ２

住
形
態
を
み
る
と
、
日

２０２
本
の
高
齢
者
は
「
前
期

高
齢
層
」
（
六
十
五
～
七

９

十
四
歳
）
で
は
「
別
居

８

世
帯
」
で
生
活
し
て
い

７冊
的
る
も
の
が
比
較
的
多
い

旧
針
が
、
「
後
期
高
齢
層
」

４
割
〃
（
七
十
五
歳
以
上
）
に

１
口
蹄
な
る
と
、
「
同
居
世

旧
人
鋤
帯
」
で
生
活
す
る
↓
ｂ
の

枢蓉翔過が「別居世帯」で生
山
地
輌
活
す
る
も
の
を
大
幅
に

Ｉ
み
画
上
回
っ
て
く
る
。
こ
の

の
局

岫
辨
繍
よ
う
な
全
国
の
状
況
を

謝
稀
踏
ま
え
て
、
大
都
市
圏

７
鄙
総
に
つ
い
て
み
る
と
、
埼

０
側
艶
玉
県
、
愛
知
県
（
「
茨
城

注
く
・
滋
賀
型
」
）
と
も
全

国
と
同
様
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ

を
「
前
期
高
齢
層
」
、
「
後
期
高
齢
層
一
と
の

二
区
分
で
み
る
と
、
「
前
期
高
齢
層
」
、
｜
後

期
高
齢
層
」
と
も
「
同
居
世
帯
」
で
生
活
し

て
い
る
も
の
の
割
合
が
全
国
値
を
上
回
っ
て

い
る
。
地
方
圏
に
つ
い
て
み
る
と
、
秋
田
県

（
「
山
形
・
新
潟
型
一
）
は
「
前
期
高
齢
層
」
、

「
後
期
高
齢
層
」
と
も
「
同
居
世
帯
」
で
生

活
し
て
い
る
も
の
が
「
別
居
世
帯
」
生
活
者

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
が
、
高
知
県

（
「
鹿
児
島
・
高
知
型
一
）
で
は
「
前
期
高
齢

層
」
に
お
い
て
も
「
別
居
世
帯
」
生
活
者
が

「
同
居
世
帯
」
生
活
者
を
上
回
っ
て
お
り
、

「
後
期
高
齢
層
」
に
い
た
っ
て
も
、
一
七
十

五
～
七
十
九
歳
一
で
は
「
別
居
世
帯
」
で
生
活

し
て
い
る
も
の
と
「
同
居
世
帯
」
で
生
活
し

て
い
る
も
の
が
同
じ
割
合
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
「
八
十
歳
以
上
」
に
な
る
と
、
「
同

居
世
帯
」
生
活
者
が
「
別
居
世
帯
」
生
活
者

を
上
回
っ
て
く
る
が
、
「
別
居
世
帯
」
生
活

者
の
割
合
は
全
国
値
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い

る
。
こ
の
結
果
を
み
る
と
、
高
知
県
を
除
い

て
大
都
市
圏
、
地
方
圏
と
も
大
多
数
の
高
齢

者
が
「
同
居
世
帯
」
で
生
活
を
営
ん
で
い
る

こ
と
に
な
る
（
表
３
参
照
Ⅱ
次
頁
Ⅱ
）
。

１７

LlLiITiil

〔鹿児島・高知型〕〔東京・大阪型〕

ｏ
鹿
児
島
県

○
高
知
県

山
口
県
Ｃ

Ｏ
大
分
県

愛
媛
県
。

和
歌
山
県

長
崎
県
。
。

ｏ
宮
崎
県
岡
山
県
。

○
広
島
県

北
海
道
○
福
岡
県
。
○
京
部
府

兵
庫
県
○

ｏ
東
京
都

大
願
府
○

神
奈
川
県
。



表３地域別にみた高齢者の居住形態（平成７年）
(単位：千人,96）

７ EFI偲署のい方,その他０

病とＩｐＵＥＬｉｌい十とlpllEL

全匡

rl

L｣

Ｈ
】

8.8

｢’
L」

已
示

Ｃ
Ｌ

ｎ
Ｊ

出
総
晦
乃
巧
弥
一
徹
総
晦
刀
巧
昨

県
粥
阿
而

注）兵庫県は調査を実施していないため全国には兵庫県は含まれていない。

（資料）厚生省統計情報部「平成７年国民生活基礎調査」

こ
の
よ
う
な
県
レ
ベ
ル
の
状
況
を
踏
ま
え

て
、
つ
ぎ
に
、
町
村
レ
ベ
ル
に
お
け
る
過
疎

化
の
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

口
町
村
レ
ベ
ル
に
お
け
る
過
疎
化

①
人
口

平
成
七
年
の
人
口
を
み
る
と
、
高
齢
化
が

最
も
進
展
し
て
い
る
地
域
の
人
口
は
五
・
一

万
以
下
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
口
規
模
の

町
村
に
お
け
る
高
齢
化
の
状
況
を
み
る
と
、

そ
の
割
合
は
三
○
～
四
○
％
に
達
し
て
い
る

（
表
４
参
照
）
。

②
在
宅
介
護
力

住
友
生
命
総
合
研
究
所
の
「
平
成
七
年
度

地
域
介
護
力
」
を
み
る
と
、
大
都
市
圏
地
域

の
「
在
宅
介
護
力
指
数
」
は
五
○
％
水
準
で

あ
る
が
、
高
齢
化
・
過
疎
化
よ
り
進
展
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
西
日
本
」
の
町
（
愛

知
県
東
栄
町
）
の
ほ
う
が
「
東
日
本
」
の
村

（
埼
玉
県
大
滝
村
）
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

地
方
圏
の
「
在
宅
介
護
力
指
数
」
は
六
○
～

七
○
％
水
準
に
あ
る
が
、
地
方
圏
で
も
高
齢

化
・
過
疎
化
が
よ
り
進
展
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
「
西
日
本
」
の
町
（
高
知
県
池
川
町
）

が
、
「
東
日
本
」
の
町
（
秋
田
県
阿
仁
町
）

の
介
護
力
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
（
表

1８

地域年齢 総数 単独世帯
夫婦のみ
の世帯

子と同居
その他の
親族と同居

非親族
と同居

全国
総数

65～69歳
70～74歳
75～79歳

80歳以上

６
１
６
３
３

●
●
●
●
▲

２
０
３
５
３

１
１
１
１
１

９４４

０

７１

９
８
２
１

８
１
２
２

２
６
１
４

９
？
↑
■

６
４
３
３

３
１
３
１
６

■
Ｃ
●
ｑ
白

４
７
０
８
９

５
４
５
５
６

４
９
８
９
１

■
■
■
｜
■
■

０
Ｊ
［
１
，
色
ｎ
ｄ
Ｊ
４

ワ
』
ｑ
ｏ
ｎ
ｄ
９
］
刊
Ｉ

５
３
６
０
１

●
●
●
⑪
■

５
５
２
１
３

３
２
３
４
５

９
８
８
１
－
０

●
●
●
●
●

８
１
７
７
６

１
２
－
１
１

２
２
１
２
２

■
の
り
■
』

０
０
０
０
０

５
７
０
６
８

ロ
●
、
Ｂ
●

３
４
３
２
２

埼玉県
総数

65～69歳
70～74歳
75～79歳
80歳以上

672

239

182

126

124

６
４
０
３
５

■
■
●
■
■

０
８
１
４
０

１
１
１
１

ｌ
９
６
７
５

Ｂ
■
■
■
ロ

３
８
８
６
０

２
２
２
１
１

８
３
８
－
１
０

６
■
０
０
■

２
７
８
６
一
。

６
５
５
６
７

’
刈
孟
氏
Ｊ
房
！
〈
ｈ
Ｕ
１
Ｌ

●
■
巾
●
■

９
８
５
７
８

３
２
３
４
５

４
９
１
８
９

。
■
■
●
■

３
８
３
９
６

２
２
２
１
１

１
４
１
４
２

■
●
己
●
■

３
５
１
２
３

４
９
，
’
６

０
０
０
１

愛知県
総数
65～69歳

70～74歳
75～79歳

80歳以上

794

288

208

147

151

［
０
０
戸
Ｉ
Ｉ
ｎ
ｕ
Ｕ
【
０
０
（
ｕ
Ｕ

●
●
●
●
ら

４
３
６
７
１

２
３
２
１
１

２
４
５
２
３

０
●
■
■
■

１
０
２
２
９

１
１
１
１

６
４
７
３
５

●
Ｂ
Ｂ
①
▲

０
１
再
１
７
５

６
５
言
０
６
７

Ｑ
Ｕ
寺
１
４
刈
宏
４
川
丑
（
、

●
Ｂ
■
□
■

２
０
９
２
１

４
３
３
５
６

６
０
３
０
９

●
●
●
■
■

７
０
８
５
３

１
２
１
１
１

４
５
９
０
３

●
●
●
●
●

３
４
２
２
３

Ｊ
’
５
汀
０

０
０
０
０

秋田県

総数

65～69歳
70～74歳

75～79歳

80歳以上

８
９
１
４
５

３
８
６
４
４

２ ６
７
８
１
６

■
、
、
●
■

７
６
９
９
６

１
１
《
〈
ｎ
Ｖ
『
Ｉ
Ｄ
（
ｕ
Ｕ
へ
ｕ
Ｕ

●
甲
■
■
白

８
３
９
５
８

１
２
１
１

２
２
５
１
４

｜
■
．
■
▲
■
０
■

４
７
２
９
４

５
４
５
５
６

４
３
５
７
０

●
●
巳
●
白
■

１
６
０
２
０

７
６
７
［
・
’
８

２
１
４
６
８

■
、
■
、
■

岸
０
０
〔
ｕ
Ｕ
ｎ
ｍ
ｖ
ｎ
『
Ｕ
房
０
０

１
１
１
１
１

９
４
６
３
４

■
●
■
①
■

２
３
１
２
４

Ｄ
Ｄ
Ｄ
ｌ
０

０
０
０
０

高知県
総数
65～69歳
70～74歳

75～79歳
80歳以上

８
８
０
８
２

５
５
４
２
３

１ １
８
←
０
４
９

●
。
●
●
△

７
３
７
１
１

１
１
１
２
２

４
６
５
６
８

●
■
□
日
■

（
ヘ
リ
ｎ
ｍ
Ｖ
円
０
０
ｈ
Ｋ
）
（
ｘ
Ｕ

ｎ
『
Ｕ
川
畑
丑
の
詔
Ｕ
ｎ
／
』
く
Ｉ
上

７
５
０
４
４

●
■
●
●
■

３
４
０
６
９

４
３
４
４
５

８
２
０
６
１

■
●
●
□
■

３
言
０
５
３
３

７
０
５
９
６

ｐ
●
■
ロ
●

弓
０
５
〈
ｕ
ｖ
【
ず
Ｉ
〒
Ｉ
Ｆ
【
』

１
１
１
１
１

３
２
２
１
８

●
●
■
●
●

５
５
２
２
３

２
１
２
３
４

、
｜
、
０

０
０
０



大都市圏と地方圏における過疎問題

表４地域別にみた人ロ・介護状況（平成７年）
（単位：人、ｏｉ、日）

(資料）総務庁統計局「国勢調査｣、高橋紘一監修●住友生命総合研究所編『地域介護力～介護サービスの現状と
課題～』中央法規出版、1998年。

展
し
て
い
る
こ

蕊
江
灘
橇
一
三
コ
渤
熱
塞
鐘
灘
ヨ
懸
引
議
騨
窒
訓
蕊
率
慰
霊
認
識
麩
鷲

と
、
地
方
圏
に
お
け
る
過
疎
化
が
「
西
日
本
と
と
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と

か
ら
東
日
本
へ
」
と
「
北
進
」
し
て
い
る
こ
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
地
域
特
性
を
踏
ま
え

化
」
現
象
が
進

る
過
密
化
が
「
中

心
地
域
か
ら
周

辺
地
域
へ
」
と

都
市
圏
に
お
け

れ
は
、
前
述
し

順
に
な

た
よ
う
に
、
大

新
潟
型
」
、
「
茨
城

・
滋
賀
型
」
の

過
疎
化
町
村
の

４
参
照
）
。

こ
の
よ
う
な

調
査
結
果
を
踏

ま
え
て
、
大
都

市
圏
と
地
方
圏

の
介
護
力
を
み

る
と
、
「
在
宅
介

護
力
指
数
」
は
、

型
」
、
「
山
形
．

「
鹿
児
島
・
高
知

ヨ

ド

篦

ナ
シ

L､＿

と
：
ｑ
ザ
１
，
，
坪
寸
町
；
卍
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‐
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‐
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■
・
ち
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１
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▽
ｒ
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』
』
一
吟
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Ｉ
，
．
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，
．
…
し
げ
・
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Ｌ
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ｒ
，
』
・
』
Ｆ
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‐
，
，
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Ｌ
２
ｉ
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・
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1９

地域

人口

人口数 高齢人口
割合

介護

在宅介護
力指数

6藏以上100人当

たりホームヘル

プ年間利用日数

65歳以上100人当

たりデイサービ

ス年間利用日数

65歳以上'00人当
たりショートス
テイ年間
利用日数

埼玉県大滝村 Ｌ８５７ 30.5 48.03 45.8 33.6 71.2

愛知県東栄町 5,124 33.9 59.55 136.6 323`５６６．１

秋田県阿仁町 4,855 31.3 60.94167.4 149,6）１１０．３

高知県池111町 2,641 40.5 70.34 635.7



ｓ
お
わ
り
に

以
上
の
検
討
結
果
を
要
約
す
る
と
、
大
都

市
圏
と
地
方
圏
の
過
疎
化
現
象
に
は
、
地
域

的
多
様
性
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

⑪
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
読
む
会
編
『
老
い
て
都
市
に
暮
ら
す
～
町
田

市
高
齢
者
の
肉
声
を
生
か
す
～
』
亜
紀
書
房
、

一
九
九
五
年
、
大
都
市
高
齢
者
の
移
動
実
態
と

理
由
に
関
す
る
研
究
委
員
会
（
大
友
篤
、
嵯
峨

座
晴
夫
、
清
水
浩
昭
、
島
村
史
郎
、
吉
田
成

良
）
編
『
大
都
市
高
齢
者
の
移
動
実
態
と
理
由

に
関
す
る
研
究
～
仙
台
市
・
北
九
州
市
・
横
浜

市
・
名
古
屋
市
・
福
岡
市
の
比
較
研
究
分
析

～
』
エ
イ
ジ
ン
グ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
’
八

八
四
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
財
政
経
済
協
会
が
平
成
四
年
に
発
表

し
た
「
高
齢
社
会
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に

よ
れ
ば
「
三
大
都
市
圏
」
の
老
年
人
口
割
合
が

二
○
二
○
に
は
、
「
地
方
圏
」
を
上
回
る
と
予

測
し
て
い
る
（
尾
崎
護
・
貝
塚
啓
明
監
修
『
人

口
変
動
と
日
本
の
進
路
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

一
九
九
四
年
、
一
六
三
～
一
六
八
ペ
ー
ジ
）
。

こ
の
予
測
は
二
十
一
世
紀
に
な
る
と
「
三
大
都

市
圏
」
で
も
高
齢
化
が
進
展
す
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

て
、
地
方
自
治
体
が
介
護
施
策
を
策
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
、
小
稿
で
い
う
大
都
市
圏
と
は
、
東
京

大
都
市
圏
・
大
阪
大
都
市
圏
・
名
古
屋
大
都
市

圏
地
域
の
こ
と
で
あ
り
、
地
方
圏
と
は
、
こ
の

三
大
都
市
圏
以
外
の
地
域
の
こ
と
で
あ
る
。

②
経
済
審
議
会
「
地
域
部
会
報
告
～
高
密
度
経

済
社
会
へ
の
地
域
課
題
～
』
’
九
六
七
年
、
一

ペ
ー
ジ
。

③
経
済
審
議
会
『
前
掲
書
』
、
二
ペ
ー
ジ
。

側
経
済
審
議
会
『
前
掲
書
』
、
二
ペ
ー
ジ
。

⑤
黒
田
俊
夫
『
日
本
人
の
寿
命
～
世
界
最
長
寿

国
の
光
と
影
～
』
（
日
経
新
書
）
日
本
経
済
新

聞
社
、
一
九
七
八
年
、
一
五
五
ペ
ー
ジ
。

⑥
黒
田
俊
夫
『
前
掲
書
』
、
’
五
六
ペ
ー
ジ
。

ｍ
岡
崎
陽
一
「
過
密
・
過
疎
の
人
口
学
」
毎
日

新
聞
社
人
口
問
題
調
査
会
編
・
黒
田
俊
夫
監
修

『
日
本
の
人
口
』
み
き
書
房
、
一
九
七
四
年
、

一
五
七
ペ
ー
ジ
。

⑧
岡
崎
陽
一
「
前
掲
論
文
」
、
一
五
八
ペ
ー
ジ
。

⑨
岡
崎
陽
｜
「
前
掲
論
文
」
、
’
五
八
ペ
ー
ジ
。

Ⅱ
こ
こ
で
は
、
「
東
日
本
」
を
新
潟
県
・
長
野

県
・
静
岡
県
と
の
三
県
を
結
ぶ
地
域
以
北
と

れ
の
地
方
自
治
体
は
、
こ
の
地
域
的
多
様
性

と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
た
地
域
施
策
（
と
り

わ
け
、
高
齢
者
介
護
施
策
）
を
策
定
し
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
地
方
自

治
体
の
地
域
施
策
策
定
へ
の
取
り
組
み
は
、

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
一
○
カ
年
戦
略

（
ゴ
ー
ル
ド
・
プ
ラ
ン
）
の
一
定
の
成
果
で

あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
と
す

し
、
「
西
日
本
」
を
こ
れ
ら
三
県
を
結
ぶ
地
域

以
南
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
区
分
に
よ
っ

て
分
析
を
試
み
た
の
は
、
「
東
日
本
」
と
「
西

日
本
一
の
過
疎
問
題
に
差
異
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
晴
造
編
著
『
過

疎
の
実
証
分
析
～
東
日
本
と
西
日
本
の
比
較
研

究
～
』
法
政
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
を
参

照
さ
れ
た
い
。

⑪
こ
こ
で
い
う
「
在
宅
介
護
力
指
数
」
と
は
、

在
宅
三
本
柱
で
あ
る
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
」
「
デ
イ
サ
ー
ピ
ス
」
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

サ
ー
ピ
ス
」
の
六
十
五
歳
以
上
高
齢
者
一
○
○

人
当
た
り
年
間
利
用
日
数
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
サ
ー
ビ
ス
の
偏
差
値
の
平
均
値
の
こ
と
で

あ
る
。
詳
細
は
、
高
橋
紘
士
監
修
・
住
友
生
命

総
合
研
究
所
編
『
地
域
介
護
カ
ー
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
と
課
題
～
』
中
央
法
規
出
版
、
一
九

九
八
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

れ
ば
、
今
後
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
展
す
”

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
大
都
市
圏
地
域
に
お

い
て
も
、
地
方
圏
で
の
経
験
と
実
績
を
踏
ま

え
た
高
齢
化
施
策
を
策
定
す
る
こ
と
が
稔
り

あ
る
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
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九
九
年
八
月
、
約
一
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
空
に
は
ヘ
イ
ズ
（
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
山
火
事
の
煙
）
が
立
ち
こ
め
て

一
マ
レ
ー
シ
ア
は
変
わ
っ
た
の
か

世界一の高さを誇るペトロス・ツインタワ (クアラルンプール）

い
た
。
刺
す
よ
う
な
南
国
の
太
陽
は
な
か
な

か
現
れ
ず
、
世
界
一
の
高
さ
を
誇
る
超
高
層

ビ
ル
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
・
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
威

容
も
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら
は
霞
ん
で
み
え
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
経
済
の
先
行
き
は
明
る
さ
を
増

し
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
ヘ
イ
ズ
の
よ

う
に
漠
然
と
し
た
薄
暗
さ
に
包
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

九
七
年
夏
の
タ
イ
・
バ
ー
ツ
切
り
下
げ
に

端
を
発
し
た
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
は
マ
レ
ー
シ

ア
に
も
波
及
し
た
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は

「
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
の
フ
ァ
ン
グ
メ
ン
タ
ル

ズ
は
健
全
で
あ
り
、
通
貨
危
機
は
投
機
家
の

陰
謀
で
あ
る
」
と
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス

氏
を
名
指
し
で
批
判
し
続
け
た
。
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
首
相
は
そ
の
後
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
型
の
緊

縮
政
策
を
否
定
し
、
九
八
年
九
月
に
は
固
定

為
替
相
場
制
度
を
導
入
し
て
財
政
・
金
融
の

緩
和
を
計
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
独
自
路
線
に

対
し
て
は
当
初
批
判
的
な
見
方
が
多
か
っ
た

が
、
そ
れ
か
ら
一
年
、
経
済
は
回
復
軌
道
に

乗
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
型
の
危
機
へ
の
対
応
は

一
定
の
評
価
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
。

「
景
気
は
回
復
し
て
い
る
よ
。
ま
だ
以
前

ほ
ど
で
は
な
い
け
ど
ね
。
」
と
、
ク
ア
ラ
ル

2１



ン
プ
ー
ル
の
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
は
言

う
。
確
か
に
、
中
断
さ
れ
て
い
た
市
内
の
モ

ノ
レ
ー
ル
建
設
工
事
な
ど
も
再
開
さ
れ
て
い

る
。
自
動
車
販
売
台
数
は
前
年
比
で
一
○
○

％
以
上
増
え
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
釈

然
と
し
な
い
の
は
、
経
済
が
ど
ん
底
に
あ
っ

た
昨
年
夏
と
比
べ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
の

構
造
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
は
思
え
な
い
か

ら
で
あ
る
。
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
す
れ

ば
、
な
ぜ
景
気
は
回
復
し
て
い
る
の
か
。
あ

る
い
は
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
主
張
し
続

け
て
い
る
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
に
は

元
々
何
の
問
題
も
存
在
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
？

天
然
ゴ
ム
や
錫
、
原
油
や
木
材
と
い
っ
た

一
次
産
品
を
輸
出
し
、
緑
の
中
に
高
床
式
の

住
居
が
点
在
す
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
つ
い
て

の
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
は
既
に
過
去
の
も
の
で

あ
る
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
国
を
率
い
た

こ
の
一
八
年
間
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
一
次
産

品
輸
出
国
か
ら
工
業
国
へ
と
変
貌
を
遂
げ

一
高
度
成
長
の
扣
年

た
。
電
気
店
に
行
っ
て
、
オ
ー
デ
ィ
オ
・
コ

ン
ポ
や
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
な
ど
の
背
面
を
注
意

深
く
見
て
み
る
と
良
い
。
多
く
の
製
品
が

〃
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｙ
Ｓ
Ｉ
Ａ
“
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
だ
。

好
調
な
輸
出
と
、
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
や
ア
ジ

ア
最
大
級
の
新
国
際
空
港
な
ど
の
大
型
建
設

事
業
、
豊
か
に
な
り
は
じ
め
た
国
民
に
よ
る

消
費
の
伸
び
な
ど
を
背
景
に
、
通
貨
危
機
が

始
ま
る
一
九
九
七
年
ま
で
マ
レ
ー
シ
ア
は
一

○
年
に
わ
た
っ
て
年
率
平
均
八
％
を
超
え
る

高
度
経
済
成
長
を
続
け
て
き
た
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
の
投
機
家
批
判
の
背

景
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
に
対
す
る
自
信

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
事
実
、
タ
イ
・
韓
国

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
、
過
大
な
対
外
債

務
が
通
貨
危
機
の
直
接
的
な
原
因
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
対
外
債
務
は
危

険
な
水
準
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
通
貨

危
機
後
も
マ
レ
ー
シ
ア
は
対
外
債
務
の
支
払

い
に
支
障
を
来
す
こ
と
は
な
く
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か

ら
の
資
金
援
助
を
受
け
ず
に
危
機
を
乗
り
切

り
つ
つ
あ
る
。

「
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
は
健
全
」
と
い
う
マ

ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
の
主
張
は
、
大
筋
で
は
間

違
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
危
機
の
最

中
に
あ
ま
り
に
も
多
く
を
語
り
す
ぎ
た
。
マ

ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、

「
不
要
な
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
な
ど

自
ら
の
政
策
の
失
敗
を
棚
に
上
げ
、
責
任
を

投
機
家
や
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
の
不
備
の
せ

い
に
す
る
独
裁
的
な
指
導
者
」
と
し
て
扱
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

｜
方
、
当
時
の
ア
ン
ワ
ー
ル
副
首
相
兼
蔵

相
は
、
市
場
か
ら
の
信
頼
回
復
を
最
優
先

し
、
財
政
・
金
融
の
引
き
締
め
策
を
実
施
し

た
。
輸
入
抑
制
策
や
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
延
期
、
政
府
支
出
の
カ
ッ
ト
、
金
利
の

引
き
上
げ
な
ど
が
九
七
年
秋
か
ら
相
次
い
で

実
施
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
策
は
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
の
支
援
を
受
け
入
れ
て
い
た
タ
イ
・
韓
国

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
政
策
と
類
似
し
て

い
た
こ
と
か
ら
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
き
Ｉ
Ｍ
Ｆ
政

策
」
と
呼
ば
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
引
き
締
め
策

一
通
貨
危
機
へ
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峰
通
貨
危
機
の
影
響
で
減
速
し
つ
つ
あ
っ

た
経
済
を
急
失
速
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

九
七
年
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
成
長
率
は
七

・
七
％
と
高
成
長
を
維
持
し
た
も
の
の
、
年

が
明
け
る
と
経
済
成
長
率
は
悪
化
の
一
途
を

た
ど
り
一
三
年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
転

落
、
九
八
年
の
経
済
成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
七

・
五
％
と
な
っ
た
。

急
激
な
景
気
悪
化
は
、
①
建
設
部
門
の
極

度
の
不
振
、
②
株
価
下
落
と
信
用
収
縮
、
③

輸
出
の
不
振
が
重
な
っ
た
た
め
引
き
起
こ
さ

れ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
九
八
年
夏
に
開

か
れ
た
英
連
邦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
目
標
に
、

各
種
イ
ン
フ
ラ
や
ホ
テ
ル
な
ど
が
一
斉
に
建

設
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
英
連
邦
大
会

以
降
は
建
設
需
要
の
低
下
が
予
測
さ
れ
て
い

響
で
減
速
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
に
政
府
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
延

せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
期
が
拍
車
を
掛
け
、
建
設
部
門
は
二
○
％
を

ァ
の
経
済
成
長
率
は
七
超
え
る
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録
し
た
。

維
持
し
た
も
の
の
、
年

株
価
の
下
落
も
景
気
悪
化
の
大
き
な
要
因

長
率
は
悪
化
の
一
途
を
と
な
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
株
式
市
場
は
、

の
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
転
海
外
投
資
家
の
売
買
に
よ
っ
て
相
場
が
動
く

成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
七
傾
向
に
あ
る
。
通
貨
危
機
に
よ
っ
て
マ
レ
ー

シ
ア
の
通
貨
リ
ン
ギ
の
価
値
が
下
が
る
と
同

は
、
①
建
設
部
門
の
極
時
に
、
海
外
の
投
資
家
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
株

卜
落
と
信
用
収
縮
、
③
式
市
場
か
ら
資
金
を
引
き
上
げ
始
め
た
。
九

つ
た
た
め
引
き
起
こ
さ
七
年
年
初
に
は
一
二
○
○
ポ
イ
ン
ト
台
だ
っ

で
は
、
九
八
年
夏
に
開
た
株
価
指
数
は
、
九
八
年
八
月
に
は
二
○
○

－
シ
大
会
を
目
標
に
、
ポ
イ
ン
ト
台
に
ま
で
下
落
し
た
。
マ
レ
ー
シ

ナ
ル
な
ど
が
一
斉
に
建
ァ
の
銀
行
は
、
株
式
購
入
目
的
の
融
資
を
多

の
た
め
、
英
連
邦
大
会
く
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
株
式
を
融
資
の
担

性
下
が
予
測
さ
れ
て
い
保
と
す
る
こ
と
も
多
い
。
株
価
の
下
落
は
、

不
良
債
権
の
増
加
と
担
保
価

③
究
ィ
究
の
縄
》
ン
マ
通

値
の
減
少
に
直
結
す
る
。
こ

と
研
デ
研
員
繼
沖
ア
す
事

喧
鐸
員
藷
露
艫
辮
脹
蜂
読
嶬

れ
に
政
府
の
金
利
引
き
上
げ

割
奉
職
噸
街
葬
圭
吟
而
読
鐸
錘
醗

が
追
い
打
ち
を
掛
け
、
信
用

卿札》『》》》傘｝》饒坪誰峅蜂収縮が生じた。
ま
易
研
塾
科
易
ジ
マ
業
業
研
テ
ァ
旧

輸
出
の
不
振
も
貿
易
依
存

谷》》辨膵砺醗赫評曄辨》同】餡度が高いマレーシア経済
に
打
撃
を
与
え
た
。
本
来
、

礁
孵
辨
魏
懸
錘

通
貨
の
下
落
は
輸
出
に
有
利

景
気
の
落
ち
込
み
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ

れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
政
策
は
ア
ン
ワ
ー

ル
元
副
首
相
の
主
張
す
る
引
き
締
め
策
か
ら

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
の
主
張
す
る
拡
大
策
へ

と
徐
々
に
転
換
さ
れ
て
い
っ
た
。
両
者
の
対

立
は
最
終
的
に
は
権
力
闘
争
へ
と
発
展
し
、

九
八
年
九
月
の
ア
ン
ワ
ー
ル
氏
の
解
任
、
与

党
か
ら
の
追
放
、
治
安
維
持
法
違
反
で
の
逮
捕

と
い
う
か
た
ち
で
政
治
的
な
混
乱
を
招
い
た
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は
通
貨
危
機
の
当
初

か
ら
、
投
機
的
な
「
市
場
」
を
気
に
す
る
こ

と
な
く
、
国
内
経
済
を
運
営
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
た
。
ア
ン
ワ
ー
ル
元
副
首
相
が
為
替

レ
ー
ト
安
定
の
た
め
に
高
金
利
政
策
を
実
施

し
た
の
に
対
し
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は
実
鐙

体
経
済
を
重
視
し
、
利
下
げ
を
主
張
し
て
い

に
働
く
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、
欧
米
向
け
の

輸
出
は
好
調
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
を

含
め
た
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の
経
済
の
停
滞
に

よ
っ
て
ア
ジ
ア
向
け
の
輸
出
が
減
少
し
た
た

め
、
全
体
と
し
哀
緬
出
は
増
加
し
な
か
っ
た
。

￣マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
流
経
済
政
策
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思
想
睡
鐸

た
。
し
か
し
、
利
下
げ
を
行
え
ば
、
為
替

レ
ー
ト
は
下
落
し
、
経
済
は
再
び
混
乱
し
て

し
ま
う
。
金
融
政
策
の
自
由
、
為
替
相
場
の

安
定
、
自
由
な
資
本
移
動
の
三
つ
を
同
時
に

達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
一
開
放

経
済
の
ト
リ
レ
ン
マ
」
に
マ
レ
ー
シ
ア
は
直

面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相

が
出
し
た
答
え
は
、
為
替
管
理
を
導
入
し
、

4５｡、

５､、

資
本
移
動
を
規
制
す

製
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
・
・
昨
米
国
の
経
済
学
者
ク

：
。
よ》
ル
ー
グ
マ
ン
は
為
替

向
、
ロ
の

一鮴雍鑪馳Ⅸ訓耶
…
“
「
今
ア
ジ
ア
で
起

冒
．
ホ
こ
っ
て
い
る
よ
う
な

ａ

嶢
ヘ
富
．
鋼
ひ
ど
い
状
況
に
直
面

：
⑥
副

Ｍ
し
て
問
わ
ね
ば
な
》
ｂ

－
へ
恩
ａ
ｒ

－
一
息
。
”
な
い
の
は
、
何
と
比

０

。
、
屡
州
べ
て
そ
れ
が
悪
い
の

ａ

ご
扇
Ｂ
か
？
と
い
う
こ
と

ｊ

輌
一
扇
鰄
だ
」
と
為
替
管
理
の

②
」
（
②

導
入
に
理
解
を
示
し

一
へ
（
ロ

た
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

当
初
、
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
為
替
管
理

は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
順
調
に
機
能
し
て

い
る
。
現
地
日
系
企
業
か
ら
も
、
為
替
の
変

動
を
気
に
せ
ず
に
本
業
に
専
念
で
き
る
と
し

て
肯
定
的
な
評
価
が
聞
か
れ
た
。
｜
ド
ル
Ⅱ

三
・
八
リ
ン
ギ
と
い
う
為
替
レ
ー
ト
は
他
の

ア
ジ
ア
通
貨
が
ド
ル
に
対
し
て
回
復
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
現
在
は
相
対
的
に
割
安
に

な
っ
て
い
る
。
事
務
手
続
き
の
煩
雑
化
な

ど
、
為
替
管
理
の
維
持
に
は
一
定
の
コ
ス
ト

が
必
要
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
メ
リ
ッ

ト
の
方
が
大
き
く
、
為
替
管
理
は
当
面
存
続

さ
れ
る
も
と
の
考
え
ら
れ
る
。

景
気
は
回
復
に
向
か
っ
て
い
る
。
八
月
に

発
表
さ
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
九
九
年
第
二
四

半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
プ
ラ
ス
四
二
％

と
な
り
、
五
四
半
期
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
成
長
を

首
相
は
、
高
金
利
や
為
替
相
場
の
大
幅
な
変

動
に
起
因
す
る
実
体
経
済
の
悪
化
よ
り
も
、

為
替
管
理
の
弊
害
の
方
が
軽
い
と
判
断
し
た

と
言
え
る
。

￣改
革
無
き
回
復

回
復
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
九
九
年
の
型

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
測
を
一
％
と
し
て
い
る

が
、
上
半
期
の
段
階
で
既
に
一
・
四
％
の
成

長
を
記
録
し
て
お
り
、
通
年
で
は
政
府
予
測

を
大
幅
に
上
回
る
見
込
み
で
あ
る
。
輸
出
の

主
力
で
あ
る
半
導
体
の
市
況
が
今
後
数
年
間

良
好
に
推
移
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
の
見
通
し
を
明
る
く
し

て
い
る
。
人
民
元
の
切
り
下
げ
や
米
国
の
株

価
の
大
幅
な
調
整
な
ど
で
世
界
経
済
が
再
び

混
乱
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア

経
済
は
輸
出
に
支
え
ら
れ
て
順
調
な
回
復
を

続
け
て
い
く
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア

は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
独

自
の
や
り
方
で
通
貨
危
機
を
乗
り
切
っ
た
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の

支
援
を
受
け
、
そ
れ
と
引
き
替
え
に
大
規
模

な
構
造
改
革
に
着
手
し
た
国
々
と
比
べ
て
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
回
復
は
構
造
改
革
を

伴
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
は
た
し

て
、
構
造
改
革
な
し
で
景
気
を
回
復
さ
せ
る

こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
か
？

答
え
は
、
「
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
通
貨
危
機
は
、
様
々
な
理
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し
か
し
、
改
革
無
き
回
復
は
マ
レ
ー
シ
ア

経
済
が
長
期
的
に
成
長
を
続
け
ら
れ
る
こ
と

適
切
に
行
え
ば
、
構
造
改
革
な
し
で
も
景
気

回
復
は
可
能
で
あ
る
と
言
え
る
。

一
景
気
回
復

ｆ

Statistics発表より作成

由
か
ら
割
高
に
な
っ

て
い
た
為
替
レ
ー
ト

が
、
急
激
に
調
整
さ

れ
た
た
め
に
引
き
起

こ
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
経
済
シ
ス
テ
ム

の
構
造
的
問
題
は
通

貨
危
機
の
遠
因
で
は

あ
っ
て
も
、
直
接
的

な
原
因
で
は
な
い
。

た
と
え
、
構
造
的
な

改
革
を
行
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
れ
が

短
期
的
な
景
気
回
復

を
も
た
ら
す
わ
け
で

は
な
い
。
逆
に
、
不

良
債
権
の
処
理
さ
え

を
約
束
す
る
も
の
で
は
な
い
。
構
造
改
革
を

行
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
通
貨
危
機
前
の

水
準
に
ま
で
経
済
が
回
復
す
れ
ば
、
通
貨
危

機
前
と
同
じ
問
題
が
顕
在
化
し
て
く
る
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。

通
貨
危
機
前
の
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
が
直
面

し
て
い
た
最
大
の
問
題
は
労
働
力
不
足
で

あ
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
日
本
の
約
九
割
ほ

ど
の
広
さ
の
国
士
を
持
つ
が
、
人
口
は
わ
ず

か
二
○
○
○
万
人
で
、
タ
イ
（
六
○
○
○
万

人
）
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
二
億
人
）
な
ど
の

周
辺
国
と
比
較
し
て
も
少
な
い
。
マ
レ
ー
シ

ア
の
失
業
率
は
九
七
年
に
は
二
・
五
％
に
ま

で
低
下
し
て
お
り
、
不
法
労
働
者
を
含
め
て

二
○
○
万
人
と
も
い
わ
れ
る
大
量
の
外
国
人

労
働
者
が
流
入
し
て
い
た
。

労
働
力
不
足
は
、
年
率
一
○
％
を
超
え
る

賃
金
の
高
騰
と
、
労
働
者
が
高
賃
金
を
求
め

て
次
々
と
転
職
を
重
ね
る
「
ジ
ョ
ブ
・
ホ
ッ

ピ
ン
グ
」
を
生
み
だ
し
た
。
労
働
者
の
転
職

率
は
業
種
に
よ
っ
て
は
月
間
一
○
％
に
も
達

し
、
技
術
移
転
を
妨
げ
る
ひ
と
つ
の
要
因
と

な
っ
て
い
た
。
一
部
の
労
働
集
約
的
な
企
業

は
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
撤
退
し
、
中
国
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
豊
富
な
低
賃
金
労
働
者
が
存

こ
の
国
特
有
の
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
（
マ

レ
ー
人
優
遇
政
策
Ｅ
を
経
済
成
長
と
ど
の

よ
う
に
両
立
さ
せ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
問

題
も
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
マ

レ
ー
シ
ア
が
今
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
支
援
を
求
め
な

か
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
実
は
こ
の
ブ
ミ
プ

ト
ラ
政
策
に
手
を
着
け
ら
れ
た
く
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
マ
レ
ー
系
、
華
人
系
、

イ
ン
ド
系
の
三
民
族
を
中
心
と
し
た
多
民
族

国
家
で
あ
る
。
先
住
民
の
マ
レ
ー
系
が
人
口

の
約
六
割
、
中
国
系
が
約
三
割
、
イ
ン
ド
系

在
す
る
国
へ
と
移
動
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

つ
つ
あ
っ
た
。

現
在
は
景
気
の
悪
化
に
よ
っ
て
労
働
の
需

給
が
緩
和
し
て
い
る
が
、
景
気
が
本
格
的
に

回
復
し
て
く
れ
ば
労
働
力
不
足
が
再
び
顕
在

化
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア

政
府
は
、
低
賃
金
労
働
力
に
依
存
し
な
い
経

済
成
長
の
実
現
に
向
け
て
、
産
業
局
度
化
へ
の

挑
戦
を
再
び
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

一
長
期

的

課
題

2５



が
約
一
割
を
占
め
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
が
本
格

的
に
他
民
族
化
し
た
の
は
一
九
世
紀
以
降

で
、
主
に
錫
鉱
山
の
労
働
者
と
し
て
華
人
系

が
、
ゴ
ム
の
採
集
を
行
う
労
働
者
と
し
て
イ

ン
ド
系
が
流
入
し
た
。
植
民
地
時
代
の
一
次

産
品
の
生
産
と
密
接
に
関
連
し
た
か
た
ち

で
、
現
在
の
人
種
構
成
が
で
き
あ
が
っ
た
の

で
あ
る
。

技術開発センターの研修生（ペナン）

ブ
ミ
プ
ト

ラ
政
策
が
導

入
さ
れ
る

き
っ
か
け
と

な
っ
た
の

は
、
’
九
六

九
年
五
月
十

三
日
に
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー

ル
で
発
生
し

た
人
種
暴
動

で
あ
る
。
マ

レ
ー
系
住
民

と
華
人
系
住

民
の
衝
突
が

起
こ
り
、
多

数
の
犠
牲
者

を
出
し
た
。
暴
動
の
背
景
に
は
、
貧
し
い
マ

レ
ー
人
と
豊
か
な
華
人
の
所
得
格
差
が
あ
っ

た
。
こ
れ
を
機
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、

民
族
融
和
の
た
め
に
は
マ
レ
ー
系
住
民
と
華

人
系
の
住
民
の
所
得
格
差
の
実
質
的
な
是
正

が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
強
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
マ
レ
ー
人
の
経
済
的
地
位
の
引
き

上
げ
を
目
指
す
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
は
一
九
七

○
年
に
発
表
さ
れ
て
以
来
、
今
日
ま
で
マ

レ
ー
シ
ア
の
経
済
・
社
会
・
政
治
シ
ス
テ
ム

を
支
え
る
大
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

マ
レ
ー
人
は
進
学
や
就
職
、
各
種
許
認

可
、
資
本
保
有
比
率
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

優
遇
を
受
け
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府

は
、
電
力
・
電
話
・
航
空
会
社
な
ど
の
国
営

企
業
を
民
営
化
し
た
り
、
各
種
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
マ
レ
ー
系
企
業
に
受
注
さ
せ
る

な
ど
し
て
マ
レ
ー
系
の
大
企
業
を
育
成
し
て

き
た
。
ま
た
、
ベ
ン
ダ
ー
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｖ
Ｄ
Ｐ
）
と
呼
ば
れ

る
政
策
を
実
施
し
、
マ
レ
ー
系
の
中
小
企
業

育
成
に
務
め
て
き
た
。
し
か
し
、
マ
レ
ー
系

の
大
企
業
は
今
回
の
通
貨
危
機
で
大
き
な
打
撃

を
受
け
、
マ
レ
ー
系
中
小
企
業
の
育
成
も
成

功
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
操
業
し
て
い
る
日
系
多
国

籍
企
業
の
多
く
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
要

請
を
受
け
て
マ
レ
ー
系
中
小
企
業
の
育
成
に

協
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
レ
ー
系
中
小

企
業
と
の
取
引
は
、
あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
行
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
多

数
を
占
め
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
取
引
を
し

て
い
る
中
小
企
業
と
し
て
は
華
人
系
が
圧
倒

的
に
多
い
と
い
う
の
だ
。

華
人
系
の
商
売
の
う
ま
さ
に
つ
い
て
は
、

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
’
九
七
○
年

代
前
半
、
あ
る
半
導
体
メ
ー
カ
ー
が
ペ
ナ
ン

島
で
操
業
を
開
始
し
て
ま
も
な
い
頃
、
バ
イ

ク
に
乗
っ
た
一
人
の
漢
方
医
が
突
然
工
場
に

や
っ
て
き
て
、
こ
う
言
っ
た
と
い
う
。
「
私

は
対
岸
の
町
に
良
い
部
品
会
社
が
あ
る
の
を

知
っ
て
い
る
。
取
引
を
仲
介
し
て
も
い
い
ん

だ
が
…
…
」
。
彼
は
、
技
術
も
資
金
も
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
仲
介
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス

を
は
じ
め
、
今
で
は
有
名
半
導
体
製
造
装
置

会
社
の
社
長
に
納
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
よ
う
な
文
化
を
持
つ
華
人
と
、
長
く
農
村

で
暮
ら
し
、
穏
や
か
で
多
く
を
望
ま
な
い
マ

レ
ー
人
を
対
等
に
競
争
さ
せ
た
の
で
は
、
結

果
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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マレーシアの経済事情

マ
レ
ー
系
企
業
の
育
成
が
う
ま
く
い
か
な

い
理
由
と
し
て
は
、
保
護
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
逆
に
企
業
家
精
神
を
ス
ポ
イ
ル
し
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
対
等
な

競
争
で
は
と
て
も
勝
て
な
い
と
は
い
う
も
の

の
、
競
争
力
は
実
際
の
競
争
を
通
じ
て
し
か

身
に
付
か
な
い
と
言
う
の
も
ま
た
事
実
で
あ

る
。
保
護
を
続
け
る
限
り
、
保
護
を
必
要
と

し
な
い
真
の
マ
レ
ー
系
企
業
は
生
ま
れ
て
こ

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
は
市
場
メ
カ
ー
ー
ズ
ム

に
基
づ
く
効
率
的
な
資
源
配
分
を
歪
め
て
い

る
」
と
い
う
経
済
学
的
観
点
か
ら
の
主
張
は

全
く
正
し
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験
の
乏
し
い

ブ
ミ
プ
ト
ラ
に
よ
り
多
く
の
資
源
を
配
分
す

る
の
だ
か
ら
、
効
率
は
低
下
し
て
当
然
で
あ

る
。
も
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
１
Ｍ
Ｆ
に
支
援

を
要
請
す
る
と
な
れ
ば
、
こ
の
部
分
の
改
革

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
だ
る

－
つ
。マ
レ
ー
シ
ア
政
府
も
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策

の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
十
分
認
識
し
て
い
る

に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
コ
ス
ト
を

補
っ
て
余
り
あ
る
ほ
ど
の
政
治
的
・
社
会
的

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
こ
そ
ブ
ミ

し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策

を
続
け
て
い
け
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
ま

で
マ
レ
ー
シ
ア
が
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
を
継
続

で
き
た
の
は
、
順
調
な
経
済
成
長
に
よ
っ

て
、
国
全
体
と
し
て
の
パ
イ
が
拡
大
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
長
期
的
に
経
済
成
長
率
が

低
下
し
て
く
れ
ば
、
分
配
を
め
ぐ
る
軋
礫
も

高
ま
る
だ
ろ
う
し
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
コ

ス
ト
を
国
が
負
担
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

問
題
は
、
そ
れ
ま
で
に
、
真
の
マ
レ
ー
人
の

企
業
家
が
育
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

政
府
の
保
護
に
よ
り
富
を
分
配
さ
れ
る
の
を

プ
ト
ラ
政
策
を
継
続
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
今
回
の
通
貨
危
機
に
際

し
て
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
華
人
に
対

す
る
暴
動
は
起
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、

ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
成
果
で
あ
る
と
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
首
相
は
言
う
。
確
か
に
、
マ
レ
ー

人
が
暴
動
を
お
こ
し
て
も
、
今
で
は
襲
わ
れ

る
側
の
富
裕
層
に
も
か
な
り
の
数
の
マ
レ
ー

人
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一評価は
加
年
後
に

待
つ
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
富
を
生
み
出
す

こ
と
の
で
き
る
マ
レ
ー
人
企
業
家
が
増
え
な

い
限
り
、
華
人
と
の
格
差
は
広
が
っ
て
し
ま

一
つ
Ｏあ
る
日
系
企
業
の
社
長
は
、
「
ヘ
マ
の
世
代

で
は
難
し
い
が
、
そ
の
次
の
世
代
に
な
れ
ば

大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
言
う
。
工
業
化
を
遂
げ

た
現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

し
て
働
く
親
に
育
て
ら
れ
た
子
は
、
マ
レ
ー

系
、
華
人
系
を
問
わ
ず
、
そ
れ
な
り
の
資
質

を
備
え
た
大
人
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
う
の

だ
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
最
良
の
シ
ナ
リ

オ
は
、
教
育
と
経
験
に
よ
っ
て
、
民
族
間
の

格
差
が
縮
小
し
て
ゆ
き
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策

が
や
が
て
必
要
な
く
な
る
と
い
う
も
の
で
あ

ろ
う
。

そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
人
々
は
、
こ
の
通
貨
危
機
を
大
き
な
改

革
無
く
乗
り
切
っ
た
こ
と
を
後
悔
の
念
を

持
っ
て
振
り
返
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

我
々
は
、
あ
の
時
、
大
き
な
混
乱
を
覚
悟
し

て
何
か
を
す
べ
き
だ
っ
た
と
。
通
貨
危
機
を

め
ぐ
る
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
に
対
す
る
評
価

は
、
二
○
年
後
ま
で
保
留
に
し
て
お
こ
う
。
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イ
サ
ー
ソ
の
人
ロ

●
神
戸
大
学
経
済
学
部
教
授
高
橋
眞
’

タ
イ
で
は
、
地
方
別
に
分
け
る
と
、
｜
股

に
四
つ
の
地
方
、
す
な
わ
ち
中
部
、
北
部
、

①
後
進
地
域
と
し
て
の

イ
サ
ー
ン

｝１
０

Ⅱ

、
1

Ｌ
Ｉ
Ｂ
，
鈩

にンら部東
分．Ｉこに北
けク中分部

タイの地域区分図

言
外
に
含
め

て
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

イ
サ
ー
ン
は
、
面
積
と
人
口
と
も

に
全
国
の
約
三
分
の
一
を
占
め
、
ま

ｑ
Ｚ
４
上
」
ｊ
一
一
一
一
一
両
膣

曰

音Ⅲ
蓬
は
EnU

多
い
二
喫
一

Ｄ
ｉ
７
Ｄ

ｚ
十
十
ケ

た
も
つ
と
も
貧
困
で
、
経
済
的
に
後
進
地
域

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
貧
困
地

域
で
あ
る
イ
サ
ー
ン
の
経
済
と
人
口
の
関

高床式の東北タイの農家
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イサーンの人ロ増加と経済

係
、
そ
し
て
最
近
の
そ
れ
ら
の
変
化
を
明
ら

か
に
し
、
開
発
途
上
地
域
の
農
村
の
経
済
と

人
口
の
ひ
と
つ
の
典
型
を
浮
き
彫
り
に
し
て

み
た
い
。

タ
イ
の
経
済
で
特
徴
的
な
の
は
、
人
口
で

は
全
国
の
約
一
五
％
に
過
ぎ
な
い
首
都
で
あ

る
バ
ン
コ
ク
お
よ
び
そ
の
周
辺
部
（
人
口
約

九
○
○
万
）
が
、
国
民
総
生
産
の
約
半
分
を

占
め
る
と
い
う
地
域
経
済
の
偏
在
性
に
あ

る
。
つ
ま
り
製
造
業
、
金
融
、
政
府
部
門
な

ど
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
に
よ
っ
て
担
わ
れ

る
バ
ン
コ
ク
大
都
市
圏
と
、
農
業
が
依
然
重

要
な
そ
の
ほ
か
の
地
域
と
い
う
明
確
な
地
域

分
業
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

中
で
も
、
イ
サ
ー
ン
の
経
済
は
、
現
在
で

も
農
業
従
事
者
が
約
六
○
％
を
占
め
、
他
の

そ
れ
ら
の
変
化
を
明
ら
地
域
に
比
べ
て
よ
り
一
層
農
業
が
中
心
的
な

地
域
の
農
村
の
経
済
と
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
家
計
収

型
を
浮
き
彫
り
に
し
て
入
で
み
て
も
バ
ン
コ
ク
の
三
分
に
一
に
過
ぎ

ず
二
九
九
六
年
）
、
タ
イ
で
は
も
っ
と
も

徴
的
な
の
は
、
人
口
で
貧
困
な
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
農

に
過
ぎ
な
い
首
都
で
あ
業
の
土
地
生
産
性
も
、
他
の
地
域
と
比
べ
て

そ
の
周
辺
部
（
人
口
約
も
っ
と
も
低
い
状
態
に
あ
る
。
土
地
生
産
性

民
総
生
産
の
約
半
分
を
が
低
い
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
地
域

『
経
済
の
偏
在
性
に
あ
は
、
年
に
よ
っ
て
か
な
り
変
動
す
る
乾
季
と

、
金
融
、
政
府
部
門
な
雨
季
が
あ
り
、
し
か
も
ラ
テ
ラ
イ
ト
土
壌
が

産
業
に
よ
っ
て
担
わ
れ
多
く
、
士
地
の
肥
沃
度
が
低
い
こ
と
が
あ
げ

圏
と
、
農
業
が
依
然
重
『
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
条
件
で

域
と
い
う
明
確
な
地
域
は
、
か
つ
て
の
農
民
の
最
適
な
農
業
の
生
産

で
あ
る
。

は
、
施
肥
や
他
の
投
資
を
行
わ
ず
、
で
き
る

ン
の
経
済
は
、
現
在
で
だ
け
自
然
の
力
を
利
用
す
る
生
産
で
あ
り
、

六
○
％
を
占
め
、
他
の
そ
の
た
め
に
生
産
性
が
低
く
な
る
の
は
当
然

で
あ
っ
た
。
最
近
で
も
１
ラ
イ
あ

た
り
二
六
○
～
二
八
○
キ
ロ
グ
ラ

一一一》了『》』》『》一
ム
で
、
生
産
性
の
高
い
中
部
の
五

○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
近
い
値
に
比
べ

て
、
依
然
生
産
性
は
も
っ
と
も
低

い
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
貧
困
と
低
生
産
性

橋
葬
鈩
霧
澤
騨
藷
劉
匡
冠
岬
詞

と
は
、
イ
サ
ー
ン
の
長
い
間
の
む

一
員
蜂
聯
騒
騒
な

●
似
観
俘
醗
住

し
ろ
常
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま

タ
イ
の
人
口
は
、
十
九
世
紀
も
終
わ
る
頃

か
ら
増
加
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
少
な
く

と
も
一
九
三
○
年
代
以
降
の
人
口
増
加
は
、

死
亡
率
が
徐
々
に
低
下
し
た
た
め
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
第
二
次
大
戦
後

は
、
安
価
な
医
療
技
術
や
公
衆
衛
生
技
術
の

導
入
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
死
亡
率
が
低
下

し
た
が
、
そ
の
結
果
、
年
人
口
増
加
率
は
、

一
九
六
○
年
代
に
は
三
％
を
越
え
た
（
表

ｌ
）
。
し
か
し
、
一
九
七
○
年
代
以
降
、
国

に
よ
る
家
族
計
画
政
策
の
導
入
も
あ
っ
て
、

出
生
率
が
低
下
し
始
め
、
現
在
は
、
出
生
力

が
人
口
増
加
を
基
本
的
に
は
ゼ
ロ
に
す
る
置

換
水
準
ま
で
低
下
し
て
お
り
、
そ
う
遠
く
な

い
将
来
に
人
口
減
少
と
人
口
高
齢
化
が
も
た

ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

亡斬り訂い耐鰄川訓眺川で咄触鰄悩脈勿

②
イ
サ
ー
ン
の
著
し
い

自
然
増
加

た
、
人
口
が
増
加
し
た
と
き
は
、
農
家
経
済

や
地
域
経
済
に
と
っ
て
不
均
衡
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
っ
た
。



表１タイの地域別人ロ増加の推移

登録人口

1990年
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８，６５６
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１０，９８１

１９，８１６
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1995
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８，９１９
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全国

バンコク首都圏

中部

北部
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南部
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Ｌ５７２
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４，９５２

１，８４２

人口増加率（06）
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コーンの周辺県を加えた地域ｃ登録人口は３年移動平均・

資料）ThailandNationalStaisticalOffice,StatisticalYearbookThailand,各年版。

率
の
変
化
は
全
国
と
同
じ
傾
向
に
あ
っ
た

（
表
２
）
。
第
二
次
大
戦
後
、
と
く
に
一
九
六

○
年
代
か
ら
七
○
年
代
に
か
け
て
、
出
生
率

の
低
下
が
遅
か
っ
た
た
め
に
、
一
時
自
然
増

加
率
が
タ
イ
で
一
番
高
い
時
期
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
出
生
率
が
低
減
し
て
い
く
過
程
で
、

表２タイの地域別人口動態率の推移

P1

LI

干
艸
仏
宙

[ｌＣ

F1

L｣[）〔
「1

L」

lｉＣ
｢q

Ｈ
】rｌ

Ｊ

ｕ
ロ
▲
ｕ
ロ
▲
凹
円
ト
公
Ｍ
Ｅ

千
Ｍ
北
士
宋
垂

イ
サ
ー
ン
の
自
然
増
加
率
も
低
下
し
た
が
、

現
在
で
は
バ
ン
コ
ク
大
都
市
圏
を
除
い
た
地

域
の
中
で
は
、
増
加
率
の
差
が
縮
小
す
る
と

と
も
に
、
南
部
よ
り
も
低
い
増
加
率
に
落
ち

着
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
長
期
間
の
高
い
自
然
増
加
率

fＭｉ

【
】

[ＬＬ

L｣

r1

LI

資料）ThailandNationalStatistical

Change・各年版。

Office，ReportTheSurveyofPopulation

3０

iinj比iＷＭ

1964-65年’974-761985-86１９９１1995-96

全国
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４０．９４０．６３１．２２５．８２４．０
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全国１０．９８６６．４５．９６．０

バンコク都

中部
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東北部
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表３タイ地域別純移動数および転入転出総数
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の
中
で
、
貧
困
で

生
産
性
の
低
い
農

業
が
中
心
で
あ
る

イ
サ
ー
ン
の
農
家

は
、
増
加
す
る
世

帯
員
を
そ
の
家
の

中
で
養
う
こ
と
は

当
然
で
き
な
か
っ

た
。
実
際
、
全
国

の
労
働
力
人
口
直

前
の
五
’
九
歳
人

口
が
、
’
九
三
七

年
か
ら
一
九
六
○

年
ま
で
、
約
二
○

○
万
か
ら
約
四
○

○
万
へ
と
倍
増

し
、
農
家
の
中
で

の
人
員
増
大
は
明

か
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
不
均
衡

を
解
決
す
る
手
段

と
し
て
は
、
現
実

的
に
は
、
土
地
拡

大
あ
る
い
は
生
産

性
上
昇
に
よ
る
農

も
っ
と
も
一
般
的
で
あ
っ
た
の
は
土
地
開

墾
を
求
め
た
移
動
で
あ
っ
た
。
農
家
が
集
団

で
隣
接
す
る
地
域
や
よ
り
離
れ
た
地
域
に
移

動
し
、
森
林
の
開
墾
を
行
っ
て
新
し
い
聚
落

を
形
成
し
た
。
こ
の
よ
う
な
移
動
が
可
能
で

あ
っ
た
ひ
と
つ
の
要
因
と
し
て
、
イ
サ
ー
ン

で
は
か
っ
て
人
口
密
度
が
低
く
、
多
く
の
開

墾
可
能
な
森
林
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
開
拓
移
動
も
、
水

田
に
適
す
る
未
開
の
森
林
面
積
が
次
第
に
少

な
く
な
る
と
と
も
に
、
一
九
五
○
年
代
以
降

困
難
に
な
る
地
域
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

業
生
産
の
増
大
、
他
地
域
へ
の
人
口
移
動
、

そ
し
て
一
般
に
最
後
の
手
段
と
し
て
出
生
抑

制
が
考
え
ら
れ
る
。
イ
サ
ー
ン
で
は
、
生
産

性
上
昇
に
よ
る
農
業
生
産
の
増
大
は
、
前
述

の
よ
う
な
農
民
の
貧
困
と
自
然
環
境
と
の
関

連
で
は
考
え
に
く
く
、
農
地
拡
大
を
求
め
た

移
動
と
そ
の
後
の
都
市
の
発
展
に
よ
る
移
動

が
一
般
的
な
選
択
と
な
っ
た
。

③
農
村
間
の
移
動
か
ら

農
村
か
ら
都
市
へ
の

移
動
と
そ
の
限
界

3１
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も
っ
と
も
、
畑
地
を
中
心
と
し
た
森
林
の
開

墾
は
一
九
八
○
年
代
ま
で
続
い
た
。

そ
の
後
、
農
家
の
過
剰
人
口
は
、
よ
り
遠

隔
の
農
業
地
域
や
都
市
へ
向
か
う
こ
と
に
な

る
。
と
く
に
、
一
九
六
○
年
代
以
降
、
タ
イ

の
経
済
発
展
と
と
も
に
成
長
セ
ン
タ
ー
を
担

う
首
位
都
市
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
バ

ン
コ
ク
へ
の
人
口
移
動
が
活
発
に
な
っ
た

（
表
３
）
。
し
か
し
、
タ
イ
の
経
済
成
長
を

担
っ
た
産
業
、
と
く
に
製
造
業
は
、
労
働
集

約
的
な
工
業
も
含
め
て
、
生
産
の
伸
び
に
比

Ｉ

べ
て
そ
れ
ほ
ど
労
働
雇
用
の
伸
び
を
期
待
で

き
る
産
業
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
フ
ォ
ー
マ
ル
部
門
へ
の
労
働
需
要
は
、

あ
る
程
度
の
技
術
や
知
識
を
必
要
と
す
る
も

の
で
、
新
規
学
卒
者
で
も
お
も
に
中
等
教
育

以
上
の
人
々
を
要
求
し
た
。
と
こ
ろ
が
イ

サ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る
農
村
か
ら
移
動
す

る
農
民
の
大
部
分
は
、
学
歴
も
専
門
的
知
識

や
技
術
も
持
た
な
い
単
純
労
働
者
予
備
軍
で

あ
っ
た
。
バ
ン
コ
ク
の
成
長
が
著
し
か
っ
た

と
し
て
も
、
著
し
い
人
口
増
加
の
過
程
で
低

r1

L｣

タイ東北部の主要都市図２

著
し
い
人
口
増
加
の
過
程
で
低

賃
金
で
単
純
労
働
力
の
市
場
は

供
給
過
剰
に
な
り
、
か
れ
ら
の

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
へ

の
流
入
も
著
し
か
っ
た
。
こ
の

結
果
、
バ
ン
コ
ク
へ
移
動
し
た

人
々
の
多
く
は
、
そ
こ
で
永
住

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ス
ラ
ム

に
一
時
的
に
居
住
す
る
か
、
出

稼
ぎ
的
循
環
移
動
す
る
か
を
大

半
は
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
こ
れ

ら
の
人
口
は
バ
ン
コ
ク
都
市
圏

人
口
の
二
割
に
達
す
る
と
い
わ

れ
る
）
。

’
九
七
○
年
代
に
入
っ
て
、

比
較
的
自
給
の
割
合
の
高
か
っ
た
イ
サ
ー
ン

の
農
村
部
で
も
商
品
経
済
化
が
す
す
み
、
農

業
も
一
部
で
は
施
肥
や
水
管
理
な
ど
の
農
業

の
生
産
投
資
も
以
前
に
比
べ
て
大
き
く
な
っ

た
。
同
時
に
、
市
場
で
消
費
財
を
購
入
す
る

割
合
も
高
く
な
り
、
相
対
的
に
生
産
性
の
低

い
農
業
だ
け
で
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
ま

す
ま
す
困
難
に
な
っ
た
。

一
方
こ
の
頃
、
タ
イ
の
第
三
次
以
降
の
経

済
社
会
開
発
計
画
は
、
バ
ン
コ
ク
の
一
点
集

中
的
成
長
の
弊
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
地

方
の
開
発
に
重
点
を
置
き
始
め
た
。
こ
れ

は
、
イ
サ
ー
ン
に
お
い
て
も
、
コ
ー
ン
ヶ
ー

ン
等
の
中
心
都
市
に
成
長
セ
ン
タ
ー
的
役
割

を
も
た
ら
し
、
同
時
に
県
（
○
冒
伺
冒
呉
）

レ
ベ
ル
の
中
心
都
市
の
発
展
を
促
し
（
図

２
）
、
地
方
で
の
雇
用
を
一
定
程
度
増
大
さ

せ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
心
都
市
に
通
勤
可
能

な
地
域
で
は
、
増
大
す
る
人
口
は
、
分
割
相

続
に
よ
っ
て
親
よ
り
少
な
い
土
地
を
も
ち
、

農
業
だ
け
で
は
生
計
が
ま
す
ま
す
困
難
に

な
っ
た
の
で
、
通
勤
に
よ
る
兼
業
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
生
計
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

中
心
都
市
へ
の
通
勤
が
不
可
能
な
地
域
で

は
、
過
剰
人
口
は
土
地
の
分
与
と
バ
ン
コ
ク

3２
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へ
の
出
稼
ぎ
、
あ
る
い
は
南
部
や
中
部
の
農

場
へ
の
出
稼
ぎ
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
た
。

ま
た
、
’
九
七
○
年
代
後
半
か
ら
、
中
東
を

中
心
と
し
た
外
国
へ
の
出
稼
ぎ
が
活
発
に
な

り
、
イ
サ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
貧
困
地
域
か

ら
多
く
の
出
稼
ぎ
者
が
海
を
渡
っ
た
。
こ
れ

も
中
東
の
経
済
成
長
が
一
段
落
す
る
一
九
八

○
年
代
後
半
か
ら
、
台
湾
、
香
港
、
ブ
ル
ネ 蕊議i鍵鑿蕊鍵議蕊蕊;議蕊議議蕊i：

開墾された東北タイの稲作地

タ
イ
に
お
け
る
意
識
的
な
出
生
抑
制
は
、

大
都
市
バ
ン
コ
ク
で
は
す
で
に
一
九
六
○
年

代
に
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
イ
サ
ー
ン
で
も

農
民
の
一
部
が
出
生
抑
制
に
関
す
る
情
報
を

イ
、
日
本
な
ど
の
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
出
稼
ぎ

が
中
心
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
人
口
移
動
は
、
上
述
の
よ

う
に
移
動
先
で
定
住
す
る
こ
と
が
困
難
な
性

格
を
持
っ
て
お
り
、
タ
イ
の
場
合
、
過
剰
人

口
を
吸
収
す
る
決
定
的
な
解
決
策
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。
増
加
す
る
人
口
に
対
し
て
他
の

解
決
策
を
見
い
だ
す
こ
と
が
、
イ
サ
ー
ン
の

農
民
に
と
っ
て
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
で

あ
っ
た
。
た
し
か
に
地
域
の
再
開
発
が
行
わ

れ
、
イ
サ
ー
ン
に
も
一
部
灌
概
等
の
多
目
的

ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
灌
概
農
業
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
土
地
生
産
性
が
上
昇
し
た
地

域
も
出
て
き
た
が
、
イ
サ
ー
ン
全
体
か
ら
す

れ
ば
ま
だ
一
部
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
出
て
く

る
の
が
、
過
剰
人
口
を
出
生
抑
制
に
よ
っ
て

減
ら
し
て
い
く
と
い
う
方
策
で
あ
っ
た
。

④
農
村
部
の
出
生
率
低
下

ｌ
新
し
い
人
ロ
転
換

自
発
的
に
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
頃
は
イ
サ
ー
ン
の
多
く
の
農
民

が
、
前
述
の
よ
う
な
土
地
や
人
口
移
動
の
限

界
を
前
に
し
て
、
出
生
抑
制
を
行
う
潜
在
的

な
願
望
を
強
く
も
っ
て
い
た
。
実
際
、
イ

サ
ー
ン
よ
り
も
早
く
土
地
拡
大
の
限
界
を
迎

え
た
北
部
や
中
部
で
は
、
意
識
的
出
生
抑
制

に
よ
る
出
生
率
低
下
が
よ
り
早
く
み
ら
れ

た
。
同
時
に
、
バ
ン
コ
ク
の
よ
う
な
先
進
国

的
な
生
活
様
式
の
浸
透
に
よ
る
少
子
化
へ
の

願
望
も
、
次
第
に
顕
在
化
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
タ
イ
政
府
は
、
一

九
七
○
年
に
国
主
導
の
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
導
入
し
、
強
力
に
家
族
計
画
の
普
及
を

は
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
巧
み
な
家
族
計
画

の
普
及
も
あ
っ
た
が
、
農
民
の
出
生
抑
制
へ

の
強
い
動
機
に
よ
っ
て
、
家
族
計
画
は
一
気

に
普
及
し
た
。
イ
サ
ー
ン
で
も
、
一
九
八
○

年
代
後
半
に
結
婚
し
た
若
い
夫
婦
は
、
子
供

を
二
人
し
か
持
た
な
い
割
合
が
大
部
分
に

な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
出
生
率
は
急
激
に
低
下
し

（
表
２
）
、
最
近
（
’
九
九
五
’
九
六
年
）
で

は
、
イ
サ
ー
ン
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ
Ｆ

Ｒ
）
は
、
バ
ン
コ
ク
の
一
・
三
に
は
は
る
か
鋸



に
及
ば
な
い
も
の
の
、
置
換
水
準
近
く
の
二

・
四
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
近

い
将
来
、
若
年
人
口
が
次
第
に
そ
の
割
合
を

下
げ
、
い
わ
ば
高
齢
化
時
代
を
急
激
に
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
イ
サ
ー
ン
で
は
、

若
い
人
口
が
バ
ン
コ
ク
に
出
て
い
る
割
合
が

大
き
い
た
め
に
、
そ
の
変
化
は
よ
り
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
現
れ
る
で
あ
ろ
う
。

イ
サ
ー
ン
は
、
バ
ン
コ
ク
お
よ
び
そ
の
周

辺
部
の
経
済
発
展
に
比
べ
て
、
格
差
は
依
然

大
き
い
状
態
が
続
く
と
思
わ
れ
る
が
、
イ

サ
ー
ン
の
出
生
率
低
下
に
よ
っ
て
、
今
後
過

剰
人
口
に
よ
る
労
働
力
の
出
稼
ぎ
的
流
出
は

減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。
タ
イ
の
経
済
が
一
定

の
成
長
を
続
け
る
と
す
る
と
、
今
後
は
、
イ

サ
ー
ン
の
人
口
を
は
じ
め
て
減
少
さ
せ
る
人

口
移
動
が
お
こ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
同
時
に
、
イ
サ
ー
ン
の
相
対
的
に
安

価
な
労
働
力
を
利
用
す
る
企
業
進
出
が
、
バ

ン
コ
ク
周
辺
部
か
ら
生
じ
る
か
も
し
れ
な

い
。
さ
ら
に
、
イ
サ
ー
ン
に
接
す
る
メ
コ
ン

⑤
今
後
の
イ
サ
ー
ン
の

人
ロ
と
経
済

川
流
域
と
ベ
ト
ナ
ム
お
よ
び
ラ
オ
ス
の
経
済

発
展
と
の
関
連
で
、
そ
れ
ら
と
バ
ン
コ
ク
と

の
中
継
点
と
し
て
の
発
展
も
予
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
か
つ
て
の
労
働
力
過
剰
が
解

消
さ
れ
る
中
で
、
タ
イ
で
は
こ
の
よ
う
に
と

く
に
地
方
の
経
済
開
発
が
よ
り
重
要
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
従
来
の
バ
ン
コ
ク
都
市
圏
と
そ

の
他
の
地
域
の
あ
た
か
も
異
な
っ
た
国
が
あ

る
か
の
よ
う
な
超
二
重
構
造
を
、
タ
イ
の
地

域
経
済
の
均
衡
的
発
展
の
た
め
に
緩
和
さ
せ

る
方
策
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
結
局

は
タ
イ
の
今
後
の
経
済
発
展
に
と
っ
て
望
ま

し
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
東
北
部
の
交
通
、
通

信
、
水
、
電
力
等
の
イ
ン
フ
ラ
の
一
層
の
整

備
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
経
済
発
展
の

要
で
あ
る
人
材
の
養
成
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
、
従
来
他
の
地
方
に
比
べ
て

も
っ
と
も
初
等
教
育
で
終
わ
る
学
卒
者
が
多

か
っ
た
状
況
を
変
え
る
た
め
に
、
貧
富
に
関

わ
ら
ず
よ
り
高
い
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
政
策
的
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
イ
サ
ー

ン
の
地
域
開
発
の
進
展
と
と
も
に
、
企
業
の

新
た
な
立
地
と
現
地
の
雇
用
の
増
大
、
そ
し

て
地
域
内
所
得
と
消
費
の
増
大
に
よ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
イ
サ
ー
ン
に
も
、
百
万
都
市
と
は

い
か
な
く
と
も
、
ナ
コ
ー
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー

マ
ー
や
コ
ー
ン
ケ
ー
ン
な
ど
の
い
く
つ
か
の

五
○
万
都
市
が
そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

鬮
参
考
文
献

・
福
井
捷
雄
「
タ
イ
国
コ
ラ
ー
ト
高
原
の
農

業
の
展
開
過
程
」
、
九
馬
一
剛
・
祖
田
修

編
著
『
農
業
と
環
境
』
、
富
民
協
会
、
一

九
九
五
年
、
一
一
七
四
’
三
一
一
一
頁
。

・
小
林
和
正
『
東
南
ア
ジ
ア
の
人
口
」
、
創

文
社
、
一
九
八
四
年
。

・
高
橋
眞
｜
「
タ
イ
東
北
部
農
村
の
人
口
転

換
’
二
つ
の
人
口
レ
ジ
ー
ム
ー
」
、
『
人
口

学
研
究
』
、
第
二
○
号
、
’
九
九
七
年
五

月
、
四
九
’
六
三
頁
。

・
渡
辺
真
知
子
「
タ
イ
卯
国
内
人
口
移
動
と

産
業
構
造
変
化
」
、
『
大
原
社
会
問
題
研
究

所
雑
誌
』
、
四
六
六
号
、
’
九
九
七
年
九

月
、
一
’
一
九
頁
。

・
ワ
ラ
コ
ー
ン
サ
ー
マ
コ
ー
セ
ー
ト
・
谷
口

興
二
・
巻
島
稔
編
『
タ
イ
に
お
け
る
地
方

中
核
経
済
圏
の
形
成
』
、
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
、
’
九
九
四
年
。
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▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
Ａ
Ｕ
６
７
９
Ａ
Ｕ
－
１
０
△
凸
▼
△
▼
。
▼
エ
Ｖ
１
Ｕ
○
Ａ
で
１
９
．
▲
▼
４
９
０
△
▼
ｊ
Ｄ
０
△
ｖ
２
ｐ
０
▲
▼
１
９
ロ
ム
ｖ
２
Ｄ
０
▲
▼
１
９
０
▲
▼
１
▼
．
△
▽
且
▼
●
▲
▼
ｊ
▼
。
▲
▼
ｊ
▽
〃
６
１
９
，
．
０
．
８
▽
ロ
６
１
▽
ア
ロ
▽
。
△
▽
△
▼
且
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
ｖ
６
▽
▲
、
▽
も
■
且
▼
▲
▼
Ｌ
Ｄ
ｑ
Ｏ
ｙ
▲
Ｔ
▲
Ｔ
Ａ
Ｏ
□
Ｏ
Ａ
Ｇ
・
も
▼
Ａ
Ｄ
Ｄ
６
７
▲
▼
６
Ｊ
△
▼
▲
Ｖ
Ａ
Ｄ
ロ
ム
▼
人
●
▽

人
口
問
題
は
、
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
七
年
の
世
界
人
口
は
五
八
億
人
二
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
’

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
“
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な

の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
域
、
こ
の
こ

と
が
も
た
ら
す
高
齢
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
福
祉
費
の
増
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な

社
会
・
経
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
”
人
口
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
卒
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
に
Ｐ
■
，

Ａ■）賛■肋十一口会了員Ｌ・
’
１
．
二
入
・
会
の
お
顕

い

(

会ｈ⑳特里

で､： ＷＢＰＤ風】

【､Ⅳ騨圃；認Ⅱ

Ｎ・瀝頤ＲＩ魂躯愚歴
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七
月
八
日
（
木
）
午
後
一
時
半
か
ら
東

京
・
曰
比
谷
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で

「
世
界
人
ロ
デ
ー
｜
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
、
明
石
康
人
口
問

題
協
議
会
会
長
が
開
会
挨
拶
を
述
べ
、
後

援
機
関
で
あ
る
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
）
の
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務

局
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
た
。

毎
年
、
「
世
界
人
口
デ
ー
」
で
は
、
発

展
途
上
国
ま
た
は
日
本
国
内
女
性
の
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
及
び
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
の
向
上
と
、
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
実
現
に
向
け
、
実

践
活
動
を
行
っ
て
い
る
日
本
在
住
の
女
性

を
対
象
と
し
て
、
「
加
藤
シ
ヅ
エ
賞
」
が

贈
ら
れ
る
。
今
年
は
、
加
藤
シ
ヅ
エ
・
日

本
家
族
計
画
連
盟
会
長
が
出
席
し
て
、
授

賞
式
が
行
わ
れ
、
日
本
国
内
外
の
子
ど
も

買
春
・
ポ
ル
ノ
の
問
題
解
決
の
た
め
広
く

活
動
を
行
っ
て
い
る
「
ス
ト
ッ
プ
子
ど
も

買
春
の
会
」
が
受
賞
し
た
。

「
二
十
一
世
紀
の
少
子
・
高
齢
化
社

会
」
と
題
し
、
米
国
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

カ
ウ
ン
シ
ル
会
長
の
リ
ン
ダ
・
マ
ー
テ
ィ

ン
会
長
が
基
調
講
演
で
、

倒
を
見
る
子
ど
も
の
数
が
減
り
、

年
老
い
た
親
を
支
え
る
子
ど
も
の

負
担
が
増
え
た
た
め
、
老
人
に

な
っ
て
も
働
き
口
を
確
保
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
日
本
は
ど
の
国

「
日
本
は
出
生
率
の
急
激
な
低
下
と
死

亡
率
の
低
下
に
よ
り
、
高
齢
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
非
常
に
速
い
。
ア
ジ
ア
全
体
を
み
て

も
出
生
率
が
低
下
し
て
い
る
地
域
が
多
く

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
避
妊
具

な
ど
が
手
に
入
り
や
す
く
な
り
出
生
率
が

減
少
し
、
ま
た
生
活
水
準
や
公
衆
衛
生
が

改
善
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
歓
迎
す
べ
き
こ

と
で
あ
る
。
」

「
未
来
の
高
齢
化
と
現
在
の
高
齢
化
は

実
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
一
つ
は
高
齢

者
の
高
学
歴
化
が
進
む
こ
と
。
特
に
、
女

性
の
高
学
歴
化
が
進
み
女
性
の
寿
命
が
更

に
延
び
、
男
女
の
人
口
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
激

し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
も
う
一
つ
は

高
齢
者
が
心
身
共
に
健
康
に
暮
ら
す
年
数

が
長
く
な
る
こ
と
。
高
齢
化
は
よ
い
結
果

で
あ
る
が
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
た

め
、
色
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
」

「
そ
れ
に
加
え
少
子
化
に
よ
り
親
の
面
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｢世界人ロデー」シンポジウム開く

卜
を
充
実
さ
せ
る
し
か
な
い
」

左
學
金
・
上
海
社
会
科
学
院

国
の
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
「

が
多
い
た
め
、
高
齢
者
の
数
も

り
、
高
齢
化
問
題
も
深
刻
で
あ

パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演

・
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
教

の
少
子
・
高
齢
化
の
ト
レ
ン
ド

的
要
因
」
に
つ
い
て
説
明
し

「
日
本
の
人
口
高
齢
化
の
直
接

因
は
出
生
率
の
低
下
で
あ
る
。

七
○
年
以
降
の
出
生
率
の
原
因

ほ
と
ん
ど
全
て
女
性
の
晩
婚
化

ン
グ
ル
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る

し
少
子
化
を
食
い
止
め
よ
う
と
・

な
ら
ば
、
家
庭
外
の
み
な
ら
ず
」

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
を
平
等
な
．

そ
の
た
め
の
政
策
を
含
め
た
社
〈

よ
り
も
速
い
速
度
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
な
っ
て
こ
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
日
本

の
少
子
・
高
齢
化
社
会
」
と
題
し
、
三
人
の

と
述
べ
た
。

副
院
長
は
中

中
国
は
人
口

世
界
一
で
あ

る
。
年
金
制

会も家す。・は－的たと授。
的の庭るもシ、九要。社が津
サと内会一谷
ポし 日典

’、‘鐵嚥繍薑mRmm1蕊111麺99m匡本子

、
列
ノ
ー
’
し
・
く

て
一
」
の
問
題

述
べ
た
。

で
は
「
日
本

し
、
三
人
の

べ
た
。

次
に
樋
口
恵
子
・
東
京
家
政
大
学
教
授
は

「
日
本
の
少
子
・
高
齢
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

と
題
し
た
講
演
の
中
で
「
日
本
は
超
ス
ピ
ー

層
ｑ
副
》
妻
巨
ャ
一
一
用
日
川
司
山
辞
耳
を
塾
え
て
し
く
、
上

要
が
あ
る
。
国
際
レ
ベ
ル
で
高
齢
化
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
日
本
と
今
後
研
究
成
果
な
ど
を

交
換
し
な
が
ら
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
述

度
の
改
善
や
、
雇
用
政
策
を
変
え
て
い
く
必
ド
で
少
子
・
高
齢
化
が
進
む

麸痩

典
．
砂

典
．
砂

（！

Ｅ葱

ド
で
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

高
齢
者
の
介
護
負
担
は
家
族
、
特
に

女
性
に
集
中
し
、
家
族
を
創
ろ
う
と

す
る
意
欲
と
、
維
持
す
る
能
力
を
奪

い
取
っ
て
い
る
。
今
後
、
老
人
介
護

を
社
会
が
支
え
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
な

く
そ
う
と
い
う
意
識
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

長
士

最
後
に
、
〈
７
年
四
月
に

事
博
理
夫

ジ
ョ
イ
セ
フ
理
事
長
に
就

Ｐ
俊

Ｆ
田

任
し
た
黒
田
俊
夫
博
士
が

Ｃ
黒

ｌ
の

「
少
子
音
向
齢
化
は
大
変
大

ＯＪる
き
な
進
歩
で
あ
り
、
あ
ま

すを
り
悲
観
的
に
な
っ
て
し

拶挨
ま
っ
て
も
い
け
な
い
。
ま

の〈
雪

た
楽
観
的
に
な
り
す
ぎ
て

閉

も
い
け
な
い
が
、
盲
同
齢
化

に
対
応
す
る
個
々
の
努
力

が
必
要
で
あ
る
」
と
閉
会

の
挨
拶
を
し
た
。

3７



ＡＰＤ

バキ

Ａ
）
後
援
で
、
七
月
二
十
六
日
（
月
）
か
ら

七
月
三
十
一
日
（
土
）
ま
で
、
日
本
国
国
会

議
員
に
よ
る
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和

国
人
ロ
・
開
発
事
情
視
察
が
実
施
さ
れ
た
。

脇
△
写
壬
催
』
、
宝
一
際
家
睦

国
連
人
ロ
基
金

政
府
要
人
を
表
敬
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
や
日
本
政
府
の
フ
ィ
ー
ル
ド
事
業
を
視

察
。
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
帰
国

し
た
。

国
際
人
ロ
問

題
議
員
懇
談

会
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る

愛
知
和
男
・

衆
議
院
議
員

（
自
居
を
団

長
に
、
武
山

百
合
子
・
衆

議
院
議
員
（
自

由
）
、
大
渕
絹

子
・
参
議
院

議
員
（
社

屋
、
松
本
惟

子
・
衆
議
院

議
員
（
民
主

の
四
議
員

が
、
パ
キ
ス

タ
ン
の
首
都

市
ラ
ホ
ー
ル
を

パ
ン
ジ
ャ
ブ
州

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か
ら
四
十
分
ほ
ど
離
れ

た
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
ー
に
あ
る
バ
ブ
ー
ド
協

会
を
視
察
。
同
協
会
は
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
事
業
と
し
て
、
母
子
の
た
め

の
開
発
活
動
（
教
育
・
保
健
と
人
口
・
貧
困

緩
和
）
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
団
体
）
。

ア
ー
メ
ド
事
務
局
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を

し
、
「
三
十
一
一
年
間
の
地
道
な
活
動
を
行

い
、
資
金
不
足
な
ど
の
困
難
を
乗
り
越
え
成

果
を
上
げ
て
き
た
。
日
本
政
府
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
か
ら
の
支
援
が
な
か
っ
た
ら
こ
こ
ま
で
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
」
と
述

べ
た
。

同
協
会
は
社
会
・
経
済
的
発
展
、
貧
困
解

消
を
目
的
に
、
社
会
的
弱
者
の
た
め
の
支
援

成
田
発
、
北
京
経
由
で
午
後
９
時
、
イ
ス

ラ
マ
バ
ー
ド
着
。

パ
キ
ス
タ
ン
・

バ
ブ
ー
ド
協
会
視
察

７
［
月
汀
曰
（
火
）

詔



ＡＰＤＡの議員派遣／パキスタンを訪問

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
初
等
教
育
か
ら
成
人

の
識
字
教
育
、
農
村
教
育
と
し
て
の
技
術
訓

練
環
境
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
巡
回
サ
ー
ビ

ス
な
ど
個
別
訪
問
を
行
い
末
端
ま
で
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
展
開
。

一
九
八
五
年
、
ハ
ク
大
統
領
が
「
小
規
模
の
数
あ
る
病
院
で
は
な
く
、
一
つ
の
大
き
な

小
児
病
院
と
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
－
Ｍ
Ｓ
Ⅱ
パ
キ
ス
タ
ン
医
療
・
科
学
組
織
）

施
設
内
で
は
避
妊
手
術
室
や
女
性
・
男
性

の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
、
ま
た
女
性

の
経
済
・
社
会
開
発
の
た
め
の
手
工
芸
生
産

ユ
ニ
ッ
ト
（
編
物
・
刺
繍
・
裁
縫
）
な
ど
を

見
学
し
た
。

ＵＮＦＰＡ事業を行うＮＧＯ・バブード協会を訪問

病
院
を
作
ろ
う
」
と
提
案
し
、
同
年
、
小
児

病
院
、
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
、
イ
ス
ラ
マ

バ
ー
ド
病
院
、
看
護
学
校
の
四
つ
の
病
院
や

学
校
か
ら
な
る
組
織
”
Ｐ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
“
が
建
設
さ

れ
た
。

ク
レ
ン
Ｐ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
会
長
が
組
織
全
体
に
つ

い
て
説
明
。
小
児
病
院
と
母
子
保
健
セ
ン

タ
ー
と
看
護
学
校
は
日
本
政
府
か
ら
の
拠
出

金
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
。
今
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
タ
ッ
フ

の
数
が
ま
だ
少
な
い
た
め
、
ベ
ッ
ド
数
は
一

二
五
床
あ
る
が
五
○
床
し
か
使
わ
れ
て
い
な

い
。
小
児
病
院
で
は
、
看
護
婦
不
足
の
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
よ
り
需
要
が
上
回
っ
て

い
る
な
ど
、
数
々
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

今
後
は
、
高
技
術
の
設
備
の
維
持
・
管
理
、

ま
た
バ
イ
オ
の
分
野
に
力
を
入
れ
た
い
と
ク

レ
シ
Ｐ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
会
長
は
述
べ
た
。
引
き
続

き
、
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
主
任
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
）
の
案
内
で
施
設
を

見
学
し
た
。
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臣
国
産
匡
匡
広
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軍
』
匡
匡
Ｌ
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回
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ハシュミ保健・人口福祉

大臣と握手を交わす愛知

和男団長

七
月
上
旬
に
日
本
を
訪
れ
た
際
、
今
回
の

視
察
団
と
参
議
院
議
員
会
館
で
会
見
を
し
た

ハ
シ
ュ
ミ
大
臣
と
再
会
。
大
臣
は
「
日
本
訪

問
は
大
変
良
い
勉
強
に
な
っ
た
。
日
パ
の
友

好
関
係
は
非
常
に
長
く
、
今
後
引
き
続
き
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
要
請
。
大
臣
表

敬
後
、
人
口
省
と
保
健
省
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン

ジ
ャ
ベ
ド
・
ハ
シ
ュ
ミ
保
健
・

人
口
福
祉
大
臣
表
敬

！
。
。
、
３
Ｊ
・
‐
ロ
ー
・
ら
・
‐
Ｉ
ｑ
Ｉ
ｑ
Ⅱ
Ⅱ
０
０
０
０
０
８
ロ
ヨ

サ
ジ
ャ
ー
ド
上
院
議
長
は
訪
日
経
験
が
あ

り
、
「
規
律
と
勤
勉
を
重
ん
じ
た
日
本
と
パ

キ
ス
タ
ン
の
関
係
が
更
に
拡
大
す
る
よ
う

願
っ
て
い
る
」
と
挨
拶
。
愛
知
団
長
は
、

「
日
パ
の
友
好
関
係
は
、
政
治
家
同
士
の
関

係
も
大
変
重
要
で
あ
る
一
と
述
べ
た
。
サ

ジ
ャ
ー
ド
上
院
議
長
か
ら
「
日
本
は
ど
の
よ

う
に
人
口
問
題
に
対
応
し
て
き
た
か
？
」
と

い
う
質
問
に
、
日
本
議
員
団
は
「
長
期
的
に

言
え
ば
、
教
育
を
推
進
し
て
き
た
。
特
に
女

性
へ
の
教
育
に
力
を
注
い
で
き
た
」
と
説
明

し
た
。

カ
ン
ジ
ュ
大
臣
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
人
口

問
題
の
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
現
在
の
安
全

保
障
・
核
不
拡
散
条
約
・
核
実
験
・
印
パ
関

の
保
健
・
人
口
状
況
に
つ
い
て
の
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

カ
ン
ジ
ュ
外
務
担
当

内
務
大
臣
を
表
敬
訪
問

サ
ジ
ャ
ー
ド
上
院
議
長
を

表
敬
訪
問

係
に
つ
い
て
パ
キ
ス
タ
ン
の
立
場
を
説
明
し

た
。
愛
知
団
長
は
「
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
経
済

制
裁
は
思
っ
た
以
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
し
ま
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
経

済
制
裁
を
解
除
す
る
の
か
が
問
題
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
な
ど
経
済
制
裁
に
関
係
な
い
も
の
ま
で
が

消
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
き
い
て
い
る
の
で

日
本
へ
帰
国
し
て
か
ら
も
っ
と
力
を
入
れ
る

よ
う
訴
え
た
い
」
と
述
べ
た
。

一
行
は
、
フ
セ
イ
ン
前
社
会
福
祉
大
臣
の

自
宅
に
招
か
れ
、
フ
セ
イ
ン
前
大
臣
の
夫
、

フ
ァ
カ
ル
・
イ
マ
ー
ム
氏
を
交
え
会
談
。

「
パ
キ
ス
タ
ン
は
よ
う
や
く
人
口
問
題
に
焦

点
を
当
て
活
動
し
始
め
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス

が
行
き
届
か
な
か
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

が
悪
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る
」
と
パ
キ
ス
タ

ン
の
人
口
政
策
に
つ
い
て
説
明
。
大
渕
議
員

よ
り
一
日
本
の
人
口
増
加
が
抑
制
さ
れ
た
要

因
は
、
女
性
が
働
け
る
環
境
が
出
来
た
。
こ

の
経
済
発
展
が
主
な
要
因
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
見
に
続
き
、
松
本

ア
ピ
ダ
・
フ
セ
イ
ン

前
社
会
福
祉
大
臣
宅
訪
問

`0



ＡＰＤＡの議員派遣／パキスタンを訪問

愛
知
和
男
（
自
民
党
対
外
経
済
協
力
特
別

委
員
会
委
員
長
及
び
日
パ
友
好
議
連
代
表
幹

事
）
議
員
団
長
ら
一
行
と
久
保
田
・
日
本
国

大
使
が
、
シ
ャ
リ
フ
首
相
を
表
敬
訪
問
。
首

相
か
ら
歓
迎
挨
拶
の
後
、
日
本
が
カ
シ
ミ
ー

ル
問
題
解
決
に
向
け
て
イ
ン
ド
を
説
得
す
る

重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
る
と
強

調
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
に
期
待
し
た
。
ま
た
、
同
首
相
は
昨

年
の
核
実
験
後
か
ら
続
い
て
い
る
日
本
の
経

済
制
裁
の
解
除
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
と
要

請
。
愛
知
団
長
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
安
全
保

障
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
理
解
を
示

し
、
シ
ャ
リ
フ
首
相
の
地
域
の
平
和
へ
の
努

議
員
よ
り
「
女
性
へ
の
教
育
が
大
変
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
」
と
説
明
。
パ
キ
ス
タ
ン

で
は
女
性
の
識
字
率
が
男
性
を
大
き
く
下

回
っ
て
お
り
、
フ
セ
イ
ン
前
大
臣
は
、
初
等

教
育
を
男
女
共
学
に
す
る
法
案
を
現
在
、
提

出
し
て
い
る
と
説
明
し
た
。

シ
ャ
リ
フ
首
相
表
敬

目
脂
．

力
に
感
謝
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
（
七
月
二

十
九
日
、
（
《
曰
冨
Ｚ
の
葛
如
遵
よ
り
）

ゴ
ハ
ー
ル
・
ア
ユ
フ
・
カ
ー
ン

水
利
・
電
刀
大
臣
宅
に
て
昼
食

女性議員（左から武山、大渕、松本各議員）と加藤女性センターで
教育を受けている女性たち

て
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の

的
地
位
の
向
上
に
向
け

同
セ
ン
タ
ー
は
、
日

本
政
府
の
草
の
根
無
償

計
画
の
支
援
に
よ
っ
て

設
立
し
、
女
性
の
社
会

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か

ら
車
で
一
時
間
半
ほ
ど

の
ハ
リ
プ
ー
ル
の
町
に

あ
る
ア
ユ
ブ
・
カ
ー
ン

水
利
・
電
力
大
臣
の
自

宅
へ
昼
食
に
招
待
さ
れ

た
。
同
大
臣
は
社
会
福

祉
問
題
に
多
大
な
関
心

を
有
し
、
夫
人
は
Ｎ
Ｇ

Ｏ
な
ど
で
積
極
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
家
。

加
藤
女
性

セ
ン
タ
ー
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名
称
は
日
本
の
元
国
会
議
員
で
あ
っ
た
加
藤

シ
ヅ
エ
氏
の
名
前
を
冠
し
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
に
到
着
後
、
楽
器
演
奏
と
大スムロパキスタン国会議長主催の夕食会

(左から松本議員、－人おいて大渕議員、スムロ国会議長、愛知議員、武山議員、久保田大使）

ス
ム
ロ
国
会
議
長
（
Ｐ
Ｐ
Ｇ

Ｐ
Ｄ
会
長
）
・
イ
ク
バ
ル
Ｐ
Ｐ

Ｇ
Ｐ
Ｄ
副
会
長
・
カ
ー
ン
Ｐ

Ｐ
Ｇ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
表
敬

女
性
一
一
一
議
員
が
Ｐ
Ｐ
Ｇ
Ｐ
Ｄ
（
人
口
と
開

発
に
関
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
議
員
連
盟
）
の
会

長
・
副
会
長
・
事
務
局
長
を
表
敬
し
、
人
口

問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
。
武
山
議

員
が
「
カ
シ
ミ
ー
ル
・
印
パ
関
係
な
ど
、

色
々
な
話
し
を
聞
き
、
ま
た
深
い
歴
史
背
景

を
踏
ま
え
理
解
が
深
ま
っ
た
」
と
述
べ
、
ス

ム
ロ
Ｐ
Ｐ
Ｇ
Ｐ
Ｄ
会
長
は
「
パ
キ
ス
タ
ン
は

五
二
％
を
防
衛
費
に
使
っ
て
お
り
、
削
減
で

き
な
拍
手
で
歓
迎
を
受
け
る
。
イ
ナ
ャ

ト
ゥ
ー
ラ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長
か
ら
、
セ
ン
タ
１

の
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
と
日
本
政
府
の
支
援
に

対
し
て
の
御
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
愛

知
団
長
が
団
員
を
紹
介
し
、
「
日
本
政
府
の

資
金
で
建
て
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
日
本
国

民
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
」
と
説
明
。
ま

た
「
日
本
へ
帰
国
し
た
ら
、
加
藤
シ
ヅ
エ
氏

や
日
本
国
民
に
報
告
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

イ
ナ
ヤ
ト
ゥ
ー
ラ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長
の
案
内

で
セ
ン
タ
ー
内
を
見
学
。
性
教
育
や
技
術
訓

練
を
受
け
て
い
る
少
女
達
に
、
武
山
議
員
が

「
何
が
一
番
問
題
で
す
か
？
」
と
問
い
か
け

る
と
、
あ
る
少
女
は
「
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し

い
施
設
で
教
育
を
受
け
て
も
実
際
に
村
へ

帰
っ
て
も
働
く
場
所
が
な
い
し
、
外
に
も
出

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
自
分
の
能
力
を
フ
ル

に
発
揮
で
き
な
い
」
と
訴
え
た
。
ま
た
、
あ

る
少
女
は
「
こ
こ
へ
来
て
、
自
信
が
つ
い

た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

き
れ
ば
も
っ
と
経
済
発
展
が
出
来
る
は
ず
。

日
本
は
防
衛
費
を
必
要
と
し
な
い
幸
運
な
国

で
あ
る
。
曰
パ
友
好
関
係
を
誇
り
に
思
っ
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

愛
知
団
長
は
、
女
性
議
員
と
別
行
動
で
、

ハ
ッ
ク
Ｐ
Ｍ
Ｌ
副
党
首
と
再
会
し
会
談
を

行
っ
た
。
印
パ
関
係
に
つ
い
て
、
愛
知
議
員

の
理
解
を
求
め
、
日
パ
友
好
議
連
の
活
動
を

活
発
化
し
て
い
く
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。

ノ、ツ
ク
Ｐ
Ｍ
Ｌ
副
党
首
表
敬
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イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か
ら
ラ
ホ
ー
ル

へ
移
動
。

ライウィンドゥのＦＰＡＰ事業を視察

ラ
ホ
ー
ル
か
ら
車
で
三
○
分
ほ
ど
離
れ
た

ラ
イ
ウ
ィ
ン
ド
ゥ
で
行
わ
れ
て
い
る
Ｆ
Ｐ
Ａ

Ｐ
（
パ
キ
ス
タ
ン
家
族
計
画
協
会
）
の
事
業

を
視
察
。
地
元
の
病
院
で
避
妊
手
術
な
ど
の

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス

家
族
計
画
事
情
視
察

７
月
四
曰
（
木
）

を
展
開
。
保
健
省
と
人
口
省
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
計
画
し
、
二
省
と
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
協
力
し
調

整
し
て
い
る
。
巡
回
サ
ー
ビ
ス
で
、
農
村
部

の
人
に
避
妊
具
や
母
子
活
動
の
提
供
を
行

い
、
避
妊
手
術
に
つ
い
て
の
認
識
を
拡
大
さ

せ
る
な
ど
、
末
端
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
。

戸
灯
は
、
女
性
が
避
妊
手
術
を
受
け
る
ま

で
の
過
程
に
つ
い
て
見
学
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
鐙

パンジャブ州議会議長を表敬

(写真中央、パンジャブｿ'１１１議会議長）



エ
ラ
ヒ
議
長
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
実
験
・

カ
シ
ミ
ー
ル
問
題
に
つ
い
て
「
イ
ン
ド
と
戦

争
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
な
い
よ
う
様
々
な
努

力
を
し
て
い
る
。
日
本
へ
帰
国
し
た
ら
、
な

ぜ
核
実
験
ま
で
に
至
っ
た
か
説
明
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。
愛
知
団
長
は
、
「
今
回
の

視
察
で
核
実
験
に
至
っ
た
い
き
さ
つ
を
基
本

的
に
理
解
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
経
済
制
裁

解
除
は
両
国
の
共
同
作
業
に
な
る
と
思
う
」

と
語
っ
た
。

グ
室
や
避
妊
手
術
室
な
ど
を
ま
わ
り
、
実
際

に
村
へ
保
健
介
護
や
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
Ｌ
Ｈ
Ｗ
（
保
健
省
の
女
性
保
健
職
員
）

の
女
性
達
と
面
会
し
た
。

パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
議
会
議
長
主
催
で
、
日
本

レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
で
尽
一

食
会
。 エ
ラ
ヒ
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
議
会

議
長
表
敬

エ
ラ
ヒ
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
議
会

議
長
主
催
昼
食
会

今
回
の
視
察
の
現
地
受
入
機
関
で
あ
る
Ｆ

Ｐ
Ａ
Ｐ
を
訪
問
。
フ
セ
イ
ン
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ｐ
事
務

局
長
が
歓
迎
の
挨
拶
、
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
、

ま
た
日
本
政
府
へ
の
御
礼
の
言
葉
を
述
べ

た
。
ジ
ャ
ビ
ー
ン
主
任
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

オ
フ
ィ
サ
ー
が
、
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
活
動
内
容
を

パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
人
口
福
祉
省
か
ら
パ
キ
ス

タ
ン
の
人
口
状
況
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
を
受
け
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
世
界
の
面
積

の
○
・
六
％
を
占
め
て
い
る
が
、
人
口
は
世

界
の
二
・
三
％
に
も
及
ぶ
。
一
九
五
○
年
以

降
、
急
激
な
人
口
増
加
を
続
け
、
学
校
・
保

健
サ
ー
ビ
ス
・
住
宅
・
水
・
土
地
な
ど
が
不

Ｆ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
パ
キ
ス
タ
ン
家

族
計
画
協
会
）
事
務
所
訪
問

パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
人
ロ
福
祉
省

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
及
び
パ
ン

ジ
ャ
ブ
州
保
健
・
人
口
福
祉

大
臣
表
敬

説
明
。

狸
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
一
九
五
三
年
に
設
立
し
、
パ

キ
ス
タ
ン
最
大
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
家
族
計

画
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
家
族
計
画
の
実

行
を
促
進
し
、
社
会
指
標
改
善
お
よ
び
環
境

維
持
を
目
標
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。
特
に

女
性
を
重
視
し
、
女
性
の
社
会
的
地
位
向
上

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

足
し
、
失
業
者
が
増
加
。
そ
の
た
め
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
・
デ
リ
バ
リ
ー
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。
避
妊
サ
ー
ビ
ス
・
男
性
避
妊
手
術
・

巡
回
サ
ー
ビ
ス
・
家
族
計
画
普
及
員
な
ど
、

保
健
省
と
人
口
福
祉
省
が
協
力
し
て
行
っ
て

い
る
。

パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
保
健
・
人
口
福
祉
大
臣
か

ら
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
の
人
口
政
策
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
。
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
で
は

連
邦
政
府
同
様
に
人
口
議
連
を
設
立
し
、
少

子
化
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
。
二
○
○
三

年
ま
で
に
現
在
の
二
・
三
％
の
人
口
増
加
率

か
ら
二
％
ま
で
下
げ
る
の
が
目
標
。
大
渕
議

員
よ
り
「
男
女
別
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
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家族計画プログラムス

タッフの訓練を受けて
いる女性たち

け
る
の
で
は
な
く
、
夫
婦
が
一
緒
に
な
っ
て

教
育
し
て
い
け
な
い
の
か
？
」
と
い
う
問
い

に
、
大
臣
は
「
古
く
か
ら
の
習
慣
の
た
め
、

女
性
は
自
分
の
夫
以
外
の
男
性
と
接
し
て
は

い
け
な
い
。
そ
の
た
め
男
性
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
だ
と
夫
婦
で
受
け
る
こ
と
が
出
来
な

讓芙霧霊誇壹合竿萱引菖瀦ji雲妾宅宅ｕ
で同を域直連福ブパき゜実難口に化習、と
は訓見訓轄邦祉州ン続感し政よの慣改説

■
出
席
者

パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
主
席
大
臣
上
級
ア
ド
バ

イ
ザ
ー

パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
灌
概
・
電
力
大
臣

パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
森
林
・
野
生
生
物
・
水

産
・
青
少
年
問
題
担
当
大
臣

パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
保
健
・
人
口
福
祉
大
臣

パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
法
務
・
議
会
問
題
大
臣

パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
法
務
省
次
官

シ
ャ
リ
フ
首
相
の
弟
で
あ
る
パ
ン
ジ
ャ
ブ

州
主
席
大
臣
が
中
国
出
張
の
た
め
表
敬
不
可

能
と
な
り
四
人
の
大
臣
と
次
官
と
主
席
大
臣

上
級
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
会
談
。

主
席
大
臣
上
級
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
歓
迎
の

挨
拶
の
後
、
核
実
験
の
い
き
さ
つ
を
説
明
。

日
本
議
員
団
か
ら
幅
広
い
分
野
の
質
問
が

あ
っ
た
。
武
山
議
員
が
パ
キ
ス
タ
ン
の
ゴ
ミ

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
・
Ｎ

Ｇ
Ｏ
・
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
末
端
機
関

の
ス
タ
ッ
フ
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
主
席
大
臣

公
邸
で
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
大

臣
表
敬

マ
ニ
ラ
経
由
で
午
後
十
二
時
四
十
分
、
成

田
着
。

問
題
を
指
摘
し
、
「
日
本
の
教
訓
を
生
か
し

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
な
ど
努
力
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
主
席
大
臣

上
級
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
「
ゴ
ミ
処
理
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ラ
ホ
ー
ル
か
ら
始
め
る
た
め
、
い
ま

投
資
家
を
探
し
て
い
る
。
日
本
に
チ
ー
ム
を

送
っ
て
、
学
ば
せ
て
頂
く
こ
と
も
考
え
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

愛
知
議
員
か
ら
、
潅
概
設
備
に
つ
い
て
、

日
本
が
一
番
協
力
で
き
る
分
野
で
あ
り
、
問

題
が
起
こ
る
前
に
防
止
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
方
が
安
い
コ
ス
ト

で
済
む
と
説
明
し
た
。

ラ
ホ
ー
ル
か
ら
カ
ラ
チ
へ
移
動
。

カ
ラ
チ
か
ら
成
田
へ
出
発
。
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『
ヨ

家
共
同
体
）
な
ら

び
に
極
東
地
域
人

口
開
発
国
会
議
員

会
議
が
、
モ
ン
ゴ

ル
国
国
会
で
八
月

一
日
か
ら
三
日
間

開
催
さ
れ
た
。
こ

の
会
議
は
北
ア
ジ

ア
地
域
で
開
か
れ

た
は
じ
め
て
の
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
口

と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
》
轡
貝
フ
ォ
ー

ラ
ム
）
地
域
会
議

で
あ
り
、
ソ
連
邦

の
崩
壊
を
機
に
新
た
に
独
立
し
た
独
立
国
家

共
同
体
や
、
モ
ン
ゴ
ル
国
な
ど
の
人
口
と
開

発
問
題
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
を
拡
大
し

域
人
・
ロ
ゴ
關
睾
莞
園
云
至
露
圏
丞
函
議

ン
ゴ
ル
国
、

モ
ン
ゴ
ル
国
会
主
催
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
（
独
立
国
キ
ス
タ
ン
、

主
義
時
代
に
基
礎
教
育
の
徹
底
を
図
っ
た
結

果
、
ほ
ぼ
完
全
な
識
字
率
を
持
っ
て
い
る
な

ど
、
経
済
開
発
と
社
会
開
発
が
ア
ン
バ
ラ
ン

国
、
お
よ
び
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
タ
ジ

ミ
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
旧

ソ
連
邦
の
独
立
国
家
共
同

巍
体
諸
国
が
参
加
し
、
さ
ら

識
に
ロ
シ
ア
が
オ
ブ
ザ
ー

艀
バ
ー
参
加
し
た
。
日
本
か

蹄
ら
は
桜
井
新
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

松
Ｄ
議
長
、
谷
津
義
男
・
衆

華
議
院
議
員
、
松
岡
利
勝
・

中

衆
議
院
議
員
の
三
名
が
参

員

員
艫
加
し
た
。

議
議

同
地
域
は
、
ソ
連
邦
の

会
衆

魎
籍
崩
壊
で
最
も
強
い
影
響
を

鯵
酵
受
け
、
経
済
移
行
期
の
困

北
渥
難
な
問
題
に
直
面
し
て
い

酵
軽
る
・
国
民
一
人
当
た
り
の

Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
低
い
が
、
社
会

て
い
く
上
で
重
要
な
意
義

を
持
つ
会
議
と
な
っ
た
。

会
議
に
は
、
日
本
、
韓

国
、
中
国
を
は
じ
め
と
す

る
東
ア
ジ
ア
の
国
々
と
モ
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極東地域人口開発国会議員会議／ウランバートルで開く

桜井新ＡＦＰＰＤ議長
あいさつする

ス
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

社
会
主
義
政
権
下
で
人
口
増
加
策
が
と
ら

れ
て
い
た
が
市
場
経
済
へ
の
移
行
に
伴
い
、

経
済
的
な
困
難
の
影
響
を
受
け
、
出
生
率
が

低
下
し
始
め
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
医
療

の
民
営
化
、
医
薬
品
の
不
足
が
死
亡
率
を
引

き
上
げ
つ
つ
あ
り
、
性
行
為
感
染
症
や
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
拡
大
も
危
倶
さ
れ
て
い

る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
と
は
異
な
っ
た
人

口
・
開
発
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
一
一
一
一
口
え
る
。

会
議
で
は
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
基

調
講
演
を
行
い
、
各
地
域
の
環
境
条
件
に
適

合
し
た
食
料
生
産
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
域
の

共
通
の
利
益
で
あ
る
人
口
・
開
発
問
題
に
手

を
携
え
て
取
り
組
む
事
で
、
相
互
理
解
と
信

頼
が
生
ま
れ
、
こ
の
信
頼
が
地
域
発
展
の
基

礎
と
な
る
と
訴
え
、
い
か
に
会
議
を
重
ね
て

も
具
体
的
な
行
動
の
た
め
の
意
思
決
定
が
な

け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
、
と
具
体
化
へ
の
政

治
的
意
思
の
重
要
性
を
訴
え
か
け
た
。

同
会
議
で
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
ー
恥
同
地
域

の
人
口
・
開
発
の
現
状
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
鞄

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
３
》
食
料
安
全
保
障
・
人
口
と

持
続
可
能
な
開
発
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
４
叩
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
人
口
に
関
連
す
る
政
策
の
変
化
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
５
ｍ
思
春
期
・
青
年
期
・
老
年

期
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
６
恥
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
本
協

会
）
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
を
行
っ
た
の
ち
、
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
宣
言
の
討
議
と
採
択
が
行
わ

れ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
３
で
は
谷
津
義
男
・
衆
議
院

議
員
が
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
を
つ
と
め
、
人

口
問
題
と
食
料
問
題
の
関
係
に
つ
い
て
、
二

百
年
を
経
て
人
口
論
を
記
し
た
マ
ル
サ
ス
と

比
較
優
位
原
則
を
発
見
し
た
リ
カ
ー
ド
の
議

論
が
、
地
球
の
扶
養
力
の
限
界
が
迫
り
つ
つ

あ
る
中
で
新
た
な
意
味
を
持
っ
て
き
た
事
を

指
摘
し
た
。
比
較
優
位
原
則
に
基
づ
い
た
自

由
貿
易
の
理
論
は
、
余
剰
を
前
提
と
し
、
短

期
的
利
益
の
極
大
化
を
図
る
も
の
で
あ
る

が
、
食
料
需
要
が
食
料
生
産
を
上
回
り
、
欠

乏
の
時
代
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
こ
の
原
理

が
適
合
的
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
意

味
で
、
国
会
議
員
の
立
場
か
ら
各
国
国
民
の

未
来
に
責
任
を
持
つ
た
め
に
も
、
人
口
問
題

の
持
っ
て
い
る
長
期
的
視
点
と
一
貫
性
を

持
っ
た
合
理
的
な
食
料
政
策
の
枠
組
み
が
構

築
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
松
岡
議
員
も
、
日
本
の
食
料
政
策
に

つ
い
て
与
党
の
責
任
者
と
し
て
の
立
場
か

ら
、
積
極
的
な
発
言
を
行
っ
た
。

異
な
っ
た
状
況
に
あ
る
こ
の
地
域
の
現
状

を
踏
ま
え
、
会
議
で
は
多
様
性
を
尊
重
す
る

形
で
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
宣
言
が
纏
め
ら
れ

た
。
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世界同時発表

１
口
■
！

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
「
世

界
人
口
白
書
一
九
九
九
年
版
」
が
”
世
界
人

口
六
○
億
人
ｌ
選
択
の
時
ｌ
“
と
題
し
て
一

九
九
九
年
九
月
二
十
二
日
に
世
界
中
で
同
時

発
表
さ
れ
た
。

本
年
は
十
月
十
二
日
に
世
界
人
口
が
六
○

億
人
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
、
人
口
問
題
を

考
え
る
上
で
一
つ
の
大
き
な
意
味
を
持
つ
年

で
あ
る
。
ま
た
本
年
は
一
九
九
四
年
に
エ
ジ

プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
国
際
人
口
開
発

会
議
か
ら
五
年
を
経
て
、
そ
の
評
価
の
た
め

の
国
連
人
口
特
別
総
会
も
開
か
れ
、
進
捗
状

況
の
評
価
や
障
害
な
ど
が
協
議
さ
れ
、
次
の

行
動
の
た
め
の
世
界
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

作
り
上
げ
た
年
で
も
あ
る
。

本
年
度
の
世
界
人
口
白
書
は
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
作
成
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
構
成
は
、

第
一
章
概
要
と
序
論
、
第
二
章
人
口
変

動
と
人
々
の
選
択
、
第
三
章
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
、
第
四
章
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、
第
五
章
資
金
の
調

達
と
人
口
問
題
を
解
決
に
導
く
た
め
に
必
要

な
分
野
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
網
羅
し
た
構
成
に

な
っ
て
い
る
。

本
書
の
な
か
で
、
世
界
人
口
の
動
向
が
ま

だ
ら
模
様
と
な
っ
て
き
た
事
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
最
貧
国
に
お
い
て
は
激
し
い
人
口
増

加
が
続
き
、
途
上
国
を
中
心
に
年
間
七
八
○

○
万
人
も
の
人
口
が
増
加
す
る
一
方
で
、
先

進
国
で
は
人
口
増
加
率
の
停
止
、
長
期
的
に

見
た
場
合
の
人
口
減
少
が
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
の
蔓
延
に
よ
る
死
亡
率
の
増
加
、
旧
共

産
圏
の
国
々
の
経
済
的
困
窮
に
よ
る
出
生
の

低
下
や
死
亡
率
の
増
加
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
環
境
の
悪
化
な
ど
が
深
刻
に

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
的
な
規
模
で
見
れ

ば
、
人
口
増
加
の
趨
勢
は
か
わ
ら
ず
、
将
来

の
世
界
人
口
が
ど
う
な
る
か
は
”
今
“
の
選
択

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
世
界
人
口
の

半
分
は
二
十
五
歳
以
下
の
人
口
で
、
次
の
世

代
の
親
と
な
る
十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で

の
年
齢
層
に
一
○
億
人
も
の
人
口
が
い
る
。

現
在
、
人
口
増
加
率
が
三
十
年
前
の
二
・

○
四
か
ら
一
・
三
一
一
一
％
ま
で
低
下
し
た
が
、

世
界
人
口
が
急
増
し
た
結
果
、
再
生
産
年
齢

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

に
い
る
人
口
規
模
は
か
っ
て
経
験
し
た
事
の

な
い
規
模
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
特

に
、
思
春
期
な
ど
、
あ
と
数
年
で
子
供
を
産

ん
で
い
く
世
代
の
人
口
規
模
が
極
め
て
大
き

い
の
が
特
色
で
あ
る
。

カ
イ
ロ
国
際
人
口
・
開
発
会
議
は
画
期
的

な
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
を
果
た
し
た
。
そ
れ

は
、
数
値
目
標
で
人
口
を
抑
制
す
る
の
で
は

な
く
、
子
供
を
産
む
存
在
と
し
て
の
女
性
が

自
己
選
択
権
を
持
つ
こ
と
で
、
ま
た
は
持
つ

た
め
に
社
会
的
に
も
、
身
体
的
に
も
そ
の
力

を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
「
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
｜
そ
し
て
、
男
女
双
方
の
意
識

改
革
や
性
教
育
を
含
む
包
括
的
な
概
念
と
し

て
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
リ
ブ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ッ
を
徹
底
普
及
さ
せ

る
事
で
人
口
問
題
を
根
本
か
ら
解
決
す
る
と

い
う
、
大
き
な
変
化
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
ま
さ
し
く

”
今
“
、
私
た
ち
が
”
選
択
の
時
“
に
い
る
事

が
わ
か
る
。
人
口
問
題
を
解
決
す
る
に
は
こ

れ
か
ら
子
供
を
産
ん
で
い
く
こ
の
膨
大
な
人

口
に
、
性
教
育
を
含
む
十
分
な
教
育
、
避
妊
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エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
を
実
現
し
、
そ
し
て

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
」
を
質
の
面
で
も
量

の
面
で
も
、
十
分
に
提
供
で
き
る
か
否
か

が
、
将
来
の
人
口
の
趨
勢
を
決
め
る
こ
と
に

な
る
。

増
加
率
が
低
下
し
た
と
は
い
っ
て
も
、
世

界
人
口
の
現
状
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。
二
○
五
○
年
の
人
口
は
高
位
推
計
で

は
一
○
七
億
人
、
低
位
推
計
で
は
七
三
億

人
、
最
も
可
能
性
の
高
い
中
位
推
計
で
八
九

億
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ワ
ー

孟
県
室
兵
士
と
旧
疋
吐
ハ
ナ

の
た

め
の

選
択
肢

を
提
供

し
、
そ
れ

事
が
必
須

「
女
性
の

ル
ド
・
ウ
オ
ッ
チ
の
「
マ
ル
サ
ス
を
超
え

て
一
に
よ
れ
ば
、
環
境
の
制
約
に
よ
っ
て
世

界
人
口
は
こ
の
低
位
推
計
以
上
増
え
る
事
は

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
こ
の
数
字
に

疑
問
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
本
書
で
も
二
○

五
○
年
に
は
世
界
人
口
の
四
人
に
一
人
が
水

不
足
に
直
面
す
る
事
に
な
る
と
警
告
し
て
い

る
。人
口
問
題
に
対
す
る
対
処
が
失
敗
に
終
わ

り
、
環
境
上
の
制
約
で
人
口
が
増
え
る
事
が

で
き
な
い
と
い
う
事
は
、
悲
惨
な
環
境
被

害
、
戦
争
・
内
紛
に
よ
る
死
者
、
餓
死
者
の

増
加
を
意
味
し
、
我
々
の
世
界
が
か
っ
て
な

い
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
事
を
意
味

す
る
。

現
在
、
世
界
の
所
得
の
不
均
衡
は
拡
大

し
、
先
進
国
に
お
い
て
は
過
剰
な
消
費
が
行

わ
れ
て
い
る
一
方
、
一
○
億
人
の
人
が
基
本

的
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
事
が
で
き
な
い
で
い

る
。
途
上
国
の
四
八
億
人
の
内
、
五
分
の
三

は
基
本
的
衛
生
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
生
活
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
世
界
的
な
問
題
の
す
べ
て
が
人

口
問
題
を
基
本
と
し
、
人
口
問
題
へ
の
対
応

な
く
し
て
人
類
の
福
利
は
あ
り
え
な
い
事
を

本
書
は
ま
ざ
ま
ざ
と
示
し
て
い
る
。
ま
た
本

年
の
国
連
人
口
特
別
総
会
を
う
け
て
、
二
○

○
五
年
ま
で
に
女
性
と
女
児
の
非
識
字
率
を

一
九
九
○
年
当
時
の
半
分
に
減
ら
す
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
を
低
下
さ
せ
る
な
ど
の
現
状
に
合
わ

せ
た
行
動
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

日本語版

国連人口基金『1999年世界人口白書

一選択の時一」

制作財団法人家族計画国際協力財団法人（ジョイセフ）

〒l62-O843東京都新宿区市ケ谷岩田町１－１０

保健会館新館

TELO3-3268-5875

FAXO3-3235-7090

ＴｈｅＳｍＺｅＷｏ７ｊｄＰＯＰｕＺａｔｉｏ'21999,
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》
る
。
こ
の
現
象
を
ど
う
と
ら
え
、
ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い
の
か
。
毎
日
新
聞
社

雰
は
人
ロ
問
題
調
査
会
創
立
印
周
年
を
機
に
、
各
界
の
専
門
家
５
氏
を
招
い
て
座

》弼一》拙》解密掛許忰》》糾辨葬聖挫一峠齊弄悸》》一一》鐸鐸睾》》

国 に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
少
子
高
齢
化

飢
如
鱸
護
鑑
求
め
ら
れ
る
国
民
的
対
応

(識島野濁り罰6念I醸謨翁薄1i竃９０農9,罰1念Uls9i念1P念!【f遵念⑪零幻購Q腰ﾐ則瞬F9摩U霊11念H膣HP＞

ｌ
毎
日
新
聞
の
人
口
問
題
調
査
会

は
、
今
年
で
創
立
加
周
年
に
な
り
ま

す
。
最
初
は
人
口
抑
制
と
い
う
問
題
意

識
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
は
ま
っ

た
く
逆
に
な
っ
て
「
少
子
化
」
が
社
会

的
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
｜

人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
平
均
子

供
数
）
は
１
９
９
８
年
現
在
で
１
．
羽

と
い
う
非
常
に
低
い
数
字
に
な
っ
て
お

り
ま
し
て
、
政
府
も
５
月
肥
曰
に
「
少

子
化
対
策
推
進
関
係
閣
僚
会
議
」
を
開

い
て
、
対
策
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
、
少
子
化
の
現
状
と
、
そ
の

原
因
、
対
応
策
を
、
い
ろ
い
ろ
な
観
点

か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
初
に
阿
藤
さ
ん
か
ら
、
人
口
動

態
か
ら
見
た
少
子
化
の
流
れ
を
お
話
し

下
さ
い
。

阿
藤
誠
氏
ｍ
年
代
半
ば
に
合
計
特

殊
出
生
率
が
、
静
止
人
口
を
可
能
に
す

る
「
人
口
置
き
換
え
水
準
」
（
現
在
２
．

善
ニ
ォ

・
猛
ス
ピ
ー
ド
の
少
子
高
齢
化
…
印

・
都
・
過
去
最
低
更
新
の
出
生
…
肥

・
育
児
支
援
・
７
割
が
求
め
る
…
閉

。
「
子
供
待
と
う
と
思
わ
ぬ
」
…
…
閉

・
女
性
４
割
、
』
拒
婚
は
負
担
…
…
帥

・
結
婚
し
て
も
子
供
い
ら
な
い
…
団

・
少
子
乢
爬
対
策
に
二
千
億
円
…
…
腿

・
少
子
化
対
策
費
、
効
果
疑
問
…
舵

・
Ｏ
Ｄ
Ａ
・
東
ア
ジ
ア
再
生
に
…
閃

・
介
護
保
険
、
見
直
し
論
噴
出
…
“

・
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
女
性
の
人
権
尊
重
…
船

・
Ｏ
Ｄ
Ａ
・
経
済
改
革
支
援
…
…
口

・
年
金
．
見
え
ぬ
将
来
負
担
…
…
田

・
人
ロ
予
測
、
卯
年
後
の
現
実
…
、

・
世
界
人
ロ
、
㈹
億
人
に
…
…
…
加

・
世
界
・
加
億
人
と
米
が
発
表
…
両

・
か
ん
が
い
用
水
不
足
で
紛
争
…
Ⅶ

。
「
避
妊
の
勧
め
」
は
逆
効
果
…
…
ね

？
す
は
貧
し
い
家
に
生
れ
る
…
…
ね

・
家
族
こ
そ
人
間
社
会
の
基
礎
…
ね

叙じ
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にゅ－すふぉ－らむ

300 肥
人
）
を
下
回
り
始
め
た
の
で
す
。
そ

れ
が
、
す
で
に
四
半
世
紀
続
い
て
い
ま

し
て
、
し
か
も
人
口
置
き
換
え
水
準
か

ら
ど
ん
ど
ん
下
の
方
に
離
れ
る
と
い
う

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

５

Ｊ４'１９日日上

250

200

Ｈｕ」
３

’
ｉ
Ｉ
‐
剛

「
Ⅲ’

1５０

’ Ｉ
Ⅲ
■

１
１’

Ⅱ
－
－
－
１
■
‐
Ｉ
‐
Ｉ
苗’

：
‐
Ｉ

－
‐
Ｉ
ｌ
■
■

｜Ｉ ’’
1００

’ ’ 。 ‐
』

１
１

と
り
わ
け
胡
（
平
成
元
）
年
の
合
計

：
え
：

特
殊
出
生
率
は
、
船
年
の
丙
午
の
ｌ
・

弱
を
下
回
っ
て
史
上
最
低
の
ｌ
・
訂
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
発
表
さ
れ
た
の

が
加
年
で
、
卯
年
代
に
入
っ
て
か
ら
政

１
5０

０

５０５５６０６５７０７５８０８５９０９５年 ９０辺

年そ
厚生省「人口動態統計」各年版より 代れ

に力〈
入発

翔蝋蝋溌騨iii

945

阿
藤
氏

主
な
要
因
は

未
婚
率
の
上

昇
で
す
。
ｍ
代
、
加
代
前
半
の
女
性
の

未
婚
率
が
、
巧
年
か
ら
妬
年
に
か
け
て

急
激
に
上
が
り
ま
し
た
。
未
婚
化
が
起

こ
る
と
当
然
結
婚
も
遅
く
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
長
い
間
未
婚
で
い
て
、
よ
う
や

く
結
婚
し
ま
す
か
ら
結
婚
年
齢
も
上
が

り
続
け
て
晩
婚
化
す
る
。
同
時
に
、
出

産
も
遅
く
な
る
。
つ
ま
り
未
婚
化
、
晩

婚
化
、
晩
産
化
と
い
う
流
れ
で
少
子
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
加
年
代

に
入
る
と
、
未
婚
化
に
加
え
て
結
婚
し

た
人
の
出
生
率
も
や
や
下
が
り
始
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
、
最
近
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

ｌ
未
婚
化
や
結
婚
し
て
も
子
供
数

を
抑
え
る
傾
向
は
、
ど
う
い
う
社
会
経

済
的
な
背
景
で
起
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
ｃ

阿
藤
氏
い
く
つ
か
の
仮
説
が
考
え

ら
れ
る
ん
で
す
が
、
私
は
、
そ
れ
を
四

つ
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
一
つ
は
、

“
結
婚
市
場
〃
が
う
ま
く
働
い
て
い
な
い

と
い
う
「
結
婚
市
場
機
能
不
全
仮

説
」
。
地
域
的
に
あ
る
い
は
職
場
的
に

男
女
の
比
率
が
違
う
の
で
出
会
い
が
少

な
い
と
か
、
男
女
の
家
族
観
の
違
い
か

ら
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
こ
る
と
か
、
い
う

こ
と
が
あ
る
。

２
番
目
は
「
独
身
貴
族
仮
説
」
で

。
弱
・
７
％
が
核
家
族
世
帯
…
…
脚

・
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
人
材
・
教
育
重
視
…
Ⅲ

・
コ
ン
ド
ー
ム
自
販
機
が
人
気
…
巧

・
イ
ラ
ク
、
幼
児
死
亡
率
倍
増
…
布

・
イ
ン
ド
の
人
口
は
相
億
人
に
…
布

息
鯉
晴
年
齢
、
男
女
と
も
上
昇
…
布

・
引
退
、
扣
歳
以
上
が
合
理
的
…
万

・
増
加
率
０
．
四
％
ど
ま
り
…
…
沼

・
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
８
年
連
続
世
界
一
…
犯

・
総
人
ロ
１
億
２
５
８
６
万
人
…
ね

・
討
論
・
急
げ
、
少
子
化
対
策
…
別

・
少
干
化
対
策
は
未
来
へ
の
責
任
肌

・
子
育
て
に
お
生
宍
討
り
の
知
恵
…
閉

・
人
ロ
問
題
で
国
際
会
議
…
…
…
妬

・
予
算
、
少
子
高
齢
化
に
重
点
…
妬

・
晩
婚
化
失
華
悉
率
上
昇
で
加
速
…
妬

。
｜
人
っ
子
政
策
に
住
民
抗
議
…
妬

・
百
歳
以
上
最
多
、
八
割
女
性
…
町

・
少
子
化
で
変
わ
る
人
ロ
構
造
…
師

・
開
歳
以
上
は
６
人
に
１
人
…
…
肥

・
祖
父
母
と
同
届
望
む
…
…
…
…
閲

。
｜
人
っ
子
で
３
億
人
以
上
抑
制
閉
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す
。
若
者
が
独
身
生
活
を
楽
し
も
う

と
、
ど
ん
ど
ん
結
婚
を
先
延
ば
し
す

る
。
親
元
に
で
き
る
だ
け
長
く
と
ど

ま
っ
て
、
家
事
・
炊
事
・
掃
除
・
洗
濯

は
み
ん
な
専
業
主
婦
の
母
親
に
や
っ
て

も
ら
っ
て
、
自
分
の
得
た
所
得
を
レ

ジ
ャ
ー
に
使
っ
て
楽
し
も
う
と
い
う
若

者
が
増
え
て
い
る
。

三
つ
目
は
「
女
性
の
社
会
進
出
仮

説
」
で
す
。
女
性
の
経
済
的
な
力
が
つ

き
始
め
た
と
い
う
こ
と
が
、
い
わ
ゆ
る

結
婚
・
出
産
・
育
児
の
オ
ポ
チ
ラ
ー

テ
ィ
ー
・
コ
ス
ト
（
機
会
費
用
）
を
高

め
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
オ
ポ

チ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
コ
ス
ト
の
高
い
も
の

は
だ
れ
も
買
わ
な
い
。
だ
か
ら
結
婚
し

な
い
、
出
産
を
し
な
い
と
い
う
考
え
方

に
つ
な
が
る
ん
で
す
ｃ

・
四
つ
目
は
「
子
ど
も
消
費
財
仮
説
」

で
す
。
か
っ
て
子
供
は
家
の
宝
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
で
は
、
子
供
は

家
業
を
継
ぐ
わ
け
で
も
な
く
、
老
後
の

保
障
に
も
な
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
し
か
も
子
供
の
教
育
に
大
変
年
数

と
お
金
が
か
か
る
。
つ
ま
り
、
子
供
が

い
ま
や
”
消
費
財
化
“
し
て
い
る
ん
で

す
。
３
人
目
の
子
供
を
持
つ
か
ど
う
か

が
「
い
や
、
２
人
に
し
て
お
い
て
、
も

う
ち
ょ
っ
と
豊
か
な
消
費
生
活
を
送
り

―
阿
藤
誠
氏
（
あ
と
う
．
ま
こ
と
）

’
１
９
４
２
年
、
東
京
生
ま
れ
ｃ
東

一
京
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
、

｜
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
大
学
院
博
士

一
課
程
修
了
、
厚
生
省
人
口
問
題
研

一
究
所
所
長
。
現
在
、
国
立
社
会
保

一
障
・
人
口
問
題
研
究
所
副
所
長

た
い
」
と
か
、
「
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
を

持
ち
た
い
」
と
い
う
こ
と
と
ト
レ
ー
ド

・
オ
フ
（
交
換
）
の
関
係
に
な
っ
て
く

る
と
い
う
見
方
で
す
。

ｌ
女
性
の
立
場
か
ら
話
を
伺
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
岩
男
さ
ん
は
少
子
化

の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す

か
。岩
男
寿
美
子
氏
結
婚
と
か
子
供
を

産
む
と
い
う
こ
と
が
、
選
択
肢
の
一
つ

に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
独
身
よ

り
も
結
婚
の
方
が
よ
ほ
ど
魅
力
的
に
見

借
寸

え
な
け
れ
ば
、
そ
の
方
向
に
人
は
動
か

な
い
わ
け
で
す
。
昔
の
親
は
「
相
手
に

望
む
条
件
の
全
部
は
無
理
だ
か
ら
、
｜

つ
ぐ
ら
い
は
あ
き
ら
め
な
さ
い
」
と

言
っ
た
も
の
で
す
よ
（
笑
い
）
。
そ
れ

が
今
で
は
全
部
自
分
の
判
断
と
責
任
に

な
り
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
ふ
ん
ぎ
り

が
つ
か
な
い
。

今
の
若
者
は
い
ろ
い
ろ
な
ぜ
い
た
く

を
味
わ
っ
て
き
た
人
た
ち
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
｜
結
婚
し
た
時
に
、
こ
う

い
う
楽
し
み
が
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
い
う
不
安
が
あ
る
ｃ
周
り
を
見

回
す
と
、
独
身
の
ま
ま
か
っ
こ
よ
く
楽

し
ん
で
い
る
人
の
い
い
面
だ
け
が
目
に

入
る
わ
け
で
す
。

｜
岩
男
寿
美
子
氏
（
い
わ
お
・
す
み
こ
）
一

一
１
９
３
５
年
、
東
京
生
ま
れ
。
一

一
エ
ー
ル
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
一

一
了
。
慶
応
大
学
新
聞
研
究
所
教
授
。
｜

｜
現
在
、
慶
応
大
学
名
誉
教
授
、
武
一

一
蔵
工
業
大
学
教
授
、
男
女
共
同
参
一

一
画
審
議
会
会
長
、
少
子
化
へ
の
対
一

一
応
を
考
え
る
有
識
者
会
議
座
長
一

Ｆ
・
’
１
‐
１
１
１
１
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
」

ｌ
厚
生
白
書
を
お
書
き
に
な
っ
た

椋
野
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

椋
野
美
智
子
氏
必
ず
し
も
キ
ャ
リ

ア
志
向
の
女
性
だ
け
が
晩
婚
化
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
専
業
主
婦
志
向
の

女
性
も
晩
婚
化
し
て
い
ま
す
。
若
い
女

性
に
見
え
て
い
る
先
輩
の
女
性
た
ち
の

働
き
方
は
、
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
で
男

性
並
み
に
働
い
て
い
る
。
や
り
が
い
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
家
庭

と
の
両
立
な
ん
て
と
て
も
し
ん
ど
い
と

い
う
よ
う
な
働
き
方
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
家
庭
と
両
立
す
る
働
き
方
は
パ
ー

ト
だ
と
。
こ
れ
は
両
立
す
る
け
れ
ど

も
、
な
か
な
か
責
任
を
も
っ
た
仕
事
を

さ
せ
て
も
ら
え
な
い
し
、
長
く
働
い
て

も
賃
金
は
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
し
、

不
況
に
な
れ
ば
真
っ
先
に
ク
ビ
を
切
ら

れ
る
。
ど
ち
ら
の
働
き
方
も
嫌
だ
。
そ

ん
な
こ
と
を
す
る
よ
り
は
、
い
い
男
性

を
見
つ
け
て
専
業
主
婦
に
な
り
た
い
と

考
え
る
わ
け
で
す
。
専
業
主
婦
に
な
る

わ
け
で
す
か
ら
、
自
分
の
収
入
を
捨
て

る
。
捨
て
て
も
、
快
適
な
生
活
が
出
来

る
だ
け
の
高
い
収
入
を
相
手
に
求
め

る
。
さ
ら
に
自
分
と
話
が
で
き
、
理
解

し
あ
え
て
、
家
事
に
協
力
し
て
く
れ
る

夫
を
望
む
。
し
か
し
、
そ
ん
な
男
性
は

な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
結

局
、
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
く
わ
け
で

す
。
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すふお－らむこゆ

Ｉ
医
師
会
の
立
場
か
ら
、
小
池
さ

ん
い
か
が
で
す
か
。

小
池
噸
一
郎
氏
独
身
女
性
は
マ
ニ

キ
ュ
ア
を
き
れ
い
に
塗
っ
て
、
い
い
ハ

ン
ド
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
さ
っ
そ
う
と
歩

い
て
い
る
。
だ
け
ど
、
苦
労
し
て
子
育

て
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
は
特
売
の
ハ

ン
ド
バ
ッ
グ
で
、
指
も
洗
剤
で
荒
れ
て

ガ
サ
ガ
サ
に
な
っ
て
マ
ニ
キ
ュ
ア
つ
け

て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ

う
な
身
の
上
を
比
較
し
て
い
く
う
ち

に
、
「
も
う
次
の
子
供
は
た
く
さ
ん

だ
」
と
思
わ
れ
る
の
は
、
実
感
と
し
て

よ
く
分
か
る
。

子
供
を
育
て
る
楽
し
み
を
忘
れ
て
、

焦
り
と
、
閉
そ
く
感
と
、
脱
落
感
の
中

で
子
育
て
を
す
る
か
ら
、
子
供
の
資
質

も
低
下
し
て
き
て
、
大
学
に
入
っ
た
学

生
に
高
校
の
課
程
を
補
習
す
る
と
い
う

よ
う
な
、
情
け
な
い
状
況
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
こ
う
い
う
よ
う
に
不
安
定
な

状
況
で
育
て
ら
れ
た
お
子
さ
ん
方
が
成

人
し
て
も
、
と
て
も
魅
力
の
あ
る
出
会

い
な
ん
て
難
し
い
の
じ
や
な
い
か
と
思

い
ま
す
（
笑
い
）
。

ｌ
そ
れ
で
は
、
経
済
同
友
会
の
立

場
か
ら
伊
藤
さ
ん
の
ご
意
見
は
？

伊
藤
建
彦
氏
先
ご
ろ
放
送
さ
れ
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
『
少
子
社
会
ニ
ッ

ポ
ン
』
を
見
て
お
り
ま
し
て
、
三
つ
感

じ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、

現
時
点
の
生
活
を
楽
し
み
た
い
、
そ
れ

を
壊
し
た
く
な
い
と
い
う
価
値
観
。
そ

う
い
う
個
の
主
張
は
強
い
の
で
す
が
、

集
団
社
会
の
中
に
お
け
る
個
の
主
張
や

抑
制
が
欠
落
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
右
肩
上
が
り
の
経
済
が

終
わ
っ
て
、
将
来
の
夢
が
、
非
常
に
乏

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、

あ
の
番
組
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
男
女
に

共
通
し
て
い
る
の
は
、
挫
折
感
の
な
さ

だ
と
思
い
ま
す
。
教
育
マ
マ
に
育
て
ら

れ
て
、
塾
に
行
き
、
エ
リ
ー
ト
校
に
入

り
、
い
い
職
業
に
就
い
て
、
挫
折
感
を

経
験
し
て
い
な
い
。
ま
さ
に
「
ひ
弱
い

エ
リ
ー
ト
」
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し

伊藤氏

’
ひ
と
と
お
り
お
話
を
伺
い
ま
し

た
が
、
基
本
的
に
少
子
化
は
非
常
に
問

題
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
認
識
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
な
ぜ
問

題
な
の
で
し
ょ
う
か
。

阿
藤
氏
そ
れ
は
、
な
か
な
か
難
し

い
問
い
な
ん
で
す
。
い
ま
の
若
者
が
そ

う
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選
択
し
て

い
る
ん
だ
と
い
う
思
い
が
、
ど
う
し
て

も
あ
る
わ
け
で
す
。
人
権
的
視
点
か
ら

い
え
ば
、
ど
う
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
選
考
し
よ
う
が
、
そ
れ
は
個
人
個
人

の
自
由
だ
と
。
シ
ン
グ
ル
で
あ
れ
、

デ
ィ
ン
ク
ス
（
子
供
の
い
な
い
共
働
き

夫
婦
）
で
あ
れ
、
｜
人
っ
子
で
あ
れ
、

そ
れ
は
ひ
と
つ
の
選
択
な
ん
だ
と
。
そ

｜
伊
藤
建
彦
氏
（
い
と
う
・
た
け
ひ
こ
）

－
１
９
３
２
年
、
東
京
生
ま
れ
。
慶

一
応
大
学
法
学
部
卒
、
富
士
銀
行
取

一
締
役
一
三
－
ヨ
ー
ク
支
店
長
、
１

一
一
一
・
チ
ャ
ー
ム
株
式
会
社
副
社
長
ｃ
’

一
現
在
、
同
社
特
別
顧
問
、
経
済
同
一

一
友
会
少
子
・
高
齢
化
問
題
委
員
会
一

一
委
員

一
ｌ
ｌ
ｌ
－
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
』

て
、
こ
れ
を
な
ん
と
か
変
え
て
い
か
な

き
ゃ
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
に
国
や
社
会
が
圧
力
を
か
け
て
強
い

意
見
を
い
う
こ
と
に
は
、
た
め
ら
い
が

あ
る
わ
け
で
す
。

私
は
少
子
化
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の

見
方
が
あ
る
と
思
う
。
一
つ
は
、
「
社

会
が
う
ま
く
い
っ
て
な
い
か
ら
、
少
子
’

化
が
起
き
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
説
明

が
も
し
成
り
立
つ
な
ら
ば
、
当
然
、
社

会
と
し
て
改
善
し
て
い
く
と
い
う
立
場

が
あ
り
得
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
も

う
一
つ
の
、
個
人
の
選
択
の
結
果
と
し

て
少
子
化
が
社
会
的
な
問
題
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
点
は
、
な
か

な
か
分
か
り
づ
ら
い
ん
で
す
ね
。
確
か

に
少
子
化
が
進
む
と
、
超
高
齢
社
会
が

来
る
、
人
口
減
少
社
会
が
来
る
。
で

は
、
そ
の
結
果
と
し
て
２
０
５
０
年
の

経
済
が
ど
う
な
る
か
な
ん
て
、
こ
れ
を

予
測
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
。

岩
男
氏
い
ま
と
て
も
分
か
り
や
す

い
象
徴
的
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
つ
ま
り
佐
渡
に
あ
れ
だ
け

い
た
ト
キ
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

中
国
か
ら
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
少

子
化
の
日
本
の
遠
い
将
来
に
何
が
起
こ

る
か
と
い
う
と
、
日
本
人
が
ト
キ
の
よ

う
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

実
は
少
子
化
の
影
響
で
経
済
面
ば
か

り
強
調
さ
れ
ま
す
が
、
す
で
に
起
こ
つ
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い
い
本
が
す
で
に
た
く
さ
ん
絶
版
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
少

子
化
の
影
響
で
児
童
書
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
小
さ
く
な
っ
て
、
採
算
が
と
れ
な
い

か
ら
、
出
版
社
も
出
さ
な
い
の
で
す
。

部
こ
し

ま
た
、
子
供
神
輿
が
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
い
る
。
担
ぐ
子
供
が
い
な
く
な

れ
ば
、
当
然
お
神
輿
が
お
蔵
入
り
す
る

わ
け
で
す
。
子
供
の
遊
び
も
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
が
減
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で

す
。
地
方
へ
行
く
と
、
じ
っ
は
も
っ
と

ひ
ど
く
、
文
化
的
生
活
を
す
る
た
め
の

基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
く

な
る
ほ
ど
人
口
が
減
っ
て
い
る
所
が
あ

り
ま
す
。

椋
野
氏
少
子
化
は
経
済
面
と
社
会

面
の
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
経
済

面
は
労
働
力
の
供
給
が
減
少
し
ま
す

し
、
需
要
も
当
然
人
口
減
少
で
減
っ
て

い
く
の
で
、
経
済
成
長
が
低
下
し
ま

す
。
そ
れ
か
ら
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保

障
の
負
担
、
両
方
相
ま
っ
て
手
取
り
所

得
が
低
迷
し
て
し
ま
う
。
社
会
面
で

は
、
家
族
の
変
化
、
子
供
の
健
全
な
成

長
へ
の
影
響
、
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、

過
疎
高
齢
化
と
い
わ
れ
て
い
る
地
域

が
、
全
国
の
大
多
数
の
地
域
で
出
現
す

て
い
る
大
事
な
こ
と
は
、
文
化
面
で
の

影
響
で
す
。
た
と
え
ば
、
子
供
の
本
で

む
し
ろ
子
供
の
資
質
が
問
題
で
す
。
育

児
の
現
状
を
見
ま
す
と
、
少
数
の
子
供

で
す
か
ら
過
保
護
で
、
家
庭
で
も
大
人

優
位
の
中
で
子
供
が
十
分
に
管
理
さ
れ

な
が
ら
育
つ
わ
け
で
す
。
広
い
公
園
と

か
野
原
も
な
い
で
す
か
ら
、
子
供
は
家

の
中
に
閉
じ
こ
も
り
、
親
の
好
み
の

「
趣
味
的
育
児
」
が
行
わ
れ
る
。
そ
う
い

う
状
況
で
育
て
ら
れ
た
子
供
は
、
自
立

が
出
来
ず
、
自
分
の
家
庭
も
作
れ
な
い
。

一
方
、
期
待
に
そ
え
ず
、
落
ち
こ
ぼ

れ
て
い
く
子
供
も
あ
り
、
登
校
拒
否
と

か
、
学
級
崩
壊
と
か
、
非
行
と
か
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
を
起
し
て
い
る
。

伊
藤
氏
世
界
に
例
を
見
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
、
少
子
化
と
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
の
が
問
題
。
企
業
の
立
場
か
ら

見
る
と
、
労
働
人
口
の
減
少
だ
け
な

ら
、
外
国
人
労
働
者
を
入
れ
て
も
い
い

し
、
企
業
自
体
が
海
外
に
出
て
行
っ
て

も
解
決
で
き
る
で
し
ょ
う
。
怖
い
の
は

同
友
会
の
提
言
で
も
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
少
干
化
が
進
め
ば
個
人
の
価
値

観
と
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
ギ
ャ
ッ
プ
か

ら
、
社
会
的
な
活
力
の
急
速
な
減
退
と

社
会
の
ゆ
が
み
が
加
速
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
さ
せ

る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
じ
や
な
い
か
ｃ

小
池
氏
出
生
率
も
そ
う
で
す
が
、

よ
》
っ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
や
は
り

少
子
化
と
高
齢
化
の
問
題
を
ワ
ン
セ
ッ

卜
に
し
て
、
政
府
、
自
治
体
、
企
業
、

個
人
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
、
必

要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
。

ｌ
こ
の
辺
で
少
子
化
対
策
を
具
体

的
に
お
話
し
下
さ
い
。

阿
藤
氏
あ
る
テ
レ
ビ
の
番
組
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
を
や
っ
て
い

ま
し
て
、
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
エ

科
大
学
（
Ｍ
ｌ
Ｔ
）
と
日
本
の
理
工
系

の
有
力
大
学
の
学
生
が
コ
ン
テ
ス
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。
両
校
の
２
人
の
秀
才

が
テ
レ
ビ
に
出
た
の
で
す
が
、
日
本
の

ロ
ボ
ッ
ト
秀
才
は
母
親
が
出
て
き
ま
し

て
、
「
い
や
、
う
ち
の
子
は
勉
強
は
心

配
な
い
。
だ
け
ど
、
ぜ
ん
ぜ
ん
女
っ
気

が
な
く
て
彼
女
が
い
な
い
」
と
心
配
す

る
わ
け
で
す
。
片
や
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
学
生
は

彼
女
を
連
れ
て
日
本
に
来
て
い
る
わ
け

で
す
。
こ
の
差
が
い
ま
の
日
本
の
男
女

子育て

年金

必要

nm-j十

男
女
の
問
題
を
考
え
ら
れ
る
文
化
風
土
を

作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岩
男
氏
具
体
的
な
対
策
は
、
有
識

者
会
議
の
「
働
き
方
「
｜
と
一
家
庭
に
夢

を
」
を
柱
と
し
た
提
言
に
も
非
常
に
詳

細
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
働
き
方

と
、
家
庭
と
地
域
の
問
題
が
基
本
で
、

あ
ら
ゆ
る
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ

と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

椋
野
氏
対
策
の
柱
は
、
男
女
の
役

割
分
業
の
見
直
し
、
い
い
換
え
れ
ば
男

女
共
同
参
画
社
会
を
作
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
女

性
が
家
庭
で
も
職
場
で
も
ゆ
と
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
男
性
が

そ
う
い
う
働
き
方
を
し
て
く
れ
な
い
と

ダ
メ
で
す
。
男
性
が
も
っ
と
家
庭
に
も

地
域
活
動
に
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
働

き
方
が
望
ま
し
い
。
長
時
間
職
場
に
い

る
方
が
い
い
と
い
う
よ
う
な
、
職
場
の

都
合
を
最
優
先
す
る
人
が
評
価
さ
れ
る

よ
う
な
職
場
で
な
く
な
っ
て
い
く
こ

と
。
そ
う
な
れ
ば
、
女
性
も
子
育
て
を

楽
し
む
ゆ
と
り
を
持
て
る
し
、
も
っ
と

父
親
が
家
庭
に
入
っ
て
く
れ
ば
子
育
て

や
家
庭
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
い
く

関
係
を
象
徴
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
お
お
ら
か
に
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わ
け
で
す
か
ら
、
年
金
に
加
算
し
て
あ

げ
れ
ば
老
後
が
保
障
さ
れ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
失
意
の
う
ち
に
後
半
の
人
生
を

送
ら
な
く
て
す
む
。
ご
婦
人
に
「
子
育

て
年
金
加
算
一
を
す
れ
ば
、
安
心
し
て

子
供
を
産
む
こ
と
が
出
来
ま
し
ょ
う
。

し
、
結
果
と
し
て
、
結
婚
も
増
え
、
出

生
率
も
上
が
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
思

う
ん
で
す
。

ｌ
医
師
会
で
も
少
子
化
対
策
を
具

体
的
に
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
池

さ
ん
、
切
り
札
的
な
対
策
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

小
池
氏
私
見
で
す
が
、
子
育
て
を

な
さ
っ
た
ご
婦
人
に
「
子
育
て
年
金
加

算
」
を
す
る
。
子
供
が
私
立
学
校
に
行

け
ば
１
人
２
０
０
０
万
円
か
か
り
、
３

人
産
ま
れ
た
ら
６
０
０
０
万
円
か
か
る

小
池
願
一
郎
氏

（
こ
い
け
・
き
い
ち
ろ
う
）

１
９
３
１
年
、
東
京
生
ま
れ
。
東

京
医
科
大
学
大
学
院
修
了
、
同
大

助
教
授
、
厚
生
省
中
央
薬
事
審
議

会
臨
時
委
員
、
同
省
公
衆
衛
生
審

議
会
委
員
、
日
本
小
児
科
学
会
理

事
、
エ
イ
ズ
予
防
財
団
理
事
。
現

在
、
日
本
医
師
会
常
任
理
事

通
の
会
社
で
し
た
。
た
ま
た
ま
男
性
よ

り
女
性
の
方
が
優
秀
な
人
材
が
採
用
で

き
、
こ
れ
を
活
用
し
な
け
れ
ば
損
だ
と

企
業
ト
ッ
プ
が
気
づ
い
た
の
で
す
。
優

秀
で
勝
ち
気
な
女
性
を
採
用
し
て
能
力

発
揮
の
場
を
与
え
る
と
と
も
に
、
男
性

管
理
職
の
意
識
変
革
も
狙
っ
て
小
さ
な

成
功
例
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。

経
営
会
議
で
も
社
長
以
下
自
分
で
魔

法
瓶
か
ら
お
茶
を
入
れ
て
飲
む
半
面
、

若
い
女
子
社
員
で
も
担
当
商
品
に
つ
い

て
堂
々
と
説
明
す
る
こ
と
が
普
通
に
な

り
ま
し
た
。
「
さ
ん
」
付
け
運
動
や
女

性
の
制
服
廃
止
な
ど
も
効
果
が
あ
り
、

お
客
様
向
け
新
製
品
発
表
会
で
は
女
子

社
員
が
主
役
と
な
り
ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い
能
力
を
持
ち
な
が
ら
復

ｌ
企
業
の
立
場
で
伊
藤
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
お
考
え
で
す
か
。

伊
藤
氏
現
在
三
一
・
チ
ャ
ー
ム
で

は
仕
事
で
も
給
料
で
も
男
女
は
対
等
で

す
が
、
旧
年
余
り
前
は
男
性
優
位
の
普

、
Ｉ
Ｉ

急
速
な
人
口
減
少
や
高
齢
化
は
、
社

会
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の

で
、
極
端
な
出
生
率
の
低
下
に
歯
止
め

大
切
で
す
。
育
児
休
業
の
制
度
を
手
厚

く
し
て
も
、
そ
れ
が
取
り
や
す
い
風
土

が
な
け
れ
ば
、
「
仏
造
っ
て
魂
入
れ

ず
」
で
し
ょ
う
。
当
社
で
は
女
性
の
１

割
強
が
結
婚
し
た
り
、
育
児
を
両
立
さ

せ
て
お
り
、
産
前
・
産
後
休
暇
や
育
児

休
業
制
度
を
使
っ
て
張
り
き
っ
て
復
職

し
て
い
る
女
性
が
か
な
り
い
ま
す
。
結

婚
が
大
き
な
退
職
理
由
に
な
っ
て
い
ま

職
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
子
育
て
の
終
っ

た
女
性
市
場
に
着
目
し
、
女
性
の
中
途

採
用
も
増
や
し
ま
し
た
。
お
客
様
の
相

談
や
ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
品
質
保
証
部

や
お
客
様
相
談
室
の
中
心
は
、
育
児
経

験
を
持
つ
中
途
採
用
の
女
性
で
す
。

「
私
の
経
験
で
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
…

…
」
と
い
う
一
言
に
は
説
得
力
が
あ
り

ま
す
。

男
女
共
同
参
画
型
社
会
に
向
け
た
変

革
は
企
業
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
だ
と
気

づ
き
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
行
う
こ
と
が

経
済
同
友
会
少
子
・
高
齢
化
問
題

委
員
会
の
提
言

を
か
け
、
将
来
予
想
さ
れ
る
急
激
な
変

化
を
和
ら
げ
る
た
め
の
方
策
が
必
要

だ
。
少
子
化
の
進
展
は
、
女
性
の
意
識

一
椋
野
美
智
子
氏
（
む
く
の
．
み
ち
こ
）

’
１
９
５
６
年
、
大
分
県
生
ま
れ
。

｜
東
京
大
学
法
学
部
卒
。
厚
生
省
情

報
化
・
地
域
政
策
推
進
室
長
、
平

成
皿
年
版
厚
生
白
書
「
少
子
社
会

を
考
え
る
」
を
執
筆
。
現
在
、
日

本
社
会
事
業
大
学
教
授

て
い
な
い
。
保
育
所
を
ど
ん
ど
ん
民
営

化
し
、
保
育
時
間
の
弾
力
化
な
ど
の
改

善
点
は
多
々
あ
る
よ
う
で
す
。
少
子
化

と
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
策
が
追
い

つ
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
長
い
年
数
を
か
け
た
官
民
一

体
の
諸
施
策
で
出
生
率
は
回
復
し
ま
し

た
が
、
卯
年
代
に
再
び
下
が
り
出
し
た

の
は
、
不
況
で
補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ

た
の
が
一
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

蕊
輿
偲
調
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や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
社
会
規
範
が
追

い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い

る
ｃ
少
子
化
対
策
は
小
手
先
に
と
ど
ま

ら
ず
、
真
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
を

見
直
す
べ
き
だ
。

◆
仕
事
と
子
育
て
が
両
立
し
得
旦
雇
用

環
境
の
実
現

①
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
を
拡
大

し
、
在
宅
勤
務
制
度
や
長
期
休
暇
制
度

を
導
入
す
る
。
中
途
採
用
の
拡
大
や
契

約
社
員
・
短
時
間
雇
用
者
を
積
極
的
に

活
用
す
る
。
転
勤
に
つ
い
て
は
本
人
の

事
情
を
配
慮
す
る
。

②
女
性
の
能
力
を
積
極
的
に
育
て
、

活
用
し
、
優
秀
な
人
材
確
保
の
チ
ャ
ン

ス
を
広
げ
る
。
プ
ロ
意
識
と
能
力
を
持

つ
女
性
が
増
え
れ
ば
、
子
育
て
を
理
由

に
退
職
し
た
場
合
、
企
業
の
損
失
に
な

る
た
め
、
子
育
て
支
援
対
策
の
必
要
性

も
自
ず
と
高
ま
る
。

③
会
社
に
長
時
間
い
る
こ
と
が
仕
事

熱
心
だ
と
評
価
さ
れ
る
風
潮
を
変
え
る

べ
き
だ
。
無
駄
な
勤
務
時
間
を
減
ら
せ

ば
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
。

④
育
児
休
業
制
度
を
定
着
さ
せ
る
た

め
に
、
企
業
ト
ッ
プ
が
率
先
し
て
「
男

性
も
子
育
て
の
時
間
を
持
て
る
一
と
い

う
意
識
を
社
員
に
広
め
る
べ
き
だ
。
例

え
ば
、
育
児
休
業
期
間
中
に
「
パ
パ
の

週
一
を
設
け
る
の
も
有
効
だ
。
突
破
口

と
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な

企
業
・
部
門
・
職
種
か
ら
ま
ず
着
手
す

る
。⑤
企
業
の
子
育
て
支
援
の
た
め
の
一
厘

用
環
境
整
備
を
国
が
支
援
し
、
企
業
の

負
担
を
軽
減
す
る
。

◆
民
間
活
力
推
進
に
よ
る
多
様
な
子
育

て
支
援
シ
ス
テ
ム
の
整
備

①
公
立
保
育
所
の
民
営
化
を
促
進

し
、
乳
児
保
育
、
延
長
保
育
、
一
時
保

育
な
ど
社
会
の
必
要
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供

す
る
。

②
保
育
サ
ー
ビ
ス
購
入
券
制
度
を
導

入
し
、
保
育
施
設
へ
の
補
助
か
ら
利
用

者
へ
の
補
助
へ
転
換
す
る
。

③
国
は
子
育
て
支
援
策
に
重
点
的
な

財
政
配
分
を
行
う
。

④
保
育
所
を
地
域
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
、
｜
保
育
マ
マ
制
度
」
や

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
普
及
さ
せ
る
。

◆
家
族
観
再
考
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

用①
結
婚
の
形
態
に
こ
だ
わ
る
よ
り
も

「
男
女
が
共
に
生
き
る
」
こ
と
を
尊
重

し
、
自
然
な
男
女
関
係
を
築
く
べ
き

だ
。
同
せ
い
・
事
実
婚
が
社
会
的
に
認

知
さ
れ
れ
ば
、
共
同
生
活
へ
の
契
機
と

な
り
、
結
婚
・
出
産
に
つ
な
が
る
だ
ろ

う
。
夫
婦
別
姓
選
択
制
度
の
導
入
や
婚

外
子
差
別
の
撤
廃
も
必
要
だ
。

現
在
の
日
本
に
は
若
い
男
女
が
家
庭

を
築
き
、
子
育
て
を
す
る
喜
び
や
楽
し

さ
を
味
わ
う
こ
と
が
困
難
な
社
会
的
、

経
済
的
要
因
が
あ
る
。
こ
れ
を
取
り
除

き
、
家
庭
や
子
育
て
に
夢
を
持
つ
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
社
会
と

す
る
た
め
の
環
境
整
備
が
必
要
だ
。
日

本
で
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
能
力
と
個

性
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
子
育
て

は
社
会
全
体
で
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

◆
少
子
化
対
策
の
基
本
的
な
留
意
点

①
結
婚
や
出
産
は
当
事
者
の
自
由
な

選
択
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

社
会
が
個
人
に
押
し
付
け
て
は
い
け
な

い
。②
少
子
化
が
進
め
ば
、
労
働
力
人
口

の
減
少
と
高
齢
者
比
率
の
上
昇
や
市
場

少
子
化
へ
の
対
応
を
考
え
る

有
識
者
会
議
の
提
言規
模
の
縮
小
な
ど
を
通
じ
て
、
経
済
成

長
へ
の
マ
イ
ナ
ス
効
果
や
地
域
社
会
の

活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
安
易
な
楽

観
論
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

③
出
生
率
上
昇
の
た
め
に
女
性
が
家

庭
に
戻
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
の
は
非
現

実
的
。
女
性
の
就
労
機
会
を
制
限
す
る

こ
と
は
不
合
理
だ
。

◆
働
き
方
に
関
す
る
環
境
整
備

①
男
女
の
固
定
的
な
性
別
役
割
分
業

を
見
直
し
、
職
場
優
先
の
企
業
風
土
を

是
正
す
る
。

②
育
児
休
業
や
育
児
時
間
の
保
障
な

ど
職
場
で
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
を
支

援
。
就
業
者
全
体
の
職
場
へ
の
拘
束
時

間
を
削
減
す
る
。

③
出
産
・
育
児
の
た
め
退
職
し
て
も

不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
再
就
業
で
き
る

労
働
市
場
を
実
現
す
る
。

②
核
家
族
や
共
働
き
家
庭
の
増
加
に

よ
り
、
家
族
だ
け
の
子
育
て
や
教
育
に

は
限
界
が
あ
る
。
近
隣
・
親
族
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
積
極
的
に
活

用
し
て
い
く
べ
き
だ
。

5６
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④
企
業
の
育
児
支
援
の
取
り
組
み
を

勧
奨
・
評
価
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
。

◆
家
庭
、
地
域
、
教
育
の
あ
り
方
に
関

す
る
環
境
整
備

①
家
庭
で
は
男
女
の
役
割
分
担
を
見

直
し
、
家
事
や
育
児
へ
の
男
女
共
同
参

画
を
推
進
す
る
。

②
地
域
で
は
子
育
て
を
社
会
全
体
で

支
援
す
る
と
い
う
国
民
的
合
意
を
確
立

す
る
。

③
若
い
世
代
や
社
会
全
体
に
対
し
、

男
女
共
同
参
画
の
重
要
性
、
子
育
て
の

大
切
さ
や
楽
し
さ
を
知
ら
せ
、
体
験
さ

せ
る
。

④
都
市
部
の
低
年
齢
児
保
育
な
ど
需

要
の
多
い
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

⑤
学
歴
偏
重
を
改
め
、
知
育
に
偏
ら

な
い
体
験
学
習
を
通
じ
て
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
ご
奨
学
金
を
拡
充

し
、
旧
歳
に
な
っ
た
ら
経
済
的
に
自
立

で
き
る
環
境
を
整
え
る
。

⑥
子
育
て
の
経
済
的
負
担
を
社
会
的

に
支
援
す
る
税
制
や
社
会
保
障
制
度
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
。

◆
少
子
化
対
策
の
推
進
体
制

①
総
理
大
臣
の
下
に
各
界
関
係
者
で

構
成
す
る
「
国
民
会
議
」
を
置
き
、
職

場
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
で
こ
の
提
言

を
実
行
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け

日
本
で
は
少
子
化
と
高
齢
化
が
同
時

に
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
高
齢

者
を
支
え
る
た
め
の
現
役
世
代
の
経
済

的
負
担
は
極
め
て
大
き
く
な
る
。
過
疎

地
域
で
は
基
礎
的
な
住
民
福
祉
サ
ー
ビ

ス
も
提
供
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
子
供
た
ち
同
士
の
交
流
機
会
も
減

る
た
め
、
社
会
性
が
は
ぐ
く
ま
れ
ず
、

す
こ
や
か
な
成
長
発
達
が
で
き
な
い
恐

れ
が
あ
る
。
国
の
存
立
に
も
関
わ
る
少

子
化
の
進
行
を
止
め
る
た
め
の
対
策
を

提
言
す
る
。

◆
政
府
に
対
す
る
要
望
事
項

①
児
童
手
当
の
支
給
要
件
を
現
行
の

３
歳
未
満
か
ら
義
務
教
育
年
限
の
胆
歳

ま
で
延
長
し
、
所
得
制
限
を
撤
廃
す

る
。
支
給
額
は
一
律
１
万
円
と
す
る
。

②
喧
歳
ま
で
の
医
療
費
自
己
負
担
分

の
補
助
を
行
い
、
被
用
者
保
険
の
自
己

負
担
分
ｌ
入
院
２
割
、
外
来
３
割

ｌ
を
ゼ
ロ
に
、
国
保
の
自
己
負
担
分

３
割
を
ゼ
ロ
に
し
て
、
家
計
へ
の
負
担

る
こ②
内
閣
に
閣
僚
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み

］
罠
△
五
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則
二へ

国
連
人
口
推
計
（
別
表
）
に
よ
る

と
、
先
進
国
と
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ

ア
の
国
々
で
は
合
計
特
殊
出
生
率
が
人

口
置
換
水
準
の
２
・
肥
～
２
．
帥
を
下
回

り
、
少
子
化
の
進
行
を
裏
付
け
て
い

る
。欧
米
先
進
諸
国
で
は
第
二
次
大
戦
後

犀迩

を
軽
減
す
る
。

③
不
妊
治
療
に
対
す
る
保
険
医
療
の

適
用
範
囲
を
拡
大
し
、
適
正
な
点
数
を

設
定
す
る
。
日
本
に
は
約
ｎ
万
組
の
不

妊
治
療
対
象
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
、

不
妊
治
療
成
功
例
に
よ
る
出
生
率
は
⑪

万
人
に
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

④
出
産
１
人
に
対
し
、
額
面
印
万

円
、
償
還
期
間
応
年
の
割
引
国
債
を
交

付
す
る
。

体
制
を
整
備
し
、
国
が
行
う
べ
き
対
策

を
推
進
す
る
。

制
度
整
う
北
欧出
生
率
高
く

か
ら
１
９
６
０
年
代
に
か
け
て
ベ
ビ

ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
が
、
帥
年
代
の

ば
か
ら
出
生
率
が
一
斉
に
低
下
し

め
、
帥
年
代
、
帥
年
代
を
通
じ
て
低

を
続
け
て
い
る
。

戦
後
、
フ
ラ
ン
ス
を
除
く
先
進
国

は
、
子
供
を
持
つ
か
ど
う
か
は
個
人

管
理
を
充
実
さ
せ
る
。

◇
そ
の
他
の
対
策

①
子
供
の
急
病
看
護
休
暇
を
制
麿

す
る
。

②
学
童
保
育
の
対
象
を
小
学
６
圧

で
延
長
す
る
。

所
嘱
託
医
を
推
薦
し
、
乳
幼
児
の
保
峰

◆
日
本
医
師
会
が
実
施
す
べ
き
対
塞

①
子
供
と
家
庭
に
対
す
る
育
胆

援
、
と
く
に
心
の
健
康
作
り
、
体
汽

り
、
保
健
・
医
療
と
福
祉
、
教
育
上

統
合
的
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
指
導
力
完

め
、
各
医
師
会
員
の
実
践
を
支
援
す
》

②
乳
幼
児
健
全
育
成
一
時
預
か
ｈ

業
（
病
児
保
育
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
左

域
医
師
会
と
し
て
支
援
す
る
。

③
地
域
医
師
会
が
幼
稚
園
医
や
得

弓ＴＯ
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家
族
の
意
思
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
で
、
国

や
政
府
が
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
の

考
え
が
支
配
的
に
な
り
、
出
生
促
進
の

意
図
を
ぼ
か
し
た
形
で
、
育
児
の
社
会

化
、
男
性
参
加
を
促
す
制
度
が
推
進
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
政
策

努
力
が
出
生
率
の
上
昇
に
実
際
に
結
び

つ
く
か
ど
う
か
は
、
専
門
家
の
論
議
の

的
に
な
っ
て
い
る
。
帥
年
代
初
め
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
合
計
特
殊
出
生
率
が

急
上
昇
し
て
２
．
０
を
超
え
、
世
界
の

注
目
を
集
め
た
が
、
後
半
は
経
済
不
振

で
減
少
に
転
じ
た
。

各
国
の
家
族
政
策
の
中
で
、
育
児
休

業
、
育
児
手
当
、
税
控
除
な
ど
は
、
子

供
を
持
つ
こ
と
を
支
援
す
る
施
策
と
い

え
る
が
、
一
般
的
な
有
給
・
無
給
休
暇

を
利
用
し
て
育
児
に
当
た
る
親
も
い
る
。

1995年～2000年の各国の

合計特殊出生率予測

スリランカ２.１０

アイスランド２．１０

マケドニア２．０６

朝鮮民ギキ義人民共和国２．０５
ニュージーランド２．０１

米国１．０O
アイルランド1.0Ｏ

ノルウェー Ｌ８５

ユーゴスラビア１．８４

中国１．８Ｏ
オーストラリア１．７O

タイ１．７４

ﾌｨﾝランド Ｌ７３

デンマークＬ７２

英国Ｌ７２
フランスＬ７１

シンガポールＬ６８

韓国Ｌ６５
スウェーデン１．５７

ベルギー１．５５
も℃

キューハ１．５５

カーナダＬ５５

ポーランド Ｌ５３

オランダ１．５O

スイス１．４７

日本Ｌ４３
オーストリア１．４l

ハンガリーＬ３７

ポルトガルＬ３７

ロシア１．３４

番港Ｌ３２
ドイツ１．３Ｏ

ギリシャＬ２８

ブルガリアＬ２３

イタリア１．２０

チェコ１．１９

ルーマニアＬ１７

スペイン１．１５

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
が
昨

年
、
１
５
３
カ
国
か
ら
集
め
た
報
告
に

よ
る
と
、
約
８
割
の
国
が
女
性
勤
労
者

に
対
し
て
有
給
の
出
産
休
暇
を
認
め
、

そ
の
３
分
の
１
の
国
で
は
ｕ
週
以
上
の

出
産
休
暇
を
と
れ
る
。
ま
た
、
別
力
国

以
上
が
女
性
勤
労
者
に
育
児
休
暇
を
認

め
て
い
る
。

世
界
で
最
も
早
く
高
齢
化
が
進
ん
だ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
男
性
の
育
児
参

加
や
育
児
の
社
会
化
が
早
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
。
脚
年
に
は
育
児
休
暇
中
の

両
親
に
手
当
を
支
給
す
る
「
両
親
手
当

制
度
」
が
新
設
さ
れ
た
。
両
親
手
当
が

出
る
の
は
４
５
０
日
間
で
、
最
初
の
３

６
０
日
間
は
日
割
り
年
間
所
得
の
帥
％

を
支
給
、
続
皇
恥
日
間
は
定
額
支
給
と

な
る
。

巧
年
に
は
世
界
で
初
め
て
両
親
を
対

象
に
し
た
一
「
両
親
休
暇
法
」
が
制
定
さ

れ
た
。
両
親
の
休
暇
に
は
、
全
日
休
暇

と
勤
務
時
間
を
短
縮
で
き
る
部
分
休
暇

が
あ
る
。
全
日
休
暇
は
子
供
の
生
後
旧

力
月
ま
で
、
部
分
休
暇
は
子
供
が
８
歳

未
満
ま
で
、
ま
た
は
小
学
１
年
終
了
ま

で
取
れ
る
。
全
日
休
暇
の
場
合
、
父
母

そ
れ
ぞ
れ
に
４
週
間
が
割
り
当
て
ら

れ
、
残
り
は
ど
ち
ら
が
と
っ
て
も
よ
い
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
育
児
休
業
は
最
長

３
年
ま
で
認
め
ら
れ
、
第
２
子
以
降
の

子
供
が
３
歳
に
な
る
ま
で
育
児
手
当
が

支
給
さ
れ
る
。

英
国
で
は
出
産
休
暇
が
蛆
週
間
あ

り
、
焔
歳
以
下
（
在
学
中
で
あ
れ
ば
四

歳
未
満
）
の
子
供
の
扶
養
家
庭
に
育
児

手
当
が
支
給
さ
れ
る
。
公
的
育
児
休
業

制
度
は
な
い
が
、
各
企
業
が
無
給
の
体

職
期
間
を
従
業
員
に
与
え
る

キ
ャ
リ
ア
・
ブ
レ
ー
ク
制
度

識
を
利
用
し
て
育
児
に
当
た
る

８“
親
も
い
る
。

計
先
進
国
で
最
も
遅
れ
て
い

椎ぬ
る
米
国
で
は
、
家
族
・
医
療

“
休
暇
法
に
よ
り
、
実
子
や
養

：
子
の
生
後
ま
た
は
養
子
縁
組

蝉
後
１
年
間
に
限
り
、
皿
週
間

の
無
給
休
暇
が
と
れ
る
。
ま

た
独
自
の
育
児
休
業
制
度
を
設
け
て
い

る
企
業
も
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
と
し
て
共
通
の
社
会
保
障
制
度
の

導
入
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
育
児
制
度

の
内
容
は
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な

る
。
「
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
北
欧
．

は
出
生
率
が
高
く
、
立
ち
遅
れ
て
い
る

南
欧
は
出
生
率
が
低
い
一
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
ｃ

【
生
長
恵
理
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
｜
）

都
衛
生
局
は
一
日
、
一
九
九
八
年
の

都
内
人
口
の
動
き
を
示
す
「
動
態
統
計

年
報
」
を
発
表
し
た
。
一
人
の
女
性
が

一
生
の
間
に
生
む
子
ど
も
の
数
を
示
す

合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
○
六
（
全
国

平
均
は
一
・
三
八
）
で
、
全
国
最
低

だ
っ
た
。
前
年
か
ら
さ
ら
に
○
・
○
一

ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、
過
去
最
低
を
更
新

し
た
。

Ⅲ

出生率1.06

過去最低更新

都の人ﾛ動態統計

兜
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総
理
府
は
３
日
、
少
子
化
に
関
す
る

初
の
世
論
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
８

割
以
上
の
人
が
子
供
を
持
つ
べ
き
だ
と

回
答
し
な
が
ら
も
、
女
性
の
間
で
仕
事

と
育
児
の
両
寸
一
が
難
し
い
こ
と
へ
の
不

満
が
強
く
、
７
割
以
上
の
人
は
育
児
に

対
し
て
社
会
的
支
援
を
求
め
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

調
査
は
今
年
２
月
、
旧
歳
以
上
の
男

女
５
０
０
０
人
を
対
象
に
面
接
方
式
で

行
わ
れ
、
３
５
３
０
人
が
回
答
し
た
。

回
収
率
は
Ⅶ
％
・

少
子
化
に
「
関
心
が
あ
る
」
と
答
え

た
人
は
既
婚
男
性
が
市
％
、
既
婚
女
性

が
布
％
と
高
い
一
方
、
未
婚
で
は
男
性

三
寸
十
士
と
一
一
天
正

空
’
一
・
塁
・
’
０
口

ワ

。
ｍ
Ｊ
曽

旦
睾
翻
介
ｇ
ｂ
兀
一

ニ
エ
ハ
ー
十
Ｉ
折
、

割
が
求
め
る

つ
く
き
」
８
割
超
す

弱
％
、
女
性
弱
％
と
関
心
の
低
さ
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。
「
結
婚
し
た
ら
子

供
を
持
つ
べ
き
だ
」
と
答
え
た
人
は
全

体
の
開
％
以
上
に
上
っ
た
が
、
男
性
は

卯
歳
以
上
の
各
世
代
で
８
～
９
割
だ
っ

た
の
に
対
し
、
女
性
は
全
世
代
で
男
性

を
下
回
り
、
特
に
加
代
は
ね
％
と
最
低

だ
っ
た
。

子
育
て
の
楽
し
さ
、
つ
ら
さ
を
女
性

に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
つ
ら
い
と
感
じ

る
時
の
方
が
多
い
」
と
答
え
た
の
は
５

％
に
と
ど
ま
り
、
「
楽
し
い
時
と
つ
ら

い
時
が
同
じ
く
ら
い
」
と
答
え
た
人
を

合
わ
せ
る
と
羽
附
。
そ
の
理
由
を
複
数

回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
自
由
な
時
間

な
っ
て
い
る
。

出
産
し
た
母
親
を
年
齢
別
に
み
る

と
、
三
十
歳
未
満
が
前
年
に
比
べ
千
人

減
っ
た
反
面
、
三
十
歳
以
上
が
二
千
人

増
え
、
全
体
の
五
一
・
六
％
を
占
め

た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
四
）

が
な
く
な
る
蛆
鼎
▽
教
育
費
な
ど
に
金

が
か
か
る
、
体
力
や
根
気
が
い
る
各
如

％
▽
思
っ
た
よ
う
に
働
け
な
い
亜
％
１

１
の
順
で
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
肉

十
八
’
三
十
九
歳
の
女
性
の
二
割
以

上
は
結
婚
し
て
も
子
供
を
持
つ
べ
き
だ

と
は
思
わ
な
い
ｌ
・
総
理
府
が
三
日

発
表
し
た
「
少
子
化
に
関
す
る
世
論
調

塵婚したら子砺蒔ﾗﾌﾏ害I盲]~Z署７[~言う〔ﾜﾗ霄晤
囮 １００

％

ｇｏ

む）

18~3嘘女性 印
加
銅
印

「
子
供
待
と
う
と

思
わ
ぬ
」
２
割

査
一
で
、
若
い
世
代
の
女
性
が
出
産
に

消
極
的
な
こ
と
が
少
子
化
の
一
因
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
）
淳
き
彫
り
に
な
っ

た
。
子
育
て
へ
の
社
会
的
支
援
策
と
し

体
的
・
精
神
的
負
担
を
訴
え
る
人
が
目

立
っ
た
。
男
性
は
教
育
費
な
ど
の
経
済

的
理
由
を
挙
げ
た
人
が
卯
％
で
最
も
多

か
っ
た
。

対
策
に
関
し
て
は
「
結
婚
や
出
産
を

阻
む
社
会
経
済
的
・
心
理
的
要
因
を
取

り
除
く
環
境
整
備
一
を
求
め
る
人
が
師

％
と
多
く
、
｜
結
婚
や
出
産
そ
の
も
の

を
奨
励
す
べ
き
だ
」
と
答
え
た
人
は
四

％
に
と
ど
ま
っ
た
。
巧
％
の
人
が
子
育

て
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

社
会
的
支
援
を
行
う
よ
う
求
め
て
い

る
。

一
方
、
社
会
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
全
体
の
的
％
が
「
社
会
保
障
な
ど

で
若
い
人
の
負
担
が
増
え
る
一
を
挙
げ

る
な
ど
、
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

【
行
友
弥
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
四
）

総理府

釘の少子化

世論調査

｜＿-－

5９



て
は
未
婚
女
性
の
四
四
・
八
％
が
「
夫

婦
と
も
大
い
に
働
け
る
環
境
の
整
備
」

を
挙
げ
た
。
総
理
府
は
「
少
子
化
対
策

は
単
純
な
結
婚
・
出
産
の
奨
励
よ
り

も
、
女
性
が
仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
こ
そ
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

調
査
は
二
月
に
全
国
の
十
八
歳
以
上

の
男
女
五
千
人
を
対
象
に
面
接
方
式
で

実
施
、
有
効
回
収
率
は
七
○
・
六
％

だ
っ
た
。
総
理
府
の
少
子
化
に
関
す
る

世
論
調
査
は
初
め
て
。

「
結
婚
し
た
ら
子
供
を
持
つ
べ
き

だ
」
と
の
考
え
に
全
体
の
八
四
・
五
％

が
一
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
が
、
女
性

で
「
そ
う
思
わ
な
い
」
十
八
’
二
十
九

歳
で
一
一
○
・
二
％
、
一
一
一
十
’
三
十
九
歳

結婚した;ら子供を持つべきがｉｌｊ｛
０２０％４０６０８０１００

性
性
性
性
性
性
性
性

男
女
男
女
男
女
男
女

Ｆ
１
ｆ
」
Ｆ
１
ｆ
Ｌ

瞬
鑪
蹴
職
聯

１
３
４
５

わか

で
二
一
・
八
％
に
達
し
た
。
「
結
婚
に

喜
び
や
希
望
を
感
じ
る
」
と
答
え
た
人

は
、
男
女
と
も
既
婚
者
で
は
九
○
％
前

後
と
高
か
っ
た
反
面
、
｜
感
じ
な
い
」

と
答
え
た
人
は
未
婚
者
で
二
四
％
前
後

だ
っ
た
。

少
子
化
が
深
刻
さ
を
増
す
中
で
、
８

割
以
上
が
一
結
婚
し
た
ら
子
供
を
持
つ

べ
き
だ
」
と
考
え
て
い
る
も
の
の
、
結

婚
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
女
性
は
４
割

を
超
え
て
い
る
こ
と
が
３
日
、
総
理
府

が
発
表
し
た
「
少
子
化
に
関
す
る
世
論

調
査
」
で
分
か
っ
た
。
ま
た
、
４
人
に

３
人
は
、
女
性
が
育
児
中
で
も
働
け
る

よ
う
な
環
境
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
的
支
援
を
求
め
て
い
る
。
小
渕
政

権
は
少
子
化
対
策
を
重
要
課
題
の
一
つ

と
位
置
付
け
、
８
日
に
閣
議
決
定
す

る
。
平
成
ｎ
年
度
第
１
次
補
正
予
算
案

に
一
駅
前
保
育
所
」
の
設
置
支
援
費
な

ど
２
０
０
０
億
円
の
緊
急
対
策
費
を
計

上
す
る
予
定
だ
が
、
さ
ら
な
る
対
応
を

女
性
４
割
、
結
婚
は
負
担

圏
子
供
は
欲
し
い
け
ど

「
働
け
る
環
境
を
」

１
１
１
１ 結
婚
生
活
で
感
じ
る
負
担
と
し
て
男

性
は
「
経
済
的
負
担
」
（
六
八
・
九

％
）
、
女
性
は
一
家
事
」
（
三
八
・
八

％
）
、
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」
（
三
七
・

五
％
）
を
挙
げ
た
人
の
割
合
が
そ
れ
ぞ

れ
高
か
っ
た
。
雇
用
情
勢
が
悪
化
す
る

迫
ら
れ
そ
う
だ
。

総
理
府
が
世
論
調
査
で
少
子

化
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は
初

め
て
で
、
今
年
二
月
、
十
八
歳

以
上
の
男
女
五
千
人
を
対
象

に
、
面
接
で
行
わ
れ
た
。
有
効

回
答
率
は
七
○
・
六
％
・

少
子
化
に
つ
い
て
「
と
て
も

少
子
化
に
つ
い
て
「
と
て
も

関
心
が
あ
る
」
「
多
少
あ
る
」
と
答
え

た
の
は
合
わ
せ
て
七
二
・
一
％
・
関
心

は
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
高
く
、
十
八
’

二
十
九
歳
で
は
男
性
四
九
・
二
％
、
女

性
五
八
・
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
五

十
歳
代
で
は
男
性
七
八
・
五
％
、
女
性

八
一
・
○
％
に
の
ぼ
っ
た
。

「
結
婚
し
た
ら
子
供
を
持
つ
べ
き

１
１
１

中
で
、
男
性
は
経
済
的
な
不
安
、
女
性

は
仕
事
と
育
児
な
ど
の
両
立
に
悩
ん
で

い
る
姿
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
四
）

か
」
と
の
質
問
に
は
、
八
四
・
五
％
が

「
そ
う
思
う
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う
」
と
回
答
。
た
だ
、
肝
心
の

三
十
上
蔵
未
満
の
層
で
は
、
男
性
七
七
・
｜

％
、
女
性
七
二
・
四
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
、
結
婚
に
負
担
を
感
じ
て
い
る

男
性
は
三
一
・
六
％
な
の
に
対
し
、
女

性
は
四
○
・
三
％
と
高
率
で
、
子
供
を

6０
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三
十
歳
代
ま
で
の
女
性
の
卯
％
以
上

が
、
結
婚
し
て
も
必
ず
し
も
子
ど
も
を

持
つ
べ
き
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と

が
三
日
、
総
理
府
が
発
表
し
た
「
少
子

化
に
関
す
る
世
論
調
査
「
｜
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
六
十
歳
代
以
上
で
は
男
女
と

も
帥
％
以
上
が
一
子
ど
も
を
持
つ
べ
き

だ
」
と
考
え
て
お
り
、
世
代
間
の
意
識

の
差
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
子

持
つ
女
性
で
は
四
○
・
八
％
だ
っ
た
。

女
性
の
多
く
は
負
担
を
感
じ
る
理
由
と

し
て
一
「
家
事
の
負
担
」
と
「
仕
事
と
家

庭
の
両
立
が
困
難
」
を
挙
げ
て
い
る
。

一
方
、
少
子
化
が
進
む
こ
と
で
「
社

会
保
障
負
担
な
ど
若
者
の
負
担
増
加
」

（
六
九
・
二
％
）
を
心
配
す
る
人
が
多

く
、
「
結
婚
や
出
産
を
阻
む
経
済
・
心

理
的
な
要
因
を
取
り
除
く
環
境
整
備
が

必
要
」
（
五
六
・
八
％
）
と
の
考
え
が
各

年
代
と
も
強
い
。

七
五
・
五
％
が
社
会
的
支
援
の
必
要

性
を
指
摘
し
、
具
体
的
に
は
「
育
児
中

の
夫
婦
が
大
い
に
働
け
る
よ
う
な
環
境

四

結
婚
し
て
も
子
供
い
ら
な
い

Ｆ
１
別
代
以
下
女
性
２
割
超
す

育
て
の
負
担
感
で
は
、
男
性
に
経
済
的

理
由
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
女
性
は

心
理
面
で
の
負
担
や
仕
事
と
の
関
係
を

挙
げ
て
お
り
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
へ

の
た
め
ら
い
に
男
女
の
間
で
微
妙
に
ず

れ
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

政
府
が
少
子
化
に
つ
い
て
本
格
的
な

国
民
意
識
調
査
を
し
た
の
は
、
今
回
が

初
め
て
。
今
年
二
月
に
十
八
歳
以
上
の

整
備
’
一
（
三
六
・
八
％
）
「
税
負
担
の
軽

減
」
（
三
一
一
一
・
四
％
）
「
児
童
手
当
な
ど

現
金
給
付
」
（
二
七
・
九
％
）
を
訴
え
た
。

厚
生
省
は
二
○
五
○
年
に
日
本
の
人

口
は
約
一
億
人
と
現
在
の
七
割
程
度
に

減
り
、
十
五
歳
未
満
の
子
供
は
約
一
三

％
で
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
三

二
％
に
達
す
る
と
試
算
し
て
お
り
、
今

回
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
「
若
い
ほ
ど

結
婚
観
な
ど
考
え
方
が
多
様
化
し
て
お

り
、
少
子
化
は
行
政
だ
け
で
解
決
で
き

る
問
題
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

い
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
四
）

男
女
五
千
人
を
対
象
に
実
施
し
、
三
千

五
百
三
十
人
が
回
答
し
た
。
回
答
率
は

わ
・
６
％
だ
っ
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
「
結
婚
し
た

ら
子
ど
も
を
も
つ
べ
き
だ
」
と
い
う
考

え
方
に
対
し
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う
」
を
含
め
て
一
そ
う
思
う
」

が
別
・
５
％
を
占
め
、
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
を
含
め
た
「
そ

う
思
わ
な
い
」
は
皿
・
４
％
だ
っ
た
。

年
齢
別
、
男
女
別
で
見
る
と
、
六
十

歳
代
以
上
で
は
、
「
そ
う
思
わ
な
い
」

は
男
性
で
３
．
３
％
、
女
性
で
４
．
６
％

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
年
齢
が

下
が
る
に
つ
れ
、
一
そ
う
思
わ
な
い
」

の
割
合
が
増
え
、
十
八
’
二
十
九
歳
の

「
結
婚
し
た
ら
子
ど
も
を
も
つ
べ
き
だ
」

に
対
す
る
否
定
的
回
答

ぱ
年鑑
７８～２

30～3９

４０～49

圭欝圏

男
性
で
は
「
そ
う
思
わ
な
い
」
が
⑬
．

０
％
、
女
性
は
六
十
歳
代
以
上
の
五
倍

近
い
加
・
２
％
。
女
性
は
三
十
歳
代
で

も
ｎ
．
８
％
だ
っ
た
。

一
方
、
子
育
て
の
楽
し
さ
と
つ
ら
さ

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
楽
し
い
と
感
じ

る
と
き
の
方
が
多
い
一
が
別
・
９
％
、

「
楽
し
い
と
感
じ
る
と
き
と
つ
ら
い
と

感
じ
る
と
き
が
同
じ
ぐ
ら
い
」
が
羽
．

１
％
、
「
つ
ら
い
と
感
じ
る
と
き
の
方

が
多
い
」
が
４
．
４
％
だ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
｜
同
じ
ぐ
ら
い
」
「
つ
ら

い
と
き
が
多
い
」
と
回
答
し
た
人
に
、

ど
う
つ
ら
い
か
複
数
回
答
で
聞
く
と
、

女
性
は
「
自
分
の
自
由
な
時
間
が
な
く

な
る
」
（
但
・
７
％
）
が
最
も
多
か
っ

た
ｃ
男
性
は
「
将
来
の
教
育
に
お
金
が

か
か
る
」
（
蛆
・
６
％
）
が
最
も
多
く
、

女
性
が
ト
ッ
プ
に
挙
げ
た
「
自
由
時
間

が
な
く
な
る
一
は
、
女
性
よ
り
四
・
８

ポ
イ
ン
ト
も
低
い
四
・
９
％
に
と
ど

ま
っ
た
。
「
自
分
が
思
っ
た
よ
う
に
働

け
な
い
」
を
挙
げ
た
人
も
、
女
性
は
別

・
８
％
だ
っ
た
の
に
対
し
て
男
性
は
皿
．

９
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

子
育
て
に
関
す
る
男
性
の
役
割
に
つ

い
て
は
、
男
女
と
も
六
十
歳
以
上
は

「
子
育
て
よ
り
仕
事
を
優
先
す
べ
き

だ
」
が
最
も
多
く
、
十
八
’
二
十
九
歳
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は
、
「
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
る

よ
う
に
努
め
る
べ
き
だ
―
が
男
性
（
蛆

・
１
％
）
、
女
性
（
羽
・
７
％
）
と
も
最

も
多
か
っ
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
四
）

政
府
が
八
日
午
前
の
閣
議
で
決
定
し

た
九
九
年
度
補
正
予
算
案
に
、
自
民
、

自
由
、
公
明
の
三
党
が
合
意
し
た
「
少

子
化
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
」
と
し
て

約
二
千
億
円
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
全
市

町
村
に
最
低
一
千
万
円
を
保
障
し
、
親

が
希
望
し
て
も
子
供
を
保
育
所
に
入
れ

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
の
解
消
に
重
点
を
置

い
た
の
が
特
徴
だ
。

交
付
金
は
、
市
町
村
の
申
請
に
基
づ

き
、
駅
周
辺
の
ビ
ル
な
ど
を
活
用
す
る

駅
前
保
育
所
の
設
置
、
事
業
所
内
の
保

育
施
設
の
整
備
、
主
婦
な
ど
が
乳
幼
児

囮
少子化対策に
曝覇雪霊塞團

2000億円

｢保育所」待機
解消に重点

を
預
か
る
「
保
育
マ
マ
」
制
度
の
拡
充

な
ど
、
市
町
村
や
民
間
が
行
う
少
子
化

対
策
事
業
を
対
象
に
交
付
さ
れ
る
。

市
町
村
へ
の
配
分
金
額
は
、
保
育
所

へ
の
入
所
を
待
機
さ
せ
ら
れ
て
い
る
児

童
数
、
小
学
校
入
学
前
の
児
童
数
に
応

じ
て
限
度
額
を
設
け
る
。
市
町
村
は
九

九
年
度
中
に
消
化
し
切
れ
な
い
場
合
、

基
金
を
設
置
し
て
二
○
○
一
年
度
末
ま

で
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
る
。
限
度
額

の
最
高
は
横
浜
市
の
約
六
十
億
円
。

都
道
府
県
に
対
し
て
も
、
人
口
五
百

万
人
以
上
の
都
道
府
県
は
七
千
万
円
、

五
百
万
人
未
満
の
府
県
は
五
千
万
円
を

限
度
額
に
、
広
報
活
動
を
対
象
に
交
付

す
る
。
厚
生
省
に
よ
る
と
、
保
育
所
へ

の
入
所
を
待
機
さ
せ
ら
れ
て
い
る
児
童

は
、
認
可
保
育
所
に
限
っ
て
も
全
国
で

約
四
万
人
に
達
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
八
）

近
く
国
会
で
審
議
が
始
ま
る
五
千
億

円
超
の
補
正
予
算
案
の
う
ち
約
二
千
億

囮

少
子
化
対
策
費
実
効
性
に
疑
問

Ｆ
Ｉ
Ｉ
民
間
活
力
で
効
率
運
用
を

Ｖ■－柏リベグ、〆Ｖ､’､二萬二、ｸﾞも宍角ヘグ、／､二、〆、

円
は
少
子
化
対
策
費
が
占
め
る
。
｜
緊

急
雇
用
・
産
業
競
争
力
強
化
対
策
」
と

い
う
目
的
と
あ
ま
り
結
び
つ
か
な
い
施

策
だ
が
、
福
祉
重
視
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
公
明
党
の
強
い
後
押
し
が
あ
り
政
治

的
判
断
で
盛
り
込
ま
れ
た
。
だ
が
、
厚

生
省
の
保
育
関
係
予
算
の
約
半
分
の
巨

費
を
投
じ
る
対
策
の
割
に
は
実
効
性
に

疑
問
が
多
い
。

子
育
て
に
欠
か
せ
な
い
施
策
と
し
て

女
性
が
第
一
に
求
め
る
の
は
「
仕
事
と

家
庭
を
両
立
さ
せ
る
環
境
の
整
備
」
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
保
育
所
の
増
設

だ
。
い
ま
全
国
で
認
可
保
育
所
に
入
れ

な
い
待
機
児
が
六
万
人
も
い
る
。

こ
れ
に
こ
た
え
よ
う
と
い
う
の
が
今

回
の
対
策
費
。
送
迎
に
便
利
な
駅
前
保

育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
駅
近
く
の
保
育
所

の
設
置
を
は
じ
め
保
育
所
や
幼
稚
園
で

の
設
備
整
備
、
公
共
施
設
で
の
育
児

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
対
象
に
な
る
。
保
育

責
任
を
負
う
地
方
自
治
体
が
事
業
を
判

断
し
て
使
う
。
だ
が
、
保
育
所
の
人
件

費
を
含
め
た
運
営
費
に
は
使
え
な
い
。

保
育
士
が
増
え
な
い
こ
と
に
は
保
育
の

拡
充
に
つ
な
が
ら
ず
、
待
機
児
は
減
ら

な
い
。

保
育
所
の
運
営
費
は
利
用
者
と
地
方

自
治
体
が
負
担
す
る
が
、
財
政
危
機
に

お
び
え
る
自
治
体
は
出
費
を
渋
り
が

ち
。
た
と
え
施
設
建
設
を
し
て
も
、
来

年
度
以
降
の
運
営
費
は
今
回
全
く
考
慮

さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
保
育
所
不
足
は
ほ
ん
の
一
握
ｈ

の
都
市
部
な
の
に
、
今
回
は
交
付
金
Ｌ

し
て
全
市
町
村
に
く
ま
な
く
配
分
さ
れ

る
。
待
機
児
が
一
人
も
い
な
い
自
治
体

に
ま
で
な
ぜ
金
が
ま
わ
る
の
か
。
さ
っ

ぱ
り
分
か
ら
な
い
。

待
機
児
を
抱
え
る
市
町
村
は
全
国
の

二
○
％
。
そ
の
待
機
児
の
六
五
％
は
塞

歳
か
ら
二
歳
の
低
年
齢
児
。
母
親
が
産

休
や
育
休
明
け
で
仕
事
に
復
帰
す
る
の

で
保
育
所
へ
の
需
要
が
多
い
か
ら
だ
。

就
労
女
性
の
広
が
り
と
と
も
に
今
後
上

十
人
以
上
の
低
年
齢
待
機
児
が
い
る
の

は
百
十
六
市
町
村
。
全
国
の
三
・
五
“

に
す
ぎ
な
い
。
横
浜
、
大
阪
、
堺
、
川

崎
、
名
古
屋
の
各
市
や
東
京
の
区
部
左

ど
だ
。
こ
う
し
た
地
区
で
こ
そ
交
付
全

が
使
わ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
対
象
保
育
所
は
、
公
立
と
好

増
え
て
く
る
。
緊
急
度
が
最
も
高
い
五
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会
福
祉
法
人
の
認
可
施
設
だ
け
。
株
式

会
社
が
経
営
す
る
認
可
外
保
育
所
は
対

象
と
な
ら
な
い
。
来
春
か
ら
は
、
株
式

会
社
に
認
可
保
育
所
へ
の
参
入
が
認
め

ら
れ
る
の
に
、
タ
ッ
チ
の
差
で
間
に
合

わ
な
い
。

そ
も
そ
も
運
営
費
を
あ
ま
り
に
も
手

厚
く
公
立
保
育
所
に
注
ぎ
込
ん
で
き
た

結
果
が
、
待
機
児
を
生
み
出
し
た
一
因

で
も
あ
る
・
限
ら
れ
た
予
算
の
効
率
運

用
を
図
る
に
は
、
民
間
活
力
の
導
入
が

急
が
れ
る
。

保
育
経
験
者
や
看
護
婦
資
格
者
な
ど

を
集
め
た
保
育
所
の
起
業
な
ど
を
奨
励

す
れ
ば
、
新
規
雇
用
も
期
待
で
き
る
は

ず
。
横
浜
市
で
は
、
同
市
独
自
の
基
準

に
達
し
て
い
れ
ば
、
こ
う
し
た
株
式
会

社
を
含
め
て
多
額
の
助
成
を
始
め
て
い

る
。こ
の
一
横
浜
方
式
」
と
呼
ぶ
認
可
外

保
育
所
の
活
用
策
は
、
規
制
緩
和
の
先

取
り
だ
。
待
機
児
数
が
全
国
一
の
悩
め

る
自
治
体
な
ら
で
は
の
打
開
策
だ
が
、

立
派
な
お
手
本
で
あ
る
ｃ
公
立
か
ら
民

営
に
、
次
は
企
業
へ
の
門
戸
開
放
と
い

う
運
営
主
体
の
切
り
替
え
が
、
政
策
と

し
て
迫
ら
れ
て
い
る
。

日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
（
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）
関
連
法
と
引
き
換
え

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
今
後

五
年
間
（
九
九
二
○
○
三
年
度
）
の

指
針
と
な
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
中
期
政
策
案
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
を
援
助
の

重
点
地
域
と
明
記
し
、
八
○
年
代
か
ら

低
下
傾
向
の
続
く
同
地
域
向
け
援
助
の

割
合
を
高
め
る
の
が
柱
。
援
助
対
象
も

イ
ン
フ
ラ
整
備
優
先
を
改
め
、
新
宮
沢

構
想
と
連
動
し
、
金
融
部
門
の
強
化
な

ど
構
造
改
革
支
援
を
重
視
す
る
内
容
。

で
、
公
明
党
案
が
日
の
目
を
見
た
と
い

わ
れ
る
こ
の
少
子
化
対
策
。
い
わ
く
つ

き
だ
が
、
効
果
第
一
で
扱
う
べ
き
だ
ろ

;￣

鱸’
囚趨

Ｏ
Ｄ
Ａ
・
東
ア
ジ
ア
再
生
に
重
点

「
金
融
や
法
制
」
構
造
改
革
促
す

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
地
域
別
配
分
の
推

移
（
支
出
ベ
ー
ス
）
は
、
八
○
年
に
全

体
の
四
八
二
％
を
占
め
て
い
た
東
ア

ジ
ア
向
け
が
九
七
年
に
は
二
九
・
四
％

一
連
の
金
融
危
機
を
踏
ま
え
、
ア
ジ
ア

再
生
を
最
優
先
に
掲
げ
て
い
る
。
民
間

や
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
な
ど
と
連

携
す
る
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
提
唱
、

援
助
の
効
率
性
向
上
も
目
指
し
て
い
る
。

》
つ
Ｃ

編
集
委
員
浅
川
川
澄
一

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
九
）

〒
に
は
二
九
・
四
％

に
落
ち
込
ん
だ
。

中
期
政
策
は
ア
ジ

ア
金
融
危
機
を
踏

ま
え
、
「
東
ア
ジ

ア
の
経
済
再
生
は

極
め
て
重
要
」
と

強
調
、
同
地
域
へ

の
援
助
を
再
度
て

こ
入
れ
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
た
。

ア
ジ
ア
各
国
へ
の
資
金
支
援
と
し
て

政
府
は
三
百
億
祓
超
の
新
宮
沢
構
想
の

下
で
日
本
輸
出
入
銀
行
融
資
や
各
国
債

券
へ
の
保
証
を
実
施
し
て
い
る
。
中
期

政
策
は
こ
の
構
想
と
の
提
携
を
重
視

し
、
ア
ジ
ア
各
国
の
中
期
的
な
成
長
回

復
に
役
立
つ
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。

具
体
的
な
課
題
で
は
、
ア
ジ
ア
各
国

の
金
融
シ
ス
テ
ム
強
化
、
商
法
な
ど
各

種
経
済
制
度
、
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
（
安
全
網
）
の
基
盤
作
り
を
挙

げ
た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ソ
フ
ト
面
の
重
要
性
に
着
目
し
た

内
容
で
、
援
助
を
受
け
た
国
が
資
金
を

▼
東
ア
ジ
ア
各
国
を
重
点
地
域
と

し
、
中
長
期
的
な
経
済
成
長
に

つ
な
が
る
構
造
改
革
を
支
援

▼
技
術
移
転
や
す
そ
野
産
業
の
育

成
、
金
融
シ
ス
テ
ム
強
化
、
法

制
度
な
ど
の
改
革
を
支
援

▼
国
際
機
関
、
民
間
部
門
、
援
助

団
体
と
役
割
分
担
す
る
「
包
括

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
取
り
組
む

▼
援
助
の
適
正
な
実
施
を
確
保
。

事
前
調
査
、
実
施
監
視
、
事
後

評
価
の
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

〈
Ｏ
Ｄ
Ａ
中
期
政
竺
畢
栞
の
要
点
〉
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経
済
・
社
会
開
発
に
充
て
る
よ
う
義
務

付
け
た
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

ロ
ー
ン
（
円
借
款
）
な
ど
の
拡
充
を
想

定
し
て
い
る
。

｜
方
、
民
間
部
門
な
ど
と
の
協
力
を

柱
と
す
る
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
唱
え

た
の
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
を
め
ぐ
る
厳
し

い
財
政
事
情
に
加
え
、
民
間
資
金
が
途

上
国
に
流
入
し
な
い
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
効
果

を
相
殺
し
て
し
ま
う
と
の
判
断
が
あ
る

た
め
だ
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
「
量
」
の
拡
大
か

ら
効
率
性
と
い
う
「
質
」
重
視
へ
の
流

れ
を
鮮
明
に
し
た
。
途
上
国
間
の
い
わ

ゆ
る
「
南
南
協
力
」
の
支
援
に
よ
る
援

助
の
節
減
効
果
も
期
待
し
て
い
る
。

最
近
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
施
段
階
で
援
助

受
け
入
れ
国
の
汚
職
事
件
が
相
次
い
で

い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
事
前
調
査
、
実
施
段
階
で
の
監

視
、
事
後
の
評
価
を
そ
れ
ぞ
れ
徹
底

し
、
援
助
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
見
直
し
を

約
束
し
た
。

中
期
政
策
は
関
係
省
庁
の
協
議
を
経

て
七
月
末
に
も
公
表
す
る
。
九
二
年
の

Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
を
踏
ま
え
た
政
府
の
援
助

方
針
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
中
期
方
針

は
第
五
次
目
標
（
九
三
－
九
七
年
、
七

百
億
－
七
百
五
十
億
が
）
の
よ
う
に
援

助
額
の
目
標
を
設
定
し
て
い
た
が
、
財

政
構
造
改
革
を
契
機
に
取
り
や
め
た
。

「
来
年
四
月
に
本
当
に
実
施
で
き
る

の
か
。
永
田
町
の
論
理
に
巻
き
込
ま
れ

て
は
困
る
一

「
選
挙
を
念
頭
に
保
険
料
を
取
る
の

を
や
め
る
と
か
、
家
族
に
現
金
給
付
を

認
め
る
と
い
う
話
が
今
に
な
っ
て
出
て

く
る
の
は
お
か
し
い
」
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選
挙
控
え
見
直
し
論
噴
出

困
鬮
臘
魎
問
題
山
積
、
実
施
は
目
前

介護は保険料、施設介護

とし、早急に見直しに向
ぬる
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’ 六
月
十
七
日
、
首
相
官
邸
の
向
か
い

に
あ
る
総
理
府
で
開
か
れ
た
社
会
保
障

制
度
審
議
会
の
総
会
で
は
、
委
員
か
ら

与
党
内
で
渦
巻
き
始
め
て
い
た
介
護
保

険
四
月
実
施
の
延
期
・
大
幅
見
直
し
論

へ
の
不
満
が
相
次
い
だ
。

そ
れ
か
ら
一
カ
月
。
予
定
通
り
実
施

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
九
・
七
・
十
一
）

す
る
よ
う

求
め
る
厚

生
省
や
日

本
医
師

会
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど

の
声
に
押

さ
れ
る
形

で延期論》鍍珂、刺‐側到刎皿Ｍ－｝〈
は
影
を
潜
杣
蝋
蕊
序
…
；
…
…
…
ｉ
科

め
た
。
し

か
し
、
新
た
な
問
題
が
浮
上
し
て
い

る
。
四
月
実
施
の
見
返
り
に
何
ら
か
の

財
政
上
の
措
置
を
追
加
し
ろ
、
と
い
う

の
だ
。

介
護
保
険
は
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う

に
な
っ
て
「
介
護
や
家
事
へ
の
支
援
が

必
要
」
と
認
定
さ
れ
た
お
年
寄
り
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
た
り
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
職
員
が
多

数
い
る
病
院
（
療
養
型
病
床
群
）
へ
入

所
し
た
り
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
制
度

だ
（
図
参
照
）
。
ス
タ
ー
ト
時
点
で
必

要
な
年
間
四
兆
円
余
り
の
費
用
は
、
五

○
％
を
公
費
（
国
が
二
五
％
、
都
道
府

県
と
市
町
村
が
一
二
・
五
％
ず
つ
）
で

ま
か
な
い
、
残
り
は
四
十
歳
以
上
の
人

●
核
家
族
化
も
背
景

議灘適繍灘鍵鵜繍
;(万人）（厚生省推計）
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にゅ-すふぉ－らむ

－介護保険のサービスを受けるまでの流れ－
か
ら
集
め
る
保
険
料
を
充
て
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
仕
組
み
を
定
め
た
介
護
保
険
法

は
、
’
九
九
七
年
十
二
月
に
当
時
与
党

だ
っ
た
自
民
、
社
民
、
さ
き
が
け
三
党

の
賛
成
で
成
立
し
た
鰯

介
護
を
必
要
と
す
る
人
は
二
○
○
○

年
で
二
百
八
十
万
人
。
そ
の
後
、
毎
年

念歴 ★
調
査
員支凹

膿漏
専矼
珂鬮

鑿EXa腿肚．

ＴＴ上

約
十
万
人
の
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
、
高

齢
化
が
、
ピ
ー
ク
に
達
す
る
二
○
二
五

年
に
は
五
百
二
十
万
人
に
上
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
（
グ
ラ
フ
参
照
）
。
核
家

族
化
が
進
む
た
め
介
護
を
す
る
家
族
も

六
十
五
歳
以
上
、
と
い
う
例
が
増
え
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
介
護
保
険
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
家
族
が
担
っ
て
き
た
介

護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
に
変

え
る
こ
と
が
必
要
、
な
ど
と
説
明
・
自

宅
で
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
長
期
間
病
院
に
入
院
し
て
い
る
お
年

寄
り
を
介
護
保
険
の
対
象
に
移
す
こ
と

で
、
膨
れ
上
が
る
一
方
の
老
人
医
療
費

を
抑
え
る
狙
い
も
あ
っ
た
。

●
サ
ー
ビ
ス
不
足
も

新
制
度
は
来
年
四
月
一
日
か

ら
実
施
さ
れ
る
が
、
介
護
が
必

要
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
一
要

介
護
認
定
」
の
手
続
き
は
、
半

年
前
の
今
年
十
月
か
ら
始
ま

る
。
実
質
的
に
は
二
カ
月
後
に

ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け
だ
。

だ
が
、
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い

な
い
問
題
も
多
い
。

｜
つ
は
保
険
料
が
一
律
で
な

く
、
か
な
り
格
差
が
つ
く
こ
と

だ
。四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で

の
一
現
役
世
代
」
の
保
険
料

は
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
ご
と
に
金
額
が
決
ま

り
、
従
来
の
医
療
保
険
料
に
介

護
保
険
分
が
上
乗
せ
さ
れ
て
徴

収
さ
れ
る
。

一
方
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り

の
保
険
料
は
、
保
険
を
運
営
す
る
市
町

村
に
よ
っ
て
異
な
る
（
注
）
。
市
町
村

が
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
け
る
費
用
の
総

額
に
応
じ
て
保
険
料
を
決
め
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
た
め
で
、
費
用
の
高
い

病
院
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
お
年
寄
り
が
多
い
市
町

村
は
保
険
料
も
高
く
な
る
。

ま
た
、
保
険
料
は
原
則
と
し
て
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の
で
、
お
年
寄
り

に
と
っ
て
は
、
そ
れ
だ
け
現
金
収
入
が

減
る
こ
と
に
な
る
。
病
気
に
な
れ
ば
だ

れ
で
も
診
察
を
受
け
ら
れ
る
医
療
保
険

と
違
い
、
介
護
保
険
は
介
護
の
必
要
性

が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を
一
受

け
ら
れ
な
い
。
自
治
体
の
担
当
者
か
ら

は
「
近
隣
の
市
町
村
よ
り
保
険
料
が
高

い
場
合
、
住
民
や
議
会
へ
の
説
明
が
難

し
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
態
勢
が
ま
だ
十
分
に

整
っ
て
い
な
い
こ
と
。
各
地
の
自
治
体

は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
講
座
を
開

く
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
厚

生
省
は
二
○
○
○
年
度
に
は
介
護
が
必

要
な
人
に
対
し
て
四
○
％
く
ら
い
の

サ
ー
ビ
ス
量
し
か
提
供
で
き
な
い
こ
と

を
認
め
て
い
る
。
介
護
が
必
要
な
人
が
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い
る
の
に
施
設
は
い
っ
ぱ
い
で
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
も
足
り
な
い
と
い
う
「
売

り
切
れ
」
が
起
き
な
い
か
、
と
の
心
配

も
根
強
い
。

●
刀
じ
っ
と
国
費
を
」

全
国
市
長
会
と
全
国
町
村
会
は
六

月
、
政
府
に
対
し
て
円
滑
な
実
施
に
向

け
て
「
適
切
な
措
置
」
を
取
る
よ
う
求

め
る
決
議
を
そ
れ
ぞ
れ
採
択
し
た
。
保

険
料
を
低
く
抑
え
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
施
設
や
人
員
な
ど
を
整
備
す
る
た

め
に
、
国
が
も
っ
と
費
用
を
出
す
べ
き

だ
と
い
う
の
だ
。

こ
れ
を
受
け
て
、
自
民
党
で
は
保
険

料
の
引
き
下
げ
が
検
討
さ
れ
始
め
、
全

市
町
村
に
一
律
に
国
費
を
投
入
す
る
案

な
ど
が
出
て
い
る
。
党
内
か
ら
は
「
お

年
寄
り
が
負
担
す
る
保
険
料
は
総
額
六

千
億
円
余
り
。
こ
の
金
額
に
見
合
う
対

策
は
必
要
」
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

丹
羽
雄
哉
党
医
療
基
本
問
題
調
査
会

長
は
六
日
の
党
の
会
合
で
一
介
護
保
険

は
来
年
四
月
に
確
実
に
実
施
す
る
。
八

月
末
の
シ
ー
リ
ン
グ
（
来
年
度
政
府
予

算
概
算
要
求
）
の
中
で
配
慮
さ
れ
る
よ

う
が
ん
ば
り
た
い
」
と
述
べ
た
。
自
民

党
議
員
の
念
頭
に
、
来
年
秋
ま
で
に
衆

院
の
解
散
・
総
選
挙
が
控
え
て
い
る
と

い
う
政
治
状
況
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

〈
注
〉
厚
生
省
は
、
都
道
府
県
を
通
じ

て
各
自
治
体
の
保
険
料
の
試
算
結
果
を

集
計
中
だ
。
大
阪
府
の
場
合
、
最
も
高

い
自
治
体
で
約
三
千
六
百
円
、
最
低
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
先
月

別
曰
か
ら
３
日
間
開
か
れ
た
国
連
人
口

開
発
特
別
総
会
は
、
１
９
９
４
年
の
国

際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
で
採

択
さ
れ
た
行
動
計
画
を
各
国
に
完
全
実

施
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
行
動
提
案
を

打
ち
出
し
た
。
こ
の
提
案
は
、
妊
産
婦

死
亡
率
の
低
下
、
エ
イ
ズ
な
ど
性
感
染

症
の
予
防
対
策
、
教
育
や
識
字
率
で
の

男
女
格
差
の
解
消
な
ど
に
つ
い
て
、
各

国
が
達
成
す
べ
き
数
値
目
標
と
目
標
年

次
を
定
め
た
も
の
で
、
今
後
の
人
口
政

策
の
指
針
と
な
る
。
特
別
総
会
を
取
材

し
て
、
行
動
提
案
の
採
択
に
至
る
ま
で

の
各
国
の
思
惑
の
違
い
に
、
合
意
形
成

の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
が
、
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

で
打
ち
出
さ
れ
た
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

囮

女
性
の
人
権
尊
重

と
青
年
へ
の
性
教
育

約
二
千
六
百
円
。
平
均
は
三
千
三
十
六

円
で
、
宮
下
創
平
厚
相
が
今
年
五
月
、

国
会
答
弁
で
示
し
た
「
三
千
円
弱
」
の

見
通
し
よ
り
や
や
高
い
水
準
だ
っ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
十
五
）

ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
」
（
性
と
生
殖
に

関
す
る
健
康
と
権
利
）
が
よ
り
強
固
な

も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
評
価
し
た
い
。

【
生
長
恵
理
】

特
別
総
会
は
、
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
以
降
５
年

間
の
行
動
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
検

証
し
、
遅
れ
て
い
る
分
野
の
達
成
を
各

国
に
促
す
狙
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

行
動
計
画
に
は
２
０
１
５
年
を
最
終
期

限
に
、
両
性
の
平
等
、
家
族
計
画
の
普

及
、
性
感
染
症
の
予
防
、
教
育
水
準
の

向
上
な
ど
の
た
め
に
各
国
政
府
が
行
う

べ
き
事
柄
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
採
択
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行

国
際
人
ロ
開
発
特
別
総
会 IＣＰＤ

動
計
画
の
さ
ら
な
る
履
行
に
向
け
た
行

動
提
案
」
で
は
、
５
年
間
の
成
果
と
し

て
、
多
く
の
政
府
が
人
口
政
策
を
開
発

政
策
に
統
合
▽
死
亡
率
が
低
下
▽
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
の
概

念
が
定
着
▽
家
族
計
画
の
利
用
率
が
向

上
ｌ
な
ど
を
挙
げ
た
．
半
面
、
エ

イ
ズ
な
ど
の
性
感
染
症
の
予
想
を
超
え

た
広
が
り
▽
旧
社
会
主
義
国
な
ど
に
見

ら
れ
る
寿
命
の
短
縮
▽
ア
ジ
ア
な
ど
の

経
済
危
機
▽
環
境
破
壊
ｌ
な
ど
が

行
動
計
画
の
実
施
を
妨
げ
て
い
る
要
因

と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
行
動
提
案
は
遅
れ
て
い

る
分
野
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
数
値
目

標
と
目
標
年
次
を
明
示
し
た
。

こ
の
行
動
提
案
の
草
案
を
協
議
す
る

準
備
会
合
は
３
月
か
ら
断
続
的
に
開
か

れ
た
が
、
青
年
が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
や
性
教
育
を
受
け

る
権
利
と
親
の
監
督
権
、
中
絶
を
受
け

た
女
性
に
対
す
る
懲
罰
措
置
を
含
む
法

律
の
再
検
討
な
ど
の
扱
い
を
め
ぐ
り
、

欧
米
諸
国
と
、
保
守
的
な
バ
チ
カ
ン
や

一
部
の
カ
ト
リ
ッ
ク
、
イ
ス
ラ
ム
教
国

と
の
間
で
意
見
が
大
き
く
割
れ
た
。

特
別
総
会
が
開
幕
し
て
も
、
バ
チ
カ

ン
な
ど
の
強
硬
な
姿
勢
で
草
案
の
取
り

ま
と
め
が
遅
れ
、
関
係
者
を
ハ
ラ
ハ
ラ
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向
こ
う
五
年
間
の
政
府
の
途
上
国
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
指
針
と
な
る
中
期
政

策
の
案
が
十
四
日
、
明
ら
か
に
な
っ

た
。
日
本
経
済
と
関
係
の
深
い
東
ア
ジ

ア
各
国
の
経
済
再
生
に
向
け
た
経
済
構

造
改
革
を
重
視
す
る
こ
と
や
、
「
国
益

に
関
係
す
る
政
策
」
と
の
連
携
を
う
た

う
な
ど
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
戦
略
的
に
進
め
て

い
く
姿
勢
を
示
し
た
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
イ
ン
フ
ラ
（
社
会
的
基
盤
）
優
先

を
改
め
て
、
教
育
や
医
療
に
も
重
点
を

置
く
こ
と
や
、
援
助
を
通
じ
て
途
上
国

に
行
政
の
腐
敗
防
止
な
ど
の
「
良
い
統

▲
■
〃
●
、
イ
Ｊ
Ｕ
Ｂ
ｑ
Ｐ
ざ
Ｊ
ｑ
Ｂ
ｆ
Ｂ
げ
、
〃
ｑ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｅ
Ｂ
グ
も
０
Ｆ
、
グ
■
■
Ｆ
１
㎡
●
Ｌ
Ｐ
、
グ
、
グ
、
グ
ー
ｑ
■
〃
。
●
Ｐ
、
△
Ｐ
Ｇ
●
■
も
▲
ｆ
ｑ

さ
せ
た
。
結
局
、
前
者
は
双
方
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
た
表
現
に
落
ち
着
き
、
後

者
は
行
動
提
案
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ

た
。非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
「
ｌ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
の
た
め
の
女
性
連
合
」
の
ジ
タ
・
セ

ン
さ
ん
（
イ
ン
ド
）
は
、
「
参
加
者
の

函中辨》 峰
国益との連携も配慮

治
（
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
」
を
促
す

こ
と
な
ど
も
盛
り
込
み
、
国
際
世
論
に

も
配
慮
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

中
期
政
策
は
援
助
額
の
目
標
を
設
定

し
て
い
た
従
来
の
中
期
方
針
に
代
わ
る

も
の
で
、
今
月
末
に
も
正
式
決
定
す

□
］

る
，政
策
案
は
ま
ず
、
一
九
七
年
の
ア
ジ

ア
危
機
を
契
機
に
開
発
途
上
国
の
経
済

構
造
の
弱
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」
と

指
摘
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の
経
済
構
造
改

革
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
訴
え

た
。
具
体
的
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

協
力
だ
け
で
な
く
、
技
術
の
移
転
、
中

小
企
業
振
興
や
す
そ
野
産
業
の
育
成
な

ど
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
る
と
し
た
。

ア
ジ
ア
支
援
の
た
め
に
三
百
億
㎡
を
用

意
し
た
「
新
宮
沢
構
想
」
と
連
動
す
る

姿
勢
も
示
し
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
十
五
）

大
部
分
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
合
意
内
容
を
支

持
し
、
女
性
の
人
権
の
尊
重
、
青
年
へ

の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
市
民
社
会
と
政
府
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
を
強
化
す
る

こ
と
に
合
意
し
た
の
は
大
き
な
成
果

だ
」
と
話
し
て
い
た
。

Ｖ臼ヅーーベハゴベゴーヘジ百一門ザ、〆

自
民
、
自
由
両
党
が
十
六
日
に
閣
議

決
定
す
る
こ
と
で
正
式
合
意
し
た
年
金

制
度
改
革
法
案
に
は
、
少
子
高
齢
化
で

《
行
動
提
案
に
盛
り
込
ま
れ
た

数
値
目
標
と
目
標
年
次
》

●
初
等
、
中
等
教
育
を
受
け
る
男
女

の
格
差
を
２
０
０
５
年
ま
で
に
解
消

し
、
２
０
１
０
年
に
は
小
学
校
の
入
学

率
を
両
性
と
も
帥
％
以
上
に
す
る
。

●
非
識
字
率
（
文
字
を
読
み
書
き
で

き
な
い
人
の
割
合
）
を
低
下
さ
せ
、
と

く
に
女
性
や
女
児
の
非
識
字
率
を
２
０

０
５
年
ま
で
に
１
９
９
０
年
の
半
数
に

す
る
。●
各
国
政
府
は
２
０
０
５
年
ま
で
に

帥
％
の
保
健
・
家
族
計
画
施
設
で
、
２

０
１
０
年
ま
で
に
別
％
の
施
設
で
、
２

０
１
５
年
ま
で
に
す
べ
て
の
施
設
で
、

家
族
計
画
、
避
妊
、
性
感
染
症
の
予
防

策
を
提
供
す
る
。

●
家
族
計
画
を
望
む
個
人
に
対
し
、

自
白
が
法
案
合
意

図籔

見
え
ぬ
将
来
負
担

鱸
灘
消
曹
規
上
げ
焦
点

重
く
な
る
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
加

入
す
る
厚
生
年
金
（
報
酬
比
例
部
分
）

の
支
給
額
を
現
行
よ
り
五
％
削
減
す
る

な
ど
の
給
付
抑
制
策
が
盛
り
込
ま
れ
て

各
国
は
２
０
０
５
年
ま
で
に
そ
の
半

数
、
２
０
１
０
年
ま
で
に
宿
％
、
２
０

５
０
年
ま
で
に
全
員
に
提
供
す
る
。

●
妊
産
婦
死
亡
率
の
低
下
の
た
め

に
、
専
門
家
が
立
ち
会
う
出
産
の
割
合

を
世
界
全
体
で
２
０
０
５
年
ま
で
に
帥

％
、
２
０
１
０
年
ま
で
に
筋
％
、
２
０

１
５
年
ま
で
に
卯
％
に
増
や
す
。

●
各
国
政
府
は
国
連
エ
イ
ズ
計
画
の

支
援
を
得
て
、
応
歳
か
ら
型
歳
ま
で
の

青
年
の
う
ち
、
２
０
０
５
年
ま
で
に
帥

％
、
２
０
１
０
年
ま
で
に
妬
％
に
エ
イ

ズ
予
防
の
た
め
の
教
育
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。
ま
た
、
世
界
の
青
年
の
エ

イ
ズ
感
染
率
を
２
０
１
０
年
ま
で
に
躯

％
減
少
さ
せ
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
十
五
）
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い
る
。
た
だ
、
全
国
民
共
通
の
基
礎
年

金
に
占
め
る
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
問

題
に
つ
い
て
、
焦
点
だ
っ
た
時
期
と
財

源
を
明
確
に
で
き
ず
、
国
民
に
と
っ
て

は
将
来
の
負
担
水
準
が
見
え
な
い
状
態

が
続
く
こ
と
に
な
る
。

自
民
、
自
由
両
党
は
基
礎
年
金
に
占

め
る
国
庫
負
担
の
割
合
を
二
○
○
四
年

ま
で
に
現
在
の
三
分
の
一
か
ら
二
分
の

一
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
合
意
し
た

が
、
引
き
上
げ
に
必
要
な
財
源
を
ど
う

確
保
す
る
か
に
踏
み
込
め
な
か
っ
た
。

最
も
有
力
な
財
源
は
消
費
税
の
増
税
と

見
ら
れ
る
が
、
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。

全
国
民
共
通
の
基
礎
年
金
は
国
庫
負

担
と
保
険
料
で
賄
っ
て
い
る
。
国
庫
負

担
の
割
合
を
引
き
上
げ
れ
ば
、
少
子
・

高
齢
化
に
伴
う
保
険
料
の
引
き
上
げ
を

抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
省
が
保
険
料
を
五
年
間
凍
結
し

た
場
合
と
い
う
仮
定
で
保
険
料
見
通
し

を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
厚
生
年
金
の

ピ
ー
ク
時
の
保
険
料
は
、
国
庫
負
担
率

が
一
一
一
分
の
一
の
ま
ま
な
ら
二
○
二
五
年

度
に
月
収
の
二
七
・
六
％
（
労
使
折

半
、
現
在
は
一
七
・
三
五
％
）
、
国
庫

負
担
率
が
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ

れ
ば
二
五
二
％
に
な
る
。

た
だ
、
国
庫
負
担
の
割
合
を
二
分
の

一
に
す
れ
ば
、
二
○
○
四
年
度
で
二
兆

七
千
億
円
の
財
源
が
必
要
に
な
る
。
国

庫
負
担
率
の
引
き
上
げ
分
を
す
べ
て
消

費
税
で
賄
う
と
す
れ
ば
、
消
費
税
率
は

現
行
水
準
よ
り
一
％
程
度
引
き
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
ｃ

今
回
の
自
自
合
意
で
は
、
基
礎
年
金

の
財
源
を
現
状
通
り
保
険
料
主
体
に
す

る
か
、
自
由
党
が
主
張
す
る
よ
う
に
全

額
税
に
求
め
る
か
と
い
う
、
社
会
保
障

制
度
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
両
党
間
の
根

本
的
な
対
立
点
を
棚
上
げ
し
て
い
る
。

税
方
式
化
が
浮
上
し
た
背
景
に
は
、

深
刻
化
し
て
い
る
国
民
年
金
の
”
空
洞

化
問
題
“
が
あ
る
。
保
険
料
徴
収
に
は

強
制
力
が
な
い
た
め
、
国
民
年
金
の
対

象
者
の
約
三
分
の
一
が
保
険
料
を
支
払

わ
ず
、
制
度
全
体
へ
の
不
信
を
招
い
て

い
る
。
税
方
式
に
移
行
す
れ
ば
こ
う
し

た
問
題
を
解
決
で
き
る
。
そ
の
一
方

で
、
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
で
年
金
の

－
１
受
給
権
」
を
得
る
と
い
う
負
担
と
給

付
の
関
係
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
た
り
、

す
で
に
保
険
料
の
支
払
い
を
終
え
て
い

る
高
齢
者
が
追
加
負
担
を
強
い
ら
れ
る

と
の
問
題
も
あ
る
。

海
外
の
主
要
国
で
は
、
日
本
や
英
国

が
保
険
料
の
徴
収
を
前
提
と
し
た
社
会

甲
一
別
副

保
険
方
式
を
採
用
し
て
い
る
一
方
、
カ

ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
は
税
方

式
に
移
行
し
て
お
り
、
各
国
の
対
応
は

二
分
さ
れ
て
い
る
ご

年
金
支
給
の
原
資
は
税
金
に
し
て
も

保
険
料
に
し
て
も
最
後
は
国
民
が
何
ら

か
の
形
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

園
給
付
水
準

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
加
入
す
る
厚
生
年

金
の
う
ち
、
現
役
時
代
の
本
人
の
給
与

に
応
じ
て
支
給
額
が
決
ま
る
報
酬
比
例

▽
こ
う
変
わ
る
年
金
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
，
！
…
，
Ｉ
く
！
～
、
ｌ
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
ｌ

支
給
額
５
％
削
減
／
開
始
年
齢
閲
歳
へ

ｌ
１
ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ
ｌ
１
，
厚
生
年
金
報
酬
比
例
部

弓
４

７
０
Ｌ

い
。
将
来
的
に
基
礎
年
金
の
財
源
を
譜

と
保
険
料
で
ど
の
よ
う
に
分
担
す
る
〈

を
十
分
に
議
論
し
、
で
き
る
だ
け
早
／

明
確
な
結
論
を
国
民
に
示
さ
な
け
お

ば
、
年
金
制
度
に
対
す
る
不
安
を
解
港

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

部
分
（
二
階
部
分
）
に
つ
い
て
、
二

○
○
年
四
月
以
降
か
ら
給
付
水
準
を

行
よ
り
五
％
削
減
す
る
。
夫
婦
二
人

モ
デ
ル
世
帯
（
夫
は
厚
生
年
金
に
四

｢１

１」

r1

L｣

年
間
加
入
、
妻
は
専
業
主
婦
）

受
け
取
る
毎
月
の
年
金
額
は
、

九
年
度
価
格
で
約
二
十
三
万
八

千
円
減
る
計
算
。
二
○
二
五
年

に
は
四
十
一
万
八
千
円
と
な
り

減
少
幅
は
一
万
円
近
く
な
る
。

削
減
の
対
象
と
な
る
の
は
二

○
○
年
四
月
以
降
に
新
た
に
年

の
受
け
取
り
を
始
め
る
人
。

だ
、
同
じ
条
件
な
の
に
二
○
○

年
三
月
ま
で
に
受
け
取
り
始
め

人
に
比
べ
て
年
金
額
が
減
ら
な

円
と
制
度
改
革
前
に
比
べ
て
約
四

、ロ凸

●
。

(力ＩＥ

6８

?城うり斧マンｌｉｂ標蕊的な年議額の変化

(月風夫婦2人､夫40年ｊ0入､妻専業主婦の場合)428万円
程度

改正前.,………，
〃０

23.1万円

2402万円
程度

グ

ヮロ
グ

ワひ
Pケ
ヴタ

グげ

ＰＤＰゲナゲ
＿■Ｐ

蕊基礎年金2人分
94年度９９２００９２０２５
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圃
支
給
年
金

二
○
二
五
年
ま
で
に
厚
生
年
金
の
支

給
開
始
年
齢
を
六
十
五
歳
に
段
階
的
に

遅
ら
せ
る
。
現
在
は
六
十
歳
か
ら
満
額

も
ら
え
る
が
、
厚
生
年
金
の
う
ち
定
額

の
基
礎
年
金
部
分
は
二
○
○
一
年
度
か

ら
二
○
一
三
年
度
に
か
け
、
支
給
開
始

年
齢
を
六
十
五
歳
に
遅
ら
せ
る
こ
と
が

九
四
年
改
革
で
決
ま
っ
て
い
る
。

六
十
歳
代
前
半
の
人
は
満
額
年
金
を

受
け
取
る
年
齢
に
な
る
ま
で
は
報
酬
比

例
部
分
だ
け
を
一
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
、
今
回
の
改
革
で
は
残
る
報

酬
比
例
部
分
の
支
給
開
始
年
齢
も
徐
々

に
遅
ら
せ
る
。
男
性
は
二
○
一
三
年
度

か
ら
、
女
性
は
二
○
’
八
年
度
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
六
十
一
歳
の
支
給
と
し
、
以
後

よ
う
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

窒鑿ｉ

》
ａ
α
唾
砕
睡
翻
鱸

園
在
職
老
齢
年
金

現
行
の
厚
生
年
金
で
は
、
六
十
五
歳

以
上
の
会
社
員
は
保
険
料
を
負
担
せ

ず
、
満
額
の
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
。

二
○
○
二
年
四
月
か
ら
は
六
十
五
’
六

十
九
歳
で
会
社
員
を
続
け
て
い
る
人
か

三
年
ご
と
に
一
歳
ず
つ
支
給
開
始
を
遅

ら
せ
る
。
今
年
四
月
一
日
時
点
で
三
十

七
歳
以
下
の
男
性
、
三
十
二
歳
以
下
の

女
性
は
六
十
五
歳
ま
で
年
金
を
受
け
取

れ
な
く
な
る
。

希
望
す
れ
ば
六
十
歳
代
前
半
か
ら
繰

り
上
げ
て
受
給
で
き
る
制
度
も
残
す

が
、
年
金
額
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
本
来

の
支
給
額
の
七
割
程
度
に
減
額
さ
れ

る
ｃ開
Ｉ
朋
歳

収
入
多
け
れ
ば
減
額

ら
も
新
た
に
保
険
料
を
徴

収
し
、
｜
定
以
上
の
収
入

が
あ
れ
ば
年
金
額
を
減
ら

す
仕
組
み
を
導
入
す
る
。

具
体
的
に
は
、
給
与
と
報

酬
比
例
部
分
の
合
計
が
月

額
三
十
七
万
円
ま
で
な
ら

満
額
も
ら
え
る
が
、
そ
れ

を
超
え
た
場
合
は
超
過
額

の
半
分
ず
つ
報
酬
比
例
部
分
の
支
給
額

が
減
る
。
六
十
歳
ま
で
標
準
的
な
賃
金

を
得
て
い
た
人
の
場
合
、
報
酬
比
例
部

分
の
年
金
額
は
約
十
万
円
。
給
与
が
二

十
七
万
円
を
超
え
る
と
年
金
が
減
り
、

四
十
七
万
円
を
超
え
る
と
報
酬
比
例
部

分
は
ゼ
ロ
に
な
る
。
基
礎
年
金
は
収
入

に
関
係
な
く
満
額
受
給
で
き
る
。

今
の
制
度
で
は
六
十
’
六
十
四
歳
の

会
社
員
に
同
様
の
仕
組
み
が
適
用
さ
れ

て
い
る
。
六
十
五
歳
以
上
に
も
適
用
対

象
を
広
げ
る
の
は
、
会
社
役
員
な
ど
高

額
所
得
を
得
て
い
る
高
齢
者
層
へ
の
年

金
支
給
額
を
減
ら
し
、
若
年
世
代
の
負

担
を
和
ら
げ
る
狙
い
が
あ
る
ｃ

､夫は厚生年金に40年加入で60歳
金を得ていた場合

賞
与
含
め
た
年
収
ベ
ー
ス

圏
保
険
料

現
在
の
厚
生
年
金
は
保
険
料
と
し
て

月
収
か
ら
一
七
・
三
五
％
（
労
使
折

半
）
を
徴
収
す
る
一
方
、
ボ
ー
ナ
ス
か

ら
は
一
％
（
同
）
し
か
徴
収
し
て
い
な

い
。
年
収
に
占
め
る
ボ
ー
ナ
ス
の
比
率

が
大
き
い
大
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

保
険
料
負
担
は
軽
く
な
る
半
面
、
ボ
ー

園
ス
ラ
イ
ド
制

厚
生
年
金
と
国
民
年
金
の
双
方
に
つ

い
て
、
六
十
五
歳
以
上
の
年
金
を
現
役

世
代
の
手
取
り
賃
金
の
伸
び
に
応
じ
て

年
金
額
を
引
き
上
げ
る
「
賃
金
ス
ラ
イ

ド
制
」
を
凍
結
す
る
。
現
行
制
度
で
は

賃
金
増
と
物
価
上
昇
の
両
方
に
連
動
し

て
年
金
額
を
増
や
す
仕
組
み
を
と
っ
て

い
る
が
、
二
○
○
○
年
四
月
以
降
は
物

価
上
昇
分
の
み
を
加
算
す
る
。

た
だ
、
年
金
額
が
賃
金
ス
ラ
イ
ド
を

実
施
し
た
場
合
の
八
割
未
満
に
な
る

ケ
ー
ス
で
は
、
賃
金
ス
ラ
イ
ド
を
再
開

す
る
特
例
を
設
け
る
な
ど
、
賃
金
ス
ラ

イ
ド
凍
結
に
よ
る
減
少
幅
を
一
定
限
度

に
抑
え
る
方
針
だ
。

「
賃
金
」
凍
結
物
価
分
の
み

6９

購生年金の萱鐺翻鶴葎齢

iilli露i:織織綴：窪

65～69嵐の在職老齢年金制度(単位:万円）

年齢 基礎年金部分 鰯酬Ｍ１部分

58歳以上

56-57

54-55

52-53

50-51

46-49

44-45

42-43

40-41

38-39

37篇以下

頗…
ｉ

ｅｏ麓

三鵜
!浅(ZMF 童年鐙

蔓礎年金
潔分

袋⑳年金
{と月靱の
合§f醤'」

嚢の蔓穫
年金

世帯
収入

2７ 約1０ 6.7 約43,7 ６ ７ 約504

2９ ９ ６ ７ 44.7 ６ ７ 51.4

3１ ８ ６ ７ 45.7 ６ ７ 5204

3３ ７ ６ ７ 46,7 ６ ７ 5３４

4３ ２ ６ ７ 51,7 ６ ７ 58.4

4５ １ ６ ７ 52.7 ６ ７ 59.4

4７ 0 ６ ７ 53.7 ６ ７ 60.4



含汐

負
担
が
重
く
な
り
が
ち
だ
っ
た
・

増
や
す
考
え
は
な
い
と
し
て
お
り
、

担
分
を
免
除
す
る
制
度
も
二
○
○
○
年

と
保
険
料
と
し
て
徴
収
す
る
方
式
に
切

月
収
三
十
六
万
円
、
年
間
ボ
ー
ナ
ス

曰
三
十
万
円
程
度
の
標
準
的
な
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
保
険
料
は
現
行
の
六
千
五

曰
円
程
度
か
ら
九
万
円
程
度
に
膨
ら
む
。

一
一
・
五
八
％
に
引
き
下
げ
る
見
通
し
だ
。

小
－
ナ
ス
を
対
象
に
す
る
分
を
考
慮
し

」
保
険
料
率
を
一
七
・
三
五
％
か
ら
一

ロ
円
）
と
も
現
行
水
準
で
凍
結
す
る
。

］
が
申
請
す
れ
ば
保
険
料
を
半
額
免
除

鳥
制
度
を
設
け
る
。
ま
た
二
○
○
○

替
え
る
。
厚
生
省
は
保
険
料
収
入
を

こ
う
し
た
不
公
平
感
を
解
消
す
る
た

、
二
○
○
’
一
一
年
度
か
ら
ボ
ー
ナ
ス
を

め
た
年
収
（
総
報
酬
）
の
一
定
割
合

保
険
料
は
次
の
年
金
改
革
ま
で
厚
生

金
（
月
収
の
一
七
・
三
五
妬
、
労
使
折

）
、
国
民
年
金
（
月
額
一
万
三
千
三

ス
の
比
率
が
小
さ
い
中
小
企
業
で
は

度
か
ら
は
学
生
の
国
民
年
金
保
険
料

納
付
を
免
除
し
、
十
年
以
内
に
追
納

き
る
制
度
を
新
設
す
る
。

育
児
休
業
中
の
厚
生
年
金
の
企
業
負

国
民
年
金
の
未
納
・
未
加
入
対
策
と

て
、
二
○
○
二
年
度
か
ら
は
低
所
得

度
か
ら
始
め
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

「
出
産
ペ
ー
ス
世
界
最
低
、
加
年
後

は
”
老
人
国
」

つ
い
最
近
読
ん
だ
よ
う
な
新
聞
記
事

の
見
出
し
だ
が
、
実
は
一
九
六
九
年
八

月
の
本
紙
で
あ
る
。

記
事
は
、
厚
生
省
の
人
口
問
題
審
議

会
が
、
過
去
十
年
間
、
出
生
率
が
低
下

し
続
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
三
十

年
後
に
は
日
本
の
人
口
は
急
激
に
減
少

し
て
、
年
齢
構
成
が
極
め
て
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
な
”
老
人
国
〃
に
な
る
と
警
告
し

て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

そ
し
て
、
養
育
負
担
の
軽
減
や
住
宅

難
の
解
消
、
保
育
所
の
増
設
な
ど
、

「
子
供
を
産
め
る
条
件
整
備
」
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
、
と
結
ん
で
い
る
。

記
事
が
い
う
「
三
十
年
後
」
と
は
、

囮

人口予測、

30年後の現実

九
九
九
・
七
・
十
五
）

ま
さ
に
今
で
あ
る
。

ま
だ
人
口
減
少
は
起
き
て
い
な
い

が
、
す
で
に
”
老
人
国
“
に
足
を
踏
み

入
れ
た
。
あ
と
十
年
も
た
た
な
い
う
ち

に
人
口
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
以
後
、
減

少
に
転
じ
る
の
は
確
実
と
み
ら
れ
て
い

る
。三
十
年
前
に
問
題
と
さ
れ
た
合
計
特

殊
出
生
率
、
つ
ま
り
一
人
の
女
性
が
生

涯
に
産
む
子
供
の
数
は
二
・
○
九
だ
っ

た
ｃそ
れ
が
、
先
ご
ろ
発
表
さ
れ
た
九
八

年
人
口
動
態
統
計
で
は
一
・
三
八
に
ま

で
落
ち
込
ん
だ
ｃ

七
○
年
代
前
半
に
、
｜
時
的
な
「
第

二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
」
が
起
き
た
と
は

い
え
、
三
十
年
前
の
警
告
は
ほ
ぼ
的
中

し
た
の
で
あ
る
。

あ
の
時
指
摘
さ
れ
た
「
子
供
を
産
め

る
条
件
整
備
」
は
今
や
緊
急
課
題
と

な
っ
た
。

ま
さ
に
「
泥
縄
」
だ
。

少
子
・
高
齢
化
は
、
速
度
を
速
め
て

今
後
も
な
お
進
む
。
今
度
こ
そ
「
転
ば

ぬ
先
の
つ
え
」
を
期
待
し
た
い
。

と
こ
ろ
が
、
社
会
保
障
制
度
の
現
状

は
と
い
え
ば
、
医
療
保
険
改
革
は
関
係

者
の
利
害
が
対
立
し
て
出
口
が
見
え
な

い
。
年
金
改
革
も
法
案
提
出
の
め
ど
は

立
っ
た
も
の
の
、
肝
心
の
財
源
問
題
は

解
決
し
て
い
な
い
。
介
護
保
険
は
、
ス

タ
ー
ト
を
す
る
前
か
ら
見
直
し
論
が
出

る
始
末
だ
。

次
の
「
三
十
年
後
」
を
考
え
る
と
、

暗
た
ん
た
る
思
い
だ
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
十
六
）

【
ロ
ン
ド
ン
出
日
共
同
】
世
界
の
総

人
口
が
四
日
、
帥
億
人
に
達
す
る
見
込

み
だ
。
１
９
６
０
年
に
弧
億
人
を
超
え

て
か
ら
、
わ
ず
か
弱
年
で
２
倍
に
増
え

る
計
算
に
な
る
。

欧
米
の
研
究
機
関
な
ど
に
よ
る
と
、

咄
年
に
弱
億
人
台
に
乗
せ
た
世
界
の
人

口
は
、
今
年
は
約
７
７
０
０
万
人
増
え

て
帥
億
人
を
超
え
る
。

米
商
務
省
統
計
局
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
常
時
掲
示
し
て

い
る
「
世
界
の
人
口
」
は
、
日
本
時
間

の
⑬
曰
昼
ご
ろ
に
帥
億
の
大
台
に
乗
せ

皿

世界の人口

６０億人に

わずか39年で倍増

、



すふお－らむこゆ

【
ワ
シ
ン
ト
ン
旧
日
Ⅱ
時
事
】
米
商

務
省
統
計
局
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

表
示
し
て
い
る
世
界
人
口
カ
ウ
ン
タ
ー

が
、
十
八
日
夜
（
日
本
時
間
十
九
日
午

前
）
六
十
億
人
を
突
破
し
た
。

今
年
一
月
に
同
局
が
発
表
し
た
世
界

人
口
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
八
○
四
年
に

十
億
人
に
達
し
た
世
界
人
口
は
、
一
九

六
○
年
に
三
十
億
人
を
記
録
し
た
後
も

る
見
通
し
だ
と
い
う
。

既
婚
女
性
に
よ
る
出
産
調
整
の
普
及

な
ど
を
反
映
し
て
、
人
口
増
加
率
は
ｎ

年
以
降
低
下
が
続
い
て
い
る
。
同
局
の

見
通
し
で
は
、
そ
れ
で
も
２
０
１
５
年

ま
で
は
毎
年
１
％
以
上
増
え
続
け
、
２

０
１
３
年
に
は
ｎ
億
人
、
２
０
２
７
年

に
は
帥
億
人
を
超
え
る
。

旧
日
の
英
日
曜
紙
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に

よ
る
と
、
世
界
の
人
口
が
ｎ
億
人
を
超

え
た
の
は
１
８
０
４
年
。
こ
れ
が
３
倍

四

ｓ07月,8日
億人米が発表

Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｊ
■
１

加
速
度
的
に
増
加
し
続
け
て
い
る
。

二
○
二
五
年
に
は
約
八
十
億
人
、
一
一

○
五
○
年
に
は
約
九
十
三
億
人
に
達
す

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

｜
方
、
毎
年
世
界
人
口
白
書
を
発
表

し
て
い
る
国
連
人
口
基
金
も
同
様
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
人
口
カ
ウ
ン
タ
ー

を
掲
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
ち
ら
は
十
八
日
夜
の
時

点
で
五
十
九
億
八
千
百
万
人
台
を
表
示

し
て
お
り
、
六
十
億
人
突
破
は
十
月
十

二
日
と
予
想
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
十
九
）

に
な
る
の
に
は
１
５
０
年
以
上
か
か
っ

た
。し
か
し
そ
の
後
の
増
加
は
急
速
で
、

２
０
５
０
年
に
は
現
在
の
２
倍
の
１
２

０
億
人
に
な
る
と
の
予
測
も
あ
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
ピ
ー
タ
ー
・

ワ
ー
ド
氏
は
一
「
人
口
増
加
は
深
刻
な
環

境
破
壊
を
招
い
て
い
る
。
地
球
は
持
ち

こ
た
え
ら
れ
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
十
九
）

【
ワ
シ
ン
ト
ン
Ⅳ
日
Ⅱ
辻
篤
子
】
急
速

に
進
む
水
不
足
が
世
界
の
食
糧
生
産
を

大
き
く
低
下
さ
せ
、
途
上
国
で
の
飢
餓

や
水
争
い
に
よ
る
紛
争
が
頻
発
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
す
る
報
告
書
を
十
七

日
、
環
境
問
題
を
専
門
と
す
る
ワ
ー
ル

ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
（
本
部
・
ワ
シ
ン

ト
ン
）
が
発
表
し
た
。
世
界
の
食
糧
生

産
を
急
増
さ
せ
た
「
緑
の
革
命
」
に
続

き
、
水
利
用
の
効
率
を
大
幅
に
上
げ
る

「
青
の
革
命
」
が
急
務
と
し
て
い
る
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
世
界
の
水
需
要

の
約
三
分
の
二
が
か
ん
が
い
に
使
わ

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
食
糧
の
約
四
割

が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
過
剰

な
く
み
あ
げ
に
よ
る
地
下
水
位
の
低
下

と
都
市
の
水
需
要
の
急
増
で
、
農
業
に

使
え
る
水
は
年
々
減
っ
て
い
る
。

農
業
用
水
の
不
足
は
、
中
国
か
ら
イ

ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
北
ア
フ
リ
カ
か

ら
中
東
、
米
国
な
ど
、
世
界
中
に
広

が
っ
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス
川
や
カ
ン
ジ

ス
川
な
ど
主
要
河
川
の
枯
渇
も
目
立

ち
、
黄
河
は
一
九
九
七
年
、
流
量
の
減

回

水
需
要
急
増
、
枯
れ
る
大
河

か
ん
が
い
用
水
不
足
、
紛
争
の
火
種
に

少
で
流
れ
が
海
に
到
達
し
な
い
日
が
過

去
最
高
の
二
百
二
十
六
日
に
記
録
し

た
。水
不
足
で
食
糧
生
産
が
落
ち
、
輸
入

に
頼
る
国
が
増
え
て
い
る
。
穀
物
の
輸

入
率
は
ヨ
ル
ダ
ン
九
一
％
、
イ
ス
ラ
エ

ル
八
七
％
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
五
○

％
、
エ
ジ
プ
ト
四
○
％
な
ど
、
北
ア
フ

リ
カ
や
中
東
諸
国
で
高
い
。
し
か
し
こ

う
し
た
国
々
が
国
際
市
場
で
い
つ
ま
で

も
不
足
分
を
調
達
で
き
る
か
ど
う
か
は

大
き
な
疑
問
だ
。

増
加
す
る
世
界
人
口
を
ま
か
な
う
食

糧
を
つ
く
る
に
は
、
二
○
二
五
年
ま
で

に
新
た
に
ナ
イ
ル
川
二
十
四
本
分
の
流

量
に
あ
た
る
か
ん
が
い
用
水
が
必
要
に

な
る
と
い
う
。
今
後
、
国
際
河
川
で
、

水
を
争
う
紛
争
が
起
き
る
可
能
性
も
あ

る
。（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
十
九
）

刀



【
上
海
四
日
Ⅱ
古
谷
浩
三
一
人
っ
子

政
策
を
進
め
る
中
国
で
、
上
海
の
大
学

内
に
初
め
て
コ
ン
ド
ー
ム
の
自
動
販
売

機
が
設
置
さ
れ
た
。
当
局
は
コ
ン
ド
ー

ム
の
普
及
を
進
め
る
が
、
「
性
行
為
を

勧
め
る
も
の
だ
」
と
い
う
反
対
も
根
強

い
。上
海
市
計
画
生
育
委
員
会
は
今
月
初

め
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
自
販
機
二
百
台

を
、
ホ
テ
ル
や
大
学
、
駅
に
設
置
す
る

と
発
表
。
し
か
し
、
大
学
へ
の
設
置
に

は
抵
抗
が
強
く
、
実
現
し
た
の
は
同
済

大
学
の
二
台
だ
け
。
上
海
師
範
大
学
で

は
設
置
の
翌
日
に
大
学
当
局
が
撤
去
し

た
。中
国
で
初
め
て
コ
ン
ド
ー
ム
の
自
販

機
が
登
場
し
た
の
は
一
九
九
五
年
。
同

年
、
国
家
教
育
委
員
会
は
エ
イ
ズ
予
防

の
た
め
コ
ン
ド
ー
ム
の
教
育
ア
ピ
ー
ル

を
始
め
た
。
人
々
が
都
市
間
を
自
由
に

移
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
各
自
治
会
を

四

F壁妊の勧め」

は逆効果

中国･上海

通
し
て
の
配
布
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と

も
背
景
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
高
齢
者
ら
の
反
発
は
強

く
、
今
年
一
月
、
広
州
の
バ
ス
内
に
掲

示
さ
れ
た
英
国
製
の
コ
ン
ド
ー
ム
の
広

告
は
当
局
に
よ
っ
て
禁
止
に
。
上
海
紙

「
青
年
報
」
は
一
中
国
人
に
と
っ
て
ま

だ
大
つ
ぴ
ら
に
買
う
物
で
は
な
い
よ
う

だ
」
と
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
二
十
）

■
生
活
環
境
の
悪
化

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
型
日
川
西
和
夫
】

ユ
ニ
セ
フ
（
国
連
児
童
基
金
）
は
配

日
、
今
年
出
産
予
定
の
１
億
３
０
０
０

万
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
貧
し
い
家
庭
に
生

ま
れ
る
確
率
は
ｎ
分
の
３
と
高
く
、
子

ど
も
の
健
康
を
取
り
巻
く
環
境
は
皿
年

前
よ
り
危
険
に
な
っ
て
い
る
と
警
告
。

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
努
力
を
訴
え
る

年
次
報
告
「
国
々
の
前
進
」
を
発
表
し

囮

子どもの

３分の１は

貧しい家に

生まれる

た
。
年
内
に
世
界
の
人
口
が
釦
億
人
に

達
す
る
と
指
摘
。
子
ど
も
が
豊
か
な
家

に
誕
生
す
る
確
率
が
ｎ
分
の
１
な
の
に

対
し
、
貧
し
い
家
で
生
ま
れ
る
確
率
が

、
分
の
３
に
も
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

■
ユ
ニ
セ
フ
が
警
告

貧
困
に
よ
っ
て
病
気
で
早
死
に
し
た

り
、
識
字
の
機
会
を
失
う
恐
れ
を
強

調
。
ボ
ツ
ワ
ナ
で
２
０
０
０
年
に
は
５

歳
未
満
で
死
亡
す
る
原
因
の
図
％
を
エ

イ
ズ
が
占
め
る
こ
と
や
、
多
く
の
国
々

■
’
’
○
五
○
年
の
老
人
問
題

政
府
は
少
子
化
問
題
を
中
心
と
し
た

国
民
会
議
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
大

変
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
現
在

の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
二
○
五
○
年
に
は

生
産
年
齢
人
口
は
今
の
八
千
七
百
四
十

万
人
か
ら
三
千
三
百
万
人
ほ
ど
減
少
す

る
。
こ
の
よ
う
な
急
激
か
つ
短
期
間
に

お
け
る
人
口
減
少
は
、
人
類
は
か
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
黒
死
病
以
外
経

験
し
て
い
な
い
。
三
八
％
の
減
少
で
あ

る
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
減
少
は
そ
の
三
八
％

四
家
族
こ
そ
人
間
社
会
の
基
礎

ｒ
少
孑
化
国
民
会
議
に
寄
せ
て

で
ｍ
代
の
少
女
の
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
感
染
率
が
少
年
よ
り
も
高

い
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
サ
ハ

ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
は
２
０
０
０
億
が

の
債
務
返
済
す
る
た
め
、
３
億
６
０
０

０
万
人
の
子
ど
も
の
保
健
と
教
育
に
費

や
す
以
上
の
資
金
を
使
っ
て
い
る
事
実

を
紹
介
し
、
債
務
救
済
が
不
可
欠
だ
と

主
張
し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
七
・
二
十
一
一
一
）

を
超
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
学
を
は
じ
め

教
育
関
係
、
農
業
、
住
宅
、
飲
食
店
は

壊
滅
的
な
打
撃
を
被
る
で
あ
ろ
う
。

二
○
五
○
年
と
い
う
と
遠
い
先
の
事

と
お
思
い
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
の
十

代
、
二
十
代
の
人
達
が
老
後
の
世
代
で

あ
り
、
自
分
達
の
親
の
世
代
、
兄
の
世

代
と
同
じ
行
動
パ
タ
ー
ン
を
と
る
か
そ

れ
と
も
三
十
五
歳
ま
で
に
結
婚
し
、
二

人
以
上
の
子
ど
も
を
生
む
か
ど
う
か
に

よ
っ
て
、
二
○
五
○
年
の
老
人
問
題
は

断
然
相
違
し
て
く
る
。

社会評論家

伊音暎男

形



■
出
生
率
を
上
げ
る
対
策

で
は
、
乳
児
保
育
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
子
ど
も
を

生
ん
だ
母
親
に
少
な
く
と
も
一
年
間
の

保
育
休
暇
を
認
め
、
そ
の
間
の
給
料
を

保
障
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
費
用

の
四
割
は
企
業
、
六
割
の
半
分
は
国
が

持
て
ば
よ
い
。
市
町
村
は
、
乳
児
保
育

の
た
め
十
万
円
か
ら
二
十
万
円
の
負
担

増
を
強
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
家
庭
保

育
に
対
し
て
も
そ
れ
く
ら
い
の
負
担
を

し
て
も
よ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
女
性
は

キ
ャ
リ
ア
を
維
持
で
き
る
し
、
男
女
平

等
一
厘
用
が
初
め
て
実
現
で
き
る
。

第
二
に
戦
争
中
の
生
め
よ
増
や
せ
よ

の
人
口
政
策
を
反
省
し
た
結
果
、
子
ど

も
を
何
人
生
む
か
は
夫
婦
の
問
題
で
あ

り
、
政
府
が
関
与
し
な
い
と
い
う
考
え

が
確
立
し
、
政
府
も
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
慎
重
に
対
処
し
て
い
る
。
従
っ
て

結
婚
や
出
生
率
に
つ
い
て
は
、
国
民
の

合
意
に
よ
っ
て
決
め
る
ほ
か
な
い
。
そ

も
そ
も
厚
生
省
は
本
来
、
乳
児
保
育
に

は
賛
成
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
は
親
子
関
係
を
冷
た
い
も
の
に

し
、
か
つ
、
乳
児
を
保
育
所
に
集
中
さ

せ
る
こ
と
に
危
険
が
伴
う
か
ら
で
あ

る
。

先
日
、
総
理
府
が
「
少
子
化
に
関
す

る
世
論
調
査
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
新

聞
報
道
は
二
割
も
の
女
性
が
結
婚
し
て

も
必
ず
し
も
子
ど
も
を
持
つ
べ
き
と
は

思
わ
な
い
、
と
答
え
た
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
八
割
も
の
女
性

は
子
ど
も
を
持
つ
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
、
と
報
道
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
八

割
の
女
性
が
確
実
に
子
ど
も
を
持
て
る

よ
う
に
社
会
環
境
を
整
備
し
て
い
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
出
生
率
が

ま
だ
上
が
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は

男
性
の
側
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
。

出
生
率
を
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
合
計
特
殊

出
生
率
を
２
．
１
ま
で
引
き
上
げ
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
は
二
年
間
の
保

育
休
暇
、
及
び
給
与
の
保
障
、
従
前
勤

務
へ
の
復
帰
を
認
め
る
こ
と
な
ど
の
対

策
を
と
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
女
性
が
収

入
を
得
て
、
一
方
で
子
ど
も
を
生
み
た

い
と
思
う
こ
と
は
自
然
の
理
で
あ
る
。

国
民
会
議
に
お
い
て
は
、
労
使
と
も
出

席
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
是
非
と

も
こ
の
点
に
つ
い
て
充
分
論
議
し
て
も

ら
い
た
い
。

な
お
、
年
金
制
度
の
上
で
も
、
独
身

や
子
ど
も
が
い
な
い
こ
と
は
問
題
で

あ
っ
て
、
｜
昨
年
、
ド
イ
ツ
の
社
会
保

■
家
族
へ
の
伝
統
的
な
考
え
方

日
本
で
は
源
平
以
来
、
武
士
は
出
所

を
互
い
に
名
乗
っ
て
争
っ
た
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
と
お
り
、
家
を
重
ん
じ
て
い

る
。少
子
化
の
原
因
は
、
男
性
の
未
婚
率

の
上
昇
が
大
き
い
。
未
婚
率
は
三
十
歳

か
ら
一
一
一
十
五
歳
層
で
一
一
一
七
・
三
％
、
一
一
一

十
五
歳
か
ら
四
十
歳
層
で
二
二
％
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
五
五
年
に
は
こ

れ
ら
の
数
字
は
、
二
一
・
五
及
び
八
・
五

で
あ
っ
た
。
こ
の
間
い
か
に
未
婚
率
が

上
昇
し
た
か
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
日
本

で
は
結
婚
以
外
で
、
子
ど
も
が
生
ま
れ

る
例
が
少
な
く
、
結
婚
す
る
か
し
な
い

か
が
子
ど
も
を
生
む
決
め
手
で
あ
る
。

動
物
の
雄
も
自
分
の
後
継
者
を
持
つ
た

め
に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
す
る
が
、
そ

れ
が
人
間
で
は
種
の
保
存
、
日
本
人
で

険
審
議
会
長
の
シ
ュ
メ
ー
ル
氏
も
講
演

会
に
於
い
て
、
独
身
者
に
対
す
る
給
付

を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

憲
法
二
十
四
条
に
は
、
婚
姻
は
両
性

の
合
意
に
よ
っ
て
の
み
成
立
し
、
夫
婦

が
同
等
の
権
利
を
有
し
、
相
互
の
協
力

に
よ
っ
て
家
庭
を
築
く
、
と
い
う
規
定

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
先
祖
、
子
孫
に

関
す
る
規
定
が
抜
け
て
い
る
。

本
で
は
ご
先
祖
様
に
申
し
訳
が
立
た
←

い
と
い
っ
た
こ
と
が
、
外
国
の
宗
教
鍔

育
の
代
わ
り
を
し
て
い
た
。
現
在
五
４

代
、
六
十
代
の
銀
行
の
頭
取
や
重
役
士

見
て
い
る
と
、
他
人
の
金
を
預
か
こ

い
る
と
い
う
責
任
感
が
あ
る
と
は
思
一
｝

な
い
。
彼
ら
は
、
戦
後
の
新
憲
法
教
害

国
人
か
ら
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
円

の
日
米
価
値
観
調
査
で
も
、
先
祖
の
蕊

を
守
る
こ
と
は
子
孫
の
義
務
で
あ
る
一
’

と
に
九
割
の
賛
成
が
あ
っ
た
が
、
ア
メ

リ
カ
に
は
こ
の
質
問
自
体
が
な
か
っ
た
。

日
本
人
は
連
綿
と
し
た
営
み
の
中
に

繁
栄
を
築
い
て
き
た
。
そ
の
中
心
が

「
家
族
」
で
あ
り
、
｜
先
祖
崇
拝
」
だ
っ

た
。
こ
う
し
た
「
家
族
」
へ
の
意
識
の

薄
弱
が
出
生
率
低
下
の
一
因
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

宗
教
教
育
が
な
く
て
、
ど
う
し
て
子

ど
も
に
モ
ラ
ル
を
教
え
る
の
か
、
と
外

を
守
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
先
皿

は
家
名
の
存
続
に
つ
な
が
り
、
後
継

を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

日
本
は
古
来
、
家
を
重
ん
じ
先
祖

崇
拝
す
る
民
族
で
あ
っ
た
。
墓
も
葬

も
な
い
仏
教
が
、
我
が
国
に
入
っ
て

祖
崇
拝
の
体
系
が
取
り
入
れ
ら
れ
、

う
や
く
安
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
武
一

は
も
と
よ
り
農
家
で
も
商
人
で
も
家
一

沼



や
日
教
組
教
育
、
ご
先
祖
様
喪
失
の
生

ん
だ
犠
牲
者
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

高
齢
者
の
介
護
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
背
景
の
一
つ
に
、
核
家

族
化
の
進
展
が
あ
る
。
国
勢
調
査
か
ら

そ
の
流
れ
を
み
る
と
、
親
と
子
供
だ
け

圖團
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｕ

IＺｒ化の推詞

風 全世帯に占める

核家族l蹄の割合

587％；
ili二二蟇M111ii の

核
家
族
世
帯
は
一
九
六
○
年
の
千
百

七
十
九
万
世
帯
か
ら
九
五
年
に
は
二
千

五
百
七
‐
エ
ハ
万
世
帯
と
倍
増
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
六
○
年
代
か
ら
七
○
年
代

前
半
に
か
け
て
の
増
加
が
著
し
い
。
大

正
時
代
か
ら
終
戦
直
後
に
か
け
て
生
ま

れ
、
兄
弟
姉
妹
が
四
、
五
人
い
る
世
代

の
中
で
長
男
だ
け
が
実
家
に
残
り
、
他

の
兄
弟
が
仕
事
を
求
め
て
都
市
部
に
移

り
住
ん
だ
こ
と
が
大
き
な
要
因
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
核
家
族
化
は

三
世
代
同
居
を
示
す
「
そ
の
他
の
親
族

（
い
く
ひ
で
お
）

（
産
経
新
聞
一
九
九
九
・
八
・
四
）

霧臘

鰯麟家雄世帯，

※資料｢国勢調査」

世
帯
」
を
意
図
的
に
崩
壊
さ
せ
た
わ
け

で
は
な
い
。

核
家
族
世
帯
は
今
後
も
増
え
る
と
み

ら
れ
る
が
、
全
世
帯
に
占
め
る
核
家
族

世
帯
の
割
合
は
八
○
年
の
㈹
・
３
％
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
九
五
年
は
記

・
７
％
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
単

独
世
帯
の
増
加
が
核
家
族
世
帯
の
そ
れ

政
府
は
十
日
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
中
期
政
策
を
ま
と
め
、
今
後
五

年
間
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
施
に
関
す
る
基
本
方

針
を
決
定
し
た
。
「
国
内
が
不
況
な
の

に
、
外
国
に
援
助
す
る
巨
額
の
予
算
が

必
要
な
の
か
」
と
い
う
Ｏ
Ｄ
Ａ
批
判
の

声
が
強
ま
る
中
で
策
定
さ
れ
た
中
期
政

策
は
、
人
材
育
成
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
支

援
重
視
の
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
の
が
特

徴
だ
。
今
後
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
施
の
羅
針
盤

と
な
る
中
期
政
策
の
内
容
を
検
証
し

た
。

（
新
井
康
夫
）

◆
「
量
」
に
触
れ
ず

Ｏ
Ｄ
Ａ
中
期
政
策
は
、
七
八
年
以

函

「
量
よ
り
質
」
ソ
フ
ト
に
転
換

人
材
派
遣
、
教
育
支
援
を
重
視

を
上
回
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
「
結
婚
し

な
い
症
候
群
」
の
増
加
が
こ
う
し
た
傾

向
を
作
り
出
し
て
お
り
、
後
者
は
少
子

化
と
い
う
解
決
策
が
見
い
だ
せ
な
い
新

た
な
問
題
を
突
き
付
け
て
い
る
。

（
金
）

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
八
・
十
）

降
、
五
回
に
わ
た
っ
て
策
定
さ
れ
て
き

た
「
中
期
目
標
」
に
代
わ
っ
て
、
今
回

初
め
て
作
ら
れ
た
。
中
期
政
策
が
中
期

目
標
と
異
な
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

金
額
に
言
及
し
て
い
な
い
点
だ
。
中
期

目
標
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
総
額
の
目
標
を
定

め
た
も
の
で
、
そ
の
性
格
が
供
与
額
の

拡
大
計
画
だ
っ
た
こ
と
と
比
べ
る
と
様

変
わ
り
と
言
え
る
。

日
本
の
九
八
年
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
額
は

百
六
億
八
千
万
㎡
で
、
八
年
連
続
で
世

界
最
高
を
記
録
し
た
が
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算

は
、
九
八
年
度
当
初
予
算
で
初
め
て
前

年
度
比
、
・
４
％
削
減
さ
れ
る
な
ど
、

従
来
の
よ
う
な
「
聖
域
」
で
は
な
く

河
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◆
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
用

中
血
租
政
策
の
策
定
は
、
九
八
年
七
月
、

政
権
発
足
後
の
初
閣
議
で
、
小
渕
首
相
が

「
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
透
明
か

刀
型
静
的
な
見
直
し
を
行
う
」
と
指
示
し

た
こ
と
が
直
一
接
の
き
っ
か
け
だ
。
以
前
か

ら
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
対
し
て
は
、
｜
‐
道
路

な
っ
て
い
る
。

厳
し
い
財
政
事
情
を
受
け
て
、
供
与

額
の
拡
大
を
中
心
に
据
え
て
き
た
日
本

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
を
見
直
す
必
要
性
が
高

ま
っ
て
き
た
こ
と
を
契
機
に
、
中
期
政

策
で
は
「
量
か
ら
質
へ
の
転
換
」
（
外
務

省
首
脳
）
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

き
っ
か
け
だ
。
以
前
か

に
対
し
て
は
、
｜
‐
道
路

や
橋
な
ど
の
ハ
ー
ド

面
の
整
備
に
偏
り
過

ぎ
て
い
る
」
「
効
果
が

不
明
確
だ
」
な
ど
の

批
判
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
批
判
に

こ
た
え
、
中
期
政
策

が
重
点
課
題
と
し
て

示
し
た
の
が
、
ソ
フ

ト
面
の
支
援
を
重
視

す
る
方
針
だ
。
具
体

的
に
は
、
①
経
済
政

策
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

な
ど
「
国
造
り
」
支

◆
ア
ジ
ア
に
重
点

日
本
の
二
国
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
地
域
別
に

見
る
と
、
九
八
年
実
績
で
伍
・
０
％
が

ア
ジ
ア
向
け
で
、
現
状
で
も
ア
ジ
ア
重

視
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。
地
理
的
、

歴
史
的
に
関
係
が
深
い
た
め
で
、
中
期

政
策
で
も
「
今
後
と
も
ア
ジ
ア
地
域
に

重
点
を
置
い
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

経
済
的
に
も
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
は

相
互
依
存
関
係
が
強
く
、
「
ア
ジ
ア
の

回
復
は
日
本
経
済
に
も
利
益
を
も
た
ら

す
」
（
通
産
省
幹
部
）
。
こ
の
た
め
、
九

七
年
夏
以
来
の
ア
ジ
ア
通
貨
・
金
融
危

機
に
見
舞
わ
れ
た
諸
国
に
対
し
、
総
額

三
百
億
が
の
支
援
策
「
宮
沢
構
想
」
な

ど
を
軸
に
経
済
構
造
改
革
支
援
に
力
を

入
れ
る
方
針
だ
。

中
国
に
対
し
て
は
、
国
内
の
地
域
間

格
差
是
正
と
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

援
の
た
め
の
人
材
派
遣
②
留
学
生
受
け

入
れ
体
制
の
充
実
③
学
校
教
育
と
教
育

行
政
の
両
面
に
わ
た
る
協
力
強
化
ｌ

な
ど
に
重
点
を
置
く
方
針
だ
。

一
方
、
貧
困
対
策
や
環
境
保
全
で

は
、
援
助
対
象
国
で
実
際
に
活
動
し
て

い
る
民
間
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
経

験
な
ど
も
活
用
し
、
援
助
の
効
果
を
高

め
る
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

◆
国
益
前
面
に

中
期
政
策
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
政

府
見
解
を
ま
と
め
た
公
式
文
書
と
し
て

は
初
め
て
、
「
国
益
の
増
進
」
を
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
効
用
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
武
力

行
使
と
い
う
選
択
肢
を
持
た
な
い
日
本

に
と
っ
て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
「
外
交
上
、
極

め
て
重
要
な
カ
ー
ド
」
（
外
務
省
幹

部
）
だ
。
財
政
難
の
中
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策

を
進
め
る
の
に
当
た
っ
て
、
国
民
の
支

持
を
高
め
る
た
め
、
国
益
を
明
記
し
た

と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
中
期
政
策
で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

よ
る
事
業
で
「
我
が
国
企
業
の
事
業
参

加
機
会
の
拡
大
に
留
意
」
す
る
、
と
の

考
え
方
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
を

テ
コ
に
日
本
企
業
の
一
党
注
を
増
や
す
こ

と
で
、
日
本
の
景
気
回
復
に
役
立
て
た

い
通
産
省
の
主
張
を
入
れ
た
考
え
方
だ
。

た
だ
、
先
進
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
ア
ン
タ

イ
ド
（
資
機
材
の
調
達
先
を
限
定
し
な

い
）
化
が
主
流
。
こ
の
流
れ
に
逆
行
し

た
中
期
政
策
の
方
針
は
、
欧
米
か
ら
反

発
を
招
く
可
能
性
も
あ
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
八
・
十
｜
）

を
、
イ
ン
ド
シ
ナ
諸
国
や
モ
ン
ゴ
ル
な

ど
で
は
貧
困
の
緩
和
を
そ
れ
ぞ
れ
援
助

の
中
心
に
据
え
る
。

坊



人
口
増
に
悩
む
中
国
、
北
京
と
上
海

に
コ
ン
ド
ー
ム
の
自
販
機
が
お
目
見
え

し
た
。
人
口
約
⑫
億
５
０
０
０
万
の
中

国
は
、
「
１
人
っ
子
政
策
」
な
ど
で
人

口
抑
制
に
躍
起
だ
が
、
戸
籍
に
載
ら
な

い
”
や
み
つ
子
〃
問
題
や
エ
イ
ズ
の
ま
ん

延
も
悩
み
の
タ
ネ
。
新
興
都
市
・
深
川

で
試
験
的
に
導
入
し
た
後
、
２
大
都
市

で
の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。
大
学
構

内
、
駅
、
公
衆
便
所
な
ど
に
計
帥
台
設

置
、
１
個
ｌ
元
（
約
ｕ
円
）
で
販
売
し

て
い
る
。

（
北
京
）

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
八
・
十
三
）

四国

中国で
コンドーム

自販機が

人気霞I、:」

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
皿
日
Ⅱ
佐
藤
伸
】
国
連

児
童
基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）
は
十
二
日
、

経
済
制
裁
下
に
あ
る
イ
ラ
ク
で
、
四
歳

以
下
の
幼
児
死
亡
数
が
十
数
年
前
に
比

べ
倍
増
し
た
と
す
る
調
査
報
告
を
公
表

し
た
。
報
告
は
、
「
二
九
九
○
年
の
ク

ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
で
国
連
安
全
保
障
理
事

会
が
決
議
し
た
）
経
済
制
裁
は
、
国
連

加
盟
国
の
意
思
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

子
供
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
避
け
る

べ
き
だ
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。

イ
ラ
ク
で
の
本
格
的
調
査
は
、
一
九

九
一
年
の
湾
岸
戦
争
以
後
初
め
て
。
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と
イ
ラ
ク
政

府
の
協
力
を
得
て
、
イ
ラ
ク
国
内
四
万

戸
を
対
象
に
二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て

実
施
さ
れ
た
。
ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
と
、

国
連
の
救
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
な
い

イ
ラ
ク
中
南
部
の
幼
児
死
亡
数
は
、
八

四
’
八
九
年
に
千
人
あ
た
り
五
十
六
人

だ
っ
た
が
、
九
四
’
九
九
年
に
は
百
三

十
一
人
に
増
え
た
と
い
う
。

幼
児
死
亡
数
が
倍
増
し
た
理
由
に
つ

い
て
は
、
経
済
制
裁
の
影
響
で
社
会
的

図画

イ
ラ
ク
、
幼
児
死
亡
率
が
倍
増

轆
礁
蝋
鱸
経
済
制
裁
で
生
活
基
盤
機
能
せ
ず

な
生
活
基
盤
が
機
能
せ
ず
、
医
療
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
上
下
水
道
シ
ス

テ
ム
破
壊
に
よ
っ
て
伝
染
病
で
死
亡
す

る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
り
し
た
た
め
と

し
て
い
る
。

【
ワ
シ
ン
ト
ン
田
日
Ⅱ
大
塚
隆
二
国

連
の
推
計
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
の
人
口

が
独
立
記
念
日
に
当
た
る
十
五
日
、
十

億
人
の
大
台
に
乗
る
。
イ
ン
ド
の
人
口

は
一
九
四
七
年
の
独
立
当
時
、
約
三
億

四
千
五
百
万
人
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
五

十
年
余
り
で
ほ
ぼ
三
倍
に
急
増
し
た
。

最
も
人
口
の
多
い
中
国
は
一
九
八
○

年
に
十
億
人
を
突
破
し
、
現
在
は
約
十

Ⅲ

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
八
・
十
四
）

ｲﾝﾄﾞは10億人に

中国１位

インド２位

日本の９位

二
億
六
千
七
百
万
人
。
し
か
し
、
人
口

の
増
加
率
は
イ
ン
ド
が
上
回
っ
て
お

り
、
今
の
ペ
ー
ス
が
続
け
ば
、
二
○
四

五
年
に
十
五
億
人
に
達
し
、
中
国
を
追

い
抜
く
と
い
う
。

今
年
現
在
、
中
国
、
イ
ン
ド
に
続
い

て
人
口
が
多
い
の
は
、
米
国
（
約
二
億

七
千
六
百
万
人
）
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
約

二
億
九
百
万
人
）
、
ブ
ラ
ジ
ル
（
約
一

億
六
千
八
百
万
人
）
で
、
日
本
（
約
一

億
二
千
七
百
万
人
）
は
第
九
位
。
国
連

は
、
中
国
と
イ
ン
ド
以
外
の
国
が
「
十

億
人
ク
ラ
ブ
」
に
仲
間
入
り
す
る
こ
と

は
将
来
も
な
さ
そ
う
だ
と
予
測
し
て
い

る
。（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
八
・
十
四
）

日
本
人
が
初
め
て
結
婚
す
る
平
均
的

な
年
齢
（
初
婚
年
齢
）
が
、
男
女
と
も

上
昇
を
続
け
、
九
五
年
に
は
男
性
鍋
．

５
歳
、
女
性
配
・
３
歳
に
な
っ
た
。
こ

囲幟盤

男I性28.5歳

女性26.3歳

市



する､お一らむこゆ

れ
に
と
も
な
っ
て
、
五
十
歳
の
時
点
で

結
婚
経
験
が
な
い
人
の
割
合
を
表
す

「
生
涯
未
婚
率
」
増
加
、
男
性
は
８
．
蛇

％
、
女
性
は
５
．
冊
％
・
結
婚
が
遅
く

な
る
こ
と
で
、
女
性
の
出
産
可
能
期
間

が
短
く
な
る
た
め
、
晩
婚
・
非
婚
は
少

子
化
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

初
婚
年
齢
上
昇
の
背
景
に
は
、
女
性

の
社
会
進
出
が
あ
げ
ら
れ
る
。
経
済
的

に
自
立
す
る
女
性
が
増
え
た
結
果
、

「
理
想
的
な
相
手
が
見
つ
か
る
ま
で

は
、
無
理
に
結
婚
し
な
い
」
と
い
う
意

識
が
強
ま
り
、
男
性
に
も
波
及
し
た
。

（

（
国
立
社
会

厚
生
省
統

頂
報
部
一
人
口
動
愚
統
計

や
が
て
適
齢
期
へ
の
こ
だ
わ
り
が
希
薄

化
し
、
男
女
と
も
パ
ー
ト
ナ
ー
選
び
に

慎
重
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。ま
た
、
働
く
女
性
に
と
っ
て
は
、
結

婚
が
出
産
、
退
職
に
つ
な
が
り
や
す
い

ｌ
と
い
う
状
況
も
、
た
め
ら
う
一

因
に
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
た

だ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
十
八
歳

’
三
十
四
歳
の
未
婚
男
女
の
九
割
近
く

が
、
｜
い
ず
れ
は
結
婚
す
る
つ
も
り
」

と
答
え
て
お
り
、
二
生
結
婚
す
る
つ

も
り
は
な
い
」
と
い
う
〃
確
信
的
拒
否
“

口
普
●
一
連
刊 Ｉ

,|’１墓
、

1９５０５５６０６５７０７５８０８５９０９５

今
年
の
厚
生
白
書
は
二
十
一
世
紀
の

高
齢
社
会
に
対
す
る
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を

見
直
す
必
要
を
訴
え
て
い
る
。

白
書
は
人
生
八
十
年
時
代
の
現
代
は

「
六
十
五
歳
以
上
で
社
会
か
ら
引
退
す

る
イ
メ
ー
ジ
」
は
必
ず
し
も
現
実
に
あ

わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
指
摘
。
高

齢
者
の
年
齢
区
分
を
従
来
の
六
十
五
歳

以
上
か
ら
七
十
歳
以
上
に
引
き
上
げ
、

人
口
構
造
の
変
化
を
推
計
し
た
。

総
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
比
率

は
、
七
○
歳
以
上
で
み
る
と
二
○
○
○

年
に
二
・
六
％
（
六
五
歳
以
上
の
場

合
は
一
七
・
一
一
％
）
、
二
○
二
○
年
に
は

二
○
・
五
％
（
同
二
六
・
九
％
）
。
従
来

の
イ
メ
ー
ジ
に
比
べ
て
高
齢
化
の
進
み

度
合
い
は
緩
や
か
に
な
る
。

現
役
世
代
が
何
人
の
高
齢
者
と
子
供

は
少
な
い
。

（
読
売
新
聞

皿

｢70歳以上」
が合理的

（
畑
）

一
九
九
九
・
八
・
十
七
）

一引退の定義
変わる高齢者一

を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
示
す

従
属
人
口
指
数
（
七
十
歳
以
上
二
十
歳

未
満
人
口
の
二
十
歳
以
上
七
十
歳
未
満

人
口
に
対
す
る
割
合
）
は
二
○
○
○
年

以
降
上
昇
に
転
じ
る
が
、
二
○
一
五
年

ご
ろ
で
も
一
九
七
○
年
ご
ろ
と
同
水
準

に
と
ど
ま
る
計
算
だ
。

所
得
や
健
康
面
で
格
差
が
大
き
い
高

齢
者
層
を
一
律
に
一
身
体
的
・
経
済
的

弱
者
」
と
と
ら
え
る
見
方
に
も
疑
問
を

呈
す
る
。
九
四
年
の
調
査
で
は
、
高
齢

夫
婦
世
帯
（
夫
六
十
五
歳
以
上
、
妻
六

十
歳
以
上
）
の
平
均
貯
蓄
残
高
は
二
千
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二
百
四
十
六
万
円
。
収
入
・
貯
蓄
の
双

方
で
現
役
世
代
の
平
均
（
収
入
八
百
万

円
・
貯
蓄
千
二
百
万
円
）
を
上
回
る
高

齢
世
帯
も
全
体
の
九
％
い
る
。

医
療
機
関
へ
の
通
院
頻
度
で
も
「
月

二
、
三
回
」
が
一
一
八
％
と
最
も
多
い
反

面
、
「
通
院
し
て
い
な
い
一
も
二
七
％

四淵裂鮓仁澤誌六万人魎

と
ほ
ぼ
同
程
度
い
る
。
白
書
は
「
現
在

の
社
会
保
障
制
度
に
み
ら
れ
る
単
純
な

年
齢
に
よ
る
区
別
は
、
社
会
的
に
合
理

的
な
理
由
を
つ
け
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
九
・
八
・
十
七
）

自
治
省
は
二
十
六
日
、
今
年
三
月
末

時
点
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
調
査
結
果

を
発
表
し
た
。
総
人
口
は
前
年
同
期
比

○
・
二
三
％
増
の
一
億
二
千
五
百
八
十

六
万
六
人
と
な
り
、
増
加
率
は
昨
年
の

○
・
二
五
％
を
下
回
っ
て
、
過
去
最
低

だ
っ
た
九
六
年
の
○
・
二
一
％
に
次
ぐ

過
去
二
番
目
の
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ

た
。
都
市
圏
へ
の
人
口
集
中
が
進
み
、

特
に
東
京
圏
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
）
は
前
年
比
○
・
五

四
％
の
高
い
増
加
率
と
な
っ
た
。
地
価

低
下
な
ど
が
都
心
回
帰
の
動
き
を
促
進

し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
ご

日
本
経
済
新
聞
社
が
今
回
の
調
査
に

基
づ
き
試
算
し
た
結
果
で
は
、
衆
院
小

住民台帳二

選
挙
区
の
人
口
格
差
二
票
の
格
差
）

は
最
大
二
・
四
四
六
倍
で
、
昨
年
の
二
・

四
○
一
倍
か
ら
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
自

民
、
自
由
、
公
明
三
党
の
連
立
政
権
樹

立
に
関
連
し
て
焦
点
と
な
っ
て
い
る
衆

院
の
比
例
代
表
定
数
削
減
問
題
と
も
か

ら
み
、
小
選
挙
区
で
の
一
票
の
格
差
拡

大
は
定
数
削
減
論
議
に
影
響
を
与
え
そ

う
だ
。

出
生
者
か
ら
死
亡
者
を
引
い
た
自
然

増
加
数
は
二
十
三
万
八
千
五
百
六
人

で
、
調
査
を
開
始
し
た
八
○
年
（
七
九

年
度
分
）
以
降
で
最
低
。
出
生
者
数
が

百
二
十
万
六
千
九
百
五
十
六
人
、
前
年

比
○
・
七
○
％
増
え
た
が
、
死
亡
者
が

同
六
・
○
六
％
増
の
九
十
六
万
八
千
四

百
五
十
人
で
最
高
と
な
っ
た
た
め
だ
。

年
代
別
で
は
六
十
五
歳
以
上
の
老
年

人
口
が
前
年
比
一
一
一
・
三
九
％
増
の
約
二

千
八
十
万
七
千
人
で
、
全
人
口
に
占
め

る
割
合
が
前
年
よ
り
○
・
五
○
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
一
六
・
五
三
％
と
過
去
最

高
と
な
っ
た
。
一
方
で
十
五
歳
未
満
の

年
少
人
口
の
割
合
は
同
○
・
二
七
ポ
イ

ン
ト
下
が
っ
て
一
四
・
九
六
％
ま
で
落

ち
込
み
、
少
子
高
齢
化
は
一
段
と
進
ん

だ
。衆
院
小
選
挙
区
で
格
差
が
最
も
大
き

か
っ
た
の
は
昨
年
と
同
じ
く
神
奈
川
Ⅲ

区
（
相
模
原
市
、
五
十
八
万
七
千
八
百

十
三
人
）
と
島
根
３
区
（
浜
田
市
な
ど

県
西
部
、
二
十
四
万
三
百
五
十
九

人
）
。
参
院
選
挙
区
の
最
大
格
差
も
昨

年
の
四
・
七
一
三
倍
か
ら
四
・
七
三
七
倍

に
広
が
っ
た
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
九
・
八
・
二
十
七
）

外
務
省
が
ま
と
め
た
九
八
年
度
の

「
我
が
国
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

の
実
施
状
況
に
関
す
る
年
次
報
告
一
の

内
容
が
二
十
六
日
、
明
ら
か
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
九
八
年
の
日
本

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
前
年
比
且
・
２
％
増
の
百

七
億
七
千
六
百
万
㎡
と
な
り
、
八
年
連

続
で
世
界
一
の
供
与
額
を
記
録
し
た
。

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
対
す
る
支
援
の

増
額
が
主
因
で
、
こ
の
う
ち
八
十
六
億

五
千
百
万
が
が
二
国
間
援
助
に
充
て
ら

れ
た
。
と
く
に
ア
ジ
ア
諸
国
向
け
の
割

函函

年連続

世界一

アジア向け

高い伸び
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すふお－らむこゆ

自
治
省
は
沁
日
、
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
く
１
９
９
８
年
度
全
国
人
口
動
態

調
査
（
今
年
３
月
末
現
在
）
の
結
果
を

発
表
し
た
。
全
国
の
人
口
は
１
億
２
５

|蕊
合
が
前
年
の
柵
・
５
％
か
ら
剛
・
０
％
に

増
加
し
て
い
る
。

年
次
報
告
は
、
国
・
地
域
別
援
助
の

動
向
で
は
、
九
八
年
五
月
に
相
次
い
で

地
下
核
実
験
を
行
っ
た
イ
ン
ド
と
パ
キ

ス
タ
ン
の
両
国
に
新
規
円
借
款
の
停
止

函総人口は１億２５８６万人
老
年
比
率
、
最
高
の
佃
・
昭
％

８
６
万
６
人
で
、
前
年
度
よ
り
羽
万
１

９
７
１
人
（
０
．
四
％
）
増
え
た
も
の

の
、
人
数
、
増
加
率
と
も
過
去
２
番
目

に
低
か
っ
た
。

な
ど
の
措
置
を
取
っ
た
例
を
挙
げ
、
政

府
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
に
基
づ
い
て
、
国
際

社
会
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
行
動
が

見
ら
れ
る
国
に
は
厳
し
い
対
応
で
臨
む

姿
勢
を
強
調
し
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
八
・
二
十
七
）

出
生
者
と
死
亡
者
の
差
で
あ
る
自
然

増
加
数
は
羽
万
８
５
０
６
人
で
、
５
年

連
続
し
て
過
去
最
低
を
更
新
。
ま
た
、

前
年
度
の
調
査
で
鮖
歳
以
上
の
老
年
人

口
の
割
合
が
咀
歳
未
満
の
年
少
人
口
の

割
合
を
初
め
て
上
回
っ
た
が
、
肥
年
度

は
そ
の
差
が
さ
ら
に
開
き
、
少
子
高
齢

化
社
会
の
進
展
を
裏
付
け
た
。

全
国
の
人
口
の
男
女
別
の
内
訳
は
、

男
性
が
６
１
７
４
万
７
４
２
８
人
（
岨

・
冊
％
）
、
女
性
は
６
４
１
１
万
２
５
７

８
人
（
卯
・
鋼
％
）
だ
っ
た
。

都
道
府
県
別
で
最
も
増
え
た
の
は
前

年
度
と
同
じ
く
神
奈
川
県
で
、
対
前
年

度
比
５
万
６
０
８
０
人
増
。
率
で
は
、

０
・
閉
％
増
の
滋
賀
県
が
５
年
連
続

ト
ッ
プ
だ
っ
た
。
逆
に
最
も
人
口
が

減
っ
た
の
は
５
０
５
８
人
減
の
秋
田
県

で
、
長
崎
県
（
４
８
７
１
人
減
）
、
愛

媛
県
（
３
４
５
２
人
減
）
と
続
い
た
。

転
入
者
か
ら
転
出
者
を
差
し
引
い
た

社
会
増
加
は
過
去
最
高
の
５
万
３
４
６

５
人
。
東
京
都
が
３
万
９
３
８
９
人
と

最
も
多
く
、
転
入
よ
り
転
出
が
多
い
社

会
減
少
は
大
阪
府
の
２
万
２
０
７
６
人

減
が
最
多
だ
っ
た
。

ま
た
、
３
大
都
市
圏
の
東
京
圏
（
東

京
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
）
、
名
古

屋
圏
（
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
）
、
関
西

圏
（
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
、
奈
良
）
の

合
計
人
口
は
総
人
口
の
蛆
．
、
％
と
ほ

ぼ
半
数
を
占
め
た
。

計１億2586万０００６２９万1971
Ｎ

0．２３

老
年
人
口
の
全
人
口
に
占
め

る
構
成
比
は
焔
・
詔
％
（
前
年

焔
・
昭
％
）
に
上
昇
、
過
去
最

高
と
な
っ
た
。

【
平
林
壮
郎
】

（
毎
日
新
聞

一
九
九
九
・
八
・
二
十
七
）
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￣~￣

函一人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
供
の
数
の
推
定
値
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
が
１

曲
に
落
ち
込
み
、
日
本
の
少
子
化
は
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
｜
方
で
、
高
齢
者

の
割
合
は
年
々
増
加
、
人
口
構
造
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
か
け
て
お
り
、
将
来
の
社

会
保
障
や
経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
男
女
共

同
参
画
が
テ
ー
マ
と
な
る
中
、
少
子
化
対
策
に
決
定
打
は
あ
る
の
か
。

庫
・
‐
ハ
ロ
韮
口
襲

鑑
】
藩
閉
凸
室
未
女
自
己

山
〆
砦
寸
剋
則
万
千
ｎ
か

急
げ
、
少
子
化
対
策

職
場
優
先
見
直
し
、
子
育
て
支
援
充
実

鯆
鮨
栄
ロ
司
十
小
呼
邑
十

一
一
室
一

圭
二
詞
調
△
産
〈

干
央
児
童
福

阿
藤
氏
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
人

口
が
増
え
も
減
り
も
し
な
く
な
る
一
人

口
置
き
換
え
水
準
」
の
２
．
肥
を
切
っ

た
七
四
年
か
ら
四
半
世
紀
が
た
つ
が
、

ま
だ
回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い
。
他
国

と
比
較
し
て
、
八
○
年
代
半
ば
ま
で
は

比
較
的
高
い
方
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

南
欧
や
ド
イ
ツ
に
近
い
水
準
ま
で
低
下

し
て
お
り
、
来
世
紀
の
人
口
減
少
、
高

齢
化
の
進
展
を
考
え
る
と
、
か
な
り
深

刻
な
状
況
に
あ
る
。

岩
男
氏
少
子
化
に
つ
い
て
は
、
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
住
宅
事
情
の
緩
和
や
受

験
戦
争
、
環
境
問
題
の
解
消
な
ど
を
あ

げ
る
声
が
あ
る
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方

が
ず
っ
と
大
き
い
。
社
会
保
障
で
は
現

役
世
代
の
負
担
が
過
重
に
な
り
、
市
場

で
は
需
要
が
縮
小
、
労
働
人
口
も
不
足

す
る
。
｜
方
で
、
文
化
面
で
も
、
子
供 争点討論

向
け
の
優
良
図
書
が
絶
版
に
な
る
な

ど
、
問
題
は
深
刻
だ
。
子
供
の
健
全
育

成
に
も
影
響
が
あ
り
、
親
は
一
層
過
保

護
に
な
る
う
え
、
子
供
自
身
も
多
様
な

出
会
い
が
減
っ
て
人
格
形
成
に
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
。
今
、
手
を
打
た
な
け
れ

ば
、
も
う
遅
い
ほ
ど
の
状
況
だ
。

江
草
氏
少
子
高
齢
化
に
は
、
全
体

の
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
と
、

人
口
構
造
が
い
び
つ
に
な
る
と
い
う
二

つ
の
問
題
が
あ
る
。
現
代
の
子
供
の
問

題
と
し
て
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
不
登
校

や
校
内
暴
力
、
家
庭
内
暴
力
な
ど
だ

が
、
子
供
の
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と

で
、
仲
良
く
過
ご
す
と
い
う
ル
ー
ル
を

学
習
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
お

互
い
に
思
い
や
り
、
支
え
合
う
と
い
う

人
間
生
活
の
基
本
が
忘
れ
ら
れ
て
い

る
。
健
全
育
成
と
い
う
よ
り
、
子
供
の

正
常
な
発
達
が
崩
れ
か
か
っ
て
い
て
、

そ
れ
が
、
暴
力
や
不
登
校
な
ど
の
原
因

の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ｌ
最
重
点
に
取
り
組
む
べ
き
対
策

は
、
何
か
。

阿
藤
氏
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
な

す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
政
府
に
は
、
教

育
費
負
担
軽
減
等
、
子
育
て
の
社
会
的

支
援
に
も
っ
と
お
金
を
出
し
て
欲
し

い
。
企
業
は
、
雇
用
慣
行
を
変
え
る
こ

と
。
長
時
間
労
働
を
な
く
し
、
女
性
が

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
柔
軟
な

シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
。
自
治
体
に
は
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求
め
た
い
。

家
庭
で
必
要
な
の
は
、
男
性
の
家
事
・

育
児
参
加
で
、
欧
米
で
は
す
で
に
七
○

年
代
に
、
”
家
庭
内
革
命
“
で
男
女
共

同
参
画
が
実
現
し
て
い
る
。
日
本
で

も
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
意
識
改
革
を

す
べ
き
だ
。

岩
男
氏
座
長
を
し
て
い
る
「
少
子

化
へ
の
対
応
を
考
え
る
有
識
者
会
議
一

で
は
、
百
数
十
の
施
策
を
提
言
し
て
い

る
。
政
府
を
は
じ
め
、
企
業
に
も
組
合

に
も
個
人
に
も
た
く
さ
ん
し
て
欲
し
い

こ
と
が
あ
る
が
、
一
一
一
一
一
口
で
言
え
ば
、
結

婚
や
子
育
て
に
夢
を
持
て
る
よ
う
に
し

て
欲
し
い
。
そ
れ
に
は
働
き
方
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
。
職
場
優
先
が
当
た
り

前
と
い
う
考
え
方
で
は
、
育
児
休
業
も

と
り
に
く
い
。
企
業
幹
部
の
意
識
改
革

が
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
若
い
母
親
が

情
報
の
洪
水
の
中
で
孤
立
し
て
い
る
状

況
が
あ
り
、
専
業
主
婦
で
も
子
育
て
の

不
安
や
ス
ト
レ
ス
は
大
き
い
。
社
会
全

体
で
温
か
く
子
育
て
支
援
を
し
な
い

と
、
様
々
な
問
題
を
生
じ
て
、
そ
の
解

決
の
た
め
の
コ
ス
ト
が
か
え
っ
て
高
く

な
る
。
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こゅ－すふぉ－らむ

が
生
じ
、
新
し
い
、

子
育
て
を
だ
れ
が
担
う
か
と
い
う
問
題

ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ら
れ
る
。
三
つ

目
は
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進
む
中
、

親
元
に
い
れ
ば
家
事
も
し
な
い
で
し

峰
い
わ
ゆ
る
独
身
貴
族
の
快
適
さ

す
文
化
的
土
壌
が
あ
る
が
、
日
本
に

で
、
豊
か
な
家
庭
に
育
っ
て
そ
の
ま
ま

そ
う
い
う
文
化
が
発

ｌ
少
子
化
の
要
因
と
し
て
、
未
婚

の
増
加
や
、
結
婚
し
て
も
子
供
は
い
ら

な
い
と
い
う
夫
婦
が
増
え
て
い
る
と
い

う
背
景
が
あ
る
が
。

阿
藤
氏
未
婚
が
増
え
て
い
る
理
由

に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
見
方
が
あ

る
。
ま
ず
「
見
合
い
」
が
少
な
く
な
っ

て
、
恋
愛
結
婚
が
九
割
を
占
め
る
中
、

西
欧
に
は
男
女
が
交
流
の
中
で
相
手
を

う
ま
く
え
り
分
け
て
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
二
つ
目

江
草
氏
大
都
市
部
と
は
違
い
、
地

方
に
は
ま
だ
地
域
が
生
き
て
い
る
。
小

さ
な
グ
ル
ー
プ
で
育
児
を
真
剣
に
考
え

て
い
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
。
地

域
の
復
権
は
、
家
族
の
復
権
に
つ
な
が

る
の
で
、
「
分
衆
」
に
な
っ
て
い
る
社

ン
ス
テ
ム
が
必
要
に

達
し
て
い
な
い
の

な
ぜ
未
婚
が
増
え
る

ま
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
子
供
は
か
つ

て
、
労
働
力
を
支
え
、
い
ず
れ
は
親
の

面
倒
を
見
る
”
生
産
財
“
だ
っ
た
の
が
、

雇
用
者
の
割
合
が
増
え
て
社
会
保
障
が

充
実
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
要
素
が
薄

れ
て
い
る
。
親
に
と
っ
て
は
子
供
を
つ

く
る
必
然
性
が
な
く
な
り
、
そ
う
な
る

と
、
結
婚
す
る
必
要
性
も
乏
し
く
な

る
ｃ岩
男
氏
く
つ
の
若
い
人
の
多
く
は
、

小
さ
い
子
供
に
実
際
に
触
れ
て
、
子
供

が
か
わ
い
い
と
実
感
す
る
経
験
を
せ
ず

に
大
人
に
な
っ
て
い
る
。
｜
方
で
、
子

育
て
が
い
か
に
大
変
か
、
お
金
が
か
か

る
か
と
い
う
情
報
は
た
っ
ぷ
り
提
供
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
豊
か
さ
の
中

で
育
っ
て
お
り
、
自
由
が
制
約
さ
れ
る

こ
と
に
抵
抗
感
が
強
い
。
特
に
女
性
は

子
供
に
よ
り
自
分
が
味
わ
っ
て
い
る
生

活
の
楽
し
み
を
そ
ぎ
取
ら
れ
る
と
の
恩

会
を
、
ま
ず
一
群
衆
」
に
し
、
や
が
て

連
帯
感
を
持
つ
地
域
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ご
た
く
さ
ん
の
政
策
の
中
で
、

そ
れ
に
灯
を
と
も
す
の
は
政
府
や
自
治

体
で
は
な
く
、
私
た
ち
だ
。
自
分
の
暮

ら
し
を
見
直
す
時
が
き
て
い
る
。

阿
藤
氏
そ
の
前
に
結
婚
・
出
産
は

個
人
的
な
問
題
で
あ
る
の
に
、
政
府
が

こ
の
問
題
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
え
な
い

ｌ
女
性
が
安
心
し
て
子
供
を
産
め

る
環
境
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

江
草
氏
今
の
三
十
代
ま
で
の
人

は
、
自
身
が
せ
い
ぜ
い
一
人
の
兄
弟
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
核
家
族
化
で
三
世

代
家
族
も
少
な
く
、
生
活
が
地
域
や
家

族
か
ら
遊
離
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
家

族
と
の
生
活
体
験
の
少
な
い
人
が
、
家

い
が
強
い
。
ま
た
、
夫
に
家
事
育
児
へ

の
参
画
の
意
思
が
あ
っ
て
も
、
多
く
の

職
場
が
仕
事
優
先
を
求
め
て
お
り
、
参

画
で
き
な
い
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
女
性
の
側
に
子
育
て
の
負
担

感
が
大
き
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
成
立

に
よ
り
是
正
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い

る
。基
礎

男
女
共
同
参
画
が

育
児
の
魅
力
取
り

戻
せ

子
供
は
公
共
の
財
産

阿
藤

江
草

理
由
を
考
え
て
み
た
い
。
一
つ
は
、
少

子
化
が
行
き
過
ぎ
た
場
合
の
人
口
減
少

と
超
高
齢
社
会
は
、
特
に
経
済
的
に
深

刻
な
状
況
を
引
き
起
こ
す
こ
と
。
生
活

水
準
す
ら
下
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
二
つ

目
は
、
今
の
少
子
化
を
も
た
ら
し
て
い

る
の
は
、
社
会
の
不
均
衡
だ
と
い
う
こ

と
。
働
く
人
の
八
割
以
上
が
サ
ラ
リ
ー

族
や
育
児
の
魅
力
を
聞
か
さ
れ
て
も
ピ

ン
と
こ
な
い
。
｜
方
で
、
家
事
の
大
変

さ
や
育
児
・
教
育
費
負
担
、
受
験
戦
争

な
ど
、
若
い
夫
婦
に
は
耐
え
ら
れ
な
い

ほ
ど
の
精
神
的
・
経
済
的
負
担
が
加

わ
っ
て
く
る
。
こ
う
い
う
こ
と
が
相
乗

的
に
働
い
て
、
未
婚
率
を
押
し
上
げ
、

育
児
に
魅
力
を
感
じ
な
く
さ
せ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
子
供
の
か
わ

い
さ
を
知
る
実
体
験
が
非
常
に
乏
し
い

と
い
う
問
題
も
あ
る
。
乳
児
健
診
の
時

に
、
地
元
の
高
校
生
に
手
伝
っ
て
も

ら
っ
た
が
、
は
じ
め
は
怖
が
っ
て
い
て

も
、
次
第
に
か
わ
い
く
な
っ
て
き
て
、

「
こ
の
に
お
い
は
た
ま
ら
ん
な
あ
」
と
言

う
よ
う
に
な
る
。
こ
う
い
う
経
験
が
あ

れ
ば
、
将
来
、
結
婚
や
子
供
の
こ
と
を

考
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 i］

8Ｊ



マ
ン
で
、
女
性
も
社
会
進
出
す
る
中

で
、
だ
れ
が
子
育
て
な
ど
人
口
再
生
産

の
担
い
手
に
な
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
最
後
に
、
子
供
が
「
社
会
の
宝
」

で
あ
る
側
面
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ

と
。
自
営
業
中
心
社
会
で
は
後
継
者
と

な
る
子
供
を
持
つ
動
機
を
見
い
だ
せ
る

が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
中
心
で
社
会
保
障

が
発
達
し
た
社
会
で
は
難
し
い
。
し
か

し
、
だ
れ
か
が
育
て
た
子
が
社
会
を
支

え
て
い
く
の
だ
か
ら
、
子
を
持
つ
親
を

社
会
的
に
支
援
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

私
は
二
つ
目
が
中
心
だ
と
思
う
。
男

女
分
業
が
う
ま
く
い
か
な
い
時
代
に

な
っ
た
以
上
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
今

後
、
労
働
力
減
少
の
一
方
で
、
高
齢
者

が
増
え
る
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
起

き
、
い
や
応
な
し
に
女
性
に
働
い
て
も

ら
う
方
向
に
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。
女

性
の
社
会
進
出
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
少

子
化
が
進
む
と
い
う
少
子
化
ス
パ
イ
ラ

ル
を
起
こ
す
よ
う
で
は
社
会
が
自
滅
す

る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
一
厘
用
環

境
、
家
庭
、
社
会
を
整
備
し
、
変
革
し

て
い
く
こ
と
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。

岩
男
氏
日
本
は
戦
後
、
経
済
的
な

豊
か
さ
を
追
い
求
め
、
効
率
の
良
い
社

会
を
目
指
す
中
で
、
子
供
を
は
ぐ
く
む

と
い
う
よ
う
な
効
率
の
悪
い
部
分
を
後

回
し
に
し
て
き
た
。
今
は
そ
う
し
た
考

え
方
を
改
め
、
少
子
化
対
応
に
モ
ー
ド

（
様
式
）
を
切
り
替
え
る
時
期
。
こ
れ

は
何
も
子
供
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。

男
性
は
も
っ
と
人
間
的
な
働
き
方
を
し

て
、
女
性
も
仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
が

す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
住
み
よ
い
も
の

に
変
わ
っ
て
い
く
。
私
た
ち
は
い
く
ら

頑
張
っ
て
も
老
い
る
し
、
若
い
人
も
い

ず
れ
老
い
て
次
の
世
代
に
面
倒
を
見
て

も
ら
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
『
公
共
財
と
し
て
の
子
供
』
と
い

う
考
え
に
、
理
解
を
求
め
る
の
は
当
然

の
こ
と
だ
と
思
う
。
男
性
も
女
性
も
仕

事
も
家
庭
も
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
よ
う
な
社
会
に
し
て
い
く
し
か
、
解

決
策
は
な
い
。

江
草
氏
出
産
は
個
人
の
選
択
だ

が
、
産
み
た
い
人
が
産
め
な
い
事
情
が

あ
る
時
、
そ
の
解
決
策
を
考
え
る
の
が

具
体
的
な
対
応
だ
。
育
児
休
業
期
間
が

長
け
れ
ば
そ
の
間
、
安
心
し
て
子
供
を

育
て
ら
れ
る
し
、
そ
の
た
め
に
は
休
暇

中
の
所
得
保
障
や
、
職
場
復
帰
後
の
待

遇
を
、
き
ち
ん
と
担
保
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
る
。
次
に
保
育
所
の
問
題
で
、

政
府
は
予
算
を
増
や
し
て
整
備
に
あ
た

￣

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
学
童
保
育
も
充
実
さ
せ
て
欲
し

い
。
さ
ら
に
、
児
童
手
当
が
大
幅
に
増

額
さ
れ
れ
ば
、
消
費
拡
大
に
も
つ
な
が

る
。
こ
う
し
た
施
策
の
積
み
重
ね
が
、

産
み
た
い
人
が
夢
を
持
っ
て
産
め
る
よ

う
な
社
会
を
作
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
個
人
レ
ベ
ル
で
は
、
ど
ん
な
社
会

ｌ
少
子
化
に
つ
い
て
は
海
外
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る

が
。阿
藤
氏
先
進
国
の
少
子
化
対
策
は

次
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
｜
つ
は
北

欧
型
で
、
男
女
平
等
社
会
を
作
る
こ
と

が
結
果
的
に
少
子
化
問
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
と
い
う
立
場
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
は
、
育
児
休
業
を
男
性
も
女
性
も
必

ず
一
か
月
取
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
米
英
カ

ナ
ダ
な
ど
の
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型

で
、
家
族
を
大
事
に
す
る
価
値
観
は
強

い
も
の
の
、
育
児
休
業
も
公
的
保
育
も

な
く
、
国
の
介
入
は
少
な
い
。
三
番
目

は
フ
ラ
ン
ス
型
で
、
三
人
目
の
子
供
を

産
ん
だ
時
に
手
厚
い
家
族
手
当
を
出
す

な
ど
、
出
生
政
策
的
色
合
い
が
濃
い
。

欧
米
か
ら
学
ぶ
こ
と

に
住
み
た
い
の
か
、
ど
ん
な
家
庭
生
活

を
し
た
い
の
か
、
は
っ
き
り
と
し
た
考

え
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
。
夕
ご
飯
を

家
族
一
緒
に
食
べ
た
い
と
な
れ
ば
、
労

働
時
間
の
短
縮
が
必
要
に
な
る
。
労
働

条
件
は
生
涯
を
通
じ
て
一
定
で
は
な

く
、
状
況
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
る
柔
軟

性
も
必
要
だ
ろ
う
。

最
後
は
ド
イ
ツ
や
南
欧
型
。
ド
イ
ツ

で
は
育
児
休
業
は
三
年
保
障
す
る
が
、

乳
幼
児
保
育
は
ほ
と
ん
ど
な
い
な
ど
、

母
親
は
子
供
が
三
歳
に
な
る
ま
で
家
に

い
る
べ
き
だ
と
い
っ
た
「
三
歳
児
神

話
」
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

今
の
時
代
に
こ
う
し
た
伝
統
的
な
家
族

観
を
守
ろ
う
と
い
う
政
策
は
、
逆
効
果

だ
。日
本
が
ど
の
政
策
を
参
考
に
し
よ
う

か
と
考
え
た
場
合
、
北
欧
型
の
男
女
共

同
参
画
の
理
念
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
。

た
だ
し
、
相
当
金
が
か
か
る
の
で
、
そ

の
合
意
が
国
民
の
間
で
得
ら
れ
る
か
ど

う
か
が
カ
ギ
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、

政
府
は
何
も
し
て
い
な
い
の
に
出
生
率

は
意
外
に
高
く
、
そ
の
背
景
と
し
て
、

個
人
や
非
営
利
団
体
や
企
業
な
ど
、
民 Ⅱ
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岩
男
氏
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
長
い
育

児
休
業
が
出
生
率
を
上
げ
る
こ
と
に
は

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
現
在

は
、
国
民
会
議
な
ど
も
作
ら
れ
、
各
方

面
の
意
見
も
聞
き
、
国
は
家
族
政
策
と

し
て
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、
か

な
り
の
金
を
か
け
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
児
童
手
当
は
子
供
二
人
で
約
一
万

三
千
円
、
三
人
で
一
一
一
万
八
千
円
と
手
厚

い
。
保
育
支
援
に
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な

選
択
肢
を
用
意
し
て
、
集
団
型
保
育
を

支
援
す
る
一
方
、
家
庭
で
保
育
し
た
け

れ
ば
そ
れ
も
支
援
す
る
、
と
い
う
具

合
。
出
生
率
は
若
干
上
向
き
で
、
こ
う

し
た
方
法
が
ま
ず
ま
ず
成
功
し
て
い
る

と
い
え
そ
う
だ
。

ま
た
オ
ラ
ン
ダ
は
、
驚
い
た
こ
と
に

働
く
女
性
の
師
％
、
男
性
で
は
げ
％
が

パ
ー
ト
で
、
夫
婦
と
も
パ
ー
ト
と
い
う

間
の
保
育
が
多
様
な
形
で
発
達
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
再
雇
用
市
場

の
発
達
も
、
出
産
・
子
育
て
に
よ
る
離

職
・
再
就
職
を
容
易
に
し
て
い
る
。
政

府
ば
か
り
に
頼
ら
ず
、
国
民
の
ニ
ー
ズ

を
民
間
が
く
み
取
っ
て
提
供
す
る
の
も

一
つ
の
解
決
策
と
い
え
る
ｃ

参
考
に

オ
ラ
ン
ダ
型
を

岩
男

カ
ッ
プ
ル
も
少
な
く
な
い
ｃ
午
前
六
時

か
ら
の
早
朝
と
か
、
夜
間
中
心
に
働
く

と
い
う
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
も
利
用
可

能
だ
が
、
こ
れ
は
、
昼
間
子
供
と
一
緒

に
過
ご
し
た
い
か
ら
だ
と
い
う
。
パ
ー

ト
で
あ
れ
フ
ル
タ
イ
ム
で
あ
れ
、
賃
金

等
の
待
遇
に
差
が
な
く
、
夫
婦
が
そ
れ

ぞ
れ
の
。
ハ
ー
ト
労
働
で
○
・
七
五
人
分

ず
つ
を
働
き
、
二
人
合
わ
せ
て
一
・
五

人
分
と
い
う
二
・
五
人
政
策
」
を

と
っ
て
い
る
。
国
民
が
雇
用
を
分
か
ち

合
う
こ
と
で
景
気
も
回
復
し
て
い
て
、

日
本
に
も
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

調
査
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
男
性
が

仕
事
に
費
や
す
時
間
が
他
国
に
比
べ
て

と
び
抜
け
て
長
い
一
方
で
、
育
児
に
費

や
す
時
間
が
極
端
に
少
な
い
。
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
が
急
務
だ
。
今
後

は
、
少
子
化
対
策
に
し
て
も
、
景
気
対

策
に
し
て
も
、
柔
軟
性
の
あ
る
多
様
な

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
な
け
れ
ば
、
事
態

は
改
善
し
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
は
ラ
イ

フ
ス
タ
ィ
ル
も
、
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し

て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
こ
た
え
る
選
択

肢
に
、
柔
軟
性
と
多
様
性
が
欠
け
て
い

る
。江
草
氏
私
は
中
国
に
い
さ
さ
か
縁

が
深
い
が
、
中
国
と
言
え
ば
一
人
っ
子

政
策
で
知
ら
れ
て
い
る
。
北
京
、
上
海

と
い
っ
た
大
都
市
で
は
、
少
子
・
高
齢

化
が
日
本
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
進
ん
で

い
る
の
が
現
状
。
ま
た
、
一
人
っ
子
政

策
も
二
十
年
を
経
て
、
現
在
見
直
し
に

入
っ
て
い
る
。
一
人
っ
子
同
士
の
結
婚

な
ら
二
人
産
ん
で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ

た
。
一
人
っ
子
政
策
の
結
果
生
ま
れ
た

一
人
っ
子
は
育
児
に
対
し
て
不
安
が
強

く
、
な
か
な
か
産
も
う
と
し
な
い
と
い

う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
。

｜
方
、
社
会
は
完
全
な
男
女
共
同
参

画
社
会
で
、
女
性
の
卯
％
以
上
は
働
い

て
い
る
。
女
性
が
働
け
る
環
境
は
整
っ

て
い
て
、
た
と
え
ば
保
育
所
の
整
備
は

驚
く
ほ
ど
よ
い
し
、
育
児
休
業
の
制
度

な
ど
も
よ
く
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
同

一
の
集
合
住
宅
に
共
働
き
の
世
帯
が

三
、
四
軒
あ
る
と
、
最
初
に
帰
宅
し
た

家
の
親
が
ほ
か
の
家
の
子
も
面
倒
を
見

る
、
と
い
っ
た
具
合
に
、
地
域
社
会
の

対
応
も
実
に
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。
日

本
は
様
々
な
点
で
欧
米
化
し
た
が
、
国

民
の
家
族
観
は
、
ア
ジ
ア
的
風
土
の
中

に
あ
る
わ
け
で
、
こ
の
よ
う
な
中
国
の

育
児
政
策
も
、
参
考
に
な
る
こ
と
が
多

い
。Ｉ
ほ
か
に
何
か
あ
れ
ば
。

岩
男
氏
家
族
を
大
事
に
す
る
の
は

人
間
と
し
て
当
た
り
前
で
、
好
ま
し
い

少
子
化
は
い
ま
や
「
国
の
か
た
ち
」

を
決
め
る
問
題
に
ま
で
発
展
し
て
い

る
。
高
齢
者
が
増
え
る
一
方
で
、
若
い

人
口
が
減
っ
て
い
け
ば
、
人
口
構
造
、

家
族
形
態
は
も
ち
ろ
ん
日
本
の
経
済
、

社
会
保
障
の
在
り
方
に
ま
で
影
響
を
及

ぼ
す
か
ら
だ
。

少
子
化
の
原
因
は
未
婚
、
非
婚
率
の

上
昇
や
仕
事
と
出
産
・
育
児
の
板
挟
み

に
悩
む
女
性
の
「
反
乱
［
最
近
は
「
結

「
ｌ
・
座
談
会
を
終
え
て
。

こ
と
で
あ
る
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

必
要
だ
。
家
族
の
た
め
に
有
給
休
暇
を

と
ろ
う
と
し
た
ら
「
昇
進
に
響
く
」
と

い
う
の
は
お
か
し
い
。
そ
の
へ
ん
の
意

識
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

江
草
氏
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
子
供
連

れ
の
飛
行
機
料
金
を
大
幅
に
割
り
引
い

て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、
日
本
で
も
新

幹
線
の
席
が
す
い
て
い
る
時
に
は
、
子

供
連
れ
は
割
引
に
す
る
な
ど
し
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
。
子
育
て
支
援
で
で

き
る
こ
と
は
、
身
近
に
た
く
さ
ん
あ

る
。「
お
と
こ
社
会
」

変
革
の
時
期
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婚
し
て
も
子
供
は
い
ら
な
い
」
と
い
う

新
た
な
価
値
観
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
。

そ
の
対
策
は
諸
外
国
の
例
を
参
考
に
し

て
、
出
産
・
育
児
休
業
の
充
実
や
保

育
、
所
得
保
障
制
度
の
拡
充
な
ど
女
性

が
安
心
し
て
子
供
を
産
み
、
育
て
ら
れ

る
環
境
作
り
を
最
優
先
す
べ
き
で
あ

る
。生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
数
が
減
少
す

る
一
少
子
化
一
に
一
向
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
。

九
八
年
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
一
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む

子
供
の
平
均
数
（
合
計
特
殊
出
生
率
）

は
１
．
羽
と
、
過
去
最
低
を
更
新
し

た
。
世
界
的
に
み
て
も
最
低
水
準
だ
。

少
子
化
は
、
先
進
国
に
共
通
し
た
現

象
だ
が
、
わ
が
国
で
は
、
そ
れ
と
並
行

し
て
高
齢
化
が
世
界
に
例
を
見
な
い
速

度
で
進
行
し
て
お
り
、
既
に
六
十
五
歳

以
上
の
「
老
年
人
目
が
十
五
歳
未
満

の
「
年
少
人
口
」
を
上
回
っ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
の
主
要
国
で
も
、
少
子

囮少子化対策は未来への責任
子
育
て
の
環
境
整
備
が
急
務

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

で
、
い
わ
ゆ
る
「
お
と
こ
社
会
」
の
変

革
、
雇
用
制
度
の
見
直
し
、
国
民
の
意

識
改
革
な
ど
多
様
で
巨
視
的
か
つ
構
造

的
な
世
直
し
が
必
要
だ
ろ
う
。
安
易
な

「
産
め
よ
殖
や
せ
よ
」
論
は
百
害
あ
っ

て
一
利
な
し
で
あ
る
。

（
水
巻
）

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
八
・
二
十
八
）

・
高
齢
化
は
進
ん
で
い
る
が
、
こ
う
し

た
”
逆
転
現
象
“
は
ま
だ
起
き
て
い
な

い
。さ
ら
に
少
子
化
が
進
む
よ
う
な
ら
、

将
来
の
わ
が
国
は
、
労
働
力
人
口
が
大

幅
に
減
少
し
、
経
済
水
準
の
低
下
す
ら

招
き
か
ね
な
い
。
ま
た
、
超
高
秘
騨
社
会

の
担
い
手
が
い
な
く
な
り
、
各
種
社
会

制
度
が
維
持
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
。

社
会
生
活
の
面
で
も
、
子
供
の
数
が

減
り
、
高
齢
者
ば
か
り
が
目
立
つ
、
国

全
体
の
「
過
疎
化
一
が
進
ん
で
、
明
日

へ
の
活
力
を
失
っ
た
社
会
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
。

少
子
化
対
策
に
関
す
る
議
論
は
多
種

多
様
で
、
諸
外
国
の
例
を
み
て
も
、
こ

れ
と
い
っ
た
決
め
手
は
な
い
。
だ
が
、

女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
だ
現
在
、
少

な
く
と
も
働
く
女
性
が
子
供
を
産
み
．

育
て
る
こ
と
に
不
安
を
覚
え
な
い
よ

う
、
支
援
す
る
制
度
の
整
備
と
そ
れ
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
社
会
的
合
意
の
形

成
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。

育
児
休
業
制
度
に
つ
い
て
言
え
ば
、

終
身
一
雇
用
が
一
般
的
な
わ
が
国
で
は
、

子
育
て
の
た
め
に
就
業
を
中
断
す
る
こ

と
の
ハ
ン
デ
は
当
事
者
に
と
っ
て
深
刻

だ
。
制
度
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ

た
実
績
が
無
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う

思
い
は
強
い
。

企
業
の
側
も
、
一
人
目
は
い
い
と
し

て
も
、
二
人
目
、
三
人
目
と
な
る
と
、

忠
誠
度
や
仕
事
に
対
す
る
態
度
を
疑
問

視
す
る
の
が
実
情
だ
ろ
う
。

北
欧
や
ド
イ
ツ
で
は
、
手
厚
い
育
児

休
業
制
度
や
所
得
保
障
を
法
制
化
す
る

試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成
果

は
国
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
。
こ
れ
に

対
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の
種
の
制

度
は
ほ
と
ん
ど
整
備
さ
れ
て
い
な
い

が
、
キ
ャ
リ
ア
さ
え
あ
れ
ば
、
以
前
の

職
場
と
そ
ん
な
に
待
遇
に
差
が
な
く
再

就
職
で
き
る
風
土
が
あ
る
。

研
究
者
に
よ
っ
て
は
、
制
度
に
よ
る

支
援
よ
り
も
、
｜
雇
用
の
流
動
化
を
進
め

る
方
が
効
果
的
だ
と
す
る
意
見
も
あ

る
。保
育
サ
１
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
わ
が

国
は
明
ら
か
に
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い

る
。
乳
幼
児
保
育
や
延
長
保
育
、
一
時

保
育
な
ど
、
そ
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
立
保
育

所
な
ど
で
は
、
ほ
と
ん
ど
対
応
で
き
ず

に
い
る
ｃ

保
育
所
経
営
に
も
、
民
間
活
力
を
大

胆
に
導
入
す
る
と
同
時
に
、
企
業
内
保

育
所
の
推
進
な
ど
も
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

あ
る
い
は
、
年
金
に
「
子
育
て
加

算
一
を
す
る
と
い
う
の
も
ア
イ
デ
ア
か

も
知
れ
な
い
。

子
育
て
を
め
ぐ
っ
て
は
、
重
い
教
育

負
担
や
住
宅
問
題
な
ど
、
解
決
す
べ
き

課
題
は
多
く
、
少
子
化
対
策
は
一
筋
縄

で
は
い
き
そ
う
に
な
い
。

何
よ
り
も
ま
ず
、
子
育
て
は
楽
し
い

も
の
で
あ
り
、
生
活
に
「
夢
」
を
与
え

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
若
い
世
代

に
知
っ
て
ほ
し
い
。
損
得
で
は
な
く
、

子
育
て
に
は
未
来
が
か
か
っ
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
八
・
三
十
一
）
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お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
知
恵

と
経
験
を
育
児
に
生
か
す
ノ
ウ
ハ
ウ
を

作
ろ
う
と
、
民
間
の
福
祉
団
体
が
子
育

て
支
援
の
モ
デ
ル
事
業
を
全
国
で
始
め

た
。
子
ど
も
三
人
の
家
庭
へ
派
遣
し
て

家
事
を
助
け
る
事
業
や
子
ど
も
の
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
を
手
伝
う
事
業
な
ど
を

通
じ
て
、
高
齢
者
に
適
し
た
子
育
て
支

援
の
あ
り
方
を
探
っ
て
お
り
、
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
ら
専
門
家
が
来
春
報
告
を
ま
と

め
る
予
定
だ
。
経
験
豊
富
な
お
年
寄
り

の
子
育
て
参
加
は
核
家
族
化
で
身
近
に

相
談
者
が
い
な
い
子
育
て
世
代
に
好
評

で
、
元
気
な
お
年
寄
り
の
活
躍
の
場
が

広
が
る
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
の
子
育
て
支
援
モ
デ
ル
事
業

は
、
退
職
者
の
生
き
が
い
作
り
な
ど
に

取
り
組
む
民
間
団
体
、
長
寿
社
会
文
化

協
会
（
Ｗ
Ａ
Ｃ
）
と
ニ
ッ
ポ
ン
・
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
・
ク
ラ
ブ
（
Ｎ
Ａ
Ｌ

Ｃ
）
が
六
月
、
厚
生
省
の
支
援
を
受
け

て
始
め
た
。
両
団
体
に
所
属
す
る
、
東

京
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の
五
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
高
齢
者
に
よ
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ

函
子
育
て
に
お
年
寄
り
の
知
恵

モ
デ
ル
事
業
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

タ
ー
の
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
グ
ル
ー
プ

の
一
つ
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
ケ
ア
ハ
ン
ズ
浦
和

（
埼
玉
県
浦
和
市
）
は
、
三
人
の
子
ど

も
を
抱
え
、
家
事
支
援
を
希
望
す
る
市

内
の
家
庭
に
、
子
育
て
を
終
え
た
中
高

年
の
女
性
を
低
料
金
で
派
遣
し
て
い

る
。
支
援
を
受
け
る
三
十
歳
代
の
主
婦

は
「
人
生
の
先
輩
に
お
料
理
や
子
育
て

の
こ
と
な
ど
、
色
々
教
え
て
も
ら
え
て

助
か
る
」
と
派
遣
を
歓
迎
。
派
遣
さ
れ

た
五
十
七
歳
の
主
婦
も
一
元
々
ご
飯
の

用
意
な
ど
を
し
て
人
に
喜
ば
れ
る
の
が

好
き
。
自
分
の
経
験
を
生
か
せ
て
無
理

な
く
活
動
で
き
る
」
と
話
す
。

子
ど
も
が
自
然
に
触
れ
る
取
り
組
み

を
手
伝
う
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｌ

Ｃ
枚
方
・
天
の
川
ク
ラ
ブ
（
大
阪
府
枚

方
市
）
は
地
元
の
兼
業
農
家
が
開
放
す

る
農
園
を
利
用
し
た
一
自
然
小
学
校
」

に
、
退
職
し
た
中
高
年
が
出
向
い
て
、

農
作
業
の
手
ほ
ど
き
な
ど
を
し
て
い

る
。
参
加
し
た
子
ど
も
の
親
か
ら
は

「
大
人
と
子
ど
も
の
つ
な
が
り
が
で
き

ア
ジ
ア
な
ど
の
人
口
増
加
に
伴
う
食

糧
や
環
境
を
テ
ー
マ
に
各
国
の
国
会
議

員
ら
が
話
し
合
う
「
人
口
と
開
発
に
関

す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
、
議
長
・
桜
井
新
代
議
士
）

の
第
六
回
大
会
が
十
月
四
、
五
日
、
新

潟
市
で
開
か
れ
る
。
日
本
で
の
開
催
は

る
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

両
団
体
で
は
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
毎

月
、
活
動
時
間
や
内
容
を
は
じ
め
、
負

担
感
や
満
足
度
な
ど
を
細
か
く
記
し
た

報
告
書
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
う

え
で
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
七
人

の
専
門
家
ら
で
構
成
す
る
「
子
育
て
支

援
活
動
委
員
会
」
（
委
員
長
．
一
番
ケ

瀬
康
子
・
日
本
女
子
大
名
誉
教
授
）

で
、
「
お
年
寄
り
が
無
理
な
く
で
き
る
子

育
て
支
援
は
何
か
」
「
ケ
ガ
を
し
た
場

合
ど
う
す
る
か
」
な
ど
、
具
体
的
な
活

動
方
法
や
ル
ー
ル
な
ど
を
検
討
し
て
い

函

人口問題で

国際会議

10月4.5日新潟市で

初
め
て
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
中

心
に
ア
フ
リ
カ
、
欧
州
な
ど
約
四
十
カ

国
の
国
会
議
員
や
、
国
際
機
関
か
ら
計

百
人
以
上
が
参
加
す
る
予
定
だ
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
九
・
｜
）

る
。同
委
員
会
は
来
年
三
月
ま
で
に
最
終

報
告
書
を
ま
と
め
る
予
定
。
Ｗ
Ａ
Ｃ
の

町
野
美
和
・
高
齢
者
ケ
ア
部
長
は
「
元

気
な
お
年
寄
り
で
、
子
育
て
世
代
の
手

助
け
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
ど

こ
か
ら
手
を
着
け
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
人
が
多
い
。
報
告
書
を
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
す
れ
ば
活
動
が
広
が
る
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
九
・
八
・
三
十
一
）
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二
○
○
○
年
度
予
算
の
概
算
予
算
が

三
十
一
日
締
め
切
ら
れ
た
が
、
高
校
生

に
子
育
て
や
介
護
を
体
験
さ
せ
た
り
、

児
童
虐
待
が
起
き
な
い
よ
う
に
児
童
相

談
所
に
対
応
協
力
員
を
置
く
な
ど
、
少

子
高
齢
化
社
会
を
に
ら
ん
だ
施
策
を
多

く
盛
り
込
ん
だ
の
が
、
｜
つ
の
特
徴
と

な
っ
て
い
る
。
人
々
の
身
近
な
暮
ら
し

に
関
係
の
深
い
要
求
の
内
容
を
見
て
み

た
。少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
で
は
、

高
校
生
が
子
育
て
や
介
護
の
大
切
さ
、

難
し
さ
を
身
を
も
っ
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
幼
稚
園
や
老
人
福
祉
施

設
で
保
育
や
介
護
を
実
際
に
体
験
す
る

「
高
校
生
保
育
・
介
護
体
験
総
合
推
進

事
業
」
（
二
億
千
百
万
円
）
を
、
全
都

道
府
県
で
実
施
す
る
。
ま
た
、
児
童
虐

待
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
児
童
虐

待
に
関
す
る
調
査
や
関
係
機
関
と
の
調

整
を
行
う
児
童
虐
待
対
応
協
力
員
（
百

七
十
四
人
、
一
億
七
千
万
円
）
を
、
児

童
相
談
所
に
置
く
。

さ
ら
に
、
階
段
の
上
り
下
り
の
多
い

園》
少
子
高
齢
化
対
策
に
重
点

他
に
住
宅
対
策
、
環
境
問
題
も

鉄
道
の
駅
を
、
障
害
者
や
高
齢
者
が
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
駅
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
け

る
事
業
で
は
、
前
年
度
当
初
予
算
比
三

十
九
倍
の
三
十
五
億
円
を
要
求
し
て
い

る
。

一
方
、
住
宅
対
策
で
は
、
住
宅
金
融

公
庫
の
新
築
住
宅
向
け
融
資
の
返
済
期

間
が
最
長
三
十
五
年
に
一
本
化
さ
れ

る
。
現
在
は
木
造
住
宅
な
ら
最
長
二
十

五
年
な
ど
と
、
住
宅
の
構
造
に
よ
っ
て

返
済
期
間
が
異
な
る
が
、
構
造
に
か
か

わ
ら
ず
最
長
三
十
五
年
と
す
る
こ
と

で
、
月
々
の
返
済
額
を
抑
え
、
若
年
層

で
も
住
宅
を
購
入
し
や
す
く
す
る
の
が

狙
い
だ
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
住
宅
ロ
ー

ン
の
返
済
額
を
当
初
五
年
間
は
軽
減

し
、
六
年
目
以
降
は
多
く
す
る
「
ゆ
と

り
償
還
制
度
」
は
廃
止
さ
れ
る
。
給
与

水
準
が
年
々
上
昇
す
る
こ
と
が
前
提
の

制
度
だ
っ
た
が
、
右
肩
上
が
り
の
成
長

が
望
め
な
く
な
り
、
返
済
額
の
急
増
に

耐
え
ら
れ
ず
ロ
ー
ン
破
た
ん
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
た
た
め
だ
。

環
境
問
題
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
か
ら
溶
け
だ
す
内
分
泌
か
く
乱
物
質

（
環
境
ホ
ル
モ
ン
）
の
危
険
度
や
評
価

方
法
の
開
発
の
た
め
、
前
年
度
当
初
予

算
比
三
・
四
倍
の
一
一
十
一
一
億
八
千
万
円

を
要
求
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
九
・
｜
）

失
業
率
上
昇
で
女
性
の
晩
婚
化
が
加

速
す
る
ｌ
・
経
済
企
画
庁
の
関
連
調

査
機
関
、
家
計
経
済
研
究
所
が
二
日
発

表
し
た
「
九
八
年
度
消
費
生
活
に
関
す

る
パ
ネ
ル
調
査
」
で
こ
ん
な
結
果
が
わ

か
っ
た
。

こ
の
調
査
は
九
一
一
一
年
に
一
一
十
四
’
三

十
四
歳
だ
っ
た
女
性
千
五
百
人
を
対
象

に
始
め
た
追
跡
調
査
。
失
業
率
と
未
婚

率
の
関
係
で
は
、
学
校
を
卒
業
す
る
時

の
失
業
率
が
高
い
と
、
女
性
は
早
く
結

婚
す
る
が
、
卒
業
後
、
就
職
中
に
失
業

率
上
昇
を
経
験
す
る
と
、
再
就
職
の
機

囮

晩婚化失業

率上昇で加速

企画庁関連機関調べ

会
が
減
る
こ
と
を
懸
念
し
て
女
性
の

婚
が
遅
れ
る
と
い
う
傾
向
が
出
た
。

研
究
所
は
「
失
業
率
が
高
い
と
希
望

る
企
業
に
就
職
し
に
く
い
た
め
、
率

時
に
結
婚
す
る
人
が
多
い
の
で
は
な

か
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

調
査
し
た
樋
口
美
雄
慶
応
大
学
封

は
「
最
近
の
失
業
率
の
上
昇
で
、
新

女
性
は
早
く
結
婚
す
る
傾
向
が
強
生

一
方
、
す
で
に
就
職
し
て
い
る
人
は

婚
を
遅
ら
せ
る
の
で
、
全
体
と
し
て

晩
婚
化
が
進
む
公
算
が
大
き
い
」
上

折
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
・
九
・
一

６
日
付
の
香
港
紙
、
東
方
日
報
に

る
と
、
中
国
の
広
東
省
陽
春
市
の
村

４
日
、
住
民
５
０
０
０
人
以
上
が
一

人
っ
子
政
策
」
の
関
連
措
置
に
抗
議

て
村
の
政
府
に
押
し
掛
け
、
計
画
Ⅲ

担
当
部
門
の
事
務
室
を
壊
し
た
。
公

團圓

一人っ子政策

に住民抗議

」Ｉ耶匠
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すふお－らむこゆ

全
国
の
百
歳
以
上
の
高
齢
者
が
一
万

一
千
人
を
突
破
し
、
過
去
最
高
を
更
新

し
た
こ
と
が
、
厚
生
省
が
七
日
発
表
し

た
今
年
の
全
国
高
齢
者
名
簿
（
長
寿
番

付
）
で
分
か
っ
た
。
八
一
年
に
初
め
て

千
人
を
超
え
て
か
ら
十
八
年
で
約
十
一

百歳以上長寿者数の年次推移
当
局
は
村
民
数
十
人
を
殴
打
し
た
上
で

連
行
し
た
。

村
の
政
府
は
１
日
、
２
人
以
上
の
子

供
を
抱
え
る
家
庭
に
対
し
、
多
額
の
罰

金
を
払
わ
な
け
れ
ば
２
人
目
以
降
の
子

供
の
学
校
へ
の
入
学
を
認
め
な
い
措
置

囮６

一
○
○
歳
以
上

最
多
の
一
万
二
一
四
六
人

63年７０７５８０８５９０９５９９

倍
と
い
う
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
、
改
め
て
高

齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
裏

付
け
た
。

長
寿
番
付
は
今
月
三
十
日
時
点
で
百

歳
以
上
に
な
る
人
を
、
同
月
一
日
現
在

で
集
計
し
た
。
総
数
は
一
万
一
千
三
百

四
十
六
人
で
、
昨
年
か
ら
二
・
七
％

の
増
加
。
女
性
は
九
千
三
百
七
十
三
人

で
八
二
・
六
％
を
占
め
、
男
性
は
千
九

百
七
十
三
人
だ
っ
た
。

長
寿
日
本
一
は
女
性
で
、
鹿
児
島
市

に
住
む
百
十
一
歳
の
本
郷
か
ま
と
さ

ん
。
今
月
中
旬
に
百
十
二
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
。
男
性
の
最
高
齢
は
川
崎
市

の
田
辺
定
義
さ
ん
の
百
十
歳
。

人
口
十
万
人
あ
た
り
の
百
歳
以
上
の

高
齢
者
は
、
全
国
平
均
で
昨
年
よ
り
○

を
取
っ
た
。
し
か
し
、
大
半
の
親
は
高

額
な
罰
金
を
払
え
ず
、
村
内
の
小
中
学

校
の
入
学
率
は
釦
％
以
下
に
低
下
し
た

と
い
う
。

【
香
港
・
共
同
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
九
・
七
）8割女性

今
回
か
ら
３
回
に
わ
た
っ
て
、
日
本

経
済
を
人
口
、
環
境
、
技
術
の
長
期
的

な
視
点
か
ら
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

日
本
の
人
口
は
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
１
９
９
７
年
１
月

の
予
測
（
中
位
推
計
）
に
よ
れ
ば
、
２

０
０
７
年
の
１
億
２
７
７
８
万
人
を

ピ
ー
ク
に
減
り
始
め
、
加
年
に
は
１
億

人
そ
こ
そ
こ
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。人
口
が
減
っ
て
い
く
最
も
大
き
な
原

因
は
少
子
化
で
す
。
日
本
女
性
が
一
生

に
産
む
子
供
の
数
は
、
１
９
７
０
年
に

は
２
．
四
人
と
、
ぎ
り
ぎ
り
で
人
口
が

減
ら
な
い
水
準
で
し
た
が
、
明
年
に
は

「
ｌ
・
訂
シ
ョ
ッ
ク
」
と
言
わ
れ
る
ま
で

に
低
下
、
加
年
に
は
１
．
詔
人
に
落
ち

込
ん
で
い
ま
す
。
子
供
が
少
な
く
な
る

一
因
で
あ
る
晩
婚
化
や
非
婚
化
も
急

・
九
二
増
え
て
八
・
九
七
人
。
都
道
府
県

別
で
は
、
沖
縄
（
二
八
・
○
六
）
が
十

年
連
続
ト
ッ
プ
で
、
高
知
（
二
五
・
九

囲
少
子
化
で
変
わ
る
人
口
構
造

晩
婚
化
・
非
婚
化
・
高
齢
化
が
推
進
役

ピ
ッ
チ
で
す
。

男
子
加
歳
前
半
の
未
婚
率
は
加
年
の

ｎ
％
か
ら
弱
年
に
は
師
％
に
、
女
子
加

歳
代
後
半
の
未
婚
率
も
、
年
の
旧
％
か

ら
砺
年
に
は
蛆
％
に
上
昇
し
て
い
ま

す
。
高
学
歴
化
や
核
家
族
化
が
進
ん
だ

現
在
で
は
、
教
育
費
の
負
担
や
、
育
児

の
た
め
に
仕
事
を
や
め
る
コ
ス
ト
が
大

き
く
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
少
子
化
に

拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
は
社
会
に
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
第
１
に

働
き
手
が
減
少
し
ま
す
。
嘔
歳
か
ら
叫

歳
ま
で
の
人
の
数
は
、
妬
年
を
ピ
ー
ク

に
す
で
に
減
り
始
め
て
い
ま
す
。
今
後

女
性
や
高
齢
者
の
中
で
、
働
く
人
の
割

合
が
増
え
た
と
し
て
も
、
ｎ
世
紀
は
じ

め
か
ら
労
働
力
が
減
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

第
２
に
社
会
保
障
を
従
来
の
ま
ま
の

九
）
、
島
根
（
二
二
・
一
九
）
が
続
い

た
。（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
・
九
・
七
）
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仕
組
み
で
維
持
す
る
の
が
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
比
率
が
高
ま
る

と
、
年
金
、
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
人
が
増
え
る
た
め
、
負
担
の
引

き
上
げ
と
、
給
付
の
引
き
下
げ
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

第
３
に
地
域
に
も
影
響
が
出
て
き
ま

す
。
師
年
か
ら
２
０
２
５
年
ま
で
に
人

口
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
の

は
、
幻
都
道
府
県
の
う
ち
大
都
市
周
辺

な
ど
ｕ
の
自
治
体
で
、
Ⅲ
％
以
上
減
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
自
治
体
は
灯
に
上

り
、
過
疎
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

日
本
の
閲
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

（
唱
日
現
在
）
は
２
１
１
６
万
人
と
な

り
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
旧
・
７

％
と
人
口
、
割
合
と
も
に
過
去
最
高
を

更
新
し
た
こ
と
が
ｕ
日
、
総
務
庁
が
発

表
し
た
人
口
推
計
値
で
分
か
っ
た
。
こ

れ
で
６
人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な
っ
た

計
算
だ
。

高
齢
者
人
口
は
昨
年
よ
り
碗
万
人
増

え
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
０
．
５

囮閲歳以上は６人に１人
総
務
庁
調
査
で
高
齢
者
過
去
最
高
に

く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
は
大
き
な
課
題

で
す
が
、
こ
れ
は
女
性
の
社
会
進
出
や

高
学
歴
化
、
長
寿
化
な
ど
日
本
が
豊
か

に
な
っ
た
結
果
だ
と
い
え
な
く
も
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
子
育
て
支
援
な

ど
の
充
実
と
と
も
に
、
人
口
構
造
の
変

化
に
見
合
っ
た
一
雇
用
や
社
会
保
障
の
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
、
大
胆
な
変
革
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
日
本
開
発
銀
行
調
査
部
）

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
九
・
十
）

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
男
女
別
に
み
る

と
、
男
性
８
８
１
万
人
、
女
性
１
２
３

６
万
人
で
、
女
性
は
男
性
の
１
．
４
倍

だ
。
布
歳
以
上
の
女
性
は
５
５
２
万
人

で
男
性
２
９
６
万
人
の
１
．
９
倍
、
帥

歳
以
上
の
女
性
は
３
０
９
万
人
で
男
性

１
４
７
万
人
の
２
．
１
倍
と
、
高
齢
に

な
る
に
つ
れ
女
性
の
比
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
。

高
齢
者
は
－
９
５
０
年
ご
ろ
ま
で
は

人
口
の
５
％

前
後
で
推
移

し
て
い
た

が
、
そ
の
後

上
昇
を
続

け
、
酪
年
に

初
め
て
ｎ
％

を
超
え
た
。

厚
生
省
の
社

会
保
障
・
人

口
問
題
研
究

所
の
推
計
に

よ
る
と
、
２

０
０
６
年
に

２
０
１
１

０
／
０
、
５
二

配
％
を
超

え
、
加
年
に

は
犯
・
３
町

に
達
す
る
。

一
方
、
高

齢
者
人
口
は

週
年
に
３
０

０
０
万
人
を

超
え
、
ｎ
年

（鋤加工卿剛
に
３
３
７
９

万
人
と
ピ
ー

３
く
３
２

ク
を
迎
え
た
Ⅲ
ｉ
：
：

後
、
減
少
に
転
じ
る
見
通
し
だ
。

【
高
安
厚
至
】

i鍵ii鑿iii篝

》
蕨
瞥2000

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
九
・
十
五
）

1500

８８，

３;彦霞
1000

500

０
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すふお－らむこゆ

総
務
庁
は
十
四
日
、
「
児
童
・
生
徒

の
高
齢
化
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
」

結
果
を
発
表
し
た
。

調
査
は
今
年
二
月
、
厚
生
省
指
定
の

全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
の
中
か

ら
小
中
高
各
二
十
四
校
ず
つ
を
選
ん
で

初
め
て
実
施
し
た
。
小
学
校
は
五
年

生
、
中
・
高
校
は
二
年
生
を
対
象
と

し
、
計
二
千
九
百
四
十
人
（
肥
・
５

％
）
か
ら
回
答
を
得
た
。

祖
父
母
と
の
同
居
に
つ
い
て
聞
い
た

と
こ
ろ
、
二
緒
に
暮
ら
し
た
い
」
は

小
学
生
で
は
⑪
・
８
％
だ
っ
た
の
に
対

し
、
中
学
生
で
は
羽
・
５
％
、
高
校
生

で
は
幻
・
０
％
に
減
少
。
逆
に
、
「
暮
ら

し
た
く
な
い
」
「
あ
ま
り
暮
ら
し
た
く

な
い
」
を
合
わ
せ
た
別
居
派
は
、
小
学

生
の
８
．
８
％
に
対
し
、
中
学
生
で
は

旧
・
９
％
、
高
校
生
で
は
配
・
６
％
を
占

め
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
高
齢
者

と
の
同
居
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

た
。祖
父
母
の
介
護
に
つ
い
て
は
、
「
家

で
家
族
が
す
る
の
が
よ
い
」
は
、
小
学

圖囿
祖
父
母
と
同
居
望
む

小
学
生
灯
％
・
中
学
生
血
％
・
高
校
生
四
％

Ｉ
砧
歳
以
上
２
１
１
６
万
人
に
Ｉ

総
務
庁
は
十
四
日
、
敬
老
の
日
の
十

五
日
現
在
の
高
齢
者
人
口
推
計
値
を
発

表
し
た
。
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

は
、
前
年
と
比
べ
六
十
七
万
人
多
い
二

千
百
十
六
万
人
。
総
人
口
に
占
め
る
割

生
で
碗
・
６
％
を
占
め
た
が
、
中
学
生

で
は
妬
・
４
％
、
高
校
生
で
は
粥
・
５
％

に
減
少
。
「
家
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

す
る
人
た
ち
な
ど
と
家
族
が
一
緒
に
世

話
を
す
る
の
が
よ
い
」
で
は
、
高
校
生

の
卿
。
５
％
、
中
学
生
の
羽
・
５
％
を
占

め
、
小
学
生
で
も
皿
・
３
％
あ
っ
た
。

「
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
世
話
を
し
て
も

ら
う
の
が
よ
い
」
も
、
中
高
生
で
約
田

％
、
小
学
生
で
９
．
５
％
あ
っ
た
。

一
方
、
中
高
生
に
青
回
、
社
会
の
イ
メ
ー

ジ
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
経
済
的
に
豊

か
で
活
力
に
満
ち
て
い
る
」
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
（
だ

％
）
が
「
そ
う
思
う
」
（
４
．
４
％
）
を

大
き
く
上
回
っ
た
。

６
人
に
１
人
が
高
齢
者

総務庁調査

【
北
京
詔
日
Ⅱ
杉
山
祐
之
】
「
一
人
っ

子
政
策
」
を
は
じ
め
と
す
る
人
ロ
抑
制

策
に
よ
っ
て
、
中
国
の
人
口
は
七
一
’

九
八
年
に
三
億
人
以
上
も
抑
え
ら
れ

た
、
と
す
る
調
査
結
果
が
二
十
八
日
明

ら
か
に
な
っ
た
。

政
府
機
関
で
あ
る
国
家
計
画
生
育
委

員
会
が
ま
と
め
た
も
の
で
、
同
日
付
の

中
国
紙
「
経
済
日
報
」
な
ど
が
報
じ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
周
恩
来
首
相
（
当

時
）
が
計
画
出
産
を
提
唱
し
た
七
一
年

の
平
均
出
生
児
数
は
五
・
四
四
人
。
そ

の
ま
ま
で
は
九
八
年
総
人
口
は
十
八
億

合
は
前
年
比
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
増
の
旧
・

７
％
で
、
人
数
、
割
合
と
も
に
過
去
最

高
を
記
録
し
た
。
男
性
は
八
百
八
十
一

万
人
、
女
性
は
千
二
百
三
十
六
万
人
。

九
八
年
十
月
時
点
で
高
齢
者
の
い
る

世
帯
は
千
三
百
八
十
七
万
世
帯
。
高
齢

者
が
一
人
暮
ら
し
の
ケ
ー
ス
が
二
百
四

皿

人っ子j1i(策で

億ＭＵ２抑制

１
３

中国が成果強調

四
千
五
百
万
人
、
出
生
児
数
の
自
然
減

を
加
味
し
て
も
同
十
五
億
六
千
三
百
万

人
の
見
込
み
だ
っ
た
が
、
「
一
人
っ
子

政
策
」
の
結
果
、
平
均
出
生
児
数
が
一

・
八
四
人
に
低
下
し
た
九
八
年
の
人
口

は
十
二
億
四
千
八
百
万
人
に
抑
え
ら
れ

た
。少
子
化
に
伴
う
国
と
家
庭
の
養
育
費

負
担
の
軽
減
分
は
、
九
七
年
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
匹
敵
す
る
七
兆
四
千

億
元
（
約
九
十
二
兆
円
）
と
、
経
済
発

展
の
効
用
も
強
調
さ
れ
た
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
九
・
二
十
九
）

十
二
万
世
帯
で
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯

の
Ⅳ
・
５
％
を
占
め
る
。
夫
婦
の
双
方

も
し
く
は
い
ず
れ
か
が
高
齢
者
で
、
子

ど
も
と
同
居
し
て
い
な
い
二
人
暮
ら
し

の
ケ
ー
ス
は
三
百
四
十
九
万
世
帯
で
、

高
齢
者
の
い
る
世
帯
の
窃
・
２
％
。

（
読
売
新
聞
二
九
九
九
・
九
・
十
五
）

釣



２．東南アジア諸国等人口●開発基礎調査報告啓
一インド国一

ReportontheBasicSurveyofpopulationand
DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-India-

昭和58年度

１．中華人民共和国人口家族計画些礎調査報告書

BasicSuweyonPopulationandFamiIyPlanning

inLhePeople,sRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平矢系中日合作ilM在研究扱告お

（中国語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次峰礎調森報告書
BasicSuTvey(11）onPopulationandFhmilyPlanning

inthePeople,sRepublicofChina

生育率和生活水平矢系第二次中日合作潤査研究柵

告令（中国語版）

昭和59年度

ｌ・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告書

一インド国一

ReDortontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDeveIopmentinAsianCountries

-1ndia-（英語版）

４．ネパール王国人口・家族計画避礎調査

BasicSurveyReportonPopulationandR1mily

PIanningintheKingdomofNepal（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinJapan（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発蕪礎調査報告書

一タイ国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationandDeve

lopmentinSoulheastAsianCoUntries
-ThailEmd-

６．バンコクの人口都市化と生活環境，福祉調査

一データ網一

SurveyofUrbanization，LivingEnviTonmentand

Welfa｢ｅｉｎＢａｎｇｋｏｋ－Ｄａｔａ－

（英語版）

３．日本の人口転換と農村開発

DemographicTransitloninJapanandRuralDeve

lopment（英語版）

７．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

UrbamzationandPopulationinJapa、〈英語版）

日本的城市化勺人口（中国語版）

Ｕ｢bamsasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

４．SurveyofFertilityandLivingS[andardsinChinese

RuralAreas-Daｔａ－Ａｌｌｔｈｅｈｏｕｓｅｈｏ１ｄｓｏｆｔｗｏ

ｖｉｌ１agesmjilinProvincesu｢veyedbyquestionnai｢ｅｓ

（英語版）

失干中国衣村的人口生育率与生活水平的iJM在扱告

一対千古林省jUi十付近行全戸而談側炎的培果一

＝暁ifflil＝（中国語版）

昭和61年度

1．アジア諸国の農村人ｕと農業開発に関する調恋報告誹

一インドネシア同一

ReportontheSuweyofRuralPopulationand

AgriculturaIDevelopmentinAsianCountries
-lndonesia-（英語版）

５．スライド日本の農業．農村開発と人口

―その軌跡一（日小論版）

Agricultural＆RuralDevelopmenland，Population

inJapan（英語版〉

日本衣立衣村的笈展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanian・MasyamkalDesaDan

KependudukanDi」epang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました｡）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一インドネシア国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Indones1a-（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－

昭和60年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一タイ辰ｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｗｅｙｏｆＲｕｒａＩＰｏｐｕｌationand

AgricuItu｢alDevelopmentinAsianCountries

-Thailand-（英語版）

４．日本の労働力人口と開発

LaborForceandDevelopmenlmJapan（英語版）

５．人口と開発関連統計災

Demog｢aphicandSocioEconomiclndicatorson

PopulationandDeveIopment（英語版）
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２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調在報告書
一中華人民共和'五ｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰｏｐｕlationand

DevelopmentinSoutheasｔＡｓｉａｎＣｏｕｎＬｎｅｓ

－Ｃｈｍａ－（英語版）

６．スライド日本の産業開発と人口

_その原動力・電気一（日本語版）

IndustrialDevelopmentandPopulatloninJapan

-TheprimeMoverElectricity- （英語版）

日本的痒並友展与人口

一其原功カー曳気一（中国語版）

Pembangunanlndustridankependudukandijepang
-PenggerakUtamaTengaListrik-

（インドネシア語版）

３・アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書
一タイ国一一

４．日本の人口と家族

PopulationandtheFamilyinJapan（英語版） ７．ネパール王国人口家族計画第二次基礎調杢

ComplementaryBasicSurveyReportonPopulation

andFamilvPlanningｉｎｔｈｅｋｉｎｇｄｏｍｏｆＮｅｐａｌ５．アジアの人口転換と開発一総計集一

DemographicTransitjonandDevelopmenlinAsian

Countrles-OvervlewandS[頃tistjcal′｢ables-
（英語版） 昭和62年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一中華人民共和国一

Repo｢tontheSurveyofRuralPopL11atlonand

AgricuIturalDevelopmentinAsianCountries

-Chlna-（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamilyandPopulationinjapan-AsianExperi
ence-〈英語版）

日本的人口５家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア譜版） ２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一中華人民共和国一

Reportｏｎ［heBasicSurveyofPopulationand

DeveIopmentinSoutheastASianCountｒｉｓ

－Ｃｈｉｎａ－ 〈英語版）

７．ペルー共和国人口家族計画基礎調鎌

平成元年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調盗報告書

一バングラデシニ国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

Agr1culturalDevelopment-Bangladesh-（英
語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調迩研究報告書

一フィリピン国一

４“日本の人口と農業l開発

Popula[ionandAgriculturalDevelopmentiｎＪａｐａｎ
（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発挫礎調査報告評

一大パール胚１－

Ｒｅ１ｐｏｒｒｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｗｅｖｏｆＰｏｐＬllalionand

DeveiopmentinSoutheastAsianCountries

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人口・開発，環境

Population・DevelopmentandEnvironmentmNepa］
（英語版）

６．スライド

日本の人口移動と紐済発展（日本語版）

TheMigratoryMovementandEconomicDeveIoP
mentinJapan（英語版）

日本的人口穆功与鑑済茂展（中国語版）

PerpindahanPendudukDanPerkembanganEkonom1

DlJepang（インドネシア語版）

３・アジア諸国からの労動力流出に関する調在研究報告書

一マレーシア国一

４．日本の人口櫛造変動と開発一商船化のアジア的悦
古一
■bB●

StructuralChangeinPopulationandDevGlopment

-Japan,sExperienceinAEing- （英語版） 7．トルコ国人ロ家族計画基礎調査

５．スライド

ｉ廟齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（ロ本譜版）

AgiIIgin」apan-ChallengesandProspects-
（英語版）

近人高齢化社会的日本正面'1缶挑戦一追求具生命意又
的老年生Mｆ－（中国語版）

昭和63年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一ネパール国一

Ｒｅｐｏｒｔｏｎ［heSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopmeminAsianCountries

-NePal-（英語版）
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３．アジア諸国からの労働力流出に関する調在研究報告書

一中華人民共和国一

TantanganMasyaraka［LanjutusiaJepang

（インドネシア語Ｈ１〉

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionaIDevelopmentandPopulatjoninjapan

-TrendsandProspectｓｉｎｔｈｅｌ９９０ｓ－

（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５ヵ国の比較一

StrategicMeasuI-es［ortheAgricul[LIralDeveIopment

-ComparativeStrudiesonFiveAsianCoumrles-

（英語版）

（本作品は、］990年肋日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞≦）
５．スライド

日本の地域開発と人ロ（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopulationinJapan

（英語版）

Ｈ本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunanDaeInhdanPopulasidijepaI1g

（インドネシア版）

平成２年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告晋

一フィリピン同一

Repo｢ｔｏｎｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｍｌＰｏＩ〕ulationand

Agricul[LIralDevelopment-Philippines-（英語版）６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英藷版）

２．東南アジア諸国等人口・開発些礎調在報告杏

一バングラデシュ_

Repo｢tonIheBaBicSuI-veyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountrles

-Bangladesh-（英語版）

平成４年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告杏

一マレーシア催ｌ－

ＲｅｐｏＩ－ｔｏｎｔｈｅＳｕｗｅｙｏｆＲｕｒａｌＰｏｐulationand

AgriculturalDevelopｍｅｎｔ－Malavsia-

（英語版）
３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告劃：

－インドネシア同一

２．東南アジア諸国等人口・開発避礎撹在報告書

一ベトナム国一

ReportonlheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-VietNam-（英語版）

４．１１本の人口

Population，

Japan‐

･開発・環境一アジアの維験一

DevelopmentandEnvironmentin

八sianExpe｢,ence-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人口・開発（Ｈ本譜版）

Environment，Popu1ationandDeveIopment】ｎ

Japan（英語版）

日本的坏境・人口・升友（中国語版）

LingkungallPen(IudukdanPembangunanjepang

（インドネシア語版）

（本作品は、1991年0M)日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告諜

一スリランカ国一

４．アジアの産業転換と人口

IndustrialTransitionandPopulatjoninAsia

（英語版）

５．スライド

明日に生きる－日本の産業転換と人口一（日本

語版）

LivingforTomorrow－Indus[rialTransi[ionand

PopulationinJapan-（英語版）

生活在明天一日本的汗止鋳換与人ロー（中倒語版）

６．アジアの人口都市化一統計巣一

Pr0spectsofUrbaniZatloninAsia（英語版）

平成３年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一スリランカ国一

ReportontheSurvevRuralPoDulationand

AgricLIlturalDevelopmel1t-Srilanka-

（英語版）

HidupUntukHariEsok－PeralihanStruklur

lnduBtnDanPopulasiDiJepang-

(インドネシア語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発堆礎調在報告書

一フィリピン１重１－

ReporlontheB2sicSurveyolPopuIa[ionand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Philippines-（英語版）

平成５年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告杏

一ベトナム国一
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平成７年度

Ｌアジア識'五|ｸﾞ)発展段階別腱巣・腱捲IlM発JIL礎ｊｉＷｆ澱ｲﾔ
，Ｉドーパキスタンロー

Rel〕ｏｒｔｏｌｌｌｈｅＢａｓｉｃＳｕｗｅｙｏｎＡｇｒｉｃ瞳Itural〔lndRural

DevelopmenlbyProgressStageinABianCounlrles
-Pakist副１－（英語IHI(）

ReportontheSuweyofRuralPopulaIionand
AgricultumlDevelopment－ＶｉｅｔＮａｍ－
(英語版）

２．束南アジア諸国等人口・開発基礎調在搬告書
一スリランカ圧１－

ReportontheBasicSurveyofPopulationand
DevelopmenIinSoutheastAsianCountries

-SriLanka-（英語版）２．アジアi調|蚕lのliljilI化と開発J1L礎iilMilf報ｉ１ｉ諜
一ネパールｌｒ１－

ＲｅＩｘ〕rtontheSurveyI〕fUrI〕anizatlonandl)evelopmenl
inAslanCounlnes-Ncpa１－（英語版）

３・アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調森研究
報告普一フィリピン催’一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallengeandStrategyofAsjanNations

-PopulationandSustainableDevelopment
（英語版）

３・アジア禰lⅡ|の人１１M資源lll難と労IiMl力にＩＨＩする調従ilf究
辮ｌｎＷ－インド国一

1．アジアにおける女･lV1jのエンハワーメント

EmpowermeX]ｔｏｆＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ（英語I;IX）
５．スライド

女たちの挑職一女性の地位向上と１１本の人に１－

（日本語版）

WomenandtheirChallenges－Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔｓ

ｉｎｔｈｅＳｔａｔｕｓｏｆＷｏｍenthePoDulationofJapan-
（英語版）

女性的挑liIi－女性地位的提高与日本的人ロー
（中国語版）

TantanganKaumWanita-EmansipElsiWanita

danPoI)ulasiJepang-（インドネシア譜版）

５．スライド

アジアを拓け－女性たち－ｉ［I水諮ｌｌｈ〕

ＡＢ｢igh［ofGenderEQualjty-EmI)oｗｃｒｍｅｎｔｏｆ
ＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ－（災iYllUX）

jmij且tl蝿之路一今日IIi洲女fl；－（''１圧1譜版）

HarpanCerahbagiPersamaan－KaulnWanita

AsiaMerambahJalan－（インドネシア謡版）

平成８年度

Ｉ・アジア諸国の発腱段階別艇業・農+l開発』L礎i讃森報告

韮一ラオス人民1ｔ主共和国一ｆ１

Ｒｅｐｏ｢toIltheBaslcSurvevonAgr1culturaland

RuralDevelopmcntbyProgTessStageinAsian

CounLI･ies－ＬａｏＰｅ〔)plc'ｓＤｅｍｏ｢atlcReI)ubiic-
（英語版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業,農村開発基礎調査報告

書一インドm-

ReportontheBasicSurveyonAgricultu｢alalIdRuml

DcvelopmenlbyProgrｃｓｓＳｔａｇｅｉｎＡｓｉａｎＣ()untr1es

-lndia-（英語版）

２．アジア諸[刊の都Tl『化とllM苑iiW在iill告杵

一フィリピン国一

ReportontheSurvevoflJrbanizationan〔１１)evelop・

menIinAsianCountries-Philjppines-（英語飯）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一タイ同一

ReportontheSurveyolUrbanizationandDeveIopment
inAsjanCountriGs-Thailand-（英語版）

３・アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一ベトナム国一

３．アジア論伍1の人lIIjiiif源１１M発と労働力にl則するi誕戯１１先

鞭告諜一ラオス賑１－ ４．アジアの女性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

Women,ｓＬａｂｏｒＰａ｢ticipationandEconomicDevelop

mentinAsia-Strategytoward21Centuｒｙ－
（英語版）

１．２１世紀の人Iル食桃戦略一アジアと世界一

PopulfHtionandFoodStrategyfo「２１s［ceI11uTy

-AsiaandWorld-（英語版）

５．スライド

2025年への決断一アジアの人L1期DIIと食料

ChallengeflndDecisionibrtheYear2025

--Populationlncrease〔ｉｎｄＰｏｏｄｉｎＡｓｉａ－

（英硫版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

ＮｅｗＨｏｒｉｚｏｎｓｆｏｒｔｈｅＷｏｍｅｎｏｆＡｓｉａ（英語版）

荻洲如女的新用程（中国語版）

WanitaAsiaKmi……（インドネシア語版）

a，



地球からの警告一アジア．水と食料の未来一

ＡＷａｍｉｎｇｆｒｏｍｔｈｅＥａｒｔｈ－ＴｈｅＦｕｔｕ｢ｅｏｆＡｓｉａ１

ＷａｔｅｒａｎｄＦｏｏｄ－（英語版）

来自地球的警告一亜洲、水和娘食的未来一

（中国語版）

PeringatandariBumi-MasaDepanAsia-Airdan

Pangan-（インドネシア語版）

[ｲﾘ藩2()25年的托断一正洲的人口端値利根食一

〈中同語版）

TekadUntukTahuI12025-PertambahanPopuIasi

danPangandiAsia-（インドネシア語版）

平成９年度

１．アジア諸lIFIの発展段階別農業・農村開発雅礎調盗報告

岱一ラオス人民民主共和国－

１(eportonlheBasicSuweyonAgriculturaland

RuralDeve1opmentbvＰ｢ogI-essSlaRelnAsian

Countrles-LaoPeopleSDemograticRepublic-

２．アジアの社会ｌ刑発と人ｌＩ１ｌｌｌｆｌ苑

SocialDevelp罰entandIlur遇allDeveloI)ｍｅl]ｔ

ｉｎＡｓｉａ

３．アジア粥風の人'１１１資１Ｍ(1)M発と労働力に関する調fit研究

報-皆i』トーマレーシア同一

４．水をめぐる21111紐の危機

一アジア人口を礁点として－

Ｗate「CrisisintheTwenlyFllstCentL1ry

-ProspectofAsianPooula[ionandDevel(〕pｍｅｎｔ－

５．スライド

水は生きている一人口と水資源一

Ｗa[erisAIive-PopulationandWater、

Resou｢ｃｅｓ－（英語版）

水避有生命的一人｢1勺水臓源一（中|]２１譜1111）

ＡｉｒｉｔｕＨｉｄｕｐ－ＰｅｎｄｕｋｄａｎＳｕｍｄｅｒＡｉ「－

（インドネシア繍版）

平成10年度

l・アジア諸国の発展段階別農業・農村開発些礎調森報告

書一カンボジア国一

ReportontheBasicSuweyonAgricuI[uraland

RuIralDevelopmentbyProgressStageinAsian

Countries-Cambodia-

ａアジア諸国の向齢化と保健の実態調斑報皆書

一大韓民国一

ReportｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｖｏｌＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａＩ[h

inAsianCountr】ｅｓ－ＴｈｅＲｅｐｕｂｌｉｃｏｆＫｏ｢eａ

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調森研

究報告啓一イラン国一

４．発展の制約一中国・インドを中心に－

ConstramsonDeveIoDment-FocusChiｎａａｎｄ

ｌｎｄｉａ－

５．スライド・ビデオ
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1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで開かれ

た、人口と食#M安全保輝に関するAFPPD（人口と開

発Iこ関するアジア議貝フォーラム）特別連常委１１会で、

ベトナム側会社会委貝全姿貝艮グエン・テイ・タン識

、とマグサイサイ甘受賞省である著名恋農業学者ポー

トン・ズアン博士の共箸論文の日本語版の合本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された｡）

I．「国際人ロ開発会鱗行動齢画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人口開発会議(ICPD)の行

動;liuijの婆屋同文杏関連の出版物としては本邦初｡）

２．ｒ国際人ロ開発鰻貝会鰻』、国際人ロ開発鱗員会艦醗事
録、1995年（和文）

（内容：1994年カイロで1塁l際人口開発会議(ICPD)に先

駆けて開催された国会議貝会議である,量I際人【｣開発議

員会議の議事録。同会議には117カ国約300名の国会議

員が参加した。会議宣言文は,CPD総会でも発表された。

また、この会議を契機としてアフリカ．アラブ地域の

同会議貝フォーラムが準備された｡）

９．Ｆ国際食料安全保障・人ロ・開発溌員会蟻｣、国際食料

安全保障・人口・開発鵬貝会麟(lMPFSPD)醗事録、
1997年（和文）

（内容：食料農業機関(ＦＡＯ)主雌の世界食料サミゾト

（WFS)にあわせ､ｌｌｊﾖ(ｌｆｌＬｌｌｌｌにスイス･ジュネーブで１%１

催された国際食料安全保障・人口‘開発縦風会議

（IMPFSPD)の讓鳫雄同会議の成果は、世界食料サミ･フ

トで公式に配布され、またＷＴＯルジニーロリ永務局擾

にも桜井新・会議議踵から手波された｡！ ３．国連人ロ基金「世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一ｊ1995年（和文）

（内容：現在の人｢l分野に対する援助の現状と、資金

の流れを分析。我が国の人口分野への式献も併救｡）

10.国達人ロ基金ｒ未来のための食料』1997年（和文）

（内容：国連人口雄金出版物FoodfortheFutureの

日本語版。人口噌加の抑制と食料確保を行うために、

女性の参加が不可欠であることをざまざな具体例から

解きほぐしている。）
４．「国際人ロ・社会開発鯛風会鯛』、国際人ロ・社会開発

醗員会鰻(IMPPSD)鰯事録、1996年（和文）

（内容：世界社会開発サミット（WSSD)にあわせ、１９９５

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開催された人

口と社会開発に関する国会議貝会議議事録｡）

１１．国連食糧農巣機構(FAO）アリソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画由、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットのローマ7i:言と行動計画の

本邦初の翻訳であI)．多分野から|可文悲の日本翻訳の

決定版として商い評価を受けた」

５．黒田俊夫箸ｒリソース・シリーズ１国運人ロ会醗20年

の軌跡一ブカレストからカイロヘー』、1996年（和文）

（内容：国連主催の第一lnI人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人ロ開発会議まですべて

の国連主催の人ｕ会議に参加し、人口分針における世

界的大家である著者が．その推移を概観し、分析した｡）

12．『リソース・シリーズ５FiveYearsfromICPPD-国

際人ロ開発溌員会繊から５年一人ロと開発に閲する国

会溌員会麟宣言文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人１.開発会議から５年目を迎え、

この機会に人口と開発に関する１劃除議員会議、地域議

貝会議の宣言文を集成。今後の更なる発展のための驚
科とした」

６．ToshioKurodaoResourceSeries2uuFromBucha･

resttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopula‐

tionConferences-''’１９９ｓ（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１－の英文版．）

１３．『リソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsia」
1998年（英文）

（内容：当財団が主|{iｌする「人1ｺと開発に1Nするアジ

ア国会議貝会議」で呼びかけをおこない、各国”人口

政策を各国政府資任者もしくは専門家が記述した。各

国の政策に責柾を持つ国会議員が関与している点で．

航例を見ない。）

14．「リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一」（和文）

（内容：ワールドウオッチ研究所から刊行されたSandra

Poste朏著、WorldwatchPaperl32

Dividingthewaters：ＦｏｏｄSecurity，Ecosystem

Health,andtheNewPoliticsofScarcityの邦訳。今後

人頬社会に大きな制約を与えるのか、淡水壷源の不足

である。期え続ける人口を支えるための農業生藤もま

７．ｒ国際女性．人ロ．開発職員会麟｣、国際女性．人ロ．

開発鯛員会蟻(lMPGPD)鰻事録、1996年（和文）

（内容：第４回世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９月に東京で開催された国際女性．人口．開発議員

会議(IMPGPD)の議事録。同会議には第４回世界女性

会議に対壜する各国政府代表を中心とする国会議貝が参

加した=）

８．ＦＡＯ／ＵＮＦＰＡおよびポートン・ズアン、グエン･

テイ・タン署、『リソース・シリーズ３食料安全保障

と人ロ：資料』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミソトヘの準備として国連食料農

業機関(ＦＡＯ)が国連人口韮余との共同研究された、「人

口増加と土壌劣化」に関する論文の日本語版および、
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た淡水資源の逼迫によって大きく制約を受けると考え

られている。地球は水の惑星といわれるが飲料や農業

用に安定して使用できる水の総量は地球上の水の0.00

0008％に過ぎない。この水の総量は、有史以来変わっ

ておらず、人口が墹加する分だけ、－人当たり使用で

きる水の錨はどんどん減少しているのが現実だが、こ

のことが十分に認識されていない。人口増加を支えて

いる地球の限界が目の前に迫っている二とに警告を発

している｡）（ロ本語版版権取得）

15．国連人ロ基金「人類のための環境」（和文）

（内容：国連人口基金出版物BnvironmentfOrPeople

の日本語版。人口問題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実質的に解決するためには、その３つの領域の間

に架け橋を懸け、相関関係を重視することが必要であ

るとの視点に立って、主に環境と人口の間に横たわる

様々な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、

手段を探っている｡）

１６．Parliamentarians1ActivitiesonPopulationand

DevelopmentHistDryofPar1iamentariansIActivitiesand

It､sFindings‐（英文、－部スペイン鰭）

1992年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた'~圃際人にI開発会議評価のための国会議貝フォー

ラム（ＩＦＰ)」のために準備された出版物である。こ

の出版物は1994年の国際人ロ開発会議以降の人口と開

発に閲するアジア議員フォーラム(ＡＦＰＰＤ)を始め

とし．アメリカ地域人口・開発国会護同グループ（Ｉ

ＡＰＧ）、アフリカ・アラブ地域人口開発議員フォー

ラム（ＦＡＡＰＰＤ〉、ヨーロッパ地域の国会議員活

動の成果である宣言文と、各議迷の活動史を縄ぬた世

界で初めての出版物である。同会議貝活動の地球規模

での広がりをも象徴している。

17．国際人ロ開発会徽評価のための国会職員フォーラム

（ＩＦＰ）報告街

1992年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催き

れた「Imil際人口l荊発会議評価のための同会議貝フォー

ラム（ＩＦＰ)」の綴呰排である。同会議には103カ国

からおよそ２１０名の国会議貝が参加した。同会議では

国際人口開発会議から５年間の進捗状況とその進展を

阻む障害について熱心な討議が行われ、人口と持続可

能な開発を－H1した視点で扱う躯を強く求めた「国際

人口開発会縦評IIHiのための国会識且フォーラム・ハー

グ宣言」が採択された。この内容は会議ｌ;務総長を務

めた桜井新ＡＦＰＰＤ議長の手によって、ハーグの国

際フォーラムならびに３月にニューヨークで開催され

た準IMi会議の場でも発表誉ｵした。
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ＡＰＤＡ 曰誌■■■
￣

（
団
長
心
愛
知
和
男
衆
院
議
員
、
武
山
百
合
子
衆
院
議
員
、
松

本
惟
子
衆
院
議
員
、
大
渕
絹
子
参
院
議
員
、
星
合
千
春
国
際

課
長
、
加
藤
祐
子
国
際
課
課
長
補
佐
）

８
月
ｕ
曰
農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業

～
羽
日
・
農
村
開
発
基
礎
調
査
」
調
査
団
を
モ
ン
ゴ
ル
国
に
派
遣
。

（
団
長
叩
福
井
清
一
、
大
野
昭
彦
、
山
崎
正
史
、
楠
本
修
）

８
月
釦
日
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
６
回
大

会
開
催
準
備
の
た
め
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局

長
、
楠
本
修
主
任
研
究
員
、
星
合
千
春
国
際
課
長
が
新
潟
市

に
出
張
。

９
月
２
日
労
働
省
・
雇
用
促
進
事
業
団
委
託
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
職
業
安

定
制
度
と
雇
用
政
策
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
研
究
会
を
開

催
。

７

１月
３１２６

日日

７
月
６
日
「
・
ハ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
人
口
・
開
発
事
情
視
察

議
員
団
」
結
団
式
を
開
催
。
パ
キ
ス
タ
ン
保
健
・
人
口
福
祉

大
臣
と
在
日
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
が
出
席
。

７
月
８
日
「
世
界
人
口
デ
ー
」
に
星
合
千
春
国
際
課
長
と
加
藤
祐
子
国

際
課
課
長
補
佐
が
出
席
。

７
月
四
日
厚
生
省
・
国
際
厚
生
事
業
団
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
高

齢
化
と
保
健
の
実
態
調
査
」
の
研
究
会
を
開
催
。

７
月
型
日
農
林
水
産
省
委
託
テ
ジ
ァ
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・
農

～
別
日
村
開
発
基
礎
調
査
」
予
備
調
査
団
を
モ
ン
ゴ
ル
国
に
派
遣
。

（
団
員
卯
楠
本
修
主
任
研
究
員
）

７
月
配
日
「
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
人
口
・
開
発
事
情
視
察

議
員
団
」
を
派
遣
。

９
月
５
日
労
働
省
・
雇
用
促
進
事
業
団
委
託
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
職
業
安

～
旧
日
定
制
度
と
雇
用
政
策
に
関
す
る
調
査
研
究
」
調
査
団
を
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
国
に
派
遣
。

（
団
長
罪
大
野
昭
彦
、
渡
辺
真
知
子
、
藤
田
幸
一
、
楠
本
修
）

９
月
四
日
厚
生
省
・
国
際
厚
生
事
業
団
委
託
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
齢
化

～
妬
日
と
保
健
の
実
態
調
査
」
調
査
団
を
中
国
に
派
遣
。

（
団
員
恥
苅
部
ひ
と
み
、
内
藤
佳
津
雄
、
遠
藤
正
昭
）

９
月
”
日
大
阪
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
少
子
・
高
齢
化
を
ど
う
乗
り
切
る
か
」

を
南
海
サ
ウ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
。
中
山
太
郎
理
事
長

が
講
演
。
会
議
運
営
の
た
め
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
星
合

千
春
国
際
課
長
、
加
藤
祐
子
国
際
課
課
長
補
佐
が
出
席
。

’
一
…
…
露
趣

前
号
、
第
舶
号
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
訂
正
い
た

し
ま
す
。

。
Ｐ
川
一
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
日
誌
」
の
標
題
が
欠
落

。
Ｐ
叩
御
苑
寸
言
１
行
目

「
日
本
人
口
研
名
誉
所
長
」
↓
日
大
人
ロ
研
名
誉
所
長

・
同
咀
行
目

「
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」

●

↓
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

１
１
１
１

９７



◇
Ｊ
Ｒ
の
電
車
内
か
ら
“
赤
ん
坊
“
が
消
え
た
。
い
さ
さ
か
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
表

現
だ
が
、
日
中
の
車
内
で
は
、
あ
の
ツ
ブ
ラ
な
瞳
の
可
愛
い
赤
ち
ゃ
ん
に
滅

多
に
お
目
に
か
か
れ
な
い
。
東
京
都
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
遂
に
一
・
○

五
に
ま
で
落
ち
こ
ん
で
し
ま
っ
た
ｂ
「
い
ま
の
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
い

か
ら
子
供
は
欲
し
く
な
い
二
結
婚
は
あ
と
で
も
で
き
る
」
ｌ
Ｔ
Ｖ
で
ホ
ン

ネ
を
語
っ
て
い
た
若
い
女
性
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
う
し
た
風
潮
の
中
で
「
少

子
化
は
日
本
の
存
亡
に
か
か
わ
る
大
問
題
で
す
目
と
説
い
て
も
虚
し
い
。

価
値
観
の
多
様
化
、
晩
婚
化
が
最
大
の
原
因
だ
ろ
う
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
一
一

一
○
○
年
の
わ
が
国
人
口
は
四
七
○
○
万
人
ま
で
激
減
し
て
し
ま
う
、
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
、
ｂ
恐
ろ
し
い
話
だ
。

◇
九
月
上
旬
の
急
激
な
円
高
ド
ル
安
で
日
本
は
四
兆
円
を
失
っ
た
そ
う
だ
。
ド

ル
の
一
極
体
制
下
で
、
ま
た
し
て
も
日
米
マ
ネ
ー
戦
争
は
日
本
の
敗
戦
が
濃

厚
だ
。
日
本
経
済
が
崩
壊
す
れ
ば
一
番
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
の
は
超

大
国
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
有
力
紙
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
が
「
数
十
年
先
日
本

は
少
子
化
で
過
疎
の
島
に
な
る
」
と
い
う
特
集
記
事
を
組
ん
だ
と
い
う
。
皮

肉
な
話
だ
。

◇
少
子
化
が
ど
ん
ど
ん
進
め
ば
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
、
経
済
は
衰
退

し
、
社
会
も
活
力
と
輝
き
を
失
い
、
や
が
て
国
家
存
亡
の
危
機
に
直
面
す

る
。
”
老
人
力
〃
の
世
代
は
、
温
か
い
親
子
関
係
、
一
家
団
ら
ん
の
微
笑
ま
し

い
家
庭
像
を
懐
か
し
む
が
、
時
代
遅
れ
だ
ろ
う
か
。
二
十
一
世
紀
の
日
本
再

生
の
た
め
に
、
少
子
・
高
齢
化
を
め
ぐ
っ
て
、
今
こ
そ
国
民
的
論
議
を
展
開

す
べ
き
時
代
に
き
て
い
る
、
と
思
う
が
…
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

蝿

表紙の写真説明

モンゴル国セレンゲ県

モンゴル国の首都、ウランバートルか

ら北に300kmセレンゲ県の風景である。

ウランバートルを境として、南は乾燥が

強く、一面の草原となり、ゴビ沙漠へと

つながる。ウランバートルから北へ行く

にしたがって雨量も多くなり、標高も下

がり、小麦や野菜の生産に適した場所と

なる。

モンゴルは夏の間に雨が降り、窪

地がしばしば池となる。そこには、

周辺から塩分カルシウムが集積し、

牛や馬、羊達の格好の水飲み場や塩

舐め場となる。

赴叩

人ロと開発･秋季号<通刊69号＞
1999年10月１日発行く季刊〉

･編集発行人広瀬次雄

･発行所

財団法人アジア人口･開発協会
〒160-0022

東京都新宿区新宿1-5-Ｌ３Ｆ

ＴＥＬ（03)3358-2211(大代表）

ＦＡＸ（03)3358-2233

・印刷所

文化印刷株式会社
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